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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある日の昼休み、僕は平ひら磐いわ二高の体育館裏で立ち尽つくしていた。

　そこそこ広い空き地なのだが、あるものといえばツツジの植え込みと一本の立派なイチョウだけである。人ひと影かげはまったくない。

　このイチョウの木は二高生に不評だった。巨きよ木ぼくだけに秋には大量のギンナンが実をつけるのだが、これが絶望的な悪あく臭しゆうを放つ。今は六月だが、悪臭の記き憶おくが本能的な嫌けん悪お感をもよおすものとみえて、季節を問わず誰だれも近寄りたがらない。まして今は、総菜パンをめぐり、購こう買ばいにて血で血を洗う抗こう争そうが続いている時間帯だ。

　ポケットにつっこんでいた手紙を取り出し、メッセージを再さい確かく認にんする。

「三み鶴つる城ぎ大だい助すけ様　十二時半に体育館裏のイチョウの下に来てください」

　白い無地の便びん箋せんに書かれた手紙は、白い無地の封ふう筒とうに収まり、無記名のまま僕の下げ駄た箱ばこに入っていた。つい「ラブレターか？」と思ってしまうのが男の悲しきサガではあるが、そう断定するには二つの難点があった。

　第一に、この手紙があまりに事務的で、無機質な感じがするところ。女の子からのものならば、もう少しカラフルな封筒とか便箋とか使うものではないのか。今手元にあるこいつは、なにやら香こう典でん袋ぶくろを連想させる。

　第二に、呼び出し先がこのイチョウの木の下ということだ。悪臭の件もあるが、さらにこのイチョウには伝説がある──この木の下で告白してつきあうようになったカップルは間ま違ちがいなく破局する、という伝説が。

　かつて、とある男子生徒がいた。二高ミステリー研究会の部長を務めていたその生徒はこのイチョウの下で告白し、女の子とつきあい始めたものの、一年を待たずに別れてしまった。

　己おのが身を嘆なげいたミステリー研部長は、彼女との思い出の何もかもが憎にくい、世のカップルどもは皆みなギンナンの雨に打たれて死ね、とばかり始まりの場所のイチョウの木に呪のろいをかけた。以来、部長の望み通り、この木の下で告白して成立したカップルは必ず破局の道をたどるようになった。まさしく、ギンナンが腐くさったような根こん性じようの持ち主がやりそうな所行である。

　加えて、秋には血のような赤い色をしたギンナンが実をつけるようになった──その数は、破局に至ったカップルが生まれるたびに一個ずつ増えていっている、というのである。二高生ならば知らぬ者のない、「幸せの赤いギンナン」だ。

「他人の幸せを吸い取って実をつけるギンナンなら、中に幸せが詰つまっているに違いない」

　そういう理由で、毎年文化祭でミステリー研究会が一ひと粒つぶ五百円で売っている。ただのギンナンに食紅で色をつけているだけなのに、結構売れているそうだ。いい商売である。

　そんな木の下で告白などしたがる奴やつがいるものだろうか。あえてジンクス破りを行おうという気き概がいの表れ、と解かい釈しやくすることはできる。しかしそのようなチャレンジャー精神の持ち主ならば、手紙などという回りくどい手段をとるとは考えにくい。

　なんにせよ、相手が来れば真意がわかるはずだ。僕は考えるのをやめ、イチョウに歩み寄った。

　と、巨木の幹の影が二つに割れ、二高の制服を着た一人の女の子が、イチョウの陰かげから不意に姿を現した。背の低い華きや奢しやな感じの女の子で、ネクタイの色は緑色。つまり、一年生だ。

　僕の姿を認めると、少女はぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「ワタクシ、一年二組の葛か東とう絵え美み果かです」

　一定の距きよ離りを置いて、僕たちは向かい合った。観察するところ、彼女は友好的な雰ふん囲い気きこそ醸かもし出しているものの、今から告白を始めるかのような緊きん張ちよう感はない。

「僕を呼んだのは君だね」

　確認のために聞いてみる。

「……いいえ」

　ところが、少女は首を横に振ふって否定した。すぐに慌あわてたような口調になって、

「あの、正確にはワタクシ一人で呼んだ、というわけではなくて、──」

「クソタレ遅おせェ」

　唐とう突とつに第三者の声が割り込んできた。びっくりして周囲を見回すが、声の主の姿は見えない。

「来るのが遅せェんだよこの野や郎ろうッ」
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　突然、葉ががさがさとこすれるような音がし、次の瞬しゆん間かん、頭上から人が降ってきた。

「ギャア！」

　反射的に僕は後ずさり、悲鳴を上げた。

　いきなり、僕と少女のちょうど真ん中に、二高の制服を着た男が現れた。ゆっくりと立ち上がると、制服のそこかしこにくっついたイチョウの葉をはたき落とす。ネクタイの色は紫むらさき──つまり僕と同じ二年生だ。

「えーと、その──人の趣しゆ味みにケチをつけるつもりはないけれど、いきなり空から落ちてくるのはいかがなものかと思うよ」

「日々の鍛たん錬れんは大事だろォが」

　僕が遠回しに非難すると、その生徒は自信満々な口調で、意味不明の返答をした。

　髪かみは、スポーツ刈がりと呼ぶにはやや長かった。額から上の髪の毛が、少なくとも五センチは引力に逆らって天に伸のびている。別段整せい髪はつ剤ざいの類たぐいを使っている様子もなく、どうやらものすごい剛ごう毛もうらしい。スポーツ刈りだからといってスポーツマン風かといえばそうでもなく、どちらかといえば優等生めいた印象を受ける。眼め鏡がねをかけているからかもしれない。

「ミツルギだな。ミステリ研の」

　学生は、僕の顔を真っ向から見み据すえた。と、僕も思い出すところがあった。

「うん。君は……ミステリー研究会の人だね」

「リー」と音を伸ばす部分を特に強く発音した。この点に関しては、お互たがいの立場というものをはっきり示しておかねばならない。部外者には誤解されやすいのだが、二高には 「ミステリ研」と「ミステリー研」という別個のサークルが存在する。前者は推理小説ファン、後者はオカルト現象ファンの集まりである。

「ああ。俺はミステリー研究会の長なが坂さか陵りよう梧ご」

　長坂も、「リー」と音を伸ばす部分を特に強く発音した。良き垣かき根ねは良き隣りん人じんを作る、という。いいことだ。

「えーと、僕はなんで今日ここに呼び出されたのかな」

　手紙をひらひらと示しながら、質問する。すると葛東はばつの悪そうな顔を見せ、長坂はニヤリと笑った。

「微び妙みような問題なんでな。人があまりいねェところで話がしたかった。ラブレターに見せかけて呼び出せば、たいていの男はほいほいと顔を出すもんだ」

　ムカつく笑え顔がおだ。が、罠わなにはまった以上は屈くつ辱じよくに耐たえるしかない。

「これからは、無記名の手紙をもらったら無条件で破り捨てるようにする」

　長坂は僕の方に一歩歩み寄った。

「単刀直入に聞くぜ。俺の姿が見えるよな」

　なんの前兆もなく、長坂の姿が二重にぶれた。

　ぶれは収束するどころか大きくなっていき、やがてそれは白い影となって長坂の体から分かたれた。すぐそばにもう一人の長坂が立っているかのようだ。影は、長坂自身と寸分違たがわない顔、寸分違わない表情を持っていた────首から下は輪りん郭かくすらはっきりとしないが。

　長坂の幽ゆう体たいだ。

　それに応こたえて、僕も幽体を現した。幽体の腕うでを伸ばして長坂の肩かたに手を触ふれ、接せつ触しよく部分に念を込こめてメッセージを送る。

『君も魂たま裸ら醒せなんだな』

『魂裸醒？』

　その言葉を聞くと、長坂は怪け訝げんそうな顔をした。







　魂裸醒──

　某ぼう県戸と有ある村──市町村合がつ併ぺいのため、今や存在しない村名なのだが──の人間に代々伝わる、奇き妙みような能力のことだ。同時に、能力を持つ人間のこともさす。

　魂裸醒は、幽体離り脱だつを行い、さらにその幽体から武器を生み出すことができる。幽体も武器も常人には不可視、ただし武器は物理的存在に接触することが可能だ。

　今年の春。戸有の住人、八や阪さか井いという姓せいを名乗る父と娘むすめが平磐市にやってきた。僕の現住所の隣となりの家に、だ。

　彼らの目的は、戸有村を抜ぬけ平磐に潜せん伏ぷくしている、船ふな子こという男を捜さがして捕つかまえることだった。いうなれば、抜け忍にん狩がりというところか。目的は達成されたが、あとに大問題が残された──船子は、平磐に潜伏している間、平磐市民に片っ端ぱしから己おのれの血を飲ませていたのだ。

　魂裸醒の能力は、魂裸醒を使う者の血液なり体液なりを体内に取り込むことによって伝でん染せん、覚かく醒せいする。つまり、現在平磐市は、超ちよう常じようの能力の持ち主、もしくはその予備軍であふれかえっている状態なのである。それこそ、石を投げればエスパーに当たる、という具合だ。

「こいつは由々しき事態だ」

　隣人、八阪井三み千ち人と氏は言ったものだ。氏は四十代の中年男性で、胃い潰かい瘍ようでもわずらったかのような瘦そう身しんと、白黒半々の頭髪の持ち主である。吹ふけば飛ぶような印象だ──一点、両目が妙に情熱的で自信にあふれた光を放っていることを除けば。

「何も知らない連中が魂裸醒の存在意義もわからず、ただその力を使し役えきするのは許されるべきではない。だが現状は、魂裸醒を使う者を監かん視しするどころか、感染者が一体何人いるのかすら把は握あくできていない状態だ。表向き、周辺市町村から奇き異いの目を向けられそうな事件はさほど起きていないが、状じよう況きようとしては十四世紀の黒死病大流行の真っ最中なみの大ピンチだ。悪くすれば、平磐市そのものが滅ほろぶ」

　深刻な顔だった。ただ、この人は冗じよう談だんもこんな顔をしてさらりと言うので、内心でも深刻に憂うれえているのかどうかは、よくわからない。

「なかなか大げさなことを言いますね」

「タマラセビトの歴史の中でも未み曾ぞ有うの事態だからな。脅きよう威いを最大限に見積もったほうがよかろうて。何が起こるか想像もつかん」

「それなら、戸有の方から、もっと人を引っ張ってくればいいのでは？」

　僕は尋たずねたが、三千人さんは首を横に振ふった。

「平磐の現状を戸有の方に連れん絡らくしてはいるがね。まあ、すぐには無理だろう。現在、戸有の魂裸醒は激減している。船子を追うのに私と夏か月づきと、二人も派は遣けんすることができた、というのはある意味奇き跡せきに近い」

「そうなんですか」

　三千人さんはため息をついた。

「私が自分で平磐を注意深く見守り、監視しなければならない。超常の能力を得たことで調子に乗り、市役所ジャックや堤てい防ぼう爆ばく破は、もしくは野の良ら猫ねこ狩りをやるような奴やつが出ないように」

「前者二つはともかく、猫を殺すような手合いは人間として許せませんね」

「しかし残念なことに、私のお手々は二つしかない。猫の手も借りたいところなのさ」

「僕のことですかニャー」

　僕は指先を丸め、猫の手を形作った。僕自身もこの一連の事件で感染したことが発覚し、魂裸醒の力を振るえるようになった口だ。

「言い方が悪かったら謝る。現地調達の戦力でも使えそうな奴はバリバリ使う。というより、使わざるを得ないというのが実態さ。飢き饉きんの折には、毒まんじゅうでもモリモリ食べなければならない。幸い、君は毒まんじゅうと呼ぶにはほど遠いがね。年ねん齢れいの割に分別もあり、頭も良さそうだ」

　分別がある、大人っぽい、などと言われるのは僕にとってはあまり嬉うれしいことではない。見た目があまりに大人びているため、僕は常に実年齢より八歳くらい上に見られてきた。小学校高学年の段階で大学生と呼ばれ、中学生の段階で新人サラリーマンと呼ばれた。高校生となった今では中ちゆう堅けんどころの若手などと言われている。母の胎たい内ないから取り出された時の記き憶おくなどあるはずもないが、多分その時点で僕は八歳児の容姿をしていたのだろう。

「僕なんかでいいんですかね。正直言って、僕自身が魂裸醒の存在意義を理解しているかと聞かれたら、答えられないですよ」

「深く考えることはない。君は陪ばい審しん員いんの役を務めてくれればいいんだ」

「陪審員？」

「現実問題として、平磐市におけるすべての魂裸醒を根絶することは不可能だ。とあれば選定が必要だ。魂裸醒を悪用しそうにない人間はそのままに残し、力を手に入れた途と端たん『気に入らない奴は皆みな殺ごろしだあ』などと言い出す奴は、然しかるべき方法をもって処分する。そういった判断を、君に手伝ってもらうことになる」

「一体、何をもって判断すればいいんですか」

　よい指し摘てきだ、とでもいうように三千人さんは僕を指さした。

「難しい質問だな。自分で考えてくれ、と言いたいところだが、あえて私から一つ助言するとすれば、──」

「すれば？」

「世せ間けん体ていだな」

「…………世間体？」

　拍ひよう子し抜けする回答に、僕は大きく首を傾かしげた。

「私がどれだけ世間体を気にして生きているか、君はちっともわかってないな」

　すぱーん、と三千人さんはテーブルを叩たたき、ものすごい剣けん幕まくでまくしたてはじめた。

「日本人がマイノリティを排はい除じよしたがる性質を持つことを知らないとは言わせないぞ。『あそこの家の八阪井さん、超能力で庭の大岩を動かしてましたよ』『あの家に迷い込んだ犬と猫と回覧板は二度と出てこないって話もありますしねえ』とかなんとか、近所の奥様方の噂うわさになったらどうする。噂はあっという間に駆かけめぐって、根こん拠きよもないのに気味悪がられて村八分状態になり、近所のガキどもからは『サイコ野や郎ろう』と罵ば声せいを浴びせられる。私は世間の荒あら波なみに揉もまれて神経を病やみ、やがて食が細って瘦やせていき、しまいには餓が死しする。我ながらなんという哀あわれな末路だ」

「回覧板くらい回してくださいよ。それに、サイコ野郎、とはオーバーじゃないですか」

「サイコキネシス野郎、略してサイコ野郎だ」不意に落ち着いた口調に戻もどる。「それはさておき、基本的に、世間体を気にする奴はあまり魂裸醒の力を使いたがらないという傾けい向こうがある。世間に波を立てることを本能的に恐おそれているのさ。人間として正しい態度かどうかはともかく、正体を隠かくす超能力者としては正しい態度だと言える。とはいえ、『世間体さえ傷つかなかったら何をやってもいいや』と考える奴もいるし──その辺はケースバイケースさな」

「難しいですね」

「あまり深く考えるな。君は判断を下すが、それ以上のことに責任を持つことはない。それから先は私たち親子の仕事だ。裁判官役と──絞こう刑けい吏り役は」

「絞刑吏？」

　突とつ然ぜん飛び出た物ぶつ騒そうな単語に、僕は驚おどろいた。が、三千人さんは平静さを保ち続けながら言う。

「魂裸醒を使う罪人を、通常の法で裁くことはできない。魂裸醒を裁くことができるのは、魂裸醒だけだ。そのくらいの理り屈くつはわかるだろう。いずれ日本にも裁判員制度ができると聞いている。軽い肩かた慣ならしとでも思ってくれ」

「そういうものですかねえ」

　とにかくそんなわけで、たとえ同じ学校の生徒が突然目の前で幽ゆう体たい離り脱だつをしてみせたとしても、何ら不思議なことはないのだった。







　放課後、僕はある教室に面メン子ツを集合させた。

　僕が当とう該がいの教室の手前までたどり着くと、廊ろう下かの奥の方に夏月の姿が見えた。

「大助君、遅おそいですよー」

　いつもながらの間延びしたしゃべり方だ。僕の姿を認めて、小走りに駆け寄ってくる。

「ひょっとして、僕のこと捜さがしてたの？」

「そうですよ。なんかあったんですか？」

「いや、トイレに寄ってただけだよ。申し訳ない」

　言いつつ、教室のドアを開く。途端、鋭するどい叱しつ責せきの声が飛んできた。

「遅ーい！　アホ三さん助すけ！」

　開け放った窓を背に立つ九く里り浜はまが、僕に責めるような視線を向けていた。見るからに機き嫌げんが悪そうだ。だが、九里浜の機嫌が悪いのはいつものことだ。いちいち意に介かいしていたらこちらの神経が保もたない。九里浜の非難をさしあたり無視して、教室内を見み渡わたす。

　教室の隅すみの席に、葛東は座っていた。退たい屈くつそうに、手の中で携けい帯たい電話をくるくると回転させている。

　ただ一人、肝かん心じんの長坂の姿が見あたらない。

「まだ来てない奴やつがいるじゃないか。僕がビリというわけじゃないみたいだね」

「あんたねえ」

　睨にらむように僕の顔を見上げながら、九里浜も僕の方に近づいてきた。

「そういう問題じゃないでしょッ。放課後に教室に来てくれ、って理由も言わずに命令しておいて、呼んだ当の本人が遅おくれて来るだなんて、無責任極きわまりないとは思わないの？」

「まあまあ、少しくらいいいじゃないですか。何時間も待たされたわけじゃないですし」

　夏月が割って入るが、九里浜の怒いかりは収まらない。

「こいつを甘やかしちゃダメよぅ。夏月にだって都合というものがあるでしょうに──」

「……せやァァ──ッ！」

　突然叫さけび声が轟とどろいた。

　ついさっきまで九里浜がいた窓から、一個の黒い固まりが飛び込んできた。

　教室の中にきれいに着地して決めたかったのだろうが、どうやら窓まど枠わくの高さを考こう慮りよしていなかったと見える。足が窓枠に引っかかり、急激に軌き道どうが変化した。複数の机と椅い子すを巻き込みながら床ゆかに激突する。

　そこにあったのは、脳天から床に突つっ込んだ長坂陵梧の姿だった。

「なんで君は普ふ通つうの登場をしてくれないのかな」

　聞くと、長坂は勢いよく立ち上がった。

「日々の鍛たん錬れんは大事だろォが」

　見た目ほどのダメージは受けていないらしい。

「登山家ジョージ・マロリーは『何な故ぜ山に登るのか』と問われて、『そこに山があるから』と答えた。俺のやってることもそれと同じだ」

「その、えーと──君の言っていることがさっぱり理解できない、なんて言うつもりはないけれど、できればどこがどう同じなのか説明してくれないかな」

「そこに木があったら登る。そこに窓があったら飛び込む。そこに池があったら潜もぐる。これは人間の原始的欲求であり自然の摂せつ理りだ。わかるだろ？」

「三助、このアホはどこの誰だれ？」

　九里浜が聞いてきた。さすがはミス直球勝負、初対面の人間をアホと呼ぶことにコンマ一秒のためらいもない。

「ミステリー研究会の長坂陵梧だ」

　僕が言うと長坂がその後を受け、

「平磐二高の生徒ってえのはかりそめの姿、その実態は、コルシカ忍にん法ぽうの継けい承しよう者しやとなるため日々鍛錬に励はげむ修しゆ行ぎよう中の身だ。よろしくな」

　指を二本立てて印のようなものを切った。挨あい拶さつらしい。

「そーですかそーですか。よろしくお願いしますねー」

　夏月は屈くつ託たくのまったくない笑えみを浮うかべて握あく手しゆを求めた。彼女はあまり細かいことは気にしないタチなのだ。

　一方、九里浜は長坂と僕を見比べていた。

「類は友を呼ぶってのは本当みたいね。アホとアホは引かれあう、って言った方がいいかもね」

「アホ、ね」

　僕は九里浜を指し示した。

　九里浜は僕の手と肘ひじを取ると、腕うでをねじ曲げた。人差し指が僕の胸を指すように。

「僕と彼は友達ってわけじゃない。大切なことは、彼もまた魂裸醒だということさ」

　その単語を口にした途と端たん、夏月と九里浜の表情が真しん剣けん味みを帯びた。

「お互たがい、紹しよう介かいといこう」

　僕は一同を呼び集めた。まずはセミロングの髪かみ型がたと高い身長を持つ女の子を示す。

「彼女は八阪井夏月、クラスメイトだ。魂裸醒に関する専門家でもある」

　笑みを浮かべながら、夏月は礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎした。

　次に、幅はばの細い眼め鏡がねをかけたツインテールの娘こを指さす。

「で、こっちのちんちくりんとしているのが同じく二年の九里浜純じゆん」

「誰がちんちくりんだコラ」

　九里浜は僕のこめかみを狙ねらってパンチを繰くり出してきたが、身長の差が歴然なため、余よ裕ゆうでかわすことができた。

　長坂は親指で九里浜を指し示した。

「知ってるぜ。同じ中学校出身だ。クラスが一いつ緒しよになったことはねェが、噂うわさは常々聞いていた」

「……こいつの小学生の時のあだ名が『人間枯かれ葉は剤ざい』だったことも知ってる？」

「ちょ……なんでアンタがそのこと知ってるのよぅ！」

　九里浜は驚おどろいて叫んだ。

「人から教えてもらった。君の性格を過不足なく言い表すステキなあだ名だと思うよ。この通つう称しようを考えついた奴やつは天才だね」

「こちとらちっともうれしくないのよぅ」

「中学校では」長坂は付け加えた。「鳥とつ取とり砂さ丘きゆうの縮小化を食い止める最終兵器だと呼ばれてたぜ。砂丘の広さを二倍にしたければ、九里浜を砂丘のど真ん中に埋うめて三日待て、ってな」

「おいおい」なんてひどいことを言うんだ、という風に僕は肩かたをすくめた。「そんなことをしたら二倍じゃ済まない。中国地方すべてが不毛の砂さ漠ばく地帯になっちゃうと思うよ。隣りん県けんの人たちがかわいそうじゃないか」

「きっさまらァァ──ッ!!」

　これ以上からかうと九里浜が逆ぎやく噴ふん射しやを起こす可能性がある。話を戻もどすことにした。

「で、──」長坂の方に目を転じ、「彼はさっき言った通り、二年の長坂陵梧。そして最後に、彼女は一年の葛東絵美果だ」

「葛東？」夏月が繰り返した。「葛東って、平磐のお殿との様さまだったとかいう──」

「その通り」長坂が言った。「彼女は葛東家の人間だ。世が世ならお姫ひめ様だな」

　江え戸ど時代、平磐地方の藩はん主しゆとして君臨した葛東家は、大政奉ほう還かん後も平磐の政界に強い影えい響きよう力を持ち続けている。まさしく名門だ。所しよ詮せん辺境の田舎いなかの王様であり、彼らの活動が日本全体の経済活動に及およぼす影響といえば微び々びたるものだが、しかし平磐市民にとっては今でも「お殿様」だ。

「ふ～ん。葛東サマの一員が、地元の公立高校にいるだなんて知らなかった」

　九里浜は言い捨てた。かなり失礼な物言いだったが、葛東は自じ虐ぎやく的な笑みを見せただけだった。

「相談したいことがある」長坂が切り出した。「葛東のことで」

「お話、伺うかがいましょうか。葛東さんも魂裸醒なんですか？」

　夏月が前に進み出た。

「いや、葛東には幽ゆう体たいは見えねエ。今の場合、それが問題でな」

「というと」

「ちょっと説明させろ。言った通り、彼女は葛東の人間だ。資産家の娘むすめとあれば、誰から狙われてもおかしくねェ、ってのはわかるよな」

「わかる。この不ふ況きようの折、営利誘ゆう拐かいを起こすという衝しよう動どうにかられる人は少なくないだろうね」

「わかった」九里浜はぽんと手を打った。「あたしたちで彼女を誘拐して、葛東家から金を奪うばおうって言いたいのね」

「逆だ！　逆に、──」

　言いかけて長坂は口を閉じた。少しすると得心したような顔を見せ、

「──それはそれで面おも白しろいアイデアだな」

「犯罪行こう為いには加担できませんよ」

　夏月が釘くぎを刺す。

「冗じよう談だんだ。実は、葛東を誘拐しようとたくらんでいる奴らがいるらしい」

「いるらしい、って」九里浜が口を挟はさむ。「一いつ介かいの学生がなんでそんなこと知ってるのよぅ」

「ついこの間誘拐されかけた」

「なんだって」

「その日は部活で帰りが遅おそかったんです」葛東自身が説明する。「ミステリー研の会合が長引きましたので。帰り道、真っ暗な所を歩いていると、白い車がゆっくり寄ってきました。おかしいと思って逃にげようとしたら、その時には、もう私の背後に別の男の人がいて、頭から黒い袋ふくろをかぶせようとしてきたんです」

「俺と別れたばかりだった、というのが幸運だった」長坂が語を継つぐ。「俺がすぐに駆かけ戻ったら、連中は尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出した。あの時はクソタレやばかった」

　納なつ得とくいかない面持ちで、夏月が問いかけた。

「単にボディガードを頼たのみたい、というのなら、悪いけど引き受けるわけにはいきませんよ。私たちは別に、何でも屋じゃないんですから」

「最後まで聞いてくれ。問題なのは、誘拐犯グループの一人だ。葛東の背後から迫せまってきた奴が、大きな蛮ばん刀とうで切りつけてきた。幸い、シャツを切り裂さかれただけで済んだんだが、──」

「ワタクシには、その蛮刀が見えませんでした。男が素す手でで一ひと振ふりしただけで、突とつ然ぜんかまいたちかなんかみたいにシャツが裂けたように思えたんです」

「その蛮刀は、長坂には見えて、葛東には見えなかった。つまり──」

　僕が要約すると、長坂は頷うなずいた。

「そう。その誘拐犯も、俺と同じような能力を持っているらしい、っつうことだ。おまえらが言うところの魂裸醒って奴を。こりゃ滅めつ多たな人間には相談できねェ、と俺は悩なやんだ。クソタレ悩んだあげく、藁わらをもつかむ思いで三鶴城に相談してみた、っつうわけだ」

「ちょっと待ってくれ。どうして僕が能力者だって知ってたの」

「見かけたことがあンだよ。いつだったか購こう買ばいで、魂裸醒を出して、並んでいる生徒の足を払はらって将しよう棋ぎ倒だおしを起こしたことがあっただろォが」

　途と端たん、責めるような夏月の視線が突つき刺ささった。

「大助君！」

「ち、違ちがうんだって！」僕は咄とつ嗟さに言い訳した。「菓か子しパンを求めて、三年生の奴やつらがものすごい勢いで詰つめかけてきたから、思わず魂裸醒で身を守ろうとしただけなんだって。イヤほんと」

「そういやあったね、そんな事件」九里浜が愉ゆ快かいそうに言った。「あの時は購買前がまるで戦場のようだった、って聞いてるけど、原因はアホ三助だったのね」

「今は僕のことなどどうでもいい。誘拐事件の方が重大じゃあないか」

　腕うでを大きく振り、無理矢理に話題の転てん換かんを図はかった。長坂たちの方に向き直り、問いかける。

「誘拐未み遂すいのことは、警察なり保護者なりに伝えているの」

　長坂と葛東は一いつ緒しよに首を振った。

「いいや。おめェらに話したのが、初めてだ」

「それはまた何な故ぜに？　魂裸醒が関かかわっているらしいとはいえ、この問題、僕たちの中だけで留め置くのは危険なんじゃないの」

「それだけはダメです！」

　突然葛東が声を荒あららげた。全員びっくりして彼女の顔を見つめる。

「このことは内密にしておきたいんです。できれば、父にも知らせずに」

「なんでまた」

「ワタクシは、中学生の時まで車で登下校させられていました。そんな環かん境きように逆ぎやく戻もどりするのだけは絶対にイヤなんです」

「させられていた？　夢のような環境だと思うけど」

　言われて、葛東は持っていた携けい帯たいを力強く握にぎりしめた。

「『葛東の人間なんだから、誰だれに狙ねらわれるかわかったもんじゃない』という父の意向で、ワタクシの登下校には常に一個小隊の人員がつけられていました。毎日毎日大きな大人を引き連れて歩くってことが、どれだけ恥はずかしいかわかりますか」

　手を振って力説する。その手の中に携帯を握っていることを忘れているかのように、勢いよく。

　考えてみよう。小中の九年間、でかい大人に囲まれて登下校していたら、どうなるか。

　一、友達と一緒に帰るのが不可能。

　二、帰りの道すがら買い食いするのも不可能。

　三、道みち端ばたに捨てられているエロ本探たん索さくの旅に出るのも不可能。

　……金持ちには金持ちなりの苦しみというものがあるようだ。

「分からないこともない」

「今ワタクシが一人で歩いて登下校できるのは、長期にわたる父との闘とう争そうの結果なんです」

　隣となりの九里浜の様子をちらりと見ると、「何を寝ね言ごと言っとるんじゃこのケタクソ悪いブルジョアが」とでも言いたそうな顔をしていた。思っているだけで口にはしない、というのが彼女なりの気き遣づかいなのかもしれない。全く気遣いになっていないが。

「葛東の気持ちもわかってやってくれねェか」長坂は九里浜を説得するように言った。「歩いて学校に行くなんて当たり前だと思うだろォが、葛東にとっては大事なことなのさ。その権利を勝ち取るためにケンケンガクガクの大ゲンカをやらかしたんだからな。しまいには『庭の池に飛び込んで魚のエサになる』とか言っていたくらいだ」

「それは言わないでくださいよ」

　葛東は恥ずかしそうに、肘ひじで長坂を小突いた。

「……ふーん……」

　果てしなく気になる発言だった。一体、葛東家の庭の池ではどんな怪かい魚ぎよを飼っているというのだろう。

「というわけで、おめェらしか頼たよれそうな人間がいねえんだ。なんとか相談に乗ってくれねェか？」

　九里浜が夏月に視線を投げた。

「どうする、夏月？」

「魂裸醒を犯罪に使う輩やからを放置するわけにはいきません」

　不意に夏月の言葉から陽気な調子が消えた。突とつ然ぜんのことに、葛東と長坂が同時に、軽い驚おどろきのまなざしを夏月に向ける。

　話が魂裸醒の事に及およぶと、夏月の立ち振ふる舞まいからは人間らしい感情の発はつ露ろが消え失うせる。事務的な態度をもって事に当たろうとする夏月の決意の表れの一つなのである。僕自身、夏月の急な変化にはいまだに違い和わ感を覚える。

「協力させてもらいます。私には、魂裸醒を悪用する人間を処断する義務がありますので」

「処断するってえのは、具体的にどういうことだ」

　長坂が聞いた。すると夏月は小さく首を動かして長坂を見る。

「その人物が魂裸醒を使用できないように手段を尽つくす、ということです。聞かれる前に答えておきますが、その手段の中には殺すことも含ふくまれます。後始末が面めん倒どうですので、そう滅めつ多たに強きよう硬こう手段は用いませんけれど」

　お役所の窓口の説明のように、夏月はさらりと言った。それから僕の方に目を転じて、

「大助君も、手を貸してくれますか」

　僕自身には、反対する理由はない。黙だまって頷うなずいた。すると九里浜も一歩踏ふみ出して断言する。

「あたしも賛成。いたいけな少女の安全を脅おびやかすような野や郎ろうは地じ獄ごくに堕おちるべきよ。彼女の敵はすべての女性の敵、つまりあたしの敵ってことよ」

　まるで自分自身をいたいけな少女とでも思っているかのような発言だ。まあ、人間何を信じようが個人の勝手ではある。

「ありがとうございます」

　葛東は握あく手しゆを求めてきた。僕の右手を両手で握ると、ぶんぶんと振り回し、続けて、夏月の手も握る。喜色満面の葛東と無表情の夏月、となにやら不気味なコントラストである。

「具体的にどうしましょう。葛東さんの身辺警護をすればいいのですか」

　握られた手を事務的に振り返しながら夏月は言った。視線で僕に意見を求める。

　僕は視線で長坂に意見を求めた。

　流れに釣つられて、長坂は思わず九里浜を見た。

「あのさー、夏月。なんでいちいちアホ三助に意見を求めるわけ？　いっつも思うけど、夏月ってホントに三助を頼りにしてるよね」

　にやー、と九里浜は心を見み透すかすように笑ってみせた。

「…………えぇ？」

　唐とう突とつに、夏月の無表情の仮面が崩くずれた。三秒間ほど言葉に詰つまった後、堰せきを切ったように言い訳を始める。

「ち、違いますよ！……それは単純に大助君の判断力が優すぐれているというか、そこのところに重きを置いているのであって、他意は決してないんですけれども、あー、いや！　だからといって大助君のことが嫌きらいというわけじゃなくて、包ほう括かつ的かつ客観的につまりその──ていッ」
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　しまいには自分でも何を言っているのかわからなくなったのだろう、九里浜にチョップをかましてお茶を濁にごした。

　個人的にはじっくり話を聞いてみたいところだが、それは今すべき事ではない。僕は長坂に再度尋たずねた。

「葛東の身辺警護をすればいいのかな」

「それも重要だが、抜ばつ本ぽん的解決にはなんねェな。自力で誘ゆう拐かい犯はんをとっつかまえて、『これ以上葛東に手ェ出したら、今後一生ストローでしか栄養を摂せつ取しゆできないような身体からだにしてやる』とわからせてやるのがいいんだが──俺たちの手で、どこに潜ひそんでいるのかもわからねェ犯人グループを捜さがし出すってのは、クソタレ難しいだろォな」

「捜し出すのが無理なら、おびきだせばいい」僕は提案した。「犯人グループがまだ葛東を狙ねらっているのなら、逆にそこを捕つかまえればいい」

　一いつ旦たん言葉を切って、僕は葛東の顔をのぞき込んだ。

「問題は、君を囮おとりにするという危険がつきまとう、ということだけれど──」

　こればかりは、本人の意向を確かく認にんしなければならない。

「ワタクシは戦います」

　彼女は毅き然ぜんとした表情で、宙を仰あおぎ見た。

「これから先、誘拐犯の影かげにおびえて毎日を過ごすなんて絶対にイヤです。これから先、一生ボディガードに囲まれて生きていくくらいだったら、ワタクシは魚のエサになる。自由を、しからずんば死を！」

　携けい帯たいを剣けんのように天に高く掲かかげ、葛東は声高く決意のほどを示した。

「あー、えっと──そこまで覚かく悟ごを決める必要はないと思うよ」







　翌日。金曜の放課後、僕は一同を喫きつ茶さ店てんに招集した。常に登場方法にこだわる長坂は、長坂以外の全員が着席しているテーブルの下から突然現れるという手に出てきたが、まあそれは余談だ。もう誰だれも驚おどろかなかった。「そこにテーブルがあったら下に潜もぐるのが人間の当然の欲求だ」とか言い出すであろうことが予測できたので。

　その席で、僕の立案した作戦を披ひ露ろうした。ごくシンプルなものである。

　一、葛東の帰宅時間と帰宅ルートを完全に固定する。

　二、月水金は連れだって、火木は一人で帰き途とを歩かせる。できれば毎日でも一人で歩かせたいところだが、ついこの間誘ゆう拐かい未み遂すいがあったばかりなのに、まるでその体験を忘れたかのように振る舞うのも妙みような話である。月水金は僕たちのうち都合のつく何人かが葛東と一いつ緒しよに帰宅し、火と木は適当な距きよ離りをおいて尾び行こうするような態勢をとる。

　三、誘拐犯が仕し掛かけてきたら逆にとっつかまえて、問答無用でケチョンケチョンのギッタンギッタンに叩たたきのめす。

「なにか意見はあるかな」

「ワタクシは構いません」と葛東。

「それでいいと思いますよー」と夏月。

「時間かかりそうだけど、まあしゃーないね」と九里浜。

「コードネームを決めよォぜ」と長坂。

「コードネーム？」

「作戦名とか、お互たがいの呼び名とかだ」そう提言する長坂はまったくもって真顔だった。「俺たちは、本来警察に駆かけ込むべき問題を自分たちで解決しようとしてる、ということを忘れちゃいけねェ。コードネームを使用することで、緊きん張ちよう感を高めるんだ。俺たちは気楽なイカ釣りかなんかを行ってるんじゃねえんだ、ということを常に意識するために」

「それにしよう」僕はすぐさま飛びついた。「作戦名はイカ釣り大作戦」

「三助、アンタ正気で言ってるの？」

　九里浜が不ふ審しんそうな視線を投げかけてきた。

「この作戦名を推おす理由は二つある。第一に、僕たちのやろうとしていることは、一種の釣りだ。第二に、僕はイカが好きだ。ま、イカがイヤだというのなら、別の魚でもいい。ニジマスでもダボハゼでもハンマーヘッドシャークでもアンポンタンでもリュウグウノツカイでも──」

「イカで結構。長い名前は嫌い」

　あきれたように九里浜は言った。

「俺は、緊張感を高めるためにコードネームを導入しよォぜと言ったんだ。その作戦名はマヌケすぎるだろォが」

　今度は長坂が突つっかかってきた。だが僕は落ち着いて答えた。

「イカ釣つりが気楽だなんて、そんなことはないよ。イカ釣りってのは夜中に沖おきまで出て行かなくちゃならないんだ。暗いし寒いし揺ゆれるし油断すれば海に落ちるし、今回の作戦名として冠かんするだけの厳しさは十分に備えていると思うよ」

「それじゃ、そォすっか」長坂は納なつ得とくした。「じゃ、次は呼び名を決めよォぜ。作戦名がイカ釣り大作戦なら、呼び名はイカの種類名にするべきだよな」

　まずは自分を指さし、「ヤリイカ」

　それから右みぎ隣どなりの葛東を指さし、「ホタルイカ」

　僕を指さし、「コウイカ」

　夏月を指さし、「スルメイカ」

　そこまでは順調だったのだが、九里浜の段になって長坂の声がピタリと止まった。額に手を当て、

「イカ……イカ……イカ……」

　真剣に悩なやみ出した。それ以上、他ほかの名前が思いつかないらしい。

　またもや期待の目が僕の方に向いたが、僕は首をひねるだけに留とどめた。僕は別段イカマニアではない。

　額に手を当てたままの格好で長坂は硬こう直ちよくしていたが、突とつ然ぜん何かを思い出したかのようにテーブルを叩いた。

「バラライカ！　おめェのコードネームはバラライカだ」

　九里浜は、もはや何も言わなかった。

「あの……」夏月がおずおずと手を挙げた。「初めて聞いたんですけど、バラライカってどんなイカなんですか？」

　またしても僕に聞いてきた。しばしの熟じゆく慮りよの後、僕はまことしやかに答えた。

「あー、えっと、──バラライカというのは、太平洋の孤こ島とうの独立国家バララネシア王国の近海に棲せい息そくする大型のイカのことなんだ。体長はものによると十メートルを優に超こえ、なかには人を食う奴やつもいるらしい」

「ん？……あー、そォそォ。それよそれ」

　驚くべきことに、長坂が何食わぬ顔で相あい槌づちを打った。

「そうなんですか。大助君って物知りですねー」

　夏月の表情に、疑いの色は微み塵じんもなかった。

「実は、葛東家の庭の池で飼っているのもこのバラライカらしい。そうだよね」

　水を向けると、長坂は即そく座ざにもっともらしく頷うなずいて見せた。

「そォなんだよ。あれを初めて見た時は、ドギモを抜ぬかれたもんだな」

　葛東は呆ぼう然ぜんとした顔で長坂を見上げたが、長坂は目配せで葛東に黙だまっているように指示した。

　夏月はマジで驚おどろいていた。

「どうしてそんなのを飼ってるんですか？」

「そりゃまあ、葛東家には敵が多いからな。そんな奴は家に招待して、酒を飲んで酔よわせて、しまいに池に叩き落とす。あとはバラライカがムシャムシャバリバリと後始末をしてくれる、ってェ寸法よ」

「……本当ですか」

「ま、冗じよう談だんだがな」

　長坂がそう言うと、夏月は安心したように乾かわいた笑い声を立てた。

「そりゃそうですよねー。からかわないでくださいよー。でも、私もそのおっきなイカ見てみたいですねー。葛東さん、いつかでいいからそのイカ見せてくれませんか」

「は？……ええ、……はあ……」

　葛東の返事は曖あい昧まいだった。そりゃそうだろう。だが、巨きよ大だいイカというファンタジーに気を取られてか、夏月は葛東の妙みような態度までには気が回らないようだった。

「とりあえず、打ち合わせることはこれくらいかな」

「ひとつ気になるんだけど」九里浜が発言した。「そもそも、長坂は戦せん闘とう員いんとしてどこまで信しん頼らいできるわけ？」

「ほほォ。このコルシカ忍にん者じやの実力を試ためさせろ、ってェんだな」

　望むところだ、とばかり長坂は拳こぶしを構えた。

　それは確かく認にんしておくべき事じ項こうだ。ついこの間の平磐城公園での事件の際、戦力としてあてにしていた佐さ倉くらという男が、実はなんの戦力も持っていなかったという苦い思い出がある。

　僕は急いでアイスコーヒーを飲み干し、席を立つ準備をした。







　平磐市の夏の三大イベントといえば、七夕祭り、花火大会、そして河か川せん氾はん濫らんである。

　東西に長い平磐市を北から南へ流れる平磐川。この川は平磐市内の流域で急激に幅はばが狭せまくなるため、台風が来るたびに平磐に洪こう水ずいをもたらしてきた。上流のどこかを台風がかすめただけで氾濫するくらい、敏びん感かんなのである。特に終戦直後あたりに来た台風は、二年連続で凄すさまじい数の死者を出した。川の底を浚さらえば、その時の犠ぎ牲せい者しやの骨が今でも拾えるとさえいわれている。

　歴代の市長たちは──当然その中には、葛東の縁えん者じやもいる──治水対策に腐ふ心しんしてきた。なにしろ洪水の害が大きくなればなるほど、市長の首が飛ぶ可能性も大きくなる。実際に、洪水時の処理を誤ったおかげで市長交代に至ったケースがたびたび存在するため、彼らとしても必死になるのは当然なのだ。

　遊水池の完成という平磐市民の悲願が達成されたのは、今から五年ほど前のことだ。平磐川とその周辺に広がる水田地帯約五キロ四方を、堤てい防ぼうで取り囲んだのである。これによって、たとえ河川が氾濫しても、水田が水につかるだけの被ひ害がいに抑おさえることが可能になった。市の西と東が分断され、往来するのにえらい遠回りをする羽目になるのは相変わらずだが、以前に比べれば環かん境きようは断然良くなっている。

　つまり何を主張したいのかというと、平磐市には、力ちから一いつ杯ぱい殴なぐり合いをしても誰だれの目にもつかずに済むような堤防や河か川せん敷しきがそこかしこにいっぱいある、ということだ。

　夕日に照らされた河川敷の一角で、僕と長坂は対たい峙じした。すぐ脇わきは堤防だ。急な斜しや面めんは、背の高い雑草に埋うめ尽つくされている。その草の深さは、ここがそこそこ古い段階で造成された堤防であるということを物語っている。

「さきに聞きたいことがある」模も擬ぎ戦せんを始める前に、僕は質問した。「君が言うところのコルシカ忍法って、いったいなんのことなんだ」

　待ってました、とばかりに長坂はニヤリと笑った。

「この俺の異能に、なんらかの名前を付けなきゃなんねェ、と前から思っていた。力を初めて使えるようになった時には、その『魂裸醒』なんて言葉は知らなかったんでな」

「あー、えっと、──君のネーミングセンスにケチをつける訳じゃないけれど、コルシカ忍法という命名はトンチキに過ぎると思うよ」

「ある日の放課後だ。帰ろうと思って荷物をまとめてたら、世界史の教科書を取り落としちまった。机を回り込むのもめんどくせェし、今教室に誰もいないからいいや、ということで魂裸醒を使ってヒョイと拾い上げたんだ。ところが、ちょォどその時クラスメイトの女子が入ってきた」

「ほうほう」

「その女子生徒には、教科書がひとりでに俺の手の中に戻もどってきたよォに見えたわけだ。この能力は普ふ通つうの人間には見えねェらしいからな。そいつは当然、『今どうやったの？』と聞いてきた。俺はクソタレ動転していたんで、思わず『忍法だ』と答えちまったんだ」

「誰もが納なつ得とくできる模も範はん的な回答だ。で、その女子生徒は納得したの」

「それが、納得してくれたんだ。『あ、そっか、忍法かー』と得心いったらしいんで、フーヤレヤレ、と思ったんだが、その女子生徒は次に『流派はなんなの？』と聞いてきやがった。また俺は答えに詰つまった。伊い賀がとか甲こう賀がとか言ったらベタすぎるが、適当な名前も思いつかねェ。オレは別段忍者に詳くわしいわけじゃねェからな。で、その時に閃ひらめいたのが、さっきの世界史の教科書だ。床ゆかに落っこちた時、教科書はナポレオン戦争の時代のページを開いてた」

「……それでコルシカ忍法？」

「そう。それからは大変だったぜ────信しん憑ぴよう性を高めるため、一晩の突とつ貫かん工事で『コルシカ忍法オンウェブ』というホームページを作って、『ナポレオンは忍者だった』『一週間の訓練で君もみるみる忍者に！』とかいう調子でトンデモ記事を書きまくり、その女子生徒に見せてやった。そして約束させたんだ。『俺が忍者だ、っつう秘密はおめェの胸の中にしまっておいてくれ』と」

「その後、どうなったの」

「『忍者って、正体バレたら自害しなきゃなんないんだよね』と言ってくれた。それ以来、俺の秘密は守られ続けているよォだ」

「……さいですか」

「そろそろ始めよォぜ。あいつらも待ち続けている」

　長坂は顎あごで横手を示す。夏月と九里浜と葛東が並んで、僕たちが打ち合うのを心待ちにしている。九里浜は明らかに面おも白しろ半分な態度だったが、夏月の目はルーレット盤ばん上じようのボールを追うような鋭するどさを帯びていた。長坂が極きわめてヤバい魂裸醒の場合は然しかるべき処置をとらねばならない、とでも考えているかのようだ。

　僕と長坂は、距きよ離りを置いて向かい合った。

　なんにせよ、夏月の前でふがいない試合はできない。また、九里浜の前でもふがいない試合はできない──別の意味で。

　僕は幽ゆう体たいを出し、「パープル・シックル」を発現させた。端たん的てきに言えば、紫むらさき色いろをした六尺棒である。シックルの名の通り、先端から鎌かまの刃はを出すことができるのだが、これはひっこめておく。棒の部分は単に肉体をブッ叩たたくだけだが、刃の部分は他人の幽体──魂たましいそのものをぶった切るのだ。ここで刃を使用するわけにはいかない。そもそも、切り札というものは普ふ段だんは隠かくしておくものだ。

　長坂はパープル・シックルの先端を見つめていた。が、自身の魂裸醒を出そうという気配はない。

「どうした？」

「始めよォぜ」長坂は言った。「俺はもう準備ＯＫだ」

　謎なぞめいたことを。だが、本人がそういうのならしょうがない。承知して、僕は小走りに間合いを詰めにかかった。

　ところが、二、三歩動いたところで、足あし下もとを何かにすくわれた。不意のことに完全にバランスを崩くずし、つんのめる。

　そこへ長坂の顔面へのキックが襲おそってきた。

　もちろん避よけることはできなかった。顔にカウンターで蹴けりを食くらい、僕はもんどり打って転がった。しかし長坂は攻こう撃げきの手をゆるめず、僕を追いかけてストンピングを二発三発と打ち込んでくる。

「ちょ、ちょっと待って……！」

　両手を挙げて降こう伏ふくの意を示すことで、やっと長坂の攻撃を止めることができた。

「今のはスリップダウンだって！　何かに足を取られて……」

「自分の足を見てみるこったな」

　長坂は僕の足下を指さした。

　見ると、ひものようなものが僕の足に絡からまっていた。いや、ネクタイだ。ネクタイが僕の足を絡め取ったのだ。ご丁てい寧ねいに、一定距離以上両足が開かないように固く結ばれている。これではどう頑がん張ばっても転ぶに決まっている。

「いつの間に！」

「これが俺の魂裸醒だ。あらかじめ斜しや面めんの雑草の中に隠しといて、おめーが突とつ進しんしてきた時に足に絡めさせた。これぞコルシカ忍にん法ぽう小こ股またすくいの術よ」

　長坂は、自分の目の前で印のようなものを切った。するとネクタイは自身が意志を持つかのようにひとりでにほどけ、蛇へびのようにのたくり始めた。蛇は長坂の足を伝って胴どう体たいを登り、首に巻き付くと勝手に結び目まで作る。一いつ瞬しゆん長坂の姿は二本のネクタイを結んでいるように見えたが、魂裸醒の方はすぐに消えて無くなった。

　完全にしてやられた。見れば、九里浜は腹を抱かかえてゲタゲタ笑っている。いますぐ奴やつのところに飛んでいって殴なぐり倒たおしたいという衝しよう動どうにかられたが、夏月がすぐさま駆かけ寄ってきて、僕を助け起こしてくれたので、抑おさえることにした。

「あー、その、──戦力的には問題ないんじゃないのかな」

　せいぜい威い厳げんを取り繕つくろいつつ、評価を下す。

「その魂裸醒、名前は？」

「名前？」

「みんな、便べん宜ぎ上自分の魂裸醒に名前を付けている。僕のはパープル・シックル、夏月はブルー・ハンマー、九里浜はエア・キルというように」

「みんなカタカナ語なのかよ。魂裸醒ってェ単語は、日本的な響ひびきを持っているように思えるんだが」

「その辺は自由だよ。三千人さん──夏月の父親は、『そのほうがかっこいいから』と主張していた」

　少し考え込んでから、長坂は思いつきを口にした。

「『ナイン・トゥ・ファイブマン』でどォだ。ネクタイはビジネスマンの必ひつ需じゆ品ひんだろ」

「ＯＫ」
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　僕は右手を差し出した。

「週末はたっぷり休んで英気を養い、来週月曜から一いつ緒しよに頑張ろう。葛東を守るために」

　神しん妙みような表情を変えぬまま、長坂はがっちりと僕の手を握にぎり返した。

「そォだな。俺たちの本当の戦いは来週からだ」

　夏月と葛東が歩み寄ってきて、握あく手しゆの上に手を重ねた。

　残念ながら、九里浜は握手の輪に入ってこなかった。よほど僕の醜しゆう態たいがツボに入ったのか、九里浜は腹を抱えて大笑いしながらその場に膝ひざを折り、何度も地面を叩いていた。夕日を背に握手を交かわすという感動的な光景も、下品な笑い声というＢＧＭのため、台無しだった。







　翌土曜日の夕方近く、携けい帯たいに長坂からの着信があった。

「葛東がさらわれた」

「なんの冗じよう談だんだ」

「冗談言ってる場合じゃねェーッ。マジで葛東が行方ゆくえ不明だッ」

　突然長坂の声が荒あらっぽくなる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。僕が必死に考え抜ぬいた、来週開始予定の完かん璧ぺきな作戦は──」

「向こうは俺たちの思おも惑わくなど知ったこっちゃねェだろォよ。小しよう覚かくってバス停まで来てくれねーか。場所は──」

「小覚？　知ってるけど、どうしてそんなところに？」

「詳くわしい事情は現地で話す。スルメやバララにも連れん絡らくしてくれよ」

　そこで通話は途と切ぎれた。

　スルメとバララってなんのことだ、と一瞬思ったが、昨日決めたコードネームだと思い出した。この期ごに及およんでコードネームを使うとは、なかなか律りち儀ぎな奴。







　遊水池のど真ん中に、小覚というバス停はある。いまや、この停留所を使用する人間は存在しない。というのも、遊水池の建設に伴ともない、市当局が遊水池予定地内の住人に立ち退のきを迫せまったからだ。

　通常、強制立ち退きというやつは様々なトラブルを伴うものだが、場所が場所だけに区画整理は比ひ較かく的順調に進んだ。結果、現在停留所周辺は見み渡わたす限り水田が広がるのみの無人地帯となっている。時折ぽつりぽつりと樹木が生えているくらいだ。

　僕が停留所にたどり着いたのは、既すでに日が没ぼつしたあとだった。満月に限りなく近い月が東の空に昇のぼり、無人の大地を青く照らし出している。あたりは不気味なくらいの沈ちん黙もくに包まれていた──赤色灯を回すパトカーも見えない。

　長坂は一番乗りでこの場にやってきていた。さすがにこのような緊きん急きゆう事態とあっては、登場方法に工夫を凝こらす余よ裕ゆうもないものと見える。

　僕は長坂に問いかけた。

「さきに一つだけ聞きたい。君は何が悲しくて喪も服ふくを着込んでいるんだ」

　どういうわけか、長坂は上下とも黒っぽいスーツを着込んでいた。視界一面に田んぼが広がるという景観に対し、調和がとれているとは言い難がたい。

　いささか機き嫌げんを損そこねたかのような荒い口調で長坂は答えた。

「喪服じゃあねえ。忍にん者じや服ふくだ」

「…………忍者服？」

「そう。コルシカ忍者規定の忍者服」

「単なるスーツにしか見えないけど」

「そりゃそうだ。紳しん士し服ふく店で買った二着三万円の奴やつだからな」

「あー、えっと、──このスーツが君に全然似合っていないだなんて言うつもりはないけれど、でもこれを忍者服と呼ぶのは無理があるんじゃないのかな」

「忍者服の目的は、忍しのぶことだ。わかるよな」長坂は力説した。「今は二十一世紀だ。このご時世に昔ながらの忍者服なんて着てたら、クソタレ目立って仕方ねェじゃねえか。その点スーツを着ていれば、日本国内どこに行ってもビジネスマンとして通用する。夜中に住宅街を歩いていても、残業続きのサラリーマンと思われるだけだ。この方が実用的だろォが」

「納なつ得とくした」

　間をおかず、夏月と九里浜もやってきた。メンバーが揃そろったところで、長坂は停留所奥の砂じや利り道みち、農業用道路を歩き始めた。僕たちも黙だまってついていく。

　道すがら、長坂は説明した。

「今日の三時頃ごろ、葛東と駅前で会おうと約束していた。ところが、いつまで経たっても葛東はやってこねェ。そこで携帯電話を取り出してみた」

　ぽい、と長坂は携帯を投げてきた。見れば、液えき晶しようディスプレイには地図が表示されていた。なるほど、小覚バス停から約一キロの距きよ離りの位置にターゲットが設定されている。

「最新式のＧＰＳ携帯だ。葛東の携帯電話の現在位置を表示している」

「こりゃ便利だ」僕は感かん嘆たんした。「でも、こんなサービスを受ける余裕がよくあるね」

　自分の子を案じる親が、この種のサービスを利用するのはよくわかる。が、高校生にとってこのサービス料金は決して安いものではないはずだ。

「問題ねェ。向こうの親から金を出してもらってるんでな」

「君は葛東家の人間なのか？」

「将来的には。言ってなかったが、絵美果とは五歳の時に家で決められた許いい嫁なずけ同士なんでな」

　長坂はあっさりと言った。

「許嫁！」

　夏月と九里浜が声を合わせた。僕も釣つられて叫さけぶところだった。「許嫁」だなんて、二十一世紀を生きる高校生が口にする単語ではない。

「言われてみればこの携けい帯たい、葛東とお揃いだね」

　ついこの間、葛東が手の中でくるくる回していた奴と同型だ。

「お揃いなのには理由がある」

　長坂は携帯を取り戻もどすと、僕の手の甲こうに携帯の尻しりの部分を押しつけた。

「あヅァァッ!?」

　途と端たん、電でん撃げきのようなショックが走った。意味をなさない悲鳴が口をついて出る。

「なんなんだッ！　これはッ」

「葛東家特製の携帯電話兼けん高圧電流発生装置だ。操作をミスると、顔が焼けるぜ」

「なんという殺人兵器だ」

「いや、マイナスイオン発生装置もついているから健康にはいいはずだぜ」

　葛東家の力恐おそるべし。便利なものを何でもかんでも突つっ込めばいいというものでもあるまいに。この調子なら、携帯電話から十じつ徳とくナイフが出てきても不思議じゃない。

「話を戻すぜ。電話をかけてもつながんねェ、メールを投げても返事がこねェ。そして位置情報は遊水池のど真ん中、ときた。しばらく考え込んで、俺はやっとの事で誘ゆう拐かいという可能性に思い至った。というわけでおめェらを呼んだんだ」

「家の方に身みの代しろ金きん要求の電話とか、なかったんですか？」

　夏月が聞くと、長坂は肩かたをすくめた。

「実は今日は葛東家は空っぽなんだ。全員外出していて、明日になるまで戻ってこねェ」

「執しつ事じとかはいないの」

「いるかよ。金持ちは執事を雇やとっているってイメージが世の中にはあるみてェだが、葛東家では雇ってねェ。そんなものは都市伝説だ。フォークロアだ。想像上の生命体だ」

「使用人も？　運転手とかいるんだろ」

「休んでる。不ふ況きようの折、こまめに休みを出すようにしてるそォだ。それに、プライベートな問題を相談するような間あいだ柄がらじゃあねェ」

　意外と葛東家の財政は厳しいのかもしれない。改造携帯電話は作っているくせに。

「家の留守電に『お宅の娘むすめさんを預かりましたのでお金をください』というメッセージが入っている可能性はある。クソッ。本当だったら、今頃は葛東家に上がり込んでいるはずだったのによォーッ」

「泊とまる予定だったんですか？」

「まァな」

「なんのつもりで？」

　思わず僕と九里浜は夏月の顔を見た。その質問は愚ぐ問もんと呼ばざるを得ない。

　何をバカなことを、とでも言いたそうな険しい表情で、長坂は答えた。

「誰だれもいない家で、男と女と二人きりだったら、やることは一つだろォが」

　沈ちん黙もくが降りた。

　ここに至ってはじめて、夏月の瞳ひとみに理解の色が浮うかんだ。みるみるうちに顔色が朱しゆに染まってゆく。弱い月明かりの下でもはっきり見えるほどだった。

　存分に間をおいてから、長坂はもう一度口を開き、付け加えた。

「葛東家秘蔵のワインを二人でこっそり飲もうという計画を立てていたんだ」

　…………

　ぶばばばッ。

「夏月！　大だい丈じよう夫ぶかッ」

　奇き怪かいな噴ふん射しや音おん。夏月はすごい勢いでドボドボと鼻血を噴ふん出しゆつしていた。あまりの量に、さすがに長坂も驚おどろいてびくりと身構えた。

「な、何が起きたんだ」

「夏月の弱点はエロトークなんだ」僕は説明した。「そういう話をすると異常に興奮して鼻血を出すんだよ。特に、今みたいに妙みように想像させる奴やつが良くない」

「……うーうーうー」

　喉のどの奥からうなり声。夏月は口を半開きにして呼吸しつつ、止めどなく流れる鼻血を左手で押さえ、右手でポケットからちり紙を取り出そうとしている。ヤレヤレと思いつつ、僕は血をぬぐうのを手伝った。







　ほどなくして、行く手にこんもりとした影かげが見えてきた。廃はい屋おくである。杉すぎやらブナやらの防風林に囲まれた、元農家であるようだ。かつて母おも屋やと納な屋やだったものが建ち並んでおり、納屋の方には白い軽自動車が収まっている。誘拐した人ひと質じちを一時的に匿かくすには最適の場所だ。夜間であれば、喉から血が出るほど絶ぜつ叫きようしたところで、その悲鳴を聞き留める者は一人もいないだろう。

「クソッ。こんな廃屋にあんな新しい車が放置されてるわけがねえ。葛東はあの車でここに連れ込まれたんだな」

　はやる長坂を抑おさえるべく、僕は気休めを口にした。

「そうとも限らない。あの車はたまたま今日、この人ひと気けのない場所でコトに及およぼうとしているカップルのものかもしれないじゃないか」

「こんなうら寂さびしい場所でワインを飲もォってのか」

「…………」

　飲むのはワイン以外の何かだと思うよ、と言い返そうとしたが、やめた。これ以上夏月に鼻血を出させるのは危険だ。

　足音を立てないように注意を払はらいつつ防風林のあたりに滑すべり込み、木の陰かげに体を隠かくしつつ母屋の方をうかがう。用意してきた小型のオペラグラスで、長坂は母屋の様子をのぞき込んだ。

「……いる。あれだ」

　長坂は、小さな明かりが漏もれている母屋の窓を指さした。格こう子し状のガラス窓の向こうに、人影らしいものがある。

「どんな様子なの」

「和気あいあいと夕食をいただいているようには見えねェ」

「誘ゆう拐かい犯の姿は？」

「わからねェ。だが、二人か三人は詰つめていると考えた方がいいだろォな」

「逆に言うと、二人か三人くらいしかいなさそうですけどね」

　夏月が付け加える。たしかに、家に五人も六人もいそうな気配はない。一人の少女をさらうのにそんな多人数でかかるというのも不思議な話だ。それに、自動車の大きさを考えれば、四人乗りマイナス人質一人イコール三人、という人数を想定するのが妥だ当とうと思われる。五人以上が乗るのは難しそうだ──彼らが、葛東の体を八分割して運んだのでない限り。

「突とつ入にゆう作戦を決行する」すぐさま僕は指示を下した。「僕と長坂が納屋を回り込んで、母屋の玄げん関かん側から突つっ込む。そこで陽動を行うから、僕たちが侵しん入にゆうしたら夏月と九里浜は直接窓から乗り込み、葛東を保護して撤てつ退たいする。こんなところでどうかな」

「それでいいと思います」

　夏月は感情を殺した声で承しよう諾だくした。既すでに臨戦態勢だ。服を鼻血で汚よごしてしまったおかげで、ひどく機き嫌げんを損そこねているだけかもしれないが。

　が、長坂が否定的見解を述べた。

「俺は窓から突っ込ませてもらおォか」

「何な故ぜに」

「普ふ通つうに玄関から突っ込んでどォする。それは凡ぼん人じんのやることだろォが」

「じゃあ夏月と長坂を交代」

　すぐさま改良案を提示する。メンバーにこだわる理由もツッコミを入れる時間もない。

　即そく座ざに作戦を決行する。僕と夏月は揃そろって防風林を進み、納屋を回り込んで、玄関まであと数歩という場所に迫せまった。ここで僕はパープル・シックルを発現、棍こんを武装した。目配せを交かわしあい、大声を上げながら突進する。

　ありったけの力で扉とびらを蹴けり破……ろうとした時、扉が引き戸であることに気がついたので、寸前で停止して、力ちから一いつ杯ぱい引き戸を引いた。

　土間の暗がりには二人の男が何をするでもなく立っていた。当然、僕たちの姿を見て彼らは立ちすくんだ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきは致ち命めい的だ──青い弾だん丸がんとなって突とつ撃げきした夏月は、拳こぶしで男のうち一方を捉とらえた。ストレートを胸むな板いたにもろに食くらった男は、土間を飛び越こえて奥の部屋の方まで吹ふき飛ばされていった。壁かべが障子紙のように破れ、上半身を突っ込んだ格好でようやく止まる。

　夏月の拳を正面から食らうのは、時速百キロで飛んでくる鐘かね撞つき棒を受け止めるようなものだ。つい最近、一発食らったことのある僕が言うのだから間ま違ちがいない。百と八つの煩ぼん悩のうが一撃で吹き飛ぶような衝しよう撃げきだ。事実、男は壁に頭を突っ込んだきり、ぴくりとも動かない。

　夏月は、殴なぐった相手に一いつ顧こだにくれなかった。立ち止まって、もう一人の男の方に向き直る。その両手は青い輝かがやき、ガントレットの形をした魂裸醒に包まれていた。

　彼女の魂裸醒、ブルー・ハンマーだ。

「……撲ぼく滅めつします」

　右拳を突きつけて、冷たく宣告する。

　残された男は、明らかにビビっていた。いきなり血まみれの服を着た人間が飛び込んできて、相方を殴り飛ばしたとあれば、当然の反応だ。が、すぐに身構えて戦せん闘とう態勢を取る。

　男の姿が二重にぶれる。次の瞬間には、男の手には白い輝きを放つ蛮ばん刀とうが握にぎられていた。刃は渡わたりは約一メートル。実物であれば百パーセント銃じゆう刀とう法ほうに引っかかる。

　間違いない。こいつが、誘ゆう拐かい未み遂すい犯はんだ。とあれば容よう赦しやする理由はない。

「てめえらも能力持ちだな！」男はギラリとした眼光を放った。「だがこの俺に勝てると思うなよ！　百人斬ぎり伝説の名めい誉よある一人目として、──」

　夏月は男に口上を言い終える間を与あたえなかった。バネではじかれたように突っ込んで、神速の裏うら拳けんを放つ。当然、男に避よけられるはずもなかった。男の体はドアを破り、隣となりの部屋へと飛んでいく。

「……入りが浅かったですね」

　ぽつりというと、夏月はとどめを刺さしに男の後を追った。僕もその後ろからついて行く。

　その部屋は、外からオペラグラスで覗のぞいていた部屋だった。九里浜と長坂の姿がなかったが、おかしいと思う暇ひまはなかった。ロープで縛しばられた葛東の喉のど元もとに、男が白い刃先を突きつけていたからだ。

　顔面血まみれになりながら、男は脅おどしの文句を吐はく。

「ちょっと待て！　こいつの命が惜おしく──」

　しかし、やっぱり夏月は相手に最後まで喋しやべらせなかった。突進速度をゆるめるどころか逆に強く踏ふみ込む。一直線に飛び、蹴り足を男の胸元へとねじ込んだ。背後の壁に挟はさまれた衝撃で、男の手が葛東から離はなれる。

　さらに夏月は男の襟えり首くびをひっつかんで、体を四分の三回転させると天てん井じようへ放ほうり投げた。男の体は梁はりに叩たたきつけられ、背骨があり得ざる方向に曲がる。勢いで、男の手から蛮刀がこぼれ出た。天井に突き刺さるかとも思われたが、寸前で重力に引かれてくるくると回転しながら落ちてくる。

「大助君！」

「おうよ」

　僕はパープル・シックルの刃はを出して、空中でナイフをまっ二つに切り裂さいた。二片へんに分かれた蛮刀は、個体の姿を失って雲うん散さん霧む消しようした。

　少し遅おくれて、男の体も落ちてきた。べたり、と床ゆかに大の字になる。男はイカの干ひ物もののようにぐったりしていたが、少なくとも息はあるようだった。

「夏月、相変わらず有う無むを言わせぬ仕事ぶりだね」

「……それって、褒ほめられてるんでしょうか？」

「もちろん」

　そう言うと、ほんの一瞬だけ夏月の無表情にひびが入りかけた。しかしすぐに顔を引き締しめ、あたりの様子をうかがう。

「……それより二人はどうしたんでしょうか」

　と、窓の外に人ひと影かげがあった。長坂だ。別段緊きん迫ぱくした様子もなく、こっちに来いと手招きしている。僕は窓を開けて、家の外に降り立った。

　そこにはちょっとした地じ獄ごく絵え図ずが展開されていた。

　見知らぬ男が全ぜん裸らにむかれ、軒のき下したに頭を下にしてぶら下げられている。さながら干し柿がきのように。見上げると、天井の梁と男の足を結びつけているのは、一本のネクタイだった。じたじたともがいているところを見ると、まだ元気なようではある。

「コルシカ忍にん法ぽう逆さ十字の術」

　そう言って、長坂は印らしいものを切った。

「この方はどちら様？」

　僕が質問すると、長坂は「何という愚おろかしい質問を」とでも言いたそうに口元をゆがめた。

「こんなところでぶら下がり健康法をやっている奴やつがいると思うか」

「でも、裸はだかにむく必要はないんじゃないの」

「それをやったのは九里浜だぜ」

　見れば、九里浜はエア・キル──鉄てつ扇せん状の魂裸醒を発現させ、抵てい抗こうできない相手をビシバシ殴っては、折を見て自分の携けい帯たい電話で写真を撮とりまくっていた。

「さすがはルール無用の残ざん虐ぎやくファイターだ」

　僕が正直な思いを口にすると、長坂も同意を示した。

「まったくだな。最初は『あんたの携帯電話貸しなさいよ。バリッと高圧電流にかけて思い知らせてやる』と言われたぜ」

「…………」







　結局のところ、犯人グループは三人だった。うち、魂裸醒は一人だけ。僕たちは、三人とも裸にむいて天井から逆さ吊づりにしたあげく、携帯電話でその姿を写真に収めた。

「今度葛東に手を出したら、おめーらを一人一人肥だめに放り込んでトタンの蓋ふたをかぶせて、上から重しを載のせてやる。平均的成人男性の体なら、十年でバクテリアが死体を完全に分解してくれるらしいぜ。あとついでに撮った写真をネットに流す」

　そう脅した上で、廃はい屋おくに放置してきた。彼らに羞しゆう恥ち心しんというものがあるならば、二度と葛東に手を出すことはないだろう。

　警察に通報することはできなかった。そうすれば、たちどころに葛東の親に知れることになるからだ。これで良かったんだろうか、とその判断を疑問に思わないでもない。誘ゆう拐かい犯はんグループが素人しろうと集団だったからこそ、僕たちで対処することができたのだ。一歩間ま違ちがえれば葛東は死んでいたかもしれない、と考えると冷れい汗かん三さん斗との思いである。もっとも、この日本にプロの誘拐グループがいるのかどうかは知らないが。

　それに、犯罪者を警察に引き渡わたすことは善良なる市民の義務である。逮たい捕ほだけはまぬがれた彼らが、誰だれか他ほかのターゲットに狙ねらいをつけるという可能性は否定できない。魂裸醒の力をはぎ取っているとはいえ、だ。この点に関しては、九里浜が彼らに強しいた極度の羞恥行こう為いが一生もののトラウマとなり、「二度と犯罪なんて起こすものか」という決意を固めることを祈いのるしかない。

　だが結果として、葛東は今でも徒歩による通学を続けることができている。幸いにして、怪け我が一つ無い。彼女の望みをかなえるという観点からは、大成功だ。

　翌週月曜の昼休み、長坂が挨あい拶さつにやってきた。

「葛東家の留守電に、誘拐犯からの連れん絡らくが入ってた。テープは新品のものと交こう換かんしておいたぜ」

「賢けん明めいな処置だね」

「散々な事件だったが、一つ良かったことがある。同じ学校の中にも俺と同じ能力を持つ奴が一人ならずいる、ということがわかったのは悪いコトじゃあねえ」

　それはこちらも同感である。

「僕としても慶けい賀がの極きわみだ。連帯できる友人がいることほど素す晴ばらしいことはない」

　コルシカ忍法へのこだわりなど少々理解し難がたい部分もあるが、長坂は基本的にはいい奴だ。これから先、こいつとはしょっちゅう面つらをつきあわせることになるような気がする。

　そんなことを考えていると、突とつ然ぜん右ふくらはぎを痛みが襲おそった。

「あいたッ」

　その正体は、九里浜の鉄扇、エア・キルだった。いつの間に来たのか、背後に立っている。

「なにやってんのよぅ。さっさと購こう買ばいに行って、あたしのためのカレーパンを買ってきて、屋上に持ってきなさい。カレーパン確保できなかったら蹴けるからね」

　殺人的眼光でにらみつけ、言いたいことだけ言うと、九里浜は肩かたを怒いからせながら教室を出て行った。

　その後ろ姿を見ながら、長坂は小さな声で言った。

「おめェや八阪井とはうまいことやっていけると思うが、あいつだけは自信がねえ。九里浜は、人食いバラライカの亡ぼう霊れいに取り憑つかれているとしか思えねェ」

「僕も同感だよ」

　バラライカといえば、今回の一件はもう一つの禍か根こんを残した。その日の休み時間、夏月は必死に地図帳のページを繰くっていた。僕の姿に気がつくと顔を上げて、尋たずねてくる。

「ねえ大助君、バララネシアってどこにあるんでしょうか？　さっきからずーっと探してるんですけど、みつからないんですよー」

　見上げる夏月の瞳ひとみは、生まれて間もない子こ猫ねこの様に無む垢くだった。

「あー、えっと、──僕が教えてしまったら簡単すぎるだろう」

「教えてくださいよー」

　僕の右手首と肘ひじを両手でつかみ、哀あわれっぽい声で乞こう。かなり強力な訴うつたえかけだ。

　だが、僕は優やさしく夏月の手を振ふり払はらった。

「たまには自力で探すのもいいと思うよ」

「意地悪ですねえ」

　夏月は唇くちびるをとがらせたが、すぐに笑え顔がおに戻もどり、

「でも、そう言うなら頑がん張ばってみます」

　再び地図帳に向き直ってにらめっこを再開した。

　あり得ざる国バララネシアを求めて、夏月の汚けがれ無き魂たましいは永遠に太平洋のはるか高みを彷徨さまよい続けるのだろう──バラライカが、実はロシアの民族楽器であることを教えてやらない限り。

　…………

　面おも白しろいからほうっておこうっと。






















「うわお」僕は思わず呟つぶやいた。「バイオレンスが爆ばく発はつしている」

　跨こ線せん橋きようの上で、二人の人物が殴なぐり合いの喧けん嘩かをしていた。

　この跨線橋は歩行者と自転車のみが通り抜ぬけられる小さな橋で、見た目はちょっと柵さくが立派な歩道橋、という感じである。ただし、またいでいる線路の数は全部で八つ。平磐駅のそばということで、引き込み線などが複数設置されている。従って結構長い。ここに踏ふみ切きりを設置するのはナンセンスである。ちょうど真ん中を歩いている時に警報が鳴り始めたら、百メートルをせめて十二秒で走れなければ脱だつ出しゆつできまい。

　道みち幅はばは、喧嘩をする程度には十分広いが、喧嘩している二人を無視して通り抜けできるほどには広くない。

「うわ。一体なんですか」

　二人の姿を見た途と端たん、僕のすぐ隣となりにいた八阪井夏か月づきも声を上げた。僕たちは学校からの帰り道、自転車を押して上がってきたところだった。せっかく日にち没ぼつ後の物静かな雰ふん囲い気きの中を二人で歩いていたのに、台無しである。

「暗くてよく見えないけど」僕は応じた。「社交ダンスに興じているのではないと思う」

　喧嘩は、大きな風か邪ぜ用マスクをつけた人物が牛柄がらシャツの人物を一方的に痛めつけているように見えた。なにか、悪あしき意図を持っているのは明らかだ────顔を隠かくして人を殴る行こう為いを善行と呼べるだろうか。しかし、光源といえば遠くの方で線路を照らす赤っぽい照明があるだけ。表情をうかがい知ることはできなかった。

　少なくとも、自転車のベルを鳴らしたくらいでは道を譲ゆずってくれそうにない。

「待ってください！」

　夏月は、声を上げると自転車から手を離はなした。もみ合いを止めるため、スカートの裾すそを跳はね上げて弾はじかれたように前方に駆かけだす。

　マスクの人物は素す早ばやく反応した。夏月の姿を認めるや否いなや、牛柄シャツの人物から手を離す。

　と、マスクの人物の身体からだの輪りん郭かくが、二重にぶれた。

「夏月！」

　僕が叫さけぶと同時に、女子高生らしからぬ機き敏びんさで夏月は真横に飛んだ。

　直後、巨きよ大だいな棍こん棒ぼうによる一いち撃げきがコンクリートの地面を打つ。ガツンと激げき突とつ音おんがして、橋そのものが軽く震ふるえた。

「魂たま裸ら醒せですね……！」

　夏月が目を見開く。

　その棍棒はマスクの人物の手の中にあって、魂裸醒特有の質感と輝かがやきを放っていた。先端部は大きくふくれあがって、トゲトゲが生えている。こいつで殴ったら、砲ほう丸がん投げの砲丸でも粉ふん砕さいできそうだ。そんな見るからにごつい得物が、両手に一本ずつ。メイスの二刀流だ。刀じゃないけど。

　夏月はすっと目を細めた。

　夏月の姿も二重にぶれる。夏月の背中から、夏月の姿をそのまま保った白い影かげ──幽ゆう体たいが現れた。と、すぐにその影は形を失い、夏月の手へ足へとまとわりつく。次の瞬しゆん間かん、両手は青い手てつ甲こうに、両足は青い足甲に包まれた。

　瞬まばたきをする間に、夏月は魂裸醒ブルー・ハンマーを武装し終えていた。

　右の拳こぶしを男にビシッと突つきつけて、宣言する。

「魂裸醒の力で人を傷つけることは許せません。……撲ぼく滅めつします！」

　マスクの人物が再度襲おそいかかってきた。大上段にメイスを振ふりかざし、振り下ろす。

　夏月は左手でメイスを受け流し、右足によるハイキックで反撃に転じた。が、マスクの人物はこれを身をかがめてかわし、逆に軸じく足あしを狙ねらった。敵の意図に気づいた夏月は、的を外した右足で橋の防ぼう護ご柵さくを蹴けり、その反動で後方に飛んだ。メイスは標的を失い、地面をこする。

　二人は距きよ離りを置いて再度向かい合った。相手もなかなか戦い慣れしているようだ。

　その間に、僕は牛柄シャツの人物のもとに駆け寄り、抱だき起こした。見たところ、僕と同じ高校生くらいの少年に思えた。メイスによる攻こう撃げきを食くらってしまったのか、顔面は半分血にまみれている。

　僕の姿に気がつくと、牛柄シャツの人物は急に左手を伸のばし、僕のシャツにしがみついてきた。あまりに強い力だったので、僕は思わず前のめった。

　ちょうどその時、下の線路に貨物列車が通りかかった。ドカダンドカダンと列車の揺ゆれる轟ごう音おんが耳を聾ろうする。

「すいません！」

　負けじと、激しい声で少年は言った。しかし、よく聞こえない。

「なんだってー!?」

「一時こいつを預かってください！　あとで必ず取り戻もどしに来ますからッ」

「よく聞こえない！」

　意思疎そ通つうは無理と悟さとってか、少年は僕から視線を外した。代わりに右手で何かを取り出す。僕のシャツの胸むな元もとをぐっと押し下げて、そこに紐ひものような布のような何かを押し込み始めた。大した大きさのものではないようで、作業は五秒ほどで済んだ。

「ちょ、ちょっとちょっと」僕は思わず言った。「なんなのこれ。そもそも君は何者だ」

「……ボンクラ……です！」

　少年はそれだけ言うと、僕の身体をどついて遠ざけた。見た目ほどの怪け我がはしていないのか、思いの外素早い動作で立ち上がり、夏月の横を走り抜ける。

　マスクの人物は、彼に気づいて迎げい撃げきしようとした。しかし少年はメイスの攻撃をうまいことかいくぐると、あたかもラグビーの選手のように、低姿勢からのタックルをマスクの人物に決める。一瞬、マスクの人物の姿がぐらりと揺れて──

　地面の中に沈しずみ込んだ。

　まるで、コンクリートの地面が突然底無し沼ぬまになったかのようだった。もつれ合った二人の身体は、地面に沈み込み、瞬時に消え去った。

「…………!?」

　三秒間の茫ぼう然ぜん自じ失しつの後、僕と夏月は二人が消えた地点に駆け寄った。何度も踏ふみしめてみたが、地面は固い。なんの変へん哲てつもないコンクリートである。

　橋の下を、貨物列車が通り過ぎていった。

「まさか……」

　僕は柵さくに張り付いて橋の真下をのぞきこんだ。ひょっとしたら、とも思ったが、橋の下に轢れき死し体たいはもちろん、列車の運行を妨さまたげそうなものは何一つなかった。

　夏月も鋭するどい視線でじっと線路を見下ろしていた。が、これ以上見つめ続けても意味無しと悟ったのだろう、ブルー・ハンマーを消しよう滅めつさせると、いつも通りの柔やわらかな表情に戻った。

「……何だったんでしょう」

　ごくもっともな質問を、夏月はした。しかし僕にだって答えられるはずがない。

「一つだけはっきり言えるのは」僕は自分の胸元に手を突っ込んだ。「あの少年、僕にこんなものを託たくしていったということだ」

　胸元に突っ込まれたものを、スルスルと引っ張り出す。

　それは、羊の絵があしらわれたネクタイだった。とぼけた感じの羊が、僕をバカにするように見上げていた。

「彼らも魂裸醒のようですね。まったく……。平磐市には一体何人の魂裸醒が生まれてしまっているんでしょうね」

　己おのれの双そう肩けんに課せられた使命の重さを感じているのだろう、夏月は顔をしかめてため息をついた。

　僕は地面に横よこ倒だおしになった夏月の自転車を起こし、夏月のもとに押していった。

「まあまあ。夏月が責任を感じるのはわかるけど、一人で抱かかえ込む必要はないさ。魂裸醒の問題は僕ら平磐市民の問題でもある。九里浜も長坂も君の味方だよ……もちろん僕も」

　しばらく夏月は難しい顔をしていたが、僕が自転車を持ってきたことに気づくと、安あん堵どの微ほほ笑えみを浮うかべてみせた。

「……ありがとうございます。あまり考え込んじゃってもいけませんよね……」







　これまで、魂裸醒という力は一つの村落の中で厳重に管理され使用されてきた。だが今、魂裸醒という名すら知らぬ少年少女たちが、常人には不可視の能力を自由に振ふるう、という状じよう況きようが今の平磐には生まれている。魂裸醒を犯罪に使う輩やからが現れるのは時間の問題だ──いや、既すでに魂裸醒の力で罪を犯おかしている手合いもいることだろう。

　これらを通常の法で裁くことはできない。だからこそ、八阪井親子は平磐に残ることを選せん択たくした。悪あしき意図のもとに魂裸醒を使う手合いを討とう滅めつするために。

　僕は彼らを歓かん迎げいした。僕だけではない、長坂陵りよう梧ごに九里浜純じゆんも同様である。平磐を今の状態でほっとかれたら大だい迷めい惑わくだ。八阪井親子の活動を支えるため、僕たちは力を合わせることにしたのである。

　特に、九里浜はやる気満々だった。

「平磐全体が無法状態になりつつあるってのは」と九里浜は言ったものだ。「あたしも肌はだで感じてる。ついこの間も、魂裸醒で質しち屋やのショーウィンドウを割って腕うで時ど計けいやら宝石やらを盗ぬすみ出してる奴やつを見かけた」

「それはまたストレートな使い方だね。いくらなんでもすぐ捕つかまると思うけど」

「もちろんよ。あたしがこのエア・キルで百発くらいブン殴なぐってとっ捕まえてやった」

　手の中に、九里浜は鉄てつ扇せん型の魂裸醒を発現させた。黒く光る鋼鉄の扇子は、なんの苦もなくスイカを叩たたき割れそうだった。

「窃せつ盗とう罪ざいと傷害罪はどちらが罪が重いんだろォな」

　長坂が疑問を口にした。

「今の平磐に必要なのは、法の番人なのよぅ」九里浜は主張する。「無法者の間にも無法者なりの法があるように、魂裸醒にも守るべき法があるということを知らしめなければならない。九里浜探たん偵てい局きよくは、魂裸醒の法の番人の象しよう徴ちようとしてこの平磐に君臨する。それが、今の平磐に平和と安あん寧ねいをもたらす唯ゆい一いつの方法よ」

　九里浜は、魂裸醒に関する一連の騒そう動どうを、自分の願いを叶かなえるこの上ない好機だと捉とらえていた。九里浜は探偵になりたがっているのだ────浮うわ気きや身元の調査をする現実的な探偵ではなく、小説の中のホームズのような探偵に。彼らは作品の中で、悪を裁き正義を守る秩ちつ序じよの守護者、英えい雄ゆうとして描えがかれている。平磐が混こん沌とんに包まれようとしている今、自分こそが秩序の守護者にならねばならない、と九里浜は固く信じていた。

　決然とした態度にいたく胸を打たれ、夏月は九里浜の手を取って歓迎の意を示した。

「ありがとうございます、純ちゃん。そう言って頂けるととても心強いですよ。きっと父さんも喜びます」

「そういうことなんで」九里浜は僕と長坂を順に指さし、「あんたら、あたしのもとで馬車馬のようにバリバリ働いてもらうかんね」

「九里浜探偵局ねェ」長坂は文句を言った。「もォ少しマシな名前はねェのかよ」

「不満なわけ？……じゃあ、平磐ストリートイレギュラーズとか」

「俺たちは浮ふ浪ろう児じか」

　ともかく、九里浜探偵局（仮かつこかり）は結成された。平磐にはびこる悪の魂裸醒を滅ほろぼす正義の組織として。なし崩くずし的に僕も探偵局の一員として組み入れられることになったのだが、どうやらさっそく活動の時が来たようだった。







　翌日。

　僕は授業を聞きながら、昨日の「事件」について考えを巡めぐらせていた。

　昨晩自宅に戻もどり、蛍けい光こう灯とうの光の下もとで渡わたされたネクタイを観察してみたが、なんら得られるところはなかった。

　かなり古くさいネクタイで、やや細く短い。二高の制服のネクタイとぴったり重ね合わせると、すっかり隠かくれてしまう。しかし気づいたことと言えばその程度、妙みようなところは見あたらなかった。

　あの牛柄がらシャツの少年は、「あとで必ず取り返しに来る」と言っていた。顔面血まみれになりながら、必死の形相で。彼にそこまでさせるのは一体何なのか。

　さあ？　想像もつかない。

　そうこうしている間に、四時間目終しゆう了りようのチャイムが鳴った。チャイムを合図に、老教師が世界史の授業を終わらせる。さあ飯めしを食いに行くか、と立ち上がろうとしたその時。

「皆みなさん！　少しだけ時間をください」

　老教師と入れ替かわるように、二人の生徒が教きよう壇だんに滑すべり出てきた。学級委員長の鈴すず見みと副委員長の菅すが原わらだった。

「話はすぐに済みますので、少々待ってください」

　委員長鈴見が全員に呼びかけた。と同時に、クラス全体が倦けん怠たい感で満たされた。鈴見の話が短く済んだためしがないことを全員が知っているからである。

　その隣となりには副委員長の菅原が立っている。縁えんもゆかりもない二人のはずだが、雰ふん囲い気きが非常にそっくりだ。女の子だけに身体からだが一回り小さく、二人並ぶとなにやらマトリョーシカを想起させる。前方に向かって大きく反り返った三つ編みが特とく徴ちようで、象の牙きばを思わせるところから、陰かげでは「象」と呼ばれている。

「今日の体育の授業中、何人かの下着が盗まれるという事件がまたも発生した……」

　鈴見は語り始めた。

　うちのクラスでは、時折下着泥どろ棒ぼうが出現していた。新年度になって三ヶ月で三度か四度くらいだろうか？　当然鈴見と菅原は、犯人のあぶり出しに躍やつ起きになっている。

「……お願いだから犯人は名乗り出てほしい。悪くすれば、犯罪として警察に訴うつたえ出る可能性もある。私からは以上だ」

　話が終わったのは、飢うえから来るクラスメイトたちの怨おん念ねんが天てん井じようで渦うずを巻き始めた頃ころだった。あと五分も話が続いていたら、机を食い始める奴やつが出たことだろう。二人が教壇から降りると同時に、全員が昼飯を求めてきびきびと動き始める。

　手作りの弁当を両手で持った夏月が僕の席のそばに近寄ってきた。その顔には猫ねこが手の先にガムテープをくっつけられた時のような困こん惑わくの表情が浮うかんでいる。

「もう少し、話を短くまとめてくれるといいんですけどね」

「一つだけ忠告させてもらうと」僕は言った。「鈴見と菅原が話をする時は、はじめの三センテンスだけ聞いて、あとは寝ねるといい。たいていの場合は寝ている間に話が終わる」

「それは困りますよ。大事な話なのに」

「そりゃ、当事者にとっては災難だろうけど」

「実は、私も当事者なんですよ」

「なにィ！」

　僕は思わず腰こしを浮かした。

　びっくりして夏月は本能的に腕うでで身体を覆おおい隠した。

「な……何大声出してるんですか！　しー！」

　周囲を見回しながら、人差し指を唇くちびるに当てる。

「……まことに申し訳ない」

　僕は腰を下ろした。男としての反射神経で、ついでかい声を出してしまった。

「私は、その──う、上だけですけど、みんなは色々やられたらしいですよ。下着だけじゃなく、ネクタイや靴くつ下したまで持っていかれたとか。まったく、迷めい惑わく極きわまりないです」

　憤ふん懣まんやるかたなし、とでも言いたげに夏月は肩かたをすくめた。ただし、顔が赤いのは怒いかりのためではないようだった。

　ふと気がつくと、僕は夏月の胸のあたりを凝ぎよう視ししていた。慌あわてて顔ごと動かし視線を逸そらす。しかし露ろ骨こつに顔を背そむけたままでは会話ができないので、妥だ協きよう案として夏月の首元に視線を集中させた。しかし今度は普ふ段だん別に気にもとめない夏月の鎖さ骨こつが目に入る。浮き上がった肌はだはとても綺き麗れいで、──

「……昼飯を食べにいこう」

　邪じや念ねんを振ふり払はらうべく、僕は大声で宣言した。机の上の世界史の教科書とノートをまとめて、必要以上に大きな音を立てながら机の中に奥まで突つっ込む。

　と、手のひらになにか繊せん細さいな手て触ざわりを感じた。

　こんなもの机の中に入れてたっけ？　と思いつつそれを取り出してみる。

　出てきたのは女性ものの下着──女性しか着用しない下着だった。

　…………

　…………

「あ」夏月は冷静に言った。「それ、私のです」

　ガターン、と思わず僕は椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった。思わず机を傾かたむける。すると机の中からさらにぼたぼたと白かったり青かったりしましまだったりするものが落ちてきた。どれも本来は机の中に教科書と一いつ緒しよにしまっておくものではない。

「あー！　それアタシの下着ー！」

　クラスメイトの誰だれかが絶ぜつ叫きようした。

　途と端たん、教室内が上を下への大おお騒さわぎとなったのは言うまでもない。

　人間、ショックを受けると思考がピタリと止まるものだ。自分の机から盗ぬすまれた下着が出てきたという事実を受け入れることができず、僕の脳は真っ白になった。真っ白になっている間に、話はあっという間にクラスメイトの間に伝でん播ぱしきってしまった。

「三さん助すけ！　おまえだったのか！」

　学級委員長の鈴見が僕の前に進み出てきて、人差し指を突きつけてきた。

「三み鶴つる城ぎ君！　失望しました！」

　その隣には副委員長の菅原が立ち、同じく目をつり上げて責め立てる。なにやら最悪の展開になってきた。

「ち、違ちがうんだって！」僕は叫さけんだ。「僕じゃないよ！」

「ほーら。血相変えて自己弁護するところが怪あやしいじゃないの」

「ほんとほんと。怪しいよねー」

　輪となって僕を取り囲む女子のうち二名──おそらく下着を盗まれた被ひ害がい者しやだろう──が、汚きたないものを見下ろすような視線で僕を見た。殴なぐったろか、とも思ったが、短気を起こすべきではないと自分を諭さとし、冷静に考える。僕に犯行が不可能であることを、理り詰づめで指し摘てきすべきだろう。

「まあ待ってくれ。僕が盗んだと言うんなら、一体どうやって盗んだんだ？　僕は体育の授業を休んでないよ」

「そんなことは関係ありません。授業をちょっと抜ぬけ出せば、更こう衣い室しつに潜もぐり込むことはごく簡単じゃないですか。それより三鶴城君こそ、コレをどう説明するんです」

　床ゆかに落ちた下着を指さして副委員長が反論する。僕を論破し追いつめるのに自信満々、というオーラが全身からにじみ出ていた。

　気け圧おされながらも僕は食い下がった。

「それはクラスメイト全員に言えるだろ。誰だって勝手に、人の机の中に下着だろうが上うわ履ばきだろうが腐くさったパンだろうが押し込めるじゃないか。そもそも、下着を盗んでおいて自分の机の中に隠かくすだなんて、そんなバカな真ま似ねをする奴がどこにいるってんだ」

「あーあー。今度は開き直っちゃって」

「みっともないですよねー」

　被害者二名が小さな、しかしはっきりと僕に聞かせる声で言う。

　泥どろ沼ぬまだった。

　なんとかしなければならない。このままでは犯人に仕立て上げられ、今後の余生を下着泥棒と呼ばれながら送ることになる。今後、履り歴れき書しよに書いて就職に有利になる事実では、決してない。

　他ほかの被害者たちは僕の机をひっくり返して中身をすべてかきだしていた。僕が取り出した以外にも下着が入っていたらしく、床の上にはちょっとした下着の小山ができていた。被害者の女子たちは山に寄ってたかり、盗とう品ひんをチェックしていた。なにやら砂糖の山に群がるアリのようだ。

「委員長！　三鶴城君の持ち物をロッカーから何から調べるべきよ！　他にもあるかもしれないわ！」

　誰かが言うと、委員長はすぐに頷うなずいた。

「そうするしかないようだな」

「待てーッ！　プライバシーの侵しん害がいだッ」

　僕は抗こう弁べんしたが、副委員長は手の一振りではじき飛ばした。

「抵てい抗こうされると困るから、彼をどっかに閉じ込めましょうか」

　賛成、と被害者たち全員が口を揃そろえて言い、僕の手足にとりついた。全員で僕をどこかに運び去るつもりだ。

「ま……待ってください……！」

　教室の隅すみから待ったがかかった。一同は声の主を見やり、少なからず驚おどろいた。

「……八阪井さん。どうしたんですか」

　戸と惑まどいを隠さずに、副委員長が問いかける。

　生来の性格なのだろう、夏月はクラス内では全くおとなしい子だ。別段装よそおっているわけではない。人見知りが激しく、ほとんど僕としか喋しやべらないのである。当然、クラスメイトからも「引っ込み思案な子」として認にん識しきされている。

　その夏月が突とつ然ぜん大声を張り上げたのだ、クラスメイト全員が夏月に奇き異いの目を向けるのは当然だった。

　視線を集められて、夏月は明らかに浮うき足立っていた。次の語を発しようとするものの、口を開いたまま緊きん張ちようで言葉が出てこない。それでも勇気を振ふり絞しぼり、

「……あ……うぅ……その……認められません。大助君が下着泥棒なんて、そんなことするはずないじゃないですか……」

　最後の方は消え入るようだった。

　と、委員長は夏月に対し、同情的な眼まな差ざしを向けた。

「自分の彼氏を信じたいという気持ちは分かるがな。無視するわけにはいかないさ、下着という決定的な証しよう拠こが出てきた以上は──」

「大助君は泥棒じゃないですよ!!」

　夏月は鋭するどく叫さけんだ。あまりの大声に、再度クラスメイト一同は息を吞のんだ。

　が、一番驚いたのは夏月本人だった。意識せぬまま思わぬ大声を張り上げてしまったことに恥はじ入り、二の句が告げなくなる。

　副委員長が言い返した。

「現実を見て下さい。あなたが信じていた三鶴城君は、下げ劣れつで下品な下着泥棒だったんですよ」

　その名を口にするのも汚けがらわしい、といった調子で副委員長は吐はき捨てた。これにはさすがの僕も癇かんに障さわった。「ちょっと待って」と言い返そうとしたその時──

　夏月の目がすっと細くなり、身体からだが二重にぶれた。魂裸醒を発現させるつもりだ。

「ちょっと待って夏月ッ!!」

　僕は咄とつ嗟さに叫んだ。さすがに、夏月にこの場でブルー・ハンマーを発現させたら、ドえらいことになる。

　切せつ羽ぱ詰つまった僕の声に、その場にいた誰だれもが黙だまり込んだ。静かになったところで、僕は夏月に語りかけた。

「夏月、僕は無実を証明して帰ってくる。だから、矛ほこを収めて待っていてくれ」
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　この程度のこと何とも思っていない、ということを強調すべく、僕は余よ裕ゆうの笑え顔がおを見せて親指を突つき立てた。

　暫しばしの間、夏月はじっとしていたが、やがて身体のぶれは収まっていった。

「わかりました……。約束ですよ」

　肩かたを落として、夏月は言った。

　副委員長は号令を下した。

「皆みなさん、三鶴城君を体育用具室に運んでください」

　途と端たん、主として被ひ害がい者しやの皆さんが僕の身体にとりつき、まるで御み輿こしのように担かつぎ上げた。女子連中だと思ってなめていたが、すごい力である。彼女らは僕を持ち上げたまま、なんの苦もなく体育用具室へ向けて走り始めた。

　御輿は、昼食を食べに向かう生徒たちを押しのけ、かき分けながら驀ばく進しんしていった。上に担がれている身としては、羞しゆう恥ちプレイ以外のなにものでもなかった。







　外はすっかり晴れ上がっているというのに、体育用具室内は薄うす暗ぐらく、どんよりとした沈ちん黙もくの中にあった。

　ものの見事に閉じ込められた。扉とびらは外から閂かんぬきをかけるタイプのもので、内側から外すことはできない。僕の魂裸醒、パープル・シックルを使えば扉を切り裂さいて出ることはできるが、あとで弁べん償しようさせられることは目に見えている。最後の手段として取っておこう。

　本来なら今いま頃ごろ、屋上にて夏月の手作り弁当を食しているはずなのだが。ああ畜ちく生しよう。だんだん腹が減ってきた。もとより腹が立っているところなので頭がどうにかなりそうだ。

　食えそうなものはないものか、と部屋の中を見回す。しかし、目に入るのはマットやら平均台やらバスケットボールやら。どうひいき目に見ても、生で食えそうにはない。一流の宮きゆう廷てい料理人とて、これを食えるように料理するのはかなりの難事だろう。

「う～ん。食べられるバスケットボールとか、作ったら売れるかな？」

　あるいは、空くう洞どうのボールの内部に非常食を仕込む技術を開発するとか。これは全世界を震しん撼かんさせる発明になるぞ。少なくとも学校の部活動のスタイルは確実に変わる。常に腹を空すかせている生徒相手なら大ヒット間ま違ちがい無しだ。

　……いや、今はそんなことを考えている場合ではない。どこかの誰かが僕に下着泥どろ棒ぼうの汚お名めいを着せようとしているのだ。僕は下着泥棒などしていない。アホかってんだ。僕は女性の下着になど三ミリグラムの興味もない。

　……三ミリグラムくらいはあるかもしれない。だが、決して下着泥棒を決意させるだけの量ではない。

　問題。では、僕に下着泥棒の汚名を着せたのは誰で、その目的は何か？

　さあ。なんの材料もない以上、推理のしようもない。

　どうすればいい？　少なくとも、こうしてマットの上に寝ね転ころがって事態の好転を待っているだけでは、なんの解決にもならない。なんとかして外に出、無実を訴うつたえ続けなければならない。さもなくば、食べられるバスケットボールを発明して億万長者になるという未来が閉とざされる。というか餓が死しする。

　とその時、外から何者かが近づいてくる気配がした。誰かが僕に話をしに来たのだ、と直感した。この使者を説得できれば、外に出られるかもしれない。

　扉が開き、二人の生徒が入ってくる。どちらも僕の知らない生徒だった。瘦やせた生徒と太った生徒、対照的なコンビである。

「話を聞いてくれ」僕は言った。「僕は無実だ……」

　突とつ然ぜん、太った生徒の身体が二重にぶれた。

　次の瞬しゆん間かんには、先端が二ふた股またに分かれた長い一本の棒を両手で握にぎっていた。さすまただ──江え戸ど時代に犯罪者捕ほ獲かくに使われていた、アレだ。さすまたで僕の胴どうを捕とらえると、問答無用で壁かべに押さえつける。

「うはッ」

　ドスンと背中を壁に強打し、僕は思わずうめき声を出した。痛みに顔をゆがめながら、相手の顔を見る。

「どういうつもりだ」

　身動きできないまま僕は聞いた。しかし二人は質問を無視し、勝手にしゃべりだした。

「まずは自己紹しよう介かい」瘦せた方が言う。「俺の名は安やす川かわ、こっちの太ってんのは吉よし住ずみ。ちょっとおまえさんに話があるんだよー」

　吉住と紹介された生徒は、言葉少なに尋たずねてきた。

「おまえ、ボンクラか？」

「……はあ？」

　意図のつかめない質問に、僕は間ま抜ぬけた声を出した。

　が、期待した答えを得られたかのように、二人は目を見み交かわした。

「わかんないなら、いいさ。じゃー、おまえ、ネクタイはどこにやった？」

　今度は安川が間延びした声で問うてくる。

「ネクタイ？　なんのこと？」

　そう答えると、吉住が思いきりさすまたを押さえつけてきた。胴体を締しめ上げられ、僕は思わず悲鳴を上げる。

「痛い痛い！　なにするんだ！」

「おまえが一回とぼけるたびに、俺は一回おまえをこうやって押さえつける」

　吉住は短く言った。続けて安川が僕に質問する。

「昨日の晩、誰だれかさんからネクタイを渡わたされただろー？　俺たち、それが欲しいのよ」

「…………」

　昨日の晩の出来事が脳内にフラッシュバックした。なんでこいつがあのことを知っているんだ？　一番簡単な説明は、この安川とやらが昨日メイスを振ふるっていた魂裸醒だということだ。しかし体型が違うような気がする。昨晩のメイス使いはマスクで顔を隠かくしていたからはっきりとは言えないが、なんか雰ふん囲い気きが違う。

　吉住が黙だまったままさすまたを押さえつけてきた。

「痛いって！」

「質問を無視しても、押さえつける」

　吉住は言った。

「どういうつもりだ」ヤケになって僕は叫さけんだ。「これが人にものを尋ねる態度か。ふざけるな」

　吉住はまたもさすまたに力を入れてきた。だが、痛みよりも内心の怒いかりの方が上回っていた。臆おくすることなく、僕は二人を睨にらみつけた。

「しゃーないなー」安川は肩かたをすくめた。「もうちょっと直接的に痛めつけてみっか」

　安川の身体からだが二重にぶれた。次の瞬間彼の手の中に現れたのは、メイスではなく長い棒だった。その先端には小さく、はさみのような刃はが生えている。

　高枝切りばさみだ。

　安川は吉住の隣となりに立ったまま、ぱっくり開いたはさみの刃を僕の方に近づけてきた。

「遠くから失礼するよー」安川は言った。「さー。ネクタイをどこに隠したか言ってくれるかー？　言ってくれないと、このはさみでおまえの髪かみの毛をちょきちょき切るぞー」

「ちょ、ちょっと──やめてー！」

　こんな手に出てくるとは思いもしなかった。

「河童かつぱみたいな髪型にしてやれ」

　吉住は手短に希望を述べた。

　さすまたから逃のがれようと全力でもがいたが、吉住の力がゆるむ様子はなかった。その間にもゆっくりゆっくりとはさみが迫せまってくる。

　僕はパープル・シックルを発現させた。長さ二メートルの棍こんの形状を取る魂裸醒を伸のばし、はさみの刃の間に突つっ込む。

「ム。やっぱりおまえも能力持ちかー」

　安川は片かた眉まゆをつり上げた。けれどもあまり気にせず、ギリギリと斜ななめ前からはさみを押し込んでくる。僕は腕わん力りよくをうまく棍に伝えることができず、押し返せない。この位置関係では、棍の先端から隠し武器、鎌かまの刃を出してもむなしく空を切るのみだ。

　このままではいいように髪を刈かられてしまう。下着泥どろ棒ぼうにされ髪型を河童にされ、とはこの上ない屈くつ辱じよくである。

「うああー！　エロガッパ呼ばわりだけはいやだー！」

　僕は叫んだ。

　必死の叫びが天に届いたのか──次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん身体がふわりと浮うく感覚に襲おそわれた。

「…………!?」

　突然背後の壁かべが無くなり、僕の身体は後方に倒たおれた。顔が上に向き、視界いっぱいに青く晴れ渡った空が映る。空だ──用具室の天てん井じようではなく、青い空が見えた。

　どすん、と僕は背中から地面に落ちた。そう、用具室の床ゆかではなく、土の地面に。

「なに!?」

　土の感かん触しよくに慌あわてて身を起こし、周囲を見渡す。

　そこは体育館の裏手だった。屋外である。ちょうど、先ほどまで張り付いていた用具室の壁を抜けてきたような位置だ。

　その壁に目を戻もどす。

　ただの壁だった。壁の向こうから、ばんばんと叩たたく音が聞こえてくる。吉住と安川だろう。だが、彼らも壁を抜けてこっちに出てくる様子はない。

「隠れましょう。奴やつらが追ってくる前に」

　頭上から声。見上げれば、学ランの人物が僕の顔をのぞき込むように立っていた。

「君が……君が助けてくれたのか？」

　問いかけると、少年は無言で頷うなずきながら手を差し伸べてきた。

　僕はその手を取り、立ち上がった。

「君は一体何者だ」

「平ひら沼ぬまと言います」

　少年は上着のボタンを一個外し、学ランをめくり上げた。

　下からのぞいたのは、牛柄がらのシャツだった。







　連れて行かれた先は、町はずれの廃はい工場だった。不ふ況きようにあらがうこと叶かなわずに潰つぶれた自動車修理工場だ。その後別の業者がやってくるでもなく、放置されたままになっている。

「こっちです」

　工場入り口は、かっちりと閉へい鎖さされていた。平沼は外がい壁へきを回り込むように歩くと、雑草生え放題の細い道を分け入り、とある地点で止まった。道路からは見えないが、別段非常口があるわけでもない。

　平沼の姿が二重にぶれた。と、突然手の内にドアノブが現れる。

「見えますか？」

　僕の様子に気づいて、平沼は言った。

「見える」僕は答えた。「君も──能力持ちなんだな」

「はい。この能力を、私は『ジュダス・ウィンドウ』と呼んでいます」

　ドアノブを外壁に当てて、押し込んだ。すると、壁がまるで扉とびらのように開いた。ドアと壁の間の隠かくされていた継つぎ目が突然あらわになったように、開いていく。すっかり全開させると、平沼は身を開いて「どうぞ」と中へ入るよう僕に促うながした。

　おそるおそる、ドアをくぐる。人一人が問題なく通れる大きさだった。扉の厚さはどうやら外壁の厚さそのままであるらしい。断面は、扉側も壁側も魂裸醒特有の光でコーティングされていた。ドアノブと扉の枠わくまでがワンセットの魂裸醒ということか。

　どうやらつい先ほどは、この能力で僕を体育用具室の外へと導いてくれたらしい。

　続いて平沼が扉をくぐり、丁てい重ちように閉めるとドアノブを抜ぬく。途と端たん扉の枠は消え去り、壁は元通りに戻った。

「壁抜けができるのか」

　僕が言うと、平沼は頷いた。

「はい。床にドアノブを差し込めば、下の階に抜けることもできますよ」

「そうか」僕は昨日のことを思い出した。「あの時、君は橋の下に抜けたんだな」

「ええ。さらに下を通る貨物列車に飛び込んで、相手を中に置き去りにしてきたんです」

　なにやらうらやましい能力である。壁ぬけができるということは、密室殺人やり放題じゃないか。世の推理小説家はこぞって泣くことだろう。

　平沼はさらに工場内の建物の裏手に扉を開け、内部に侵しん入にゆうした。かつての事務所だったらしく、長い廊ろう下かの左右にいくつか扉が並んでいる。平沼は突つき当たりまで行くと、ある扉の前で立ち止まった。

　以前は扉の窓に部屋の名が英語で書かれていたのだろう。が、長い年月放置されたせいかそれとも意図的なものか、今はただアルファベット三文字を残すのみだった。

「『Ｇ・Ｒ・Ｃ』……？」

　平沼は扉を押し開いた。

　部屋は薄うす暗ぐらかった。日の光が入らないようにカーテンが閉められている。背後で扉が閉まると、ほとんど真っ暗になった。

　広い部屋だ、ということはすぐにわかった。十畳じようの部屋を縦に二つ繫つなげたような、細長い部屋だ。左右の壁には何かがずらりとぶら下がっているようだが、それを見てとるにはもう少し暗くら闇やみに目が慣れる必要が、──

　と、部屋の一番奥で光が閃ひらめいた。

「ようこそ！　グリーンリボンクラブへ」

　その光の正体は、ライターの炎ほのおだった。ライターの炎は少しだけ沈しずみ、蠟ろう燭そくに燃え移る。その蠟燭の炎が、ライターの持ち主の人物の顔を下から照らし上げた。

　部屋の奥から僕を見つめる人物は、暗闇の中に顔が浮うかんでいるようにしか見えなかった。赤い炎に照らされた白い顔が空中でゆらゆらと揺ゆれ、炎を反射した目が赤く爛らん々らんと輝かがやいている。今から悪あく魔ま召しよう還かんをする黒魔術師としか思えない。

「どちら様ですか」

　僕は内心ビビりながら質問した。

「俺は、グリーンリボンクラブ連合主席の佐さ久く川がわだ」

　闇に浮かぶ顔はそう自己紹しよう介かいした。

「僕は平磐二高の……」

　自己紹介しかえそうとすると、佐久川が割り込んできた。

「二高の三鶴城君だろ？　平沼から話は聞いている。今回は、我々の権力闘とう争そうに無関係の君を巻き込んで、済まなかったと思っている」

「権力闘争？　僕の受け取ったネクタイとどういう関係があるんですか」

「論より証しよう拠こ。君、この部室の壁かべにかけられているのは一体なんだと思う？」

　言われて僕は壁に歩み寄った。近くまで寄ってみて、その正体が初めて分かった。

　ネクタイだ。

「……なんだこりゃ……!?」

　ネクタイのつり下げられたハンガーが壁一面にずらりと並んでいた。背後を見やれば、向かいの壁にも同様にネクタイが並んでいる。一日一本ネクタイをとっかえひっかえしても、半世紀は困るまい。

「なんなんですか、ここは」

「ここは、我らグリーンリボンクラブの隠れ家の一つさ」

「グリーンリボンクラブ……」ハッと気づいた。「略して『ボンクラ』ですか」

　佐久川は頷うなずいた。

「ま、その名は、我々の活動を正確に表しているとはいえない。十七世紀、イングランドに実在したある団体の名前を引っ張ってきているだけだ。クラブの実態は、ネクタイを心からこよなく愛する趣しゆ味み人じんたちの集まりだ」

「……ネクタイ愛好家？」

「そう。特に、二高の二年生、誕生日を未まだ迎むかえない十六歳の少女が締しめているネクタイを、我々は至高のものとして珍ちん重ちようしている」

　そう言われて、改めて壁に掛かけられたネクタイを見る。たしかに、二高のネクタイが大半だった。緑、紫むらさき、赤と各学年の色が揃そろっている。

「言っておくが、これらはすべて合法的に譲じよう渡としてもらったものばかりだ。我々の先達たちが長い時間をかけて集めたものだ」

　なるほど。つまり、三色揃ったネクタイは、各学年のものではない。正確には、毎年二年生が締めていたものなのだろう。

　思ったことを衝しよう動どう的に口にする。

「つまり、ブルセラと似たようなものですか？」

　ズバン！　と佐久川がテーブルを叩たたいた。僕は思わずすくみ上がった。

「あのような世せ俗ぞくのゲスな風習と一いつ緒しよにしてもらっては困る！　我々は、十六歳の少女が締めるネクタイの、ほのかな青春の香かおりに魂たましいを奪うばわれた人間の集まりだ。女性のその他の着衣や、まして下着の類たぐいにはなんの興味もない」

　鬼き気き迫せまるような弁べん舌ぜつだった。

「……なんで十六歳なんですか」

「グリーンリボンクラブ創始時代より受け継つがれてきた伝統だ。ネクタイは十六の生き娘むすめのものをもって至上とすべし、と。これが無ければ、俺たちは生きていけない。ネクタイを奪われた人生は、ゴミ捨て場に捨てられた腐くさったカボチャほどの意味も持たなくなる」

　佐久川の目の輝きは尋じん常じようではなかった。蠟燭の光を反射して輝く目の光は、まるで佐久川の内部から放たれているかのように思えた。この男が、心の底からネクタイを愛しているという事実に議論の余地はないようだ。が──

「それってただの変態の集まりなんじゃ──」

「バカなことを！」

　ズバーン！　と佐久川がまたテーブルを叩いた。僕はまたもすくみ上がった。

　長い沈ちん黙もくの後、佐久川は沈着な声を吐はき出した。

「申し訳ない。ネクタイの香りを愛するのは、他人には理解し難がたい感覚だ。だが、時々俺自身もそのことを忘れてしまうんだ」

　どうやら、変態と呼ぶのはまずいらしい。それがこの部屋の中でのルールのようだ。

「あなたがたがネクタイを至上のものとして考えていることは、よくわかった」

　本当はさっぱりわかっていないのだが、わかったことにして僕は言った。

「ということは、昨日渡わたされたネクタイは、価値があるものなんだね」

「『百年ネクタイ』の価値は、言葉では言い表せない」

「百年ネクタイ……」

「十七世紀半ばから十八世紀にかけ、イングランドの聖女ファルネが百年間締めていたネクタイだ」

「百年間もネクタイを締め続ける理由がわからない」

「十六歳の時、彼女の母が死の病に罹かかった。ファルネは神に『今後一生わたくしは女としての人生を捨てて生きていきますので、なにとぞ母を生きながらえさせてください』と誓ちかい、その後の一生を男装して過ごした。ファルネ自身はその後百年という長きにわたって生き延び、百十六歳で没ぼつしたが、その時まで誓いを守り続けたのだ。それ以降、彼女のネクタイは百年ネクタイと呼ばれるようになった。そのネクタイは今この日本にあり、『グリーンリボンクラブ連合』の主席の証あかしとなっている」

　伝説を語る佐久川、それを黙だまって聞き入る平沼の表情は、これ以上ないというほど真しん剣けんだった。冗じよう談だんを言っているとは思えない。困ったことに。

「連合？　他ほかにもクラブがあるんですか？」

「日本各地に支部がある。全員が集まるのは、年一の会合の時だけだがね」

　どっかの大ホールにネクタイ大好き人間が大集合するのだろうか。全員自じ慢まんの逸いつ品ぴんのネクタイを持参して、お互たがいネクタイの匂においを嗅かぎながら褒ほめ合う、という光景を想像してみる。

　……地じ獄ごく絵え図ず以外の何ものでもないような気がする。

「百年ネクタイは連合主席の証だ。その座についた者は、連合傘さん下かのすべてのグリーンリボンクラブが持つネクタイを、自分の意のままにすることができる。過去、主席の座をめぐって何度も血なまぐさい権力闘とう争そうが繰くり返されてきたのだ」

「つまり、昨日平沼が襲おそわれていたのも、主席の座をめぐる権力闘争の一いつ環かんですか」

「その通り。クーデターを企たくらむ一派がいる。百年ネクタイを持たぬ者に連合主席の資格はない。奴やつらは近く行われる連合総会までに百年ネクタイを奪い取り、俺を主席の座から追い落とすつもりなのだ」

「どこのどいつですか、そんなはた迷めい惑わくな野望の持ち主は」

「反乱派のリーダーが二高生だということまでは突つき止めた」

「二高生？」

「平磐の公立校で唯ゆい一いつ制服がブレザーだからな。伝統的に強いんだ。それに最近は、二高の中から闇やみネクタイが流出している。どうもクーデター派の資金源となっているようだ」

「闇ネクタイ……？」

「最近、二高では下着泥どろ棒ぼうが流行はやっているでしょう」平沼が説明した。「下着泥棒というのは隠かくれ蓑みの、その実はネクタイを盗ぬすみ出しては闇市場に流しているようなのです」

　どこから突っ込めばいいのか、だんだん分からなくなってきた。

「えーと、なんでそんなに二高の事情に詳くわしいの」

「平沼に偵てい察さつさせているのだ」佐久川が言った。「最近、クーデター派は活発に活動している。資金源に加え、強力な武器を手に入れたようだ。最近、平磐の一部の生徒が妙みような能力を身につけている、ということは噂うわさに聞いているだろ」

　魂裸醒のことだ。僕は頷うなずいた。

「その二高生をはじめとした三人の能力持ちのクラブ員が、結けつ託たくしているらしい。連中は暴力で連合を支配しようとしている。百年ネクタイの奪だつ取しゆもその一環だ。奴らの暴ぼう虐ぎやくを許すわけにはいかないが、残念なことに我々の側にいる能力持ちは平沼しかいない」

「しかし、私の能力は戦せん闘とうに向いているものではありません。できることと言えば、壁かべぬけで逃にげることくらいです」

　平沼はジュダス・ウィンドウを発現してみせた。なるほど、高枝切りばさみとさすまたを相手に、ドアノブで直接的に殴なぐり合うわけにはいくまい。

「だが、貴重な能力持ちだ」佐久川が語を継ついだ。「だからこそ、俺は彼に百年ネクタイを預けていた。しかし、奴らの手から百年ネクタイを守り抜ぬくのも、そろそろ限界に近づきつつある。奴らは力ずくで百年ネクタイを奪うばいにきている。異い端たんの輩やからにこのネクタイを渡すわけにはいかない」

「異端なんですか」

「奴ら、少女の締しめたネクタイであれば、別に十六歳のものでなくてもいいとぬかしているんだぞ。十六歳のネクタイを讃たたえることは即すなわち聖女ファルネを讃えることだ。聖女の愛を忘れた輩どもを異端と呼ばずしてなんと呼ぶ。下は十三から上は二十四までオッケー、だなんて正気の沙さ汰たじゃない」

「…………」

　返事に困る主張だった。

「とにかく、昨晩、あなたにネクタイを預けたのはそういった事情があったんです。まことに申し訳ありませんでした」

　平沼は深々と頭を下げた。

「だんだん話がつかめてきた。つまり、その三人が僕から百年ネクタイを取り返すため、下着泥棒の汚お名めいを着せて僕の荷物を調べようとしたんだな」

　今日、自分の身に起きたことを考えてみる。

　吉住と安川、そして路上で平沼を襲ったメイス野や郎ろう。全部で三人、反乱派の能力持ち──魂裸醒も三人。計算は合う。いまや、謎なぞの三人目の正体を類推するのはそれほど難しい話ではなかった。

　強大なる魂裸醒の力を手に入れてしまったがため、もともと踏ふみ外していた道をさらに豪ごう快かいに踏み外してしまったのだろう。魂裸醒には人の心を惑まどわせる力がある。人に見えない力を身につけたら、悪いことをしようと思わない奴がどこにいる？　僕だってこのパープル・シックル、棍こん型の魂裸醒を身につけた時は、こっそり人をコケさせようとターゲットを探したものだ。夏月にこっぴどく怒おこられたけど。

　しかし私欲のために人に下着泥棒の汚名を着せるというのは、到とう底てい笑って済ませられる行こう為いではない。というか許さん。はっきりと僕の潔白を証明し、罪を犯おかした人間に正義の鉄てつ槌ついを下さねばならない。

「俺としては、このたびのことを本当に申し訳なく思っている」佐久川が頭を軽く下げた。「君の潔白を証明するために、尽じん力りよくしよう。できる範はん囲いで償つぐないをしたい」

「だったら、ライターを貸してくれない？」僕は頼たのんだ。「ついでに、その三人の能力持ちを叩たたきのめしてきてやるよ。これはもはや君たちだけの問題じゃない。僕の誇ほこりの問題だ──誰だれにも僕のことを『エロガッパ』などと呼ばせるものか」







　二高に帰き還かんを果たした時には、既すでに放課後になっていた。

　学級内に居残っていたのは委員長鈴見、副委員長菅原、被ひ害がい者しやの女子が二名（嵩かさにかかって僕を責め立てた二人だ）、そして九里浜と夏月の六人だった。僕がガラリと音も高く扉とびらを開けると、全員の視線が一いつ斉せいにこっちを向いた。

「アホ三助！　どこに行ってたのよぅ！」

　僕の姿を認めて、九里浜が歩み寄ってきた。九里浜の背中にぴったりと寄り添そうように、夏月もすり寄ってくる。

「なんで九里浜がここにいるんだ」

「頼まれたのよぅ」

　親指で、背はい後ご霊れいのように張り付いた夏月を示す。夏月は半泣きで九里浜の陰かげに隠れていた。虎とらの威いを借る狐きつね、とでも言えばいいのだろうか。どうやら僕が不在の間、夏月は僕を助けるために色々と頑がん張ばってくれていたらしい。少し胸が温かくなるのを感じた──もっとも、助けを求めた相手が九里浜だというのは微び妙みようなところだが。今まで、九里浜の介かい入にゆうが事態の解決をもたらしたことがあっただろうか。

　事態をより混こん沌とんとさせた例ならいくつも挙げられるが、その逆は思い出せない。

　胸が冷え込むのを感じた。プラスマイナスゼロである。

「あんたが下着泥どろ棒ぼう呼ばわりされてもあたしの知ったこっちゃないけど、ま、探たん偵てい局きよくの人間に悪い噂うわさがつくのは良くないかんね。あんたの代わりにこいつらと折せつ衝しようしてたわけ」

　そう言って、委員長たちを指さした。ブチブチ文句を言いつつも、九里浜は得意そうな顔をしていた。夏月に頼たよられて悪い気はしないようだ。

「三鶴城君、どこに行っていたんですか」

　副委員長も聞いてくる。僕は適当に答えた。

「犯人捜さがしの旅に行ってきた。結論から言うと、下着泥棒の真犯人はこの中にいる」

　全員に聞こえるように、僕は断言した。

　その言葉を聞いた途と端たん、六人とも息を吞のんだ。さながら推理小説のクライマックス、すべての容疑者を集めての謎解きシーンのごとくである。

「なんだって！　真犯人だと」

　委員長が声を上げた。

「待ちなさいな！　なんであんたが謎解きすんのよぅ！　その役目はあたしのものよッ」

　自じ称しよう天才探偵、九里浜も声を上げた。

「僕に任せて。今日のところは九里浜先生に出ていただくまでもありませんよ」

　適当に九里浜をなだめてから、僕は委員長に指先を突つきつけた。

「真の犯人は君だ、鈴見委員長」

　指名された委員長は、飛び上がって驚おどろいた。

「どういうつもりだ！　血迷ったか」

「簡単なことさ。謎解きをしよう」僕は語り始めた。「昨日の学校からの帰り道のことだ。ある人物が路上でマスクで顔を隠かくした男に襲おそわれていた。事件の発ほつ端たんは、そこに僕と夏月が出くわしたことだった。襲われていた男は、僕に一本のネクタイを手て渡わたして逃にげていった。このネクタイは一見したところなんの変へん哲てつもないネクタイだが、一部のマニアの間では高額で取引される代しろ物ものだった」

　実態とはやや異なる説明だが、ここでグリーンリボンクラブのことまで説明しだすと訳が分からなくなる恐おそれがあるので、この程度でお茶を濁にごしておく。

「マスクの男は、なんとしてもそのネクタイを奪うばいたいと考えていた。彼は、ネクタイを託たくされた人物が僕で、偶ぐう然ぜんにも同じクラスの人間だということを知っていた。そこで一計を案じ、僕に下着泥棒の汚名を着せ、ついでに僕が持っているはずのネクタイを取り上げるという一石二鳥の手を打ったんだ」

　この糾きゆう弾だんに、委員長はただ黙だまって困こん惑わくの表情を見せるだけだった。

「なにをバカなことを言っているんだ？　三助」

　事情が全く理解できない、とでも言いたそうに眉まゆ根ねにしわを寄せる。

　かなりの演技力だ。認めてやってもいい。だが、どこまで化けの皮を被かぶっていられるか──そんなことを考えながら、僕は言葉を重ねた。

「そう考えると、すべてに説明がつく。僕は度たび重かさなる下着泥棒の犯人として糾弾され、あっという間に体育用具室送りにされた。それを主導したのは誰か？　委員長だ。その後委員長は、クラスメイトの同意を得て堂々と僕の荷物を徹てつ底てい的に調べたが、問題のネクタイは見つからなかった。そこで用具室に二人の男を送り込み、『ネクタイをどこに隠した』と拷ごう問もんさせた」

「拷問だなんて、そんな奴やつら俺は知らない。そう言うんなら、そいつらを今ここに連れてきてみせろよ」

「奴らが今どこにいるかなんて、僕は知らない。今すぐ連れてくるのは難しいだろう」

「だったら、──」

「手っ取り早い方法がある」僕は委員長の言葉を遮さえぎった。「この場で、真犯人に自白させるシンプルな方法が」

　僕は首元の結び目をほどき、制服のネクタイを外した。

「委員長、どんなに捜しても目的のネクタイはみつからなかっただろ？　何な故ぜかというと、問題のネクタイは僕が肌はだ身み離はなさずに持っていたからだ」

　ネクタイを裏返し、末端の部分を突きつける。ネクタイの裏地が菱ひし形がたに露ろ出しゆつしているところだ──が、僕のネクタイの裏地は隠れていた。内側に収められたもう一本のネクタイによって。

　僕は内側のネクタイに指をかけ、思い切り引っ張った。傍はた目めには、一本のネクタイが二本に分かれたように見えただろう。

　中から出てきたのは、古くさい羊の柄がらがあしらわれたネクタイだ。

「これが百年ネクタイだ」

「ひゃくねんねくたい～？」

　その名を呼ぶと、九里浜が露ろ骨こつに眉をひそめた。居合わせた他の面々も、面めん食くらったような顔をしている。まあ、気持ちはわかる。

　彼らの戸と惑まどいを敢あえて無視し、僕は説明を続けた。

「ネクタイの内側にもう一本ネクタイを収められるよう、細工したんだ。僕にこいつを託した人間がいつ現れてもいいように、忘れずに持ち歩けるようにしておいたのさ」

「それをどうするつもりなのよぅ」

　九里浜の質問に、僕は短く答えた。

「燃やす」

　ポケットの中から、僕はライターを取り出した。佐久川から借りてきた奴だ。

「こいつが惜おしかったら、今すぐ自分の非を認めるんだ。さもなくば、僕はこのネクタイに火をつける。僕にとってはこんなネクタイどうでもいい代物だ、マジで焼くからな」

　左手で百年ネクタイをつり下げ、その下にライターを持つ右手を構える。

　ライターは一発点火した。

　全員の視線が、ネクタイの末端に集中する。それこそ、視線だけで火がついてしまいそうなくらいに。

「ちょっと三助」九里浜が突っかかってきた。「あたしには、あんたがアホ面づらさらしてるようにしか見えないんだけど」

「気にするな。たとえ僕の推理が間ま違ちがっているとしても、ネクタイが一本灰になるだけだ。やる価値はある」

　僕はごくゆっくりと、揺ゆらめく炎ほのおをネクタイに近づけていった。

「さあどうする。古いネクタイだからきっとよく燃えるだろうよ」

　委員長はほとんど顔色を無くしていた。口を半開きにし、アホみたいに大きく目を見開いて炎を見つめている。

　葛かつ藤とうしているのだろう。だが、百年ネクタイに対する思いが体面を上回るはずだ──僕はそう確信していた。僕を散々ひどい目に遭あわせておいてまでネクタイを奪おうとしたのだ。目の前でネクタイが失われるのを黙って見ていることなど、できるはずがない。

　ついに炎の先端がネクタイの末端に触ふれる。火が移った途と端たん、ネクタイは勢いよく燃え上がり始めた。

　その時──

「やめ────ッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、メイスの一いち撃げきが飛んできた。

　予期していた攻こう撃げきだった。僕は余よ裕ゆうをもって回かい避ひした──が、回避したその先に椅い子すが置いてあったことは予期していなかった。足を取られ、豪ごう快かいにずっこける。

　そこへ他人の手が蛇へびのように素す早ばやく伸のび、ネクタイをもぎ取っていった。

　その行こう為いは、火で手を炙あぶるという犠ぎ牲せいを伴ともなった。そいつは、ネクタイを奪うばい取ったはいいものの、その直後「あっちゃいーッ！」と叫さけんで手を思い切り振ふった。

　その手の持ち主、メイスの持ち主は──

　副委員長の菅原だった。

「…………あれ」

　今度は、僕が目を大きく見開く番だった。

　熱いのを我が慢まんして菅原は両手でネクタイを摑つかみ、何度も打ちつけて消火を図はかった。ほどなくして火は消えたが、既すでに下から三分の一くらいは真っ黒くなってしまっていた。ネクタイが永遠に復元できない傷を負ったと悟さとるや、菅原は殺人的に鋭するどい視線で睨にらんできた。

「なんて恐おそろしいことをするの！　このアホ！　百年ネクタイを燃やすとは正気なの!?」

　普ふ段だんの様子からは想像できないような荒あらっぽい口調だった。

「なにが……どうなっているんだ？　菅原君……」

　事情をつかめていない鈴見が、菅原に無防備に近寄る。

「邪じや魔まだッ」

　菅原は左手のメイスで鈴見の鳩みぞ尾おちをどすんとついた。常人の目は魂裸醒の姿を捉とらえることができない。鈴見は見えない一撃を食らうと身体からだを折り、その場に膝ひざをついた。倒たおれる寸前、ほとんど本能的に腕うでを伸ばして菅原を捕つかまえようとしたが、菅原はその手をするりと抜ぬけて、走って教室から出て行く。

「大助君！」

　夏月が僕の腕を引っ張って促うながす。

「こんなバカな」僕は思わず呟つぶやいていた。「『頼たのむからそれだけはやめてくれ』って鈴見が泣いて謝るはずだったのに……あれれ？」

「そんなことは後回しです！　追いかけましょう！」

　僕の返事を待たず、夏月は菅原の後を追って駆かけだした。







　意外や意外、菅原の足は速かった。魂裸醒の発現が肉体能力の向上をもたらすことを差し引いても、速い。象の牙きば──ではなく反り返ったおさげを左右に振りながら、風のように駆け抜けていく。

　菅原は校舎から飛び出ると、校門とは逆の方向に向けて走っていった。

「どこに行く気なんでしょうね」

　走りながら夏月が疑問を口にする。

　多分一時的にパニックに陥おちいって、目的もなく逃にげ出しただけだろう。逃げたところでどうなるものでもあるまいに。潔白を証明するためにも、さっさと彼女を捕とらえたいところだが──

　菅原は文化系の部室棟とうに飛び込んだ。部室のドアがずらりと並ぶ廊ろう下かを一目散に駆け抜け、突つき当たり右手の部室の手前で立ち止まる。

　表札には「二高グリーンリボンクラブ」とあった。

「吉住！　安川！」

　三度ノックして、二人の名を呼ぶ。すると扉とびらが開き、吉住と安川がゆらりと姿を現した。僕らの行く手を塞ふさぐように進み出てくる。

「三鶴城大助！　よくも百年ネクタイを焼いてくれたわね!?　その罪万ばん死しに値あたいする！」

　叫び、半分消し炭となったネクタイを突きつける。

　それを見た途端、吉住と安川も血相を変えた。

「とんでもないことをしてくれたもんだなー」安川が言った。「おまえさん、これから先一生、全国二百万のクラブメンバーに命を狙ねらわれるぜー。この場を生きて逃のがれられればの話だけど」

　世の中そんなにネクタイマニアがいるのか。

　問答無用、とばかり二人はそれぞれの魂裸醒を発現させ、構えた。左右をさすまたと高枝切りばさみが固め、中央には二本のメイス。あくまでやり合う気のようだ。

「おまえは罪を犯おかした。その命をもって罪を償つぐなえ」

　吉住がさすまたを揺ゆらしながら言う。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気だ。が、拳こぶしを交えるのは決して僕の本意ではない。場を丸く収めるわずかな可能性に賭かけ、僕は説得を試みた。

「ちょっと待ってくれ。僕はただ単に、下着泥どろ棒ぼうの汚お名めいを返上したいだけなんだ。君たちの趣しゆ味みを否定するつもりはない」

「適当なことを！」菅原は叫んだ。「百年ネクタイを焼いておいて、よくもそんなことが言えたものね！」

「そんなことないって。君が持っているその消し炭は偽にせ物ものだよ。別のボンクラの人からもらった偽物だ」

　その指し摘てきに、菅原は再度ネクタイの裏側に目をやった。しばしの間観察していたが、突とつ然ぜんネクタイのタグを指先でつまむと、叫んだ。

「ゲェーッ！　メイドインチャイナって書いてある!?」

　真犯人を文字通り炙あぶり出す小道具として、佐久川からレプリカ百年ネクタイをもらってきたのである。目もく論ろ見みは大当たりだ──一点、予測していた犯人が間ま違ちがっていたというハプニングはあったが。

「……なんてこと……私は墓ぼ穴けつを掘ほったのね……？」

　怒いかりの原因を見失い、菅原は肩かたを落とした。構えるメイスが少しずつ下を向いていく。併あわせて、吉住と安川も困こん惑わくの雰ふん囲い気きに飲み込まれつつある。

　もう一押しすれば平和裡りに話を丸めることができるかも、とさらに言葉を重ねようとしたその時──

「だいたい話が飲み込めてきた」九里浜が先に口を開いた。「あんたら、武器引っ込めなさいな。ネクタイごときで命賭けるなんて馬ば鹿か馬鹿しいとは思わないわけ？」

　不用意な一言は、途と端たんに三人の逆げき鱗りんに触ふれた。

「素人しろうとが口を出さないで！」

「おまえごときにわかってたまるかー！」

「ネクタイには命を賭ける価値がある！」

　三者三様に目をくわっと見開き、すごい勢いでののしりまくる。集中砲ほう火かを受けて、さすがの九里浜も一いつ瞬しゆんたじろいだが、すぐに反はん撃げきに出た。

「何言ってんのよぅ！　ネクタイ大好きだなんてあんたら単なる変態じゃないの!?」

「ちょっと待て九里浜！　せっかく人が場を丸く収めようとしているのに……！」

　直接口を塞いで黙だまらせようとしたが、九里浜は僕の手をするりと抜ぬけてさらに言いつのった。

「あんたらの変態嗜し好こうのせいで三助は下着泥棒のレッテルを貼はられるところだったのよ!?　人様に迷めい惑わくかけておいてあんたら何とも思ってないわけ!?」

　ごくまっとうな主張ではあったが、いかんせん間が悪すぎた。二本のメイスと高枝切りばさみとさすまたが、再度上方向を向く。

「何とでも言いなさい！　ネクタイの素す晴ばらしさを理解できない無む知ち蒙もう昧まいの輩やからがどうなろうと知ったことじゃないわ！」

　菅原の頑かたくなな表情は、もはや武力衝しよう突とつ以外に道は無しと物語っていた。

　あーあー。台無しだ。

　と、今度は夏月が前に進み出た。

「お願いです……武器を引っ込めてくれませんか」

　なお説得を諦あきらめず、夏月は胸の前で手を組んで訴うつたえる。

　菅原は面おも白しろそうに口の端はしをつり上げた。

「この力は、ファルネの恩おん恵けいよ」菅原は断言した。「この地上をネクタイの楽園にするため、ファルネが与あたえてくださった力だわ。ファルネの遺志を邪じや魔まする者は、誰だれであろうと許さない」

「魂裸醒の力は、そのように使っていいものではありません……！」

「あなただって、この力を手に入れたから変わったんでしょう？」

　菅原は聞き返してきた。

「……どういうことですか」

「昨日橋で会った時、びっくりしたわ。クラスに友だちもいないような地味なあなたが、陰かげで正義の味方気取りしてたなんて知らなかったもの。大したものね」

　プッ、とバカにするように噴ふき出す。夏月もまた平磐で能力を手に入れた人間だ、と勘かん違ちがいしているようだ。

　夏月は傷ついたような顔つきを見せた──が、それも一瞬のこと、すぐに顔面から感情を消した。目をすっと細め、仮面を被かぶったような無表情を装よそおう。身体からだが二重にぶれる。背後から夏月の幽ゆう体たいが現れ、次の瞬間には両手両足に青く輝かがやく手てつ甲こう足あし甲こうの形となってまとわりつく。

　右拳をぐっと握にぎりしめると、腕うでをすっと伸のばして突つきつける。射すくめるような視線と共に、夏月は宣言した。

「あなた方の行こう為い、許すわけにはいきません。──撲ぼく滅めつします」

　それまでの柔やわらかな口調から一転、凍こおり付くような暗い響ひびきを持った言葉が夏月の唇くちびるから滑すべり出た。

　突然の変化に、菅原たち三人は同時に息を吞のんだ。

「……フン！」

　が、自分を奮い立たせるように、菅原は鼻を鳴らした。夏月のことなど全く恐おそれていないかのように、無造作に前へ進み出る。

「ハッタリね。昨日だって、あの男の邪魔がなかったら、私が勝っていたに違いないわ。あなたに私が倒たおせるわけが、──」

　言葉はそこで途切れた。

　素早く頭から突っ込んだ夏月が、菅原の胸へ左ひだり拳こぶしを叩たたき込んだのだ。

　さらに夏月は右拳で菅原の側頭部を狙ねらう。しかし菅原はメイスを持ち上げ、これを防いだ。逆に右のメイスで反撃に転じる。夏月は後方に飛んでかわした。

「クソッ！」菅原は悪態をついた。「安川！　吉住！」

　応じて安川が仕し掛かけてきた。高枝切りばさみを槍やりのように延ばし、夏月の胸を狙う。

　夏月は突きを半身になってかわし、一挙に間合いを詰つめにかかった。

「させるかよッ」

　吉住が夏月を捕とらえるべくさすまたを延ばす。夏月は左足を上げ、足の裏でさすまたを受け止めた。さすまたを地面に踏ふみつけて、さらに右足をかけて一挙に駆かけ登り、吉住の顔面を蹴けり上げる。

　蹴りは吉住をのけぞらせたものの、カス当たりだった。蹴りが命中する寸前、夏月の軸じく足あしを菅原がメイスで薙ないでいた。バランスを崩くずし、夏月は地面に尻しりから落っこちる。

　無防備になったその瞬しゆん間かんを狙い、安川がはさみを勢いよく突き込んだ。

「夏月！」

　僕はパープル・シックルを発現、高枝切りばさみを止めるべく鎌かまの刃はを振ふるった。

　ガキン、と音がして刃と刃が嚙かみ合う。

「おっとー」安川が呟つぶやいた。「やっぱり、刃を隠かくしてやがったなー？」

　安川は、はさみを閉じて僕の鎌の刃を受け止めていた。

「そこから動くなよ!?」

　顔面を蹴られて頭に来たのだろう、吉住がさすまたを力任せに突き込んできた。僕はそれをまともに食くらい、あっという間に壁かべまで押し込まれてしまった。

「なにしてんのよぅアホ三助！」

　すぐさま九里浜がさすまたの横をすり抜けた。右手に発現させた鉄てつ扇せんで、吉住の喉のど元もとに突きを入れる。「ゲフン」と妙みような声を上げ、吉住はのけぞった。さすまたの力がゆるみ、僕は拘こう束そくから逃のがれ出た。

　九里浜は吉住を逃さなかった。左手で吉住の頭とう髪はつを無造作につかむと、

「じ・ご・く・に・堕おちろォォ────ッ!!」

　身体をしならせ存分にタメを作った後、全力で鉄扇を吉住の首筋に叩きつけた。頸けい骨こつも砕くだけよとばかり放たれた一いち撃げきに、吉住はズンとその場に片かた膝ひざをついた。九里浜はさらにとどめの一撃を放とうとしたが、吉住を守るように安川と菅原が滑り出たため、危険を感じて引き下がる。

　またもにらみ合いの格好になった。その間に吉住がゆっくりと立ち上がる。九里浜の強力な一発も、首回りの脂し肪ぼうで吸収してしまったかのようだ。見た目通りのタフさを発揮し、再度構えを取る。まだまだやる気だ。

　この三人が強敵であることは認めざるを得ない。夏月が負けるとは思えないが、こいつらを沈ちん黙もくさせるにはかなりの手間と時間がかかりそうだ。どうすればいい。こいつらに弱点はないものか？

　…………

「夏月。ごめん」

　僕は決心を固め、夏月の背中に抱だきついた。

「……うひゃぅあ!?　何するんですか!?」

　予期してなかったのだろう、首を触さわられると夏月は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ちょっと待って夏月！　動かないで落ち着いて！」

　こちとら女の子の襟えり元もとに手を回すのはかなり恥はずかしい。ともすると別の場所を触りそうにもなるが、ここはあくまで目的を果たすべく、はやる心を押さえつける。夏月の制服のネクタイの結び目に手をかけ、一気に引き抜ぬいた。

　手に取ったネクタイを、僕は立ち塞ふさがる三人の鼻はな面づらに突きつけた。

「ほーら、女子高生の生ネクタイだ。君たち、これに目がないんでしょ？」

　三人とも黙だまり込み、くんかくんかと匂においをかいだ。

　ほどなくして、三人の目の色が変わった。

「これは！」吉住が深刻な表情で叫さけんだ。「ファルネのネクタイの香かおりに似ている!?」

　ネクタイを右の方に持って行く。と、三人は同時に右を向いた。

　ネクタイを左の方に持って行く。と、三人は同時に左を向いた。

　ひょい、とネクタイを彼らの足あし下もとに放ほうり投げる。

「うおおお────っ！」

　途と端たん、三人は一も二もなくネクタイに飛びついた。

　慌あわててネクタイを拾い上げると、飢うえた獣けものが生肉にかぶりつくような調子で、ネクタイの匂いをかぎ始める。

「生ネクタイなんて何年ぶりだー！　これはいい、いいぞおー！」と安川。

「素晴らしい……素晴らしい香りだ！」と吉住。

「ちょっとあんたたち、私にも匂いかがせなさいよ！」と菅原。

　三者とも言葉の表現こそ違ちがえど、心からネクタイに夢中になっていた。そう、ブルー・ハンマーを振り上げた夏月が至近に近づいても気づかないほどに。

　怒いかりと羞しゆう恥ち心しんがない交ぜになった感情に、夏月は顔を紅潮させ、両手を震ふるわせていた。

「このッ！　変態ィィ────ッ!!」

　怒りの鉄てつ拳けんを振り上げると、目にもとまらぬ三連打を打ち放った。

　三人はまるきり無防備なまま、鉄拳を頂ちよう戴だいした。一直線に低空を飛び、順番に部室棟とうの壁に激げき突とつする。一発で意識が飛んだのだろう、もがく様子も見せず、ずるりと地面に落っこち、そのまま動かなくなった。

　だが、ネクタイをつかんだまま気絶した三人の顔には、至福の表情が浮うかんでいた。

　夏月はすぐさまネクタイを取り返した。

「大助君！　いくらなんでもひどいですよ！」

　珍めずらしく、夏月は僕に怒りをぶつけてきた。まあ当然だろう。

「謝る」僕は素直に頭を下げた。「でも、おかげで三人ともまとめてやっつけることができたじゃないか。結果オーライということで」

「……うう。なんだか汚けがされたような気分です」

　指先でネクタイをつまんだ夏月は、半泣きで言った。

「こいつらの匂いかぎわけ能力はたいしたもんだな。犬並みか」

　僕は夏月のネクタイを手に取り、裏返した。ネクタイの内側に、もう一本のネクタイが収まっている。

「あ」九里浜が声を上げた。「それってもしかして、──」

「その通り。実は本物の百年ネクタイは夏月のネクタイの方に隠かくしておいたんだよ」







　幸いにして、委員長は菅原が下着泥どろ棒ぼうだったという説明をあっさり受け入れてくれた。

「いやー、悪かった」鈴見は己おのれの非を認め、こう言った。「あの時は、てっきり本気で俺のことを下着泥棒だと糾きゆう弾だんしているんだと思ったが、実は菅原を油断させて一気に自白に追い込む罠わなだったんだな。策士だな、三助」

「いやー、それほどでも」

　僕は謙けん遜そんしてみせた。実のところ、鈴見が真犯人だと心の底から信じていたのだが。副委員長が百年ネクタイをひったくったその寸前まで。

　たしかによく考えてみれば、女子更こう衣い室しつに忍しのび込んで一番怪あやしまれないのは、女子だ。僕は、女子が女子の下着を盗ぬすむという可能性を全く考えていなかった。路上で出食わしたマスクの人物のことも、男だと頭から信じ込んでいたし。あの時菅原は三つ編みをほどいていたのだろう。

　下着泥棒の一件はできるだけ内々に処理することにした。さすがに被ひ害がい者しやたちには真実を教えざるを得なかったが、彼女らも事件を内密にすることを約束した。自分の下着を性欲のはけ口にされていると思い込んで彼女らは憤ふん激げきしたわけだが、真犯人が女性と発覚した途端、事件の性質は変化した。憎にくむべき下着泥棒は、自らの手て癖くせの悪さに悩なやむ同情すべき人物、と成り代わったのである。

　もちろん、ことを穏おん健けんに収めるため、被害者らがそのようなイメージを抱いだくよう僕らが誘ゆう導どうしたわけではあるが。やろうと思えば「菅原は実はネクタイを心から愛する変態嗜し好こうの持ち主だ」と公表することもできたのだが、「必要以上に痛めつけることはありません」と主張したのは、菅原に色々言われて一番頭に来ていたはずの夏月だった。

「たしかに色々言われましたけど、きっと魂裸醒という大きな力を手に入れたせいで心が歪ゆがんで、思ってもいないことを口走っただけでしょうから。もういいんです」

　と、夏月は寛かん大だいにも言ってのけたのだった。その後、菅原以下三名の魂裸醒を封ふうじることで、事件は決着を見た。一つだけ、僕が予定外の出費を強しいられるという出来事はあったけれども。

「このネクタイ、もう二度と締しめられないですよ。ボンクラの人たちにあんな風にくんかくんか嗅がれたことを思い出すと、もう心理的にダメです」

　夏月が手で顔を押さえながら言うと、九里浜も同調したものだ。

「三助、あんたは責任を取って夏月にネクタイを買ってあげるべきね」

「よくその口で責任などと言えたもんだな」

　九里浜がよけいなことを言い出さなければ、最後の殴なぐり合いを回かい避ひできたかもしれないのに。しかしそれを言い立てるのも大人げないので、僕は九里浜の提案を従しよう容ようとして吞のみ、夏月にネクタイを買ってあげることにした。

「ありがとうございます。大事にしますよー。えへへ」

　新品のネクタイを、夏月は喜んで受け取ってくれた。まあ、善行にはなにかしら酬むくいがあるものだ、と僕は夏月の笑え顔がおを見ながら思った。

　なお、今回の事件を首しゆ尾び良く解決したお礼として、佐久川から百年ネクタイのレプリカをいただいた。せっかくなので制服のネクタイと一いつ緒しよに夏月にプレゼントしようとしたのだが、こちらは拒きよ絶ぜつされた。さもありなん。






















「でーすーかーらー。僕が平気で人を殺すような人間に見えますか？」

　僕は大きく腕うでを振ふって、声高らかに訴うつたえた。このように大声を出すのは柄がらではないが、殺人未み遂すい容疑がかかっているとあれば、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「じゃあ目もく撃げき証言はなんなんだ。見てた奴やつがいるんだぞ。おまえがあいつを窓から叩たたき落とした、って」

　教師梅うめ中なかの怒ど声せいが、頭上から落ちてくる。梅中先生は部屋中をせかせかと歩き回り、時には僕の視界から隠れ、ある時はさりげなく忍しのびより、突とつ然ぜん近きん距きよ離りから大声を出しては絶えず僕にプレッシャーをかけ続けていた。

　だが、僕もその程度でひるむわけにはいかない。

「ンな事言うのはどこのアホンダラですか。僕はあの人が窓から落ちかけてるところを止めようとしただけですって」

　平磐二高の生徒指導室は、カーテンで四つの部屋に分けられている。そのうちの一角で、激論が闘わされていた。

　カーテンの中にいるのは三名。一人は、先ほどからでかい声でがなっている教師、梅中先生だ。筋骨隆りゆう々りゆうな肉体、常にジャージを着用して頭は角かく刈がり、と典型的な体育教師のなりをしているが、その実態は数学教師である。とはいえ見た目通りの粗そ暴ぼうな人間で、「頭の中にゴリラが棲すんでいてそいつが肉体を操あやつっている」ともっぱらの噂うわさである。当然、生徒からは恐きよう怖ふと嫌けん悪おの目で見られている。数学を教えられるくらい優ゆう秀しゆうな頭脳を持つゴリラなら、もう少し尊敬されて然しかるべきとも思うのだが。

　もう一人、僕からテーブル越ごしのパイプ椅い子すに座って、沈ちん黙もくを続けているのは国語教師高たか島しまである。年ねん齢れいは三十に届かない優やさ男おとこで、常にスーツを着用している。紳しん士し的な物もの腰ごしは生徒に受けが良く、特に女子生徒の間では人気が高い。

　そして最後の一人は、二人の教師と机を挟はさんで着席しているこの僕、三み鶴つる城ぎ大だい助すけである。「現場に居合わせた者の話を聞く」とは表向き、事実上は被ひ疑ぎ者しやに対する尋じん問もんだった。

「じゃああいつは、笠かさ井いはなんで窓から落っこちたんだ。自然に落ちるもんでもないだろうが」

　梅中先生はハナから僕が犯人と決めてかかっている。僕がどれだけ潔白を訴えても、「正直に言え」「自白しろ」の一点張りだ。やはりゴリラ脳に理性的な対応を期待するのは無む駄だなようである。ここはひたすら耐たえ抜ぬくしかない。

「それは本人に聞いてくださいよ。本人は何と言ってるんです」

「なんとも」初めて高島先生が口を開いた。

「笠井君はすぐに病院に搬はん送そうされたけど、意識不明の重体だそうだ」

「……そうですか」

「おまえが突つき落としたんだろ？　今いま更さら良心の痛みを感じたか？　ああ!?」

　梅中先生が、手に持った竹刀しないでまた僕の胸をつついた。既すでに二十回以上はつつかれている。それほど痛くはないのだが、うろうろと周辺を回りつつ、あらゆる角度から何度も何度もドスドスやられてはいい加減頭に来る。

　僕は幽ゆう体たい離り脱だつを行った。魂たま裸ら醒せ特有の光が輝かがやいた次の瞬しゆん間かん、僕の手の中に二メートルの長さを誇ほこる紫むらさき色いろの棍こん、パープル・シックルが生まれる。こいつは、常人には不可視の代しろ物ものだ。

　僕は棍をするすると伸のばして梅中先生の進路に差し出した。高さはちょうど首に当たるくらい、先せん端たんはロッカーの側面にひっかける。

　それに気づかない梅中先生は、自分から棍にぶつかった。

「グヘェ」

　蛙かえるが潰つぶれたような声が出た。棍はたわみ、弾だん力りよくで梅中先生をはねとばした。梅中先生は無様にはねとばされ、よろけた。

「……どうしました、梅中先生」

　高島先生が驚おどろいて腰を軽く浮うかす。梅中先生はなんでもない、という風に手を振りながら起きあがった。

「いえいえ、ちょっとこけただけ──グヘェ」

　そして、再度棍にぶつかってはねとばされた。

　さすがにここにきて、なにもないはずの空中になにかある、と気づいたようだ。走り高たか跳とびのバーのようななにかが。梅中先生はじっとその辺に視線を彷徨さまよわせた。が、先生の目にその「なにか」が見えるはずもない。首を捻ひねりつつ、一応見えない障害物を避よけるため、身をかがめてそこをくぐった。

　そこを狙ねらって、僕は梅中先生の足あし下もとに棍を差し込んだ。

「ぎゃわッ」

　頭上に気を取られていた梅中先生は、ものの見事にひっくり返った。顔面からパイプ椅子に激突し、両手で顔を押さえながら悶もん絶ぜつする。指と指の間からは鼻血が漏もれ出ていた。

「先生」高島先生は梅中先生を助け起こした。「保健室に行った方がいいですよ」

　梅中先生は素す直なおにその言葉を受け入れ、生徒指導室から出て行った。

　今日はこの辺にしといたるわ、と内心で呟つぶやいて、僕は棍を引っ込めた。

「三鶴城君」高島先生が、僕の方に向き直った。「君は笠井君が窓から飛び降りようとしているのを見て、助けようとしたが間に合わなかった。そういうことなんだね」

「その通りです」

　僕は頷うなずいた。

「わかった。じゃあ、今日のところはこれまでだ。帰っていいよ」

「ありがとうございます」

　僕はすぐさま席を立って「それでは失礼します」と一礼し、逃にげるように生徒指導室を出た。ぐずぐずしていたら、梅中先生が戻もどって来かねない。

　外は既に暗くなりつつあった。かなりの長時間、拘こう束そくされてしまったようだ。

「……まずいなあ」

　生徒指導室に来る前、夏か月づきに「すぐ終わるから待っていて」と言ったのを思い出した。夏月のことだ、今も馬ば鹿か正直に教室で待ち続けていることだろう。僕は早足で教室へ向かった。

　その途と中ちゆう、ふと立ち止まり生徒指導室を振ふり返った。梅中先生を転ばせたことに後こう悔かいはないが、高島先生に噓うそを言ってしまったことに少々引っかかりを覚える。

　笠井は、自分から飛び降りたのではない。でも、真実を語るわけにはいかなかった。「笠井さんは、クラゲに咬かまれて窓から墜つい落らくしたんです」と言ったところで、あの二人に理解してもらえるはずがない。







　現場に出くわしたのは、五時間目終しゆう了りよう後ごの休み時間のことだった。

　日直だった僕は、授業で使用した教材が詰つまった段ボールを準備室へ戻す役目を仰おおせつかっていた。準備室は四階の一番奥の方、角を曲がった先にある。休み時間の間、付近の廊ろう下かに人はほとんどいない。その時も、一人の生徒が退たい屈くつそうに窓から外を眺ながめているだけだった。

　角を曲がった途と端たん、僕は思わず立ちすくんだ。

　廊下の天てん井じように、奇き妙みような物体が張り付いていた。

　見たこともない未知の生物だった──それが生物だとしたら、の話だが。

　丸い座ざ布ぶ団とんのような体の上部から、長さ一メートルかそこらの太い触しよく手しゆを複数垂らしている。たとえるなら、巨きよ大だいなクラゲを上下逆さまにしたかのような姿だ。あるいは、家庭の蛍けい光こう灯とうの丸い笠かさにビニールテープを何本も貼はり付けた感じ、か。

　体の下部中央には口とおぼしき切れ目があり、そこから三角形に並んだ三本の小さな牙きばが地面に向かって生えていた。

　なんだこいつは。アメリカ軍が開発した謎なぞの実験動物か？

　奇き怪かいな物体に、僕は思わず見入ってしまった。体の色は限りなく透とう明めいに近い白、胴どう体たいの内部に赤黒い内臓のようなものが透すけて見える。全身がぷるぷる、ぬめりぬめりと蠕ぜん動どうしており、気持ち悪いことこの上ない。少なくとも、食用に開発された動物ではなさそうだ。

　その逆さクラゲが、突とつ然ぜん音もなく飛び跳はねた。窓から外を眺める生徒の背中に張り付くと、小さな牙を首の後ろへと突き立てる。

「!?　うああッ!?」

　不意の刺し痛つうに襲おそわれて、生徒が悲鳴を上げた。

　その悲鳴に我に返り、僕は段ボール箱を放ほうり出して駆かけ寄った。

　逆さクラゲは首に咬みついたまま、触手を生徒の頭の方へ伸のばしていき、完全に抱かかえ込んだ。

　人間を捕ほ食しよくしようとしているのか!?

　僕は逆さクラゲを引き剝はがそうと腕うでを伸ばした。が、逆さクラゲの反応は早かった。触手がゴムのように伸びてきて、手首に巻き付く。ものすごい力で振り回すように引っ張られ、僕はバランスを崩くずして膝ひざをついた。

　逆さクラゲは生徒の頭を抱え込んだまま、己おのれの身を窓の外へ投げ出そうとした。窓の外側の壁かべへ触手を張り付かせ、ずりずりと生徒の身体からだを引っ張り上げる。生徒は抵てい抗こうしていたが、逆さクラゲの方が地力に勝まさっていた。このままでは、生徒は身体ごと窓の外へ投げ出されてしまう。人間を地面に叩たたきつけ、全身の骨をぐしゃぐしゃに粉ふん砕さいしてから食べるつもりなのか。

「離はなれろよッ」

　腕から触手を引き剝がすべく、手で引っ張る。だが、クラゲは触手にびっしりと密集した吸きゆう盤ばんを利用して、僕の皮ひ膚ふにがっちりと吸い付いていた。全然剝がれそうにない。

　僕はパープル・シックルを発現させ、鎌かまの刃はを出して腕にからみつく触手を断ち切った。すると、切れた触手は煙けむりのように消えていった。魂裸醒特有の光を放ちながら。

「こいつ、魂裸醒か!?」

　納なつ得とくいった。この奇怪極きわまりないフォルム、この地球に自然発生したものとは到とう底てい思えない。だが、世の中にはこんな魂裸醒もあるのかと感心している場合じゃない。

「……だったら、ぶった切ってやる！」

　僕は鎌を振り上げた。ところがその途端、触手の切断面から新たな触手が二本生えてきた。鎌の柄つかにからみつき、見た目にそぐわぬ剛ごう力りきで鎌の動きを封ふうじにかかる。

「ああッ！　くそッ」

　右へ左へ鎌を振ってみるものの、触手はがっちりと柄に巻き付いて離れそうにない。それどころか、こっちも巻き込まれて窓の外にひきずり出されつつある。

　生徒の上半身はほとんど窓の外側に出、下半身も力無く浮ういていた。意識を失っているのか、抵抗する様子もない。

　ほんの一いつ瞬しゆん、生徒の首筋が見えた。そこには、逆さクラゲの牙を挿さし込まれたとおぼしき傷があった。三角形に配置された牙が、奇妙な咬こう傷しようを作りだしている。

　ついに生徒の身体が一挙にずるずると滑すべり落ちた。僕も勢い余って窓の外へ飛び出しかける。

「ヤバい……！」

　クラゲと心中だなんて、そんな死に方はイヤだ！

　鎌の柄の両端を窓まど枠わくに引っかけた。足を突つっ張り、全力で抵抗する。

　逆さクラゲはしばしの間、ついでに僕も巻き込もうと粘ねばり続けた。が、ついに根負けしたか、急にぐにゃりと緊きん張ちようを解くと、さっきの触手の切れっ端ぱし同様、光を放ちながら消えていった。

　引っ張られる力が無くなって、僕は廊下に落ちた。背中を打ちつけ、自然とうめき声が漏もれる。しかし寝ねころんでいる場合じゃない──僕は飛び起き、よろけながら窓枠に張り付いた。顔を出して外を見下ろす。

　生徒はコンクリートの地面に転落していた。手足を力無く投げ出し、微び動どうだにしない。少なくとも、保健室に行って治るような軽傷では済んでいないだろう。異状に気づいた他の生徒たちが集まってきて、物もの珍めずらしげに眺めたり悲鳴を上げたりしている。

「先生、あそこですあそこ！」

　誰だれかが教師を引き連れて、僕のそばに寄ってきた。

　教師──高島先生は窓の外を見下ろして事態を理解すると、次に僕に目を向けた。

「君、一体何があったんだ!?」

　あまりのことに言葉を失っていた僕は、何も答えることができなかった。僕が逆さクラゲと出くわしてから、一分もしない間の出来事だった。悪夢のような出来事だったが、現実であるのは間ま違ちがいない。それが証しよう拠こに、僕の腕には触しよく手しゆの吸盤が張り付いた無数の痕あとが残っていた。

　さっさと消えるよう、僕は痕が残った場所を必死にもみ、さすった。







「……というのが、一通りの出来事さ」

　目もく撃げきした一部始終を、僕はファミレスにて語って聞かせた。

　僕が生徒指導室で尋じん問もんを受けている間、やっぱり夏月は教室で待ち続けていた。不幸中の幸いとでもいうべきか、待っている間退たい屈くつはしなかったようである──九里浜純じゆんも一いつ緒しよにいたので。

「夏月を一人でこんだけ待たせるなんてどーゆう了りよう簡けんよぅ！」

　九里浜はそう責め立てると、ツインテールを振ふり乱しながら、鉄てつ扇せん状の魂裸醒、エア・キルでいきなり殴なぐりかかってきた。僕よりはるかに身体が小さく、黙だまってさえいれば文学少女として通用するかもしれないのだが、その気き性しようは飢うえた雌めすライオンよりも荒あらく、剣けん山ざんを踏ふんづけた象のように危険である。

　九里浜の主張は正しい──鉄扇を振り回すのはどうかと思うが。というわけで、僕は鉄扇を棍こんで受け止めた後、二人をファミレスに連れて行き、一食おごることを提案した。せめてもの感謝の意を示すべきだと感じたのだ。九里浜も一応待っていてくれたわけだし。

「いやー、なかなか大変だったよォだな」

　僕の話を聞き終えると、長坂陵りよう梧ごはメガネを拭ふきながら言った。謎なぞの武術体系コルシカ忍にん法ぽうの伝道師を自じ称しようするこの男は、どこからともなく現れ、いつの間にやら合流していた。「今ファミレスに来ると一食分浮くよ」と九里浜が呼んだらしい。

「捨て置けない話ですね」

　長坂と対照的に、真剣な口調で呟つぶやいたのは八阪井夏月だった。僕の隣となりに寄り添そうように座り、真しん摯しな瞳ひとみで僕の目をのぞき込んでくる。

「目的はわかりませんけど、魂裸醒で人の命を脅おびやかす輩やからを放置するわけにはいきません。なんとしても捜さがし出す必要がありますね」

　魂裸醒の起源の里、戸有よりやってきた夏月は、魂裸醒の力を悪用する者を処断することを己おのが義務としている。またも心ない輩が力を振るったと知って、怒いかりを覚えるのも当然だ。

　僕は大きく頷うなずいて同意を示した。

「是ぜ非ひとも見つけ出そう。せめてこの会食の食事代を払はらわせてやらなきゃ」

　今こうして三人に食事をおごっているのも、元をただせばあのクラゲが悪いのだ。

「そのクラゲみたいな物は、間違いなく魂裸醒だったんですね」

「あれが生命体だとすれば、多分外宇宙からやってきたんだと思うよ。でも、まがりなりにも生命体っぽい形状をしている魂裸醒は初めて見た」

「遠えん隔かく操作型の魂裸醒ですね」夏月は静かな口調で説明した。「たいていは動物の形を取って、本人から離はなれた場所で操あやつることができるんです」

「それはまたなんと卑ひ怯きような」

「でも、魂裸醒を遠くにやるということは、本体が無防備になるということですからね。善よし悪あしですよ」

「ふ～ん。距きよ離りの制限とかあるのかな」

「制限はありませんが、本人と魂裸醒との距離が離れれば離れるほど操作がやりにくくなるということです。個人の資質にもよりますけど、通常は十数メートルかそこらというところじゃないでしょうか。大助君、『グラン・ギニョル』の時の事、覚えてます？」

「……なるほどね」

　その一言で納なつ得とくした。

　以前、グラン・ギニョルという魂裸醒と戦ったことがある。銅像を遠隔操作する魂裸醒だ。あの時、銅像は本体に近ければ近いほど、細かく器用な動きを見せたものである。

「だから、本体は二高校内にいたと考えて間違いないと思います」

「すごい。容疑者が約八百名に絞しぼれたぞ。あと一息だ」

　ちなみに約八百名とは、二高の全校生徒の数である。

「あのねえ」九里浜があきれたように言った。「なにアホなこと言ってんのよぅ。あんたが第一容疑者だってのに、のんきなもんね」

「僕が潔白であるという事実を、少なくとも高島先生は信じてくれている。この世に正義があるとすれば、僕に濡ぬれ衣ぎぬが着せられることは決してないだろう」

「どうだか。高島を信用するのはやめといた方がいいと思うけど」

「なんでまた」

「あたしのカンがそう告げている」

「もっと具体的な理由を」

　世の中不確かなことだらけだが、九里浜のカンほど頼たよりにならないものもそうはない。重ねて問うと、九里浜は不愉ゆ快かいそうな表情を見せた。

「教え子とつきあっているっていう話、知ってるでしょ。バレるとまずいから、必死に隠かくしてるらしいけど。隠し事をするような教師は、信用ならない」

「おー、知ってる知ってる」長坂が口を挟はさんだ。「三年の女子とつきあっているらしいな」

「ふ～ん」

　僕は適当に相あい槌づちを打った。誰だれと誰がつきあっているだの別れただの、その種の話題にはあまり興味がない。

「百歩譲ゆずって、高島先生が自分の教え子に手を出すような人としよう。だとしても、今日生徒指導室で僕をかばうように立ち回ってくれたという事実は揺ゆるがないよ」

「トラスト・ノー・ワン」九里浜は言った。「誰も信じるな。それが探たん偵てい稼か業ぎようの鉄則よ。あんたも覚えておきなさい」

「僕は別に、将来探偵稼業で食っていくつもりなんてないよ」

「あたしはそのつもりでいる。で、犯人に心当たりはあるの？　窓から落ちた人、三年生の笠井って言ったよね？　その人の交友関係とかは？　最近トラブルを起こしていたとか、そういう話はないの」

　九里浜は細かいことを聞いてきた。どうやら、殺人未み遂すいという謎を前にして、探偵局局長としての血をたぎらせているものと見える。

　要注意だ。概がいして、九里浜の介かい入にゆうを招くと事態は悪化する。だが、引っ込めと言って引っ込むタマでもなし。台風の予想進路に当たってしまったと諦あきらめるより他ほかにない。僕にできることは、台風の被ひ害がいを極力抑おさえる対策を取ることのみだ。

「えーと、知らないよ」

「その程度調べておきなさいよぅ！　そんなことであたしの助手が務まると思ってるの!?」

「ついさっきまで僕自身が尋じん問もんされていたんだ。無茶言わないでくれ」

「なんにせよ」長坂が言った。「まずは、逆さクラゲの魂裸醒を見つける必要があるんだよな。個人的には、どこかの米軍基地から脱だつ走そうして平磐まで流れ着いたチュパカブラの親しん戚せきとかいう方が面おも白しれェんだが」

「その時は見せ物小屋に売り払ってやろう。あるいは市役所につきだして、平磐のマスコットキャラとして売り出してもらうとか」

「もしそんな変な生き物が市のマスコットなんかになったら、あたしは平磐から引っ越こす」

　九里浜は眉まゆをひそめた。

「日本には、ツチノコやヒバゴンで町おこしをしているところだってある。架か空くうの怪かい物ぶつをでっち上げて地元の産業振しん興こうを図はかったっていいじゃないか」

　僕は言い返した。と、長坂も調子を合わせる。

「そォそォ。景気を良くするためにはあらゆる手だてを取るべきだぜ。……ま、平磐の経済議論はさておき、今は三さん助すけの冤えん罪ざいを晴らすのが先だ。一ついいことを教えてやろォ」

「と言うと」

「たった今思い出した。一人、似たよォな現象に見み舞まわれた人を知っている。ちょい前に、ウチのサークルの先せん輩ぱいが蛇へびに咬かまれたとか言っていた。ところがそれがちょっと変な傷でな」

「変な傷？」

「ああ。咬み傷は咬み傷なんだが、史し跡せきの地図記号みたいな変な傷なんだと」







　牧まき本もとは、ギプスをはめているのとは逆の足の裾すそをめくり、貼はってあるガーゼを半分剝はがした。

　なるほど、それは史跡マークのような傷きず痕あとだった。小さな丸い穴が、三角形を描えがくようにして並んでいる。逆さクラゲに生えていた牙きばならば、こんな傷を付けることができるだろう。

「これは、一体どこで咬まれたんですか」

　僕の質問に、牧本はガーゼを元に戻もどしながら答えた。

「実は、よく覚えてないんだよね。医者に言われて初めて気がついたんだもの。ただ、可能性を言うならば──」

「言うならば？」

「俺が階段から落っこちた、その時だろうな」

　平磐二高の三年生、牧本は学校の近所の病院に入院していた。六床しようのベッドが並ぶ病室の隅すみっこに寝ねかされ、療りよう養よう生活中である。しかしその割には、思いの外元気そうだった。顔色も良く、口調も快活だ。病室のベッドはすべて他の入院患かん者じやで埋うまっているのだが、あたりの様子を気にせず大きな声で喋しやべっている。シーツ上での生活が暇ひまで暇で仕方がない、という風だ。

「学校の階段で転んで足を折ったんですよね」

「そうそう。階段の怪かい談だんの原げん稿こうを書こうと思ってたんだが、自分が階段から落ちたら世話ないな」

「原稿？」

　ダジャレは無視して聞き直す。と、横から長坂が口を挟んだ。

「ウチのサークルで年一で出している会誌の原稿のことだ。タイトルは『平磐の三大七不思議』」

「えーと、それって謎なぞは三つなのかな、七つなのかな」

「三かける七で二十一だ」九九も知らないのか、という顔で長坂は僕を見た。「毎年、所属部員が最低一つのネタを持ち寄って原稿を書き、冊子として発行している。内容はフィクションでもノンフィクションでもかまわない。俺も去年原稿を書いた」

「おまえの作品はものすごく面白かったな」牧本は長坂に言った。「ここ数年の間でも指折りの傑けつ作さくだったと思うぞ」

「どんなネタだったの」

　聞くと、長坂は得意そうな笑えみを浮うかべた。

「去年のゴールデンウィークの時に、うちの親おや父じがアフリカ某ぼう国こくの独裁者を呪のろい殺そォとしたんで、その一部始終をレポートにしてまとめた」

「……君の父親、なかなか奇き特とくな趣しゆ味みをお持ちのようだね」

「趣味で実じつ践せん的黒くろ魔ま術じゆつの研究を行っている。あん時も、庭に大きな天幕を張って、中にこもって七日七晩飲まず食わず、色々な儀ぎ式しきをやっていた。かなりの荒あら行ぎようだったぜ。なにしろ親父、儀式が終わった途と端たん緊きん急きゆう入院したくらいだ」

「…………で、儀式の結果はどうだったの。その時期、どっかの国の元首が急死したなんてニュースは聞かなかったような気がするけど」

「ネットでさんざん調べた結果、同時期、その独裁者がものもらいにかかったことが判明した」

「……それは単なる偶ぐう然ぜんのような気がするな」

「俺もそォ思う。親父は『あれは俺の呪いだ』と今でも主張してるがな。百歩譲ゆずって親父の主張を認めるとしても、七日七晩呪い続けた結果がものもらい一つだなんて、効率悪すぎだぜ」

　納なつ得とくして僕は深く頷うなずいた。なるほど、長坂の父親は平磐三大七不思議にノミネートされて然しかるべき人物であるようだ。

「原稿ってのは、そういうことさ」牧本は言った。「ところが、俺の方が階段の妖よう精せいさんに足を取られてすっころんだというわけだ」

「えーと、階段の妖精って何のことですか」

「古来日本人は、常識では説明のつかない事象を、妖怪の仕し業わざだと考えることで、心の平安を保とうとしてきた。川のほとりで小豆あずきを洗うような音がしたら妖怪小豆洗いのせい、道を急いでいて足がもつれそうになったら妖怪すねこすりのせい、というように。そこで俺は先人らの知ち恵えに学び、常つね日ひ頃ごろからなにか具合の悪いことがあったら、すべて妖怪や妖精のせいにするよう心がけている」

「せちがらい世の中を生き抜ぬくための素す晴ばらしい知恵ですね」

　僕はヤケクソ気味に相あい槌づちを打った。

「例えば、トイレで用を足していざ尻しりを拭ふこうとした時、ふと見るとトイレットペーパーが切れていた、ってことがあるだろう。あれは、実はトイレットペーパーの妖精がイタズラをしてるからなんだ」

「……はあ」

「あと、切れたトイレットペーパーを交こう換かんしようとしているのに、ホルダーにうまいことはまらないのも妖精さんのイタズラだ」

　僕としては、愛あい想そ笑いを浮かべるしかなかった。

「その伝つてで、階段に棲すむ妖精というテーマで原稿を書こうとしたんだが、取り組もうとしたその矢先に妖精に襲おそわれたというわけさ。階段の妖精が牙きばを持っているとは知らなかった。こりゃ、原稿を書くなという妖精の意思表示かね」

　牧本は足首の傷きず痕あとをのぞき込んだ。

「一つお伺うかがいしたいのですが、笠井さんの事は知ってますか」

　僕の質問に、牧本はきょとんとした。

「名前は知ってるけど、どうかしたのか」

「実はですね、──」

　僕は昨日の「自殺未み遂すい」の件を説明した。魂裸醒、逆さクラゲの件は省き、笠井の首筋に史し跡せきマークのような傷がうがたれていたことは含ふくめて。

「……つまり、笠井は俺と同じく、階段の妖精にやられたってわけか？」

「まあ、そういう仮定が成り立ちますね。窓から落ちたんですけど」

「ほほお」

　牧本は目を輝かがやかせた。ミステリー研の人間らしく、奇き妙みような出来事には目がないようだ。

「そいつはちょっと面おも白しろいな。学校の天てん井じよう裏うらに三本牙の毒どく蛇じやが棲み着いて、こっそり外に忍しのび出ては生徒を咬かんで回ってんのかね。それはそれで会誌のネタになりそうだな」

　辺境の地平磐において、学校に蛇へびが出るという話はそれほど珍めずらしいものではない。特に山やま間あいの学校ともなれば、年に一回ペースでそのような事件が起きる。市街地の高校に出るのはあまり聞かないが、あり得ない話ではない。僕も中学生の頃、理科室での授業中にいきなり天井から蛇が落ちてきて、死ぬほど驚おどろいた経験がある。その時は病院に行くハメになった──死ぬほど驚いてひっくり返り、テーブルの角に頭を打ちつけたのだ。その翌年、理科室には角の丸いテーブルが設置された。

「牧本さんが階段から落ちた時は、どんな感じだったんですか」

「階段を上りきる寸前、足首に鋭するどい痛みが走った。今考えてみると、あの時の痛みがこの咬み傷だったんだろうな。次の瞬しゆん間かん、その足をぐいっと引っ張られるような感覚があって、下までゴロゴロと落ちた。気を失ったらしい──目が覚めたら病院のベッドの上で、こんな具合になっていた。いやあ、びっくりしたな」

　聞く限り、同一犯──逆さクラゲの仕業である可能性は高い。次の問題は、二つの事件の関連性だ。逆さクラゲは単に手当たり次し第だいに人を襲っているのか、それとも何らかの意図を持って被ひ害がい者しやを選んでいるのか。

「牧本さんと笠井さんはどういう関係ですか」

　牧本は顎あごに手を当て考え込んだ。

「どういう関係って言われてもなあ。名前は知っているが、それだけだな。別につきあいはないし、向こうも俺のことは名前くらいしか知らないだろ」

「単純に学年が一いつ緒しよなだけだ、と？」

「そうだな。クラスも違ちがうし、そいつがどこの部活に入っているかも知らない」

　僕は長坂の袖そでを引っ張った。

「どう思う」

「カサイという名前だけに、傘かさ張はり部とかに所属してんじゃねェか」

「そうじゃない。牧本さんと笠井さんの両者に関連性が無さそうな点についてコメントを求めているんだ。というか、傘張り部って何なの」

「おめェもわかんねェ奴やつだな。時代劇で浪ろう人にんがよくやってんだろォが。放課後に部室に集まって、あれを延々と続けるのが傘張り部。さっきも九九がわかってなかったし、一体何年日本に住んでんだ」

「…………。二高にそんな部活があったなんて知らなかったよ」

「いや、たった今俺が思いついた」

「…………」

「しかし、階段の妖よう精せいさんは陸りく南なん大学がそんなに嫌きらいなのかねえ」

　ベッドの上で腕うでを組み、牧本は言った。

「なんのことです」

「思い出したよ。あいつと俺とは一点だけ共通点がある。志望大学と学部が一緒なんだよ。俺は法学部への指定校推すい薦せん枠わくを狙ねらってるんだが、たしかあいつも同じ枠を狙っているとかいう話だぜ。仮に、階段の妖精さんが次に狙うとしたら、同じく陸南大志望の人間じゃないのかねえ」







　その日の晩、僕は自分の部屋に夏月、九里浜、長坂を呼び集めた。

「さて、九里浜探たん偵てい局きよくの優ゆう秀しゆうなる探偵諸君。今日はプロジェクトＳＭＡＳＨの集つどいに参加して頂き嬉うれしく思う」

「質問」九里浜が挙手した。「部屋の扉とびらにべたーっと張ってあったけど、『プロジェクトＳＭＡＳＨ本部』って一体なんなのよぅ」

「チームを発ほつ足そくした方がいいと思って。警察でも、重大事件には対策本部を置くだろ」

　真の目的は、僕が主導的な立場を取ることにより九里浜の暴走を押さえ込むという点にあるのだが、それを口にする必要はあるまい。

「質問」今度は長坂が手を挙げた。「で、ＳＭＡＳＨってなんの事だ」

「『逆さクラゲをマスコットとして市に売り込もう』の会、の略。逆さクラゲのＳ、マスコットのＭＡ、市のＳ、で発音はスマッシュ」

「質問」最後に夏月が発言を求めた。「最後のＨが無いようですけど」

「フランス語ではＨは発音しないってルールがあるでしょ？　アレ」

「…………」

　返ってきたのは沈ちん黙もくと、三対つい六本の冷たい視線だった。

「そうだよ！」僕は逆ギレした。「略りやく称しようをＳＭＡＳＨにしたかったけど、最後のＨだけがどうしても思いつかなかったんだよ！　悪いか!?」

「悪くないでスマッシュ」長坂は、僕の肩かたに手を置いた。「きっと、どうやってＨを織り込むか死ぬほど悩なやんだんだろ？　おめェは良くやったでスマッシュよ」

「おお」僕は長坂を見た。「Ｈの略を思いつけなかった僕を、許してくれるでスマッシュか」

「許すも許さないもないでスマッシュ。俺たちは友達同士じゃないでスマッシュか」

「いい加減ウザいからやめてくれない？」九里浜は冷たく言った。「夏月も何か言ってやんなさいよぅ」

「うん。プロジェクト名の由来は置いといて、要点を教えてほしいでスマッシュ」

「…………」

　九里浜は黙だまり込んだ。

「たしかにウザいからもうやめよう」僕は語ご尾びを元に戻もどした。「例の飛び降り事件のことだけど、一つだけ光明が見えた。実は、長坂のサークルの先せん輩ぱいの牧本という人が、似たような現象に見み舞まわれて階段から落ちるという事故が、先週発生している」

「似たような現象というと」夏月は尋たずねた。

「逆さクラゲに咬かまれたんですか？」

「その通り。被ひ害がい者しや、牧本さんの足首には奇き妙みような咬こう傷しようがあった。こいつは、昨日飛び降りた笠井さんの首筋にあった奴と酷こく似じしていた。おそらくは、逆さクラゲの牙きばで咬みつかれたものだと思われる」

「つまり、これは連続殺人事件というわけね？　どっちも未遂だけど」

　九里浜が身を乗り出してきた。僕は手を伸のばして彼女を制し、先を続ける。

「連続殺人というからには動機が必要だ。牧本さんは笠井さんと別段交友関係はないらしいけど、話を聞いているうちに一つ、二人の間に共通点が見つかった。これを見てくれ」

　僕はパソコンラック上のディスプレイを指し示し、とあるファイルをオープンした。三人の目が集まっていることを確かく認にんしてから、話を再開する。

「夏月は転校してきたばっかりで知らないだろうから、二高の指定校推薦のシステムについて説明しよう。一応聞くけど、指定校推薦そのものがわからない、なんて事はないよね」

「馬ば鹿かにしないでくださいよー」

　夏月は口をとがらせた。

「ごめん。ならいいんだ」

　謝ってから、僕は話を始めた。

「指定校推薦の決定方法だけど、二高では三年の定期テストの成績で決定することにしている。つまり、三年一学期の中間テストと期末テストだ。推薦枠による大学進学を希望する者は、テストを受ける前にあらかじめどこの大学のどこの学部に行きたいか申告しておく。で、中間と期末のテストの合計点が高い順から、希望枠わくに収まっていくという寸法だ」

「俺としては、悪いシステムじゃあねェと思うがな。職員室で勝手に決められるよりは、学力による一発勝負の方がよっぽどいいぜ」

　長坂がコメントを差し挟はさんだ。

　夏月が僕を見る。

「中間と期末の合計なら、チャンスは二回あるんじゃないですか？」

「中間テストの結果を見てから、希望先を変へん更こうすることができるんだ。自分の中間テストの成績が悪くて、推薦枠を射止める可能性が低そうだったら、たいていは志望先を変えるか一いつ般ぱん受験に回るかする。実質的には、中間テストの順位で決まっちゃうんだよ」

　重ねて説明すると、夏月は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「で、それが今回の件とどう繫つながるわけ？」

　九里浜が疑問を呈ていする。僕は再度ディスプレイに注意を促うながした。

「今表示しているのは、ちょっと前に行われた三年生の中間テストの点数一覧だ。この通り、名前から各教科の点数から志望先まで全部公開される」

　僕はマウスを手にし、操作を開始した。

「ソートをかける。三年生の名前を志望先ごとに分け、その中で点数順に並ぶようにする」

　実行ボタンを押すと、一いつ瞬しゆんでデータが並べ直された。僕はマウスホイールを回してウィンドウをスクロールさせ、所定の場所をドラッグして選せん択たくした。

「ここが、陸南大学法学部への指定校推薦を希望する生徒のリストだ」

　生徒の名前は点数の高い順に並んでいる。一番上には「牧本義よし弘ひろ」、その次には「笠井賢まさる」とあった。

「これは……」

　夏月が驚おどろきに目を見張る。

「陸南大学法学部への指定校推薦枠は二つだそうだ。そして、推薦希望者のうち成績上位二名が、逆さクラゲに襲おそわれている。これこそが二つの事件を結ぶ動機なんじゃないかと考えても、それほど突とつ飛ぴじゃないだろ」

　そう言って、僕は一同の顔を見回した。

「何者かが指定校推薦枠に滑すべり込むため、魂裸醒の力で上位の人間を排はい除じよしにかかったのではないか──あんたはそう言いたいわけね」

　九里浜が唸うなると、長坂も相あい槌づちを打った。

「牧本さんはともかく、笠井という人は少なくとも一学期の期末テストを受けるのは難しいだろォな」

「ということは、新たに推薦枠の中に繰くり上がった人が犯人ということですか」

　夏月の推論に、僕は小さく首を傾かしげた。

「たしかに、現状の最有力容疑者は、成績第三位の……」僕は画面を見て名前を確認した。

「この、藤ふじ巻まきという人だ。ただし、断言はできない。二人の人間が襲われた、という事実をどう捉とらえるかによって、見方は変わってくる。この人が犯人だとすれば、襲うのは一人でいいはずだ」

「牧本を始末し損そこねたから次に笠井を襲った、ってことじゃないの」

　九里浜が指し摘てきする。

「そう考えることはできる。だが、成績四位の人間が最初から上位二人を排除するつもりだった、と考えることもできるだろ？」

「そうなると、藤巻という人は容疑者ではなく、次の犠ぎ牲せい者しや候補ということになりますね」

　夏月が言った。すると長坂が目を細め、苦い表情を作った。

「となると、成績五位以下も犯人の可能性があるな。何人かを期末テストを受けられないようにしてやれば、推薦枠滑すべり込みの可能性が出てくるわけだから」

　応じて、夏月の表情も暗く沈しずむ。

「許せませんね。こんな真ま似ねをするなんて、人間のやることですか」

　夏月の怒いかりは当然だ。しかし、魂裸醒という常人に見えぬ力を持っていれば、そのような誘ゆう惑わくにかられる人間が出るのも必定である。陸南大学法学部は人気の学部で、就職実績もかなりいいと聞く。そこに受験無しで入れるとあれば、ライバルを文字通り蹴け落おとしてやる、という気にもなるだろう。

「九里浜探たん偵てい局きよくは、こういう奴やつらに罰ばつを与あたえるために存在するのよ、夏月」

　九里浜は、裁くべき悪の姿を認めて奮い立っていた。この手で正義の鉄てつ拳けんを食くらわせてやるという意気満々だ。

「どうやら、三助の主張には一理あるみたいね。今のところ、もっとも妥だ当とうな説明のようだし。……ということは、推薦志望者を片っ端ぱしから、魂裸醒かどうか調べればいいわけね。全部で何人いるの」

「八人」僕は答えた。「ただし牧本さんと笠井さんは除外できるから、調査対象は六人だね」

「だが、具体的にどォする」長坂が問いを発し、夏月を見た。「そいつが魂裸醒であるかどォか、どォやって見分けるんだ。認にん証しよう方法があんのか」

「ある」答えたのは僕だった。「先の船子事件の際、見分ける方法を思いついた。その名も三鶴城家奥おう義ぎ『愚ぐ者しやの舞まい』」







　翌日の放課後。

「すいません、ちょっといいですか？」

　九里浜は笑えみを満面に取り繕つくろい、女子生徒に声をかけた。

　その女子生徒は、不思議そうな顔をしながら振ふり向いた。彼女の名は藤巻という。陸南大学法学部への指定校推すい薦せん希望者で、中間テストの成績は第三位の人物だ。

「ひゃ……っ」

　九里浜の姿を認めた途と端たん、藤巻は恐きよう怖ふとも嫌けん悪おともつかぬ声を上げた。なにしろ、人間枯かれ葉は剤ざい、情け無用の残ざん虐ぎやくファイターという二つ名を学校内に轟とどろかせているあの九里浜が、愛あい想そ笑いを浮うかべているのだ。

「ええと、あたし、二年の九里浜って言うんですけどォ。こっちは同じ二年の三鶴城」

「……どうも。なんか用ですか……？」

　話をさっさと切り上げたいというオーラが、これでもかとにじみ出ていた。気持ちはよく分かる。

　そんな様子を全く意に介かいさず、九里浜は切り出した。

「あたしたち、陸南大学法学部を志望しているんですけど、どんなところに注意して勉強すればいいのかなー、ってお話を聞きに来たんですけどぉ」

　フー、と一つ藤巻はため息を吐ついた。こいつにも中間テストの成績を見られたのか、と内心嘆なげいたに違ちがいない。

「気が早いねえ、君たち。まだ二年でしょ」

「こういうことは、早いうちから準備していた方がいいじゃないですかぁ。ねえ」

　九里浜は肘ひじで僕の脇わき腹ばらを突つっついた。同時にほんの一いつ瞬しゆん、殺人的な眼光を投げ込んでくる。「さっさとやれやボケ」という意思表示だ。

「そうそう。早いことはいいことですよ」

　適当に話を合わせつつ、僕は幽ゆう体たいを発現させた。武装転てん換かんは行わず、藤巻先せん輩ぱいの真っ正面に幽体の顔面を突き出す。

　幽体の両手の指で幽体の顔をつかむ。親指を口の端に引っかけてつり上げ、人差し指を目め尻じりに置いて引き下げ、中指を鼻の穴に突っ込んで押し上げる。残りの指は伸のばしたり折ったりを繰り返す。

　これぞ三鶴城家奥義、愚者の舞──にらめっこにおいて不敗を誇ほこる兄が完成させた、最終兵器だ。これを見て噴ふき出さなかった者はいまだかつていない。給食の時間には無数の牛乳噴ふん水すいを生んできた、地じ獄ごくの必殺技わざである。

　ただし、愚者の舞を行うのはあくまで幽体のみだ。常人には幽体を見ることはできない。すなわち、これを見て爆ばく笑しようした者は幽体が見える──魂裸醒である、ということになる。現に、すぐ隣となりにいる九里浜は、今の僕の顔に笑ってしまうのをこらえようと必死の形相を見せている。にらめっこで勝つために兄弟で研究した技がこんなところで役立つとは、人生分からないものである。

「…………？」

　しかし、藤巻は悶もだえるどころか、なんの反応も示さなかった。奇き怪かいな表情を見せる九里浜を気味悪がっている以外に、変化はない。

　約十秒ほど愚者の舞のポーズをし続けた後、僕は諦あきらめて幽体を引っ込めた。それに合わせ、九里浜も話を打ち切りにかかる。

「えっと、ご都合がよろしくないようだったら話はまたあとで、ということでもかまわないんですけど──」

　明らかに藤巻は逃にげたがっていたので、話を終えるのは容易だった。適当な別れの言葉を述べて、藤巻は身を翻ひるがえし、足早に去っていく。

　僕と九里浜はその後ろ姿に一礼した後、同時に失望の吐と息いきを漏もらした。どうやら、はずれのようだ。

「なにが『ひゃ……っ』だ。ぺっぺっぺっぺっ」

　口の中に虫でも入ったかのような仕草を、九里浜はした。

「どうしたの」

「いけすかねーと思って。あの人よぅ、前に言った、高島とつきあってる女子生徒ってのは。身体からだを売って教師に取り入るなんて人の風上にも置けない。あんたもそう思うでしょ」

　僕は、藤巻先輩の整った顔立ち、均整の取れたプロポーションを思い出した。超ちよう高校級という形容が相応ふさわしい。

「高島先生がロリコンでないのは間違いないと思う」

「…………」

　その時、九里浜のポケットが震ふるえた。携けい帯たい電話を取り出し、通話を始める。一分もしないで電話を切るとポケットにしまい、入れ替かわりに折りたたんだ紙切れを取り出した。それは、陸南大学法学部の推薦枠わく志望者のリストだった。そのリストに、九里浜はボールペンで四つ目と五つ目のバツ印をつけた。

「夏月と長坂の方は、割り当てを三人とも調べ終えたみたいよ。今からこっちに合流するって」

　僕たちは二手に分かれ、推薦枠志望者を片っ端ぱしから調査していた。何な故ぜ男女一人ずつの組に分けたかというと、「愚者の舞」は男性にのみ許されるべき技だからだ。あのような顔を女性にさせるわけにはいかない──たとえ九里浜でも、だ。僕としては夏月と組みたかったのだが、長坂が九里浜とペアになるのをいやがったので、僕が譲じよう歩ほし、このような組み合わせになった。誰だれかが貧びん乏ぼうくじを引かねばならないものだ。

「向こうに先越こされちゃったじゃないのよぅ。手て際ぎわ悪いのねぇ、アホ三助。あたし、どうも貧乏くじを引かされたみたいね」

　奇き遇ぐうにも、九里浜も同じことを考えているようだった。ニンマリと笑いながら、すべての責任を僕にひっかぶせる調子で言う。

「楽しそうだな、九里浜」

　人を責めるのがそんなに面おも白しろいか、という気持ちをこめて僕は言い返した。

　すると何故か九里浜は急激に顔を赤らめた。

「な……何言ってんのよぅアホ三助！　こちとら迷めい惑わくしてるに決まってるじゃないのッ」

　ムキになって声を荒あららげ、ビシバシバシと鉄てつ扇せんで僕を殴なぐりにかかる。

「止やめろ九里浜！　こんなことしてても仕事は終わらないぞッ」

　僕は九里浜の腕うでを押さえながら、冷静に訴うつたえた。九里浜はしばらくじたじたしていたが、

「……そうね。あんたを殴って仕事が済むんなら、脳のう髄ずいが飛び出るまで殴ってやるんだけど」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら、手を引っ込めた。

　僕は九里浜が手に持つリストをのぞき込んだ。最後の一人は、リストの第八位、すなわち最下位に位置する寺てら下したなる人物である。

「他ほかの五人が魂裸醒でないということは、必然的にこいつが真犯人ということになるんだけど──」

「上に七人もライバルがいる人間が、こんなことやる？　いくらなんでも多過ぎよ」

　九里浜はもっともな疑問を口にした。

「三助、あんたの推理、間違ってたんじゃないの」

「君も『妥だ当とうな説明だ』って言ってたじゃないか」

「あの時はあの時、今は今よ」ちっちっ、と九里浜は指を振ふった。「こいつが上位二名までの枠に滑すべり込もうと思ったら、六人を排はい除じよしなきゃなんないのよ。同じ学校の同じ学年の生徒が六人も大怪け我がしたり事故死したりしたら、まわりからかなりの注目を集めるに決まってる。それを秘密裏りにやりおおせると思っているんだとしたら、そいつは脳が腐くさっているとしか言いようがないでしょ」

　九里浜の言葉は理にかなったものだが、それでも僕は反論した。

「僕としては、この人の脳が腐っていることを望みたいね。この人も愚ぐ者しやの舞まいに耐たえてしまったら、その時はどうすればいいんだ。リストのうち誰か一人が魂裸醒のはずなのに」

「その時は、強きよう硬こう手段をとるよ」

「強硬手段、とは」

　天に誓ちかいをたてるかのように、九里浜は強い意志のこもった眼まな差ざしを空に向けた。

「リスト上の人間を全員殺す」

「九里浜、君も脳が腐っているとしか言いようがない」

「じゃあ他にどうしろって言うのよぅ！」

「そんなに藤巻先せん輩ぱいが気に入らないのか」

　プイ、と九里浜はあさっての方向を向いた。

　なんにせよ、まずは寺下なる人物に当たってみなければならない。

　この寺下がテストをクリアしてしまったらどうしよう。その可能性を思うと胸がざわつく。考えられることは二つ、僕の推理が間違っているか、愚者の舞に耐え抜ぬいた奴やつがいるかだ。前者は僕の頭脳の敗北であり、後者は愚者の舞の敗北である。どちらにせよ耐え難がたい屈くつ辱じよくだ。加えて、行動方針を抜ばつ本ぽん的に見直す必要がある。

　寺下が真犯人であってほしいものだ。そんな不ふ穏おん当とうなことを考えながら、僕は寺下の捜そう索さくを開始した。

　問題の人物はすぐに見つかった。昇しよう降こう口ぐちのところで靴くつを履はき替えようとしているところを捕つかまえる。

　低身長、丸まる坊ぼう主ず、眼め鏡がねというその姿に既き視し感を感じた。ハテどこで見たんだっけ、と思い起こしてみたところ、三秒ほどで心当たりが見つかった。笠井の「自殺未み遂すい」の直後、僕のところに最初に駆かけつけて来て、先生を呼んだ人だ。

「僕が笠井さんを突つき落とした、と証言したアホンダラはあいつだな」

　ますます真犯人であってほしいものだ。

「あたしが前に出るから、あんたはあたしの後ろからにらめっこをやんなさい」

　そう言いおいてから、九里浜は寺下に話しかけた。

「ちょっといいですか？　お話を伺うかがいたいんですけど──」

　寺下がこっちを向いたタイミングを狙ねらい、愚者の舞を見せつける。

　三秒間の沈ちん黙もくの後、寺下先せん輩ぱいは噴ふき出した。

　瞬しゆん時じに九里浜は魂裸醒、エア・キルを発現させ、寺下の頭を狙い一いつ閃せんを放った。

「うひゃあ!?」

　突とつ風ぷうのような鉄扇の攻こう撃げきを、しかし寺下先輩は体勢を崩くずしながらも回かい避ひした。魂裸醒が見えていなければ、こんな動きはできない。

　どうやら、ついに目的の人物を捜さがし当てたようだ。

「やっとみつけた！」九里浜は悪あく魔まの笑えみを浮うかべた。「連続殺人犯はあんたね!?」

　ヒィィ、と叫さけんで寺下先輩は逃にげ出した。すぐさま僕と九里浜は追走にかかる。

　ところが。

　寺下が駆けだして数歩も行かないところに、高島先生がいた。

「先生！　助けてくださいィィ──ッ。殺される!!」

　寺下先輩は高島先生の背後に回り込んだ。

　僕は咄とつ嗟さに立ち止まった。なんて間の悪い。これでは手を出すことができないじゃないか。よもや先生ごと叩たたきのめすわけにもいかないし。いや、九里浜だったら短たん絡らく的にやりかねない。

「九里浜、──」

　止めようとして九里浜を見やる。が、そこに九里浜の姿は無かった。立ち止まるどころかその場を駆け抜け、あさっての方向へ走り去っていた。手の届かないはるか遠くで一いつ旦たん止まり、僕の方に向き直ると、びしっと軍隊式の敬礼を行い、そしてそのまま逃げ去っていく。

　逃げていく九里浜の後ろ姿を見ながら、高島先生は大きく息を吐はき出した。

「さて、これはどういうことなのか、説明してもらおうか。三鶴城君」

　どうやら、僕一人でまたもや生徒指導室に行かねばならないようだった。







「本当に、どうしたって言うんだい」

　黙だまりこくる僕に対し、困こん惑わくしきった調子で高島先生は話しかけてくる。

「…………」

　僕もまた、困惑しきっていた。僕が寺下を追いかけていた理由など、説明できるはずがない。

　埒らちが明かないと悟さとったか、高島先生は席を立った。

「ちょっと場所を変えようか。君はついこの間もここに来たばっかりだ。息が詰つまって仕方がないだろ。コーヒーでも飲むかい」

「コーヒー？」

「自じ販はん機きで買ってくるから、君は先に──そうだな、四階の橋のところにでも行っててくれ。今の時間なら人もいないだろ。勝手にどっかに行かないでくれよ」

　そう言うと、先生はさっさと部屋を出て行ってしまった。

　逃げることは可能だ。が、僕から目を離はなしたというところに、高島先生からの信しん頼らいを感じずにはいられなかった。その信頼を裏切るのはいかがなものか？

　僕は指示通り橋に向かった。

　橋とは、旧校舎と新校舎とをつなぐ連れん絡らく通路のことである。屋根は数本の柱だけで支えられており、落下を防止するのは手すりのみ。通つう称しよう通り橋そのものである。雨の日などは濡ぬれる羽目になるが、天気のいい日は風が吹ふき抜けて気分爽そう快かいだ。

　先生の言う通り、人はいなかった。遠くの校庭に目をやれば、運動部の連中が部活に打ち込んでいる様子が見える。

　手すりにもたれ、一人になって考えてみる。寺下に関しては、きっと九里浜が再さい接せつ触しよくを図はかっているはずだ。というか、そうであってほしい。何もせずにおうちに帰って飼い猫ねこと遊んでいるとかいうのであれば、折せつ檻かんしなければなるまいが。まあ、おそらく心配はないだろう。犯人を捜し出して容よう赦しやなく叩きのめすことを九里浜は厭いとわないだろうし、夏月や長坂だっている。

　…………

　気がかりなことがないでもない。寺下先輩が偶ぐう然ぜん魂裸醒だっただけであって、今回の件に全く無関係でした、という場合だ。よく考えてみれば、その可能性もあり得うる。

　となると、どういうことになる？　指定校推すい薦せん志望者の一位二位が、相次いで狙われたのは偶然だというのか。偶然だというのなら、動機の面からの犯人の類推はほぼ不可能だ。

　いや、なんらかの動機があって然しかるべきだ。志望者でない人間が志望者を襲おそう理由はあるだろうか。それこそ牧本が言ったように、陸南大学法学部が大だい嫌きらいな妖よう精せいさんならぬ生徒がいて、志望者を高いところから落として回っているとか。「陸南を受ける奴やつは全員この俺が落としてやるぜ～」というダジャレを言いながら。

　だったらコトだ。二高生約八百名の中からダジャレが大好きな奴をリストアップして、一人一人に愚ぐ者しやの舞まいを見せつけねばならないというのか。

　絶望的だ。

　発想を変えてみよう。犯人が犯行を続けるなら、次に狙うのは誰だれか？

　考えられるのは、第三位の藤巻だ。あの人をこっそり監かん視しするというのはどうだろう。あの人は現状、順位繰くり上げの恩おん恵けいを受けている。最も狙ねらわれる可能性が高い。かつ最も疑わしい人物でもある。次の一手としては、藤巻に注意を向けるのが最善と思われる。

　もっとも、藤巻犯行説には、愚者の舞を全く問題にしなかったという事実が大きな障害となっていることを忘れてはならないが。実はものすごい近視で幽ゆう体たいが見えていなかったとか？　いや、目が悪いのに眼め鏡がねもコンタクトもしていなかったら、授業を受けられない。

　なんにせよ、寺下が犯人であれば、こんな心配をせずに済むのだが。九里浜がうまくやっていることを祈いのるしかない。

「おー、いたいた。よく逃にげなかったな」

　そこまで思し索さくを進めた時、旧校舎の方から高島先生がコーヒーを入れた紙コップを両手に持ってやってきた。

　高島先生に警告を発するべきだろうか。藤巻が狙われている可能性がある、と。

　魂裸醒がらみの問題であるだけに、説明するのは難なん儀ぎだ。とはいえ、この人なら理解してくれるんじゃなかろうか、という気もする。言ってみる価値はあるはずだ。藤巻とつきあっているという話が本当ならば、頭ごなしに否定されることはないのではないか。

　意を決して、僕は高島先生と向かい合った。

「お話があります」

「なんだい？」

　僕に紙コップを渡わたしながら、高島先生は聞き返した。

「先の笠井さんの自殺未み遂すいは、自殺ではないかもしれません」

　単刀直入に言うと、先生は眉まゆをつり上げた。

「それは……それは一体、どういうことだい」

　どうやら話を聞いてくれそうだ。そう思いつつ僕は語を継ついだ。

「笠井さんがあんなことになった一週間前、牧本さんが階段から落ちたという事故を覚えていますか」

「覚えているとも。彼は私の担当クラスの生徒だから」

「あの人の足首にも、笠井さんの首筋と同じく、蛇へびに咬かまれたような痕あとがありました」

　高島先生は怪け訝げんそうな表情を見せた。当然の反応ではある。

「お願いですから、最後まで聞いてください」僕は懇こん願がんした。「もしやと思って調べてみたら、二人には共通点がありました。二人とも陸南大学法学部への指定校推薦志望者で、この間の中間テストでそれぞれ一位と二位だったんです」

「ほう」興味を引かれたように、高島先生は声を漏もらした。「何者かが、陸南大学法学部推薦志望者ばかりを狙っている、と言いたいのか」

「はい。そうです」

　突とつ然ぜん、高島先生は笑い出した。

「おいおい、三鶴城君、面おも白しろい冗じよう談だんだな」そう言ってから口を塞ふさぎ、「いや、面白いなんて言うのは不ふ謹きん慎しんだな。とはいえ、そんな出任せを言ってこの場を切り抜ぬけようとしても、そうはいかんぞ」

　……やっぱりだめか。

　まあ、こんな突飛な話を聞かされて、信じる人間はそうはいるまい。僕も唐とう突とつにこんな話を聞かされたら、きっと信じないだろう。

　高島先生はさらに言う。

「第一、どうしてそんな話を私にするんだい」

　僕は小声で言った。

「あー、その、──僕は教師と生徒がつきあうなんてけしからん、なんて言うつもりはこれっぽっちもありませんけど、高島先生は藤巻さんとつきあっているって話を聞いていますので」

「……なるほど」

　高島先生はコーヒーを一気に飲み干し、コップをくしゃっと握にぎりつぶした。そして、僕と視線を合わせないままに言う。

「そこまで調べ上げているって言うんなら、君を生かしておくわけにはいかないな」

　ガクン！　といきなり背後から強力な力で引っ張られた。上半身が反って、橋の手すりから落ちそうになった。

　ぎりぎりと強い力で締しめ上げてくるのは──触しよく手しゆだ。手に足に、触手が巻き付いている。必死に首をひねると、頭のすぐ後ろで、逆さクラゲの口がパクパク開閉しているのが見えた。

「──先生！　これはッ!?」

　高島先生はほとんど表情を変えなかった。小さく肩かたをすくめてしゃべり出す。

「君の推測通りだよ。藤巻君に『必ず志望枠わくに入れてやる』と約束した手前、ああするより他ほかになかったんだ。志望枠はテストの一発勝負で決まる以上、教師でも手心を加えることはできないからな。女性との約束を破ると、あとで痛い目を見るって君もわかってるだろ？」

　そんな推測なんてしてないですよ先生！

　そう叫さけぶには、触手の締め付けがきつすぎた。触手を剝はがそうと懸けん命めいの努力をする間に、じわじわと理解の波が心中に広がっていく。

　実は犯人は高島先生だったのだ、と。

　強い将しよう棋ぎ指しは先の手を読む能力に優すぐれるため、格下の対局者が詰つみ手を読み切っていないにもかかわらず、先に投とう了りようすることがあるという。どうやら、それと似た事態が起きたらしい。

　早合点の結果、僕を口くち封ふうじにかかっているのだ。

　苦し紛まぎれに、パープル・シックルを発現させて切りつける。が、先生は軽く後方に飛んであっさりと攻こう撃げきをかわした。二撃目を繰り出そうとするより早く触手が伸のび、柄つかをからめ取る。がっちりと鎌かまそのものを固定されてしまい、触手を断たつことすらままならない。

「それよそれ」余よ裕ゆうの笑えみで、先生は言う。「この間、生徒指導室で君がその棒をいきなり出したのはビックリしたよ。これは私と同じ能力だ、と直感したね。つまり君には私の『デヴィルフィッシュ』が見えていた、ということだ。今も見えているんだろ？　いずれ対処しなければならないと思っていたが、こうして君の方から私の手元に飛び込んでくるとはな」

　もはや体面など構っていられない。僕は助けを求めて悲鳴を上げたが、口を開いた途と端たん、中に触手が侵しん入にゆうしてきた。

「んごー!?　もー！」

　口の中で触手が蠢しゆん動どうする。どんなに頑がん張ばっても声はくぐもって大きく響ひびかない。それどころか、呼吸まで苦しくなってきた。

「君もなかなか頑張るな」

　高島先生の言葉と同時に、首筋に小さな痛みが走った。逆さクラゲの牙きばだ。

「これで、一分もしない間に君の体は麻ま痺ひしていく。それだけでは死にやしないが、君の身体からだを手すりの向こうへ引きずり出すには十分だ。さて、私はコーヒーをもう一いつ杯ぱい買ってくるよ」

　先生の方に手を伸ばしてみたが、むなしいあがきだった。

「私が目を離はなした隙すきに、君は投身自殺を行う。笠井君を突つき落としたことに対する良心の呵か責しやくに耐たえられず、君も後を追った。……という筋書きにしよう」

　劇の台本の中身を考えているかのような軽い調子で、高島先生は言った。

「安心してくれ、君のことは弁護してやる。『死の直前、かなり悩なやんでいるようでした。助けてほしいという彼の無言のサインを汲くみ取れずまことに遺い憾かんです』とかなんとか。それじゃ」

　笑顔で手を振ふって、旧校舎の方に消えていく。

　どんなにじたじたともがいてみても、触手の強力な締め付けはゆるまない。だんだん身体に力が入らなくなってきた。上半身が手すりの向こうに乗り出し、最後の力で耐える下半身もずりずりと引っ張られていく。今回は鎌の柄を引っかける窓まど枠わくもない。

　ついに足が浮うき、窓の外へ身体が乗り出す。ずるりと滑すべる。もはや地球の引力からは逃のがれようがない。

「くそォォーッ！」

　全身が引力にとらわれる感覚に、僕は思わず目を閉じた。

　一いつ拍ぱくおいて、衝しよう撃げきに襲おそわれた。だが、予期していたのとは明らかに違ちがう、柔やわらかなショックだ。

「大助君！」

　おそるおそる目を開けると、頭上に夏月の顔があった。夏月がジャンプ一番、空中で僕の身体を抱だき留めていた。

「離れなさい！」

　着地と同時に夏月は僕を地面に乱暴に投げ出した。そしてすぐさま逆さクラゲを引き剝がしにかかる。

　逆さクラゲは夏月を新たな獲え物ものと見定めると、腕うで伝づたいに乗り移った。触手をからみつかせ、夏月の動きを封じようとする。夏月は触手をちぎっては捨てちぎっては捨て、と抵てい抗こうするが、切ったそばから新たな触手が生えてきてまとわりつく。
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　僕はパープル・シックルを構え直した。しかし逆さクラゲの体は伸しん縮しゆく自在、ともすると夏月を切りつけてしまいそうだ。易やす々やすとは手が出せない。

「本体は！　本体はどこですか!?」

　逆さクラゲとのもみ合いに集中しつつ、ほんのわずかに首を回して夏月が叫ぶ。

　答えようとした時、突とつ然ぜん背後から首根っこをつかまれた。

　長坂だった。

「八阪井がクラゲを止めている間に本体をケチョンケチョンにぶっ潰つぶすぜ」そこまで言ってからハッと気づき、「……まさか相手の正体がまだ分かってねェのか」

「いや、そんなことはない。ただ、ケチョンケチョンにぶっ潰すという真ま似ねができるかどうか」







　逆さクラゲの毒は人を殺すほど強力なものではないようだったが、完全に無む影えい響きようでもなかった。手足が軽く痺しびれだし、歩行するのがやや困難になってきた。それでも長坂の肩かたを借り、僕は高島先生の所にたどり着いた。

　高島先生は自じ販はん機きの前でアイスコーヒーを飲んでいた。

「仲間がいた、とは意外だったね」

　僕がやってきたことに大した驚おどろきも示さず、紙コップの中身を干す。

「とはいえ、私をどうするつもりだ？　警察に訴うつたえるのは不可能だぞ。笠井や牧本が事故にあった時間帯、私のアリバイを提供してくれる人間は職員室に二十人はいる」

　特に焦あせる様子もなく、その物もの腰ごしは非常に落ち着いていた。普ふ段だんの授業中ならば信しん頼らいの置ける静かな態度も、今や憎にくたらしく見えて仕方がなかった。人を殺そうとしておいて平然としているだなんて、一体どんな神経をしてやがるんだ。

「先生の能力を封ふうじます。その力──魂裸醒を私欲のために使う人を野放しにするわけにはいきません」

　本来ならば夏月が語るべき言葉だが、代わりに僕が発言する。

「封じる？　ここで私を叩たたきのめすのか？」

　あくまでも高島先生は余裕だった。手で小さく校庭の方を示す。

　校庭には、部活動に打ち込む生徒がたくさんいた。距きよ離りはさほど遠くない。運動中の一人、体操服の女子生徒が高島先生に気づくと、手を振ってきた。

　高島先生は手を振りかえす。

「私が悲鳴を上げれば、彼らがすぐに気づく。傍はた目めには、教師が生徒に暴行を受けているようにしか見えないだろうよ」

　僕は言葉に詰つまった。高島先生の現状認にん識しきは正しい。魂裸醒で犯おかした罪を法に訴えるわけにはいかない。かといって、教師と生徒という立場では腕わん力りよくに訴えるのも難しい。

　だが、こうして手をこまねいている間も、夏月は逆さクラゲとの絶望的な戦いを続けている。どうすればいい？

　内心の惑まどいを見み透すかすように、高島先生は薄うすく笑った。

「それより君たち、この一件を黙だまっていてくれるなら、それ相応にお礼はするよ？　君たちだって、志望大学はあるだろう」

「な……！」

　僕は思わず声を上げた。

「なあに、テストの点数そのものはいじれなくとも、やりようはいくらだってある。他の生徒を説得して志望先を変えさせるなり、どこに山を張ればいいか事前に教えるなり。最終的手段として、ライバル諸しよ兄けいに笠井たちと同じ運命をたどってもらうという手もある」

「藤巻さんの願いを叶かなえるために、笠井さんや牧本さんの願いを潰したって言うんですか」

　怒いかりに駆かられ、僕はパープル・シックルを発現させた。

「おっと」素す早ばやく高島先生は手を上げて制した。「それ以上一歩でも近づいてみろ、私は助けを呼ぶからな？　それに、君のガールフレンドが事実上人ひと質じちになっていることも忘れるなよ」

　クソッ。これが青少年を導くべき教師の言う言葉か。僕は鎌かまの柄つかをぐっと握にぎりしめた────が、それ以上のことはできなかった。どうすれば先生の鼻を明かすことができるんだ？

　戸惑っている間に、長坂が一歩前に進み出た。

「わかりました。その話、乗りましょう。俺も陸南大学法学部に入りてェんですけど」

　さらりと言った。

「ちょっと待て長坂！」

　驚いて僕は長坂を見た。しかし長坂は肩を離はなし、僕をめんどくさそうに突つき倒たおした。

「まあ待てよ。こんなうまい話はそうあるもんじゃねェぜ？　おめェもその鎌を引っ込めな」

「話が早くて助かるよ、君」

　高島先生と長坂は目を見み交かわし、悪代官と悪徳商人のごとくいやらしい笑えみを顔に張り付かせた。

「それじゃ、契けい約やく成立の握あく手しゆを」

　長坂が手を差し出し、高島先生がその手を握りかえす。

　手と手が結ばれた瞬しゆん間かん、長坂の姿が二重にぶれた。同時に長坂の胸むな元もとに彼の魂裸醒、ナイン・トゥ・ファイブマンが現れる。ネクタイの形をした魂裸醒は、蛇へびのように腕うでを伝い、握った手を介かいして高島先生に乗り移った。

　くるりと首回りに巻き付き、キュッと締しめ上げる。

「ごぉぉ──ッ!?」

　一瞬の出来事に、高島先生は反応できなかった。くぐもった声を上げる。

　口が開いた瞬間を狙ねらいすまし、ネクタイの太い一いつ端たんが口こう腔くう内へと突とつ撃げきした。喉のどを塞ふさがれたのだろう、高島先生は叫さけび声を上げようとするが、高い音が出てこない。喉元をかきむしるも、ネクタイはぴっちり巻き付いて離れそうにない。

　やがてその手が力無く落ちて、高島先生の身体からだがぐらりと崩くずれる。ばたーん、と先生はその場に倒れ伏ふした。

「遠えん隔かく操作型の魂裸醒は先生だけじゃねェんですよ」

　長坂はすぐさまネクタイを手元に戻もどし、高島先生の下もとにしゃがみこんで脈をはかった。

「まさか死んでねェよな？　……あー良かった」

　頸けい動どう脈みやくから鼓こ動どうを感じ取ったのだろう、長坂は胸をなで下ろした。

「いやあ」やっと事態を飲み込んだ僕は、大きく息を吐はき出した。「長坂、本当に高島先生に魂たましいを売ったのかと思ったよ」

　長坂はニヤリと笑った。

「バカなことを。テストの点数ごときで人の魂が買えると思うのか」

「人の身体は買えるらしいけどね」

　藤巻のことを思い出して、僕は言い添そえた。







　意識を無くした人間は、魂裸醒を操あやつるどころか形状を保つことさえできなくなる。高島先生が気絶したことによって、夏月はやっとのことでクラゲとの戦いから解放された。

「あのクラゲ、殺傷能力はたいしたこと無いんですけど、ちぎってもちぎっても触しよく手しゆが生えてくるから大変でしたよ。あんなとことかこんなとことか触さわられるし……。しばらくタコやイカは食べたくないです」

　夏月はそう感想を述べたのち、気絶している高島先生に魂裸醒封ふうじの丸薬を飲ませた。これでもう二度とクラゲに悩なやまされることはないだろう。

　翌週月曜、二つのニュースが二高にもたらされた。一つは、笠井が意識を取り戻したというものだった。自殺未み遂すいと思われていた事件だったが本人がこれを否定、誤って窓から身を乗り出し落ちてしまったと供述した。

「その場にいた二年生が助けてくれようとしたが間に合わなかった」とも証言しており、かくして僕にかけられた容疑は余すところ無く晴らされたのだった。

　もう一つ、帰りのホームルームで、クラスの担任教師から「高島先生が長期休職に入ることになった」と伝えられた。もっとも、その時分には既すでに生徒間に噂うわさが広まっていた。藤巻先せん輩ぱいとのつきあいがばれて、然しかるべき処分が下されることになったのだ、と。

「高島のやったことは絶対に許せない。あんな奴やつに、人にものを教える資格なんてあるもんか」

　九里浜は、僕を高島先生のもとに一人残したという非を表面上は決して認めようとしなかった。その時点では高島先生が犯人だとは全くの予想外だったし、先生の手から逃にげたあとは再度寺下に接触して尋じん問もんを行っていた、と主張した。「連続殺人未み遂すい犯はんはあんたね！」と決めつけ、さんざっぱら鉄てつ扇せんで殴なぐりまくったのだという。結果、得られたのは寺下の魂裸醒が靴くつひもの形をしているという事実だったそうだ。

　とはいえ、九里浜は高島先生に処分が下されることに溜りゆう飲いんを下げたようだった。

「あんなクソロクでもない人間には、罰が下って当然よ」

「クラゲの妖よう精せいにとりつかれて、先生も道を踏ふみ外してしまったんだろうよ」

　僕はそれだけ述べるにとどめた。

　ただ一人、長坂は能天気なものだった。

「今回の事件も、悪いことばっかりじゃあねェぜ。少なくとも、牧本さんは『会誌に書くネタがまた増えた』と言って喜んでいる」

「…………期末テストを受けられるかどうかを心配した方がいいと思うでスマッシュ」

　かくしてプロジェクトＳＭＡＳＨは無事終しゆう了りようした。一点だけ、最後までとうとうＨの略りやく称しようを思いつけなかったのが心残りである。がっかり。






















「どうもすいませんねえ……はあ～」

　夏か月づきは熱い吐と息いきを漏もらしながら、コップと風邪かぜ薬ぐすりを受け取った。薬を舌の上に載のせると、コップを傾かたむけて飲み下しにかかる。よほど喉が渇かわいていたのか、夏月はこきゅこきゅと喉を鳴らし、水を一気に干そうとした。

「!?　ンむッ」

　コップが空になる寸前、夏月はむせた。口の端はしから水が漏れ、あっという間に口元を、顎あごを、胸むな元もとを濡ぬらしていく。

「あーあー。ちょっと待って、拭ふくから」

　僕は呆あきれながらティッシュペーパーを数枚まとめてつかみ、濡れている部分を拭ぬぐった。

　潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめたまま、夏月はしばらくされるがままになっていた。濡れた場所をすっかり拭い終え、僕が手を放すと、夏月はそのまま上半身を倒たおしてベッドに潜もぐった。

「うう……まことに申し訳ありません」

　謝りながら、夏月は洟はなをすすった。

　珍めずらしいことに、夏月は風邪でダウンしていた。その知らせを学校で受けた僕は、授業が終わるとすぐにすっ飛んで帰ってきて八阪井家に乗り込んだ。この家の主あるじ、八阪井三み千ち人と氏は仕事で出で払はらっているらしく、只ただ一人夏月が自室で寝ね込んでいるだけだった。そこで、僕は看病役を買って出たのだ。

「やっぱり、病院で診みてもらった方がいいんじゃないの？　夏月、つらそうじゃないか」

「いやあ……そこまでする必要は……」

　見た目、夏月の症しよう状じようはかなり重い。熱は三十八度に達し、呼吸もやや荒あらい。普ふ段だんはひょこひょこ右へ左へ揺ゆれる前まえ髪がみの妙みような癖くせっ毛も、今は枯かれた花のようにしおれていた。

　病院に行った方がいいと思うのだが、何度勧すすめても夏月は頑がんとして首を縦に振ふらなかった。どうも、特とく殊しゆな血の流れる戸有の人間だけに、よその病院にはかかりたくないようである。

「大おお怪け我がとかしてるわけじゃなし、風邪の症状を診てもらうだけだよ。別に、血を抜ぬかれたりなんてことはないだろうし」

「……それは……そうなんですけど……」

　気乗りしない様子で、夏月は僕に背を向けるように寝返りを打った。そんな話聞きたくない、と無言で主張しているかのようだ。夏月は寝間着代わりに白いワイシャツを着ていたが、その背中は寝ね汗あせでかなり湿しめっていた。

「すごい汗じゃないか。絶対病院行った方がいいって」

「やです……行かなくても治りますって……」

「どうしてそんなに病院を毛け嫌ぎらいするかな。まさか夏月、注射が嫌いとか言わないだろね」

　半ば挑ちよう発はつ気味に言ってみた。

「そんな、子供じゃないんですから……」

　そこで夏月はふと言葉を切ると、露ろ骨こつに噓うそくさい調子で言い直した。

「……そうです、私注射嫌いです……おちゅうしゃいやー……」

「何言ってんの夏月!?　そんなわけないだろ!?」

　なんというか、夏月がこうもわがままをぬかすのは珍しい。高熱が夏月の人格のたがを外しているのは明白だ。

　ともあれ、ここまで嫌いやがっているものを無理に引っ張り出して病院に連れて行くことはできまい。連れて行くにも、三千人さんが軽トラで出かけている以上、夏月には徒歩を強しいなければならない。あるいは僕が夏月を担かついでいくか。

　娘むすめをほっといて出かけるなんて、三千人さんも薄はく情じようなことをする。それは逆に言えば、この程度なら大事に至らないと判断した、ともとれるのだが。

「仕方ないなあ。病院はよしとこう」

　僕は夏月の背中に声をかけた。夏月は特に何も言わなかったが、寝返りを打って今度は僕の方を向いた。

「そうですよ……。スポーツドリンクを山ほど飲んでいれば、そのうち熱も引きますって」

「そうかなあ」
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　懐かい疑ぎの念を口にしつつ、サイドテーブルに置いておいたスポーツドリンクのペットボトルを取り上げる。透明な色の飲料は、指二本分の高さしか残っていなかった。

「もう切れそうだ。備び蓄ちくはあるかい？」

「……うう……無かったと思います……」

　夏月は苦しげに答えた。

「それじゃ、近所のコンビニで買ってくるよ。なんか他ほかに、買ってきてほしいものある？」

　僕は立ち上がりつつ、聞いてみた。夏月は苦しい表情のままでしばらく固まっていたが、そのうち乾かわいた唇くちびるが小さく動いた。

「……しゃもじ仮面……」

「……は？」

　僕が状じよう況きようを理解できずにいるうちに、夏月はさらに言葉を重ねる。

「昨日の晩、みかけたんですよ……大きなしゃもじを担いだ人たちがたくさんいたんです……みんな、変な仮面を着けていて……」

　夏月の発言は、筋の通ったものとは言い難がたかった。僕はその言葉の意味を十分に吟ぎん味みした上で結論を出し、言った。

「そうか。夏月、昨日の晩から熱があったんだね」

「違ちがいますよう……」

　反論の声も弱々しい。

　かような戯たわ言ごとを口走るとは、熱が夏月の精神に深刻な影えい響きようをもたらしているのか。やっぱり首に縄なわを付けてでも病院に連れて行った方がいいんだろうか？







　コンビニで、二リットルのペットボトルを三本とバナナを買った、その帰り道。

　ふと道の横手を見やると、巨きよ大だいなしゃもじを担いだ男が、金かな網あみの上に座っていた。

「…………しゃもじ……」

　僕はしばし立ち止まり、その男をぼけーっと見つめた。

　どういうつもりでしゃもじを担いでいるのか、うかがい知ることは難しかった。なぜなら、男はホッケーマスクを被かぶって顔面を隠かくしていたからだ。

「……あれが噂うわさのしゃもじ仮面……？」

　赤く輝かがやく夕日の中に浮うかび上がる、しゃもじ仮面の黒い影かげ。その光景は、悪夢的としか言いようがなかった。何の冗じよう談だんだ？

　しゃもじ仮面は金網から降りようとしているところだった。が、

「…………！」

　僕の姿に気づくと、びくりと身を震ふるわせた。バランスを崩くずして二メートルの高さから落っこちる。なんとか姿勢を保ったまま両手をついて着地、巨大しゃもじを杖つえ代わりに立ち上がった。

「……大だい丈じよう夫ぶですか」

　彼の身を案じ、僕は声をかけた。

　ところがしゃもじ仮面は、いきなりしゃもじを振り上げた。敵意もあらわに、僕の首を狩かるような勢いで襲おそいかかってくる。

「なに!?」

　本能的に、僕は魂たま裸ら醒せを発現させた。

　パープル・シックルという名の、棍こんの形状をした魂裸醒を両手で握にぎる。長さ二メートルの棍は、横手からのしゃもじ攻こう撃げきを受け止めた。重い一撃に、両手に衝しよう撃げきが走る。

「ちょっと！　どういうつもりだアンタ!?」

「…………!?」

　僕が魂裸醒を発現させたことに、しゃもじ仮面は驚おどろいていた。もう一度しゃもじを抱かかえ上げると、今度は巨大なうちわをあおるように上から下へと振ふり下ろす。

　僕の頭を叩たたき潰つぶそうとする攻撃は、しかし鈍どん重じゆうなものだった。僕は身を引いて軽くしゃもじから逃のがれ、反撃に転じようと──

「うああっ!?」

　途と端たんに、強きよう烈れつな風圧が僕を襲った。

　予想外の風の強さに、僕はたたらを踏ふんだ。数歩後退し、やっとのことで立ち止まる。

　その間に、しゃもじ仮面は身を翻ひるがえしていた。道路のセンターラインを越こえて、その向こう側の杉すぎ林ばやしの中へと突つっ込んでいく。

　普ふ通つうであれば、しゃもじ仮面の背中を追いかけるべきだ。が、僕の足は自然と止まった。

「僕はもう夏月から風か邪ぜをうつされたのか？」

　僕は自分の鼻を触さわり、喉のど元もとをさすった。しかし鼻水が出ていたり喉のどが腫はれていたり、まして熱があるわけではない。夏月から風邪をうつされたのではない──ということは。

　夏月は事実を語っていたのだ。

「しかも……ありゃ魂裸醒だぞ」

　棍としゃもじが嚙かみ合った瞬しゆん間かん、直感的に感じた。あのしゃもじは魂裸醒だ、と。これは一体どういうことだ？

　しゃもじ仮面の姿は完全に消え去っていた。どうしたものかと考え込んだその時、

「……うう……」

　妙みような声が聞こえた。

　あたりを見回してみる。しゃもじ仮面が座っていた金網の向こう側、雑草が生えるままになっている空き地の隅すみに、人が倒たおれていた。頭部から血を流して、小さなうめき声を上げている。つい今しがた殴なぐり倒されました、という風である。

「うわあ。大変だ」

　犯人は、しゃもじ仮面以外にあり得ない。しゃもじ仮面は犯行現場から逃とう走そうしようとしていたのだ。

　空き地は周囲を金網に囲まれていた。入り口はちょうど反対側である。回り込むのも面めん倒どうなので、僕は金網を登り、空き地へと侵しん入にゆうした。すぐさま、倒れている人物の下もとに駆かけ寄る。

　黒いズボンとワイシャツを着用している。要は、制服を着た生徒だった。額が切れ、顔の半分が真っ赤な血で染まっていたが、意識はあった。眼球を動かして僕の姿を認めると、口を開く。

「……あの男は……」

　しゃもじ仮面が逃にげていった方向に手を伸のばした。が、少年は苦しげにうめき、その手はぺたりと雑草の上に落ちる。

「じっとしていて」

　僕は彼を落ち着かせるべくその手を握り、もう一方の手で携けい帯たい電話を取り出した。一一九番をコールして救急車を呼び出す。

　ほどなくして救急車がやってきて、あっという間に少年を担かつぎ込んだ。僕も同行したいところだったが、先に夏月にスポーツドリンクを届けなければならない。搬はん送そう先だけ聞いて、僕は救急車を見送った。

　なにか落とし物はないだろうか、とあたりに目を配る。すると視界の隅に一つ、奇き妙みような物体が転がっているのに気がついた。

　しゃもじだった。

　しゃもじ仮面が持っていたやつと同じサイズの、超ちよう巨きよ大だいなしゃもじだった。こんなしゃもじが必要なのは、ガリバーが行った巨人国くらいだろう──巨人国に米を食べる習慣があればの話だが。

　足を伸ばしてつま先でつついてみる。その時初めて、しゃもじ仮面のしゃもじとは決定的な違ちがいがあるのに気がついた。

　それは魂裸醒でもなんでもなく、ごく普通の木製だった。

　状じよう況きよう的てきに、あの少年のものと考えるのが妥だ当とうである。持って行ってやらなきゃならないらしい。僕はしゃもじを担いで、そのまま八阪井家に戻もどった。

　夏月は眠ねむっていたが、僕が入ってくるとすぐに気がついて目を覚ました。

「起こしてごめんよ」僕は謝った。「はい、これスポーツドリンク。あと、バナナも買ってきたよ。用事ができたんで、今日はもうおいとまするけど、──」

　僕がビニール袋ぶくろの中身をサイドテーブルに置いている間、夏月の視線はしゃもじに注がれ続けていた。

「……しゃもじ買ってきてって……言いましたっけ……？」

「言った」

　僕は即そく答とうした。







「いやー、どうもどうも」

　病院の待合室で待っていると、少年は思いの外元気そうに、手を振ふりながらやってきた。頭に包帯を巻き、片足をひょこひょこさせながら歩いていたが、表情は明るい。

「これは君のもの？」

　巨大しゃもじを少年に差し出す。

「おっと、俺のものだ。ありがとう、わざわざ持ってきてもらって。邪じや魔まだったろうに」

「はい。邪魔でした」

　僕は正直に答えた。病院の待合室で巨大しゃもじを抱かかえて待ち続けることがどれだけこっぱずかしいか、身をもって体験するのは決して心楽しいことではない。

　それにしても、しゃもじが彼のもので本当に良かった。「こんなもの、俺のじゃねえよ」などという答えが返ってきたら、このしゃもじで彼の頭を殴って医者のもとに送り返してやろうと誓ちかっていたのだが、どうやら悲劇は回かい避ひされたようである。

「僕は三み鶴つる城ぎ大だい助すけ。君は？」

　しゃもじを手て渡わたしながら聞いてみる。
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「箱はこ崎ざき孝たかし、一高生だ。そっちは、二高生だな」

　僕の制服のネクタイを指さしながら、箱崎は言った。

「ところで」僕は用件を切り出した。「君を襲おそったあのしゃもじ仮面は何者なの」

「おっと」

　突とつ然ぜん箱崎は口元に人差し指を当てた。ひょいひょいとあたりの様子をうかがってから、僕の耳元に口を近づける。

「あまり大きな声で言わないでくれ。医者には『バナナを踏ふんでこけて頭を打った』ということにしている」

「この二十一世紀にバナナで滑すべる奴やつなんているのか？　というか、なんで秘密にするの」

「知りたい？」

「差し支つかえなければ、教えて頂きたい」

　しゃもじ仮面が魂裸醒であることに疑いの余地はない。魂裸醒が何らかの犯罪に手を染めているのであれば、九里浜探たん偵てい局きよく（仮かつこかり）の一員として放置するわけにはいかない。

「う～ん」箱崎は少し考えてから、「まあ、救急車を呼んでくれた恩もあることだしな。場所を変えよう」

　というわけで、僕たちは病院近くの喫きつ茶さ店てんに場所を移した。店員は、箱崎の抱えた巨大なしゃもじを露ろ骨こつに訝いぶかしんでいたが、何も言わず四人掛がけのボックス席に導いてくれた。

　箱崎は、あたかも三人目の客であるかのようにしゃもじをソファに置き、アイスコーヒーを注文した。

　僕はチョコパフェを注文してから、箱崎に質問した。

「まず最初に聞きたいんだけど、その──巨大なしゃもじは一体何なの」

　すると箱崎は薄うすく笑った。

「初めてこれを見る人は、みんなそう言う。こいつはスパイクボールのスティックだ」

「スパイクボール？」

「球技の名前だ。かなりマイナーなスポーツなんで、知らない方が普ふ通つうだろうけど」

「ふ～ん」

　とりあえず納なつ得とくすることにした。世界には、見たことも聞いたこともないマイナースポーツが山のように存在する。カバディやセパタクローなど、まだ有名な方だと言えるだろう。そのスパイクボールとやらも、知られざるスポーツの一種に違いない。

「平磐には四つのスパイクボール同好会チームがある。俺はそのうちの一つ、サイクロプスの主将なんだ。実は、三日後に試合があるんだが……」

「その怪け我がで、試合に出られるの」

「無理だな」箱崎は足首を撫なでた。「たった三日で、気き兼がねなく走れるようになるとは思えねえ。クソッ。あの野や郎ろうめ、こんな汚きたない手を使いやがって」

「一体、どういう経緯いきさつで襲われたの」

「経緯もなにも、階段を降りていたら、いきなり背後から何か硬かたいものでガツンとやられた。踏み外して足首捻ひねるし、踏んだり蹴けったりだな。空き地に逃にげ込んで内側からかんぬき閉めよう、と思ったんだが、扉とびらを閉めるより先にあのしゃもじ仮面に入り込まれて、とどめにガツンと一発。ほんと参ったぜ」

「しゃもじ仮面が誰だれか、心当たりはある？」

「ある。三日後の試合の相手、カルネアデスの誰かだろう。個人名までは特定できないが、あのホッケーマスクは間ま違ちがいない。ああクソ、どうしたもんかな」

「大事をとって休むしかないと思うけど」

「そうもいかない。スパイクボールってのは一チーム六人のスポーツだ。が、ウチのチームは今ちょうど六人しかいない。俺が抜ぬけたら、試合放ほう棄きせざるを得ない。大事な試合だってのに」

「大事な試合？」

「そう。同好会チームでリーグ戦を行っている。で、三日後の試合ってのは現在同率首位のサイクロプスとカルネアデスの最終決戦なんだ。勝った方がリーグ優勝になる。ところが俺がこの体ていたらくだ」

　箱崎は頭を抱えて悩なやみ始めた。が、はっと頭を上げると、僕の顔をのぞき込んだ。

「なあ三鶴城、俺の代わりに試合に出てくれないか」

「僕が？」

「ああ。試合まで三日あるし、基本的なルールと技術を押さえればそれなりに戦える。こうして出会ったのも何かの縁えんだ、助けてくれないか。この通り」

　箱崎は頭を下げて僕にお願いした。

「そんなこと言われても」僕は慌あわてて言い返した。「僕は、運動は得意じゃないよ。君の期待に沿そえるかどうか」

「そこをなんとかお願いしたい」

「優勝を賭かけた大事な試合なのに、素人しろうとが出てもいいの」

「試合せずに負けるよりははるかにましだ」

　その時、店員がやってきてアイスコーヒーとチョコパフェを置いていった。

　箱崎は僕の眼前にあるチョコパフェをじっとみつめて言った。

「それ、好きなのか」

「うん。大好物」

「試合に勝つことができたら、チョコパフェ五つをおごるが、どうだろう」

「その話乗った」

　僕は即そく答とうして手を差し出した。箱崎はすぐさまその手を取り、握あく手しゆした。

「手付け金として、まずはそのパフェの代金を払はらおう」

　契けい約やく成立である。

　しばらくしてから、我ながら早まったかな、という気がしてきた。が、悪いことではあるまい。僕には、巨きよ大だいなしゃもじを抱かかえた魂裸醒を捜さがし出すという義務がある。それにもう一つ、好こう奇き心しんがあった。巨大しゃもじを使うスパイクボールとは一体いかなるスポーツなのか。

　もっとも、後日の僕がこの時の僕にメッセージを送ることができたら、こう言っていただろう。「好奇心が殺すのは猫ねこだけではない」と。







　箱崎の指示通り、僕は午後十時に市内某ぼう所しよの集落センターに出向いた。

「…………」

　月げつ齢れいは満月に近いはずだったが、空が曇くもっているおかげでセンターの庭──いや、一応グラウンドと呼ぶことにしよう──は暗かった。それでも何人かの人間がグラウンド上で動いているのが見える。近寄っていくと、脇わきの方にいた一人が僕に気づいて、迎むかえに来た。片足をひょこひょこさせているので、暗くら闇やみの中でも箱崎だとすぐわかった。

「おーおーよく来てくれた。みんな集まれー」

　かけ声に応じて、そこかしこで柔じゆう軟なん体操や素す振ぶりに打ち込んでいたメンバーも集まってくる。全部で五人、箱崎を加えると六人。これがサイクロプスの全メンバーであるらしい。

「彼が俺の代役だ」

　紹しよう介かいに合わせて、僕は頭を下げた。

「三鶴城大助です。お手て柔やわらかによろしく」

「……三さん助すけ、おめェこんなところでなにやってんだ」

　聞いたことのある声に、僕は顔を上げた。

　メンバーの中に一人、髪かみの毛が竹たけ箒ぼうきのように逆立っている奴やつがいた。そいつは、顔半分を隠かくしているゴーグルを額に押し上げた。

　現れたのは、長坂陵りよう梧ごの顔だった。

「長坂！　なんでこんなところにいるの」

「そりゃ俺の台詞せりふだぜ」

「なんだ、おまえら知り合いか。じゃあ、任せていいか？」

　箱崎が長坂に言うと、長坂は首を振った。

「任せとけ。こいつを三日で悪あく魔まもビビって逃げ出す殺さつ戮りくマシンに仕上げてみせる」

　その言葉を受けると、一同は解散して思い思いにトレーニングを再開した。

「さて」長坂は僕に向き直り、「おめェ、なんの気まぐれでスポーツをする気になったんだ」

「失礼な。僕だって、時には健全な汗あせを流したくなる時もある」

　そう答えてはみたものの、長坂はますます怪あやしむような表情を見せる。

「もしかして箱崎を怪け我がさせたのはおめェか」

「言いがかりもはなはだしい」

　僕は、薄はく暮ぼの時間に巨大なしゃもじ型の魂裸醒を振るう男と遭そう遇ぐうしたことを長坂に話した。

「試合に参加すれば、そいつが何者なのかあたりをつけられると思ったんだ」

「九里浜に言えば、勝手に捜してくれるだろォが」

　九里浜探たん偵てい局きよく（仮かつこかり）局長の名を、長坂は挙げた。僕は首を横に振った。

「まだ話していない。こんな変な時間に呼び出されたもんで。というか、なんでこんな遅おそい時間に練習やってるの」

「そりゃ簡単だ。練習してるところを人に見られたら、警察に通報されるからだ」

「……なんですと」

　僕は聞き直した。すると長坂は額のゴーグルをはめなおした。眼め鏡がねごと覆おおう、スキー用のゴーグルである。

「こんな風に顔を隠した男連中が、こぞって巨大しゃもじで殴なぐり合ってるんだ。ちょっと見には乱らん闘とうにしか思えねェだろ。しかもみんなでこんなもの追いかけてるしな」

　足あし下もとに転がっているボールを拾い上げて、見せつける。

　それは、ボールと呼ぶにはあまりにもトゲトゲしていた。直径十センチの球から長さ五センチのとげが全方位に伸のびている。とげの先せん端たんは丸まっているので、触さわって皮ひ膚ふに刺ささるということはないが、それでも非常に禍まが々まがしい姿をしていることに間ま違ちがいはない。まるで海に浮うかぶ機き雷らいのようだ。

「えーと、スパイクボールってのは立派なスポーツだと聞いてたんだけど」

「立派なスポーツだ」長坂は力説した。「ま、少々成り立ちは特とく殊しゆだがな。そもそもスパイクボールってのは、中世の頃ころ、ドイツあたりにあった小王国で行われていた、死し刑けい囚しゆうの処刑方法が起源だ」

「そんな物ぶつ騒そうなものがどうしてスポーツになるのかな」

「話は最後まで聞け。当時の王様が酷こく薄はくな人だったそォで、死刑囚同士で鉄球を投げ合わせ、生き残った方を釈しやく放ほうするという見せ物をやっていたらしい。お互たがい必死になって投げ合うもんだから、生き残った方も瀕ひん死しの状態だ。中世の医い療りようレベルじゃ百パーセントのたれ死にする」

「鉄球のぶつけ合いなんてしたら、今の医療技術でも十分死ねると思うけど」

「まあな。とにかく、生き延びるという希望をちらつかせてもてあそび、その姿をワイン片手にゲラゲラ笑いながら観戦する、という残ざん虐ぎやくな処刑法だったそォだ。やがてその王様は隣りん国ごくから攻せめられて殺されたが、彼の非道の行いを忘れるべからず、として毎年祭りでトゲ付き鉄球の投げ合いが行われるようになった。それがスパイクボールの原型なんだ」

「にわかには信じ難がたい経緯いきさつだ」

「スポーツなんてそんなもんだ。古代ローマ軍の乗馬の基き礎そ訓練が、あん馬という競技になったってェ例もある」

「それにしても、ずいぶん詳くわしいね」

「ミステリー研で中世の拷ごう問もんの研究をしていたら、たまたま突つき当たった。興味を持って調べてみたら、平磐に同好会チームがあるってんで参加したんだ」

「はあ。そうですか」

　相変わらず、よく分からないことを研究したがる奴である。

「スパイクボールのモットーは、『相手を殺して生き延びる』という精神だ。だから、クソタレ荒あらっぽい。そこんとこを踏ふまえておいてくれよ」

　長坂はグラウンドの隅すみに積まれた備品の山の中から、一本の巨きよ大だいしゃもじと一枚の板きれを持ち出して僕に手て渡わたした。

　板きれには一筋の細い穴が開いていて、その左右から紐ひもが伸びていた。イヌイットが着用する遮しや光こう板ばんを想起させる代しろ物ものだ。

「鉄球から目を守るためのものだ」長坂は自分のゴーグルをつついた。「伝統的に、顔面を守るものを着用することになっている。競技用の球はトゲが丸めてあるから、怪我をする恐おそれはないんだがな」

「僕もこんな貧びん乏ぼうくさいやつじゃなく、そのゴーグルみたいなものが欲しいんだけど」

「自前で用意しろ。文句を言わねェでさっさと装備してくれ。練習を始めるぞ」

　長坂の言葉に唯い々い諾だく々だくと従い、僕は遮光板を取り付けた。こんな細い隙すき間まで本当に視界が取れるのだろうか、と心配になったが、着用してみると思いの外視界は広い。なんの問題もなさそうだ。

　巨大しゃもじを両手で担かついで振ふってみる。見た目なりの重さはあるが、それほど苦労するものでもない。

「どんな感じだ」

「アザラシを一発で殴り殺せそうな気がしてきた」

　僕の返事を聞くと長坂は箱崎に声を投げた。

「こっちは準備できたぜ」

　その言葉を受けると、箱崎は頭上で手を打ってメンバー全員の注意を集めた。

「よーし、三対三で実戦練習すんぞー」

「ちょっと待って」僕はすぐさま言った。

「いきなり実戦するの!?」

「時間がねェからな。実戦で手っ取り早く覚えるのが一番だろ」

　情け容よう赦しやないことを言う長坂。僕はあくまで食い下がった。

「ルールの一つも教えてもらってないのに、どうしろっての」

「基本的なルールは簡単。スティックでボールをつついて敵のゴールに放ほうり込む、以上だ。細かいルールは色々あるが、そりゃ試合の流れで覚えていけばいい」

「マジですか」

「まあまあ、なんとかなるだろォよ」

　長坂は僕の背中をどついてグラウンドに向かわせた。

　全員でグラウンドに出て、三対三に分かれる。僕は長坂と同じチームに入った。

「んじゃ始め」

　審しん判ぱん役の箱崎が試合開始を宣言する。笛すら吹ふかないあたりが、安っぽさを醸かもし出していた。

　グラウンド中央に置かれたスパイクボールを長坂がしゃもじで器用に拾い上げ、前方へ投げる。と、もう一人のチームメイトが着地点へ走り込み、しゃもじの面でボールを受け止めた。ボールをしゃもじで押して転がしつつ、走って敵てき陣じんへ切り込む。このスポーツのドリブルはあのようにやるらしい。

　僕も合わせて逆サイドから上がった。巨大しゃもじを担いで走るのはなかなか骨が折れる。

　チームメイトが敵選手に囲まれる。こっちによこせ、と僕はしゃもじを振って合図した。

　チームメイトはボールを打ち放った。予想外の速度で吹っ飛んできたボールを、僕は顔面にブチ当たる寸前にしゃもじで跳はね返した。ボールはふらふらと空中に舞まい上がる。なんとか地面に落ちる前に拾おうと、僕は大きく踏み出した。

　その瞬しゆん間かん、敵選手の巨大しゃもじが僕の鳩みぞ尾おちにヒットした。

「グ!?」

　苦しさのあまり声も出ない。

　動きが止まったところへ、二人目の敵選手による側頭部への一いち撃げき。僕はたまらず地面に昏こん倒とうした。

　と、空を飛んでいたボールが僕の顔面に落ちてきた。二人の敵選手は、そのボールを狙ねらってしゃもじを振り下ろしてきた。

「ちょっと待ってー！」僕は絶ぜつ叫きようした。「これってルール違い反はんじゃないの!?」

　二本のしゃもじは、僕の顔面を潰つぶす一センチ手前でストップした。二人の敵選手は顔を見合わせる。それから、審判役の箱崎へ声を投げた。

「おーい。三日後の試合ってフリードリヒルールだっけ？」

「違ちがうぜ」箱崎は首を振った。「試合はオレンジルールだ」

　答えを聞くと、二人は僕に向き直った。

「じゃあ問題ないわけだ」

　そして、情け容赦なく僕に向かってしゃもじを何度も何度も打ち下ろした。

「ギャオアァァ──ッ！」

　僕は絶叫した。が、僕に助けの手を差し伸のべてくれるものは誰だれ一人ひとりいなかった。







　翌日。

　昼休み、きっちり制服を着込んだ夏月がふらりと教室に姿を現した。

「あれ」僕は驚おどろいた。「どうしたの夏月。今日も家で寝ねてるんじゃなかったの」

「いえいえ、一応朝から学校に来てたんですよ。来てすぐに保健室に行ったら、保健の先生に捕つかまってベッドに押し込まれただけで。……うう」

　言葉を切ると、夏月はポケットティッシュを取り出し、洟はなをかんだ。

「そんな状態で、どうして学校に来たの」

「朝はもっと調子が良かったんですけどね……。さすがに、もう帰ります」

「まじめだねえ、夏月。こんな時は治るまで寝てりゃいいのに」

　よく見れば、夏月の机にはカバンがぶら下がっていた。僕はそれを取ってあげようと手を伸ばした。

「うわ」夏月は驚きに目を剝むいた。「大助君、どうしたんですかその腕うで」

　昨晩ゆうべの練習のせいで、僕の両腕は痣あざだらけだった。朝起きて改めて見直した時、我ながら気持ちが悪くなったほどである。親から虐ぎやく待たいを受けている子供にしか見えない。長なが袖そでのシャツを着て学校に来ようかとも思ったのだが、残念なことに今日は気温が高く、半袖でなければとうてい生きていけそうになかった。仕方なく二の腕を晒さらしているというわけだ。

「あいつに聞いてほしい」

　教室の前方を指さす。ちょうど、長坂が僕たちの教室に入ってきたところだった。

「いやァ、まだ生きてるよォでなによりだ。練習に参加したご感想は」

「学生闘とう争そうの内ゲバをバーチャル体験できたような気がする。あのオレンジとかいうルールは何なの」

「二つの説がある。昔トゲ付き鉄球の代わりにオレンジを使っていたという説と、ボーア戦争の頃ころ、オレンジ自由国に駐ちゆう屯とんしていた英国兵が編み出した、黒人奴ど隷れいを合法的に叩たたきのめすためのルールという説。どっちにせよ、極きわめて荒あらっぽいルールなんだ」

「夜よ闇やみにまぎれて行わなければならない理由がだんだんわかってきた」

「あいつらに悪気はないってことだけはわかってくれよ。優勝賞金がかかってるんだから」

「優勝賞金が出るの？　なかなか豪ごう気きだね」

「全員が拠きよ出しゆつした参加費を充あててるだけだがな。一口千円で、一人何口参加費用を払はらってもいいことになっている。で、その時に優勝チームを予測して申告しておく。予想が当たれば優勝賞金が支し払はらわれる、ってェわけだ」

「えーと、それは優勝賞金ではなく、配当金と呼ぶべきじゃあないのかな」

「なんの話なんですか？」

　戸と惑まどう夏月に、僕は事情を説明した。

「……というわけで、あと二日で三助にスパイクボールの基き礎そを叩き込んでやる必要があるんだよ」

　長坂が説明を締しめくくる。

「大助君、相変わらず人から頼たのまれると断れないんですね」

「まことに申し訳ない」

　夏月は、呆あきれと笑いの入り交じった顔を僕に向けた。

「いえ、それは大助君のいいところですよ」

「そうかなあ」

　今回は、パフェでものの見事に買収されてしまったのだ。あまり人に誇ほこれるようなことではない。今こうしてひどい目に遭あっているのは、僕のあさましい心を罰ばつする神意ではないのだろうかという気がしてきた。

「でも、これはひどいですねえ」再度僕の腕に目をやって、夏月は嘆なげいた。「私が代わりに入りましょうか？　試合の日くらいなら風か邪ぜも治ってると思いますから」

　そう言って、夏月は再度洟をかんだ。

「いや、君は身体からだを治すのに専念して」僕は申し出を拒きよ絶ぜつした。「それに、僕の祖父はいまわのきわにこう言い残した。『人から信しん頼らいされる人間になるためには、約束は絶対守ること』」

「俺も似たような言葉を教わったことがある」長坂も言う。「『人からの信頼を落とさないためにも、約束は絶対するな』」

「タイムマシンで昨日に戻もどって『絶対引き受けるな』と自分に言えたらどんなにいいやら」

　今いま更さら後こう悔かいしても詮せん無きことである。一度した約束は果たさねばならない。たとえ、予期し得なかった困難があとからわいて出てきたとしても、だ。まあ、スパイクボールというスポーツの性質を予期するだなんて絶対不可能ではあるが。

「夏月は僕のために祈いのってほしい。もしもの時は、僕の魂たましいが無事に天国にたどり着けるように」

「……スパイクボールって一体どういうスポーツなんですか……？」

「ねえ、さっさと来なさいよぅ。お昼ご飯の時間でしょ」

　突とつ然ぜんの声に見やれば、教室のドアの所に九里浜が立っていた。返事も待たずに、つかつかと僕の机めがけてまっすぐやってくる。

　九里浜は僕の腕を物もの珍めずらしそうに見つめた。無造作に手を伸のばしてつかむと、雑ぞう巾きん絞しぼりの要領で思い切りねじり上げる。

「ギャオァァ──ッ!!」

　僕は絶ぜつ叫きようした。次の瞬しゆん間かんには反射的に回し蹴げりを放っていた。九里浜は身を反らして回かい避ひし、僕の手の届かないところまで後退する。

「九里浜！　僕を殺す気かッ」

　腕をさすりつつ怒ど鳴なる。ところが九里浜はどこ吹ふく風という具合で、

「それ、ホントに痣あざだったの？　単なる汚よごれだと思ったんだけど」

「こいつ、昨日からスパイクボール始めたんだよ。で、明後日あさつての試合に出る」

　九里浜はぽんと手を打った。

「明後日の試合？　あ、そーなの。なら納なつ得とくね」

　なにやらスパイクボールのことを知っているような口ぶりである。

「九里浜、スパイクボールを知ってるの」

「常識じゃないのよぅ。それとも何？　三助知らなかったの？」

「知らなかったらしい」長坂が付け加えた。

　そう聞くと、九里浜は僕に哀あわれむような目を向けた。

「それで明後日試合に出るの？　三助、死にたいわけ？」

「……そう思われても仕方ないかもね」

　僕は事情を話した。いかにも好きそうな話だ、食いついてくるかと思ったのだが、予想外なことに九里浜は怪け訝げんそうな顔を見せただけだった。

「そう。まあ、ボチボチ調べとく」

　探たん偵てい活動に血道を上げる九里浜にしては、あまりにも控ひかえめな言い方だった。そして、すぐに話題を元に戻す。

「……なんなら、このあたしがあんたに色々ルールを教えてあげてもいいけど」

「断る」僕は即そく座ざに答えた。

「教えてもらえ」長坂も即座に言った。「昼間はルールの勉強、夜間は実戦。スパイカー速成にこれ以上適した環かん境きようはない」

「あのね。九里浜にひとたび借りを作ったら、あとでどんな目に遭わされるか知れたもんじゃないだろ」

　九里浜は無造作に手を伸ばして腕うでをつかみ、雑巾絞りの要領で思い切りねじり上げた。

「ギャオァァ──ッ!!」

「失礼なこと言いなさんな。あたしだって、時には慈じ悲ひの心を起こすこともあるのよぅ。それとも、訳の分からないルールに翻ほん弄ろうされて、九十分間一方的に殴なぐられたいの？」

「……お願いします」

　屈くつ辱じよくを感じずにはいられなかったが、そこを耐たえて僕は頭を下げた。







　土曜午後九時四十分、場所は河か川せん敷しきグラウンド。川から吹き付ける風が、冷たく背筋を撫なでていく。今から汗あせを流す環境としては、なかなか悪くない。天高く皓こう々こうと輝かがやき続ける満月の光が、空気をますます寒々としたものに思わせる。今はもう夏だというのに。

「月がかなり明るいな。気をつけろよ」

　月を見上げて、長坂は言った。

「なんでまた？」

「陰いん影えいがはっきり出ると、ボールが影かげに入った時かなり見分けにくい。最初から闇やみ夜よだったら、目が慣れるんだがな。……ルールはばっちり叩たたき込んできただろォな」

「その点は心配無用。昼間に集中講義を受けてきた。今の僕なら、ルールの盲もう点てんを衝ついて江え川がわを巨きよ人じんに入団させることもできる」

「……スパイクボールにはドラフトもクソもねェんだがな。九里浜は来てねェのか？」

　河川敷の堤てい防ぼうの斜しや面めんに、数名の観客が陣じん取どっていた。優勝決定戦を見にやってきた、他チームの選手なのだろう。その中にさりげなく夏月も交じっていたが、九里浜の姿はない。

「さあ。別の用事がある、とか言っていた」

「三助くーん！　頑がん張ばってくださーい！」

　手を振ふりながら、夏月が声せい援えんを送ってくる。夏月の容態はめきめきと快方に向かい、今ではなんの問題もなく出歩けるようになっていた。今もって少々鼻声ではあるが、完治はもはや時間の問題のようだ。

　サイクロプスのメンバーは、既すでに全員が集合していた。長坂を除く全員が一本線の遮しや光こう板ばんをかぶっている。道具に金がかかっている、とはとても言えたものではない。この遮光板、チーム発はつ足そく以来の伝統の一品という話だが。

　やがて、堤防の方に二列縦隊に並ぶ人の列が見えてきた。彼らは階段を降り、規則正しい隊列を保ちながら試合会場に近づいてくる。

「おっと、カルネアデスのお出ましだな」

　彼らの姿を認め、箱崎は言った。

　こいつら、なかなか士気が高そうだ。まず第一に、全員が背番号をつけている。着ているもの自体は全員バラバラで、Ｔシャツの柄がらだったり他のスポーツのレプリカユニフォームだったりするが、一応全員番号による認にん識しきができる。

　そしてもう一点。カルネアデスメンバーは全員、ホッケーマスクを着用していた。なんだか、ホラー映画の有名キャラクターが細さい胞ぼう分ぶん裂れつして増ぞう殖しよくしたかのような光景だった。

「どう思う」

　長坂が僕に聞く。僕は短くコメントした。

「スパイクボールの精神は『相手を殺して生き延びる』だったよね。チーム名がカルネアデスとは、なかなかとんちが利きいている」

　審しん判ぱんは通例、別のチームの選手がつとめるのだという。この日の審判役の人は、今期最下位になったブラックソックスというチームの主将とのことだった。野球の審判が使うマスクとアメフト用のショルダーを装着しており、これまた気合十分という感じである。

　彼が号令をかけると、両チームの選手がグラウンドの中央に集まり始めた。僕も慌あわてて他の選手の後を追った。

　一人だけ、選手でない人間も集まっていた。箱崎が、カルネアデスの主将とおぼしき人物のもとに行き、なにやら文句をつけ始めた。

「一つだけ言いたいことがある、軽かる田た。三日前、俺を襲しゆう撃げきして来た奴やつがいる。おかげで俺はこの通り、試合には出られねえ」

「それはそれは」慇いん懃ぎん無礼な口調で、軽田と呼ばれたカルネアデス主将は言った。「かわいそうに。この大事な試合の前に怪け我がをするとは、心中お察ししますよ」

「とぼけてんじゃねえぜ、この野や郎ろう。おまえらじゃなかったら、誰だれが俺を襲おそうってんだ。それにな、襲撃者はホッケーマスクを被かぶっていたんだ」

「ホッケーマスクなんてどこでも買えますよ。そいつの顔は見たんですか？」

「それは、──」

　箱崎は言葉に詰つまった。軽田は嵩かさにかかって言い立てる。

「我々も、マスクを脱ぬいで素す顔がおを見せるのにやぶさかではありませんがねえ。でも、犯人の顔がわからないというのでは意味が無いじゃないですか」

　箱崎は全く納なつ得とくしていなかったが、それでもこの場は引かざるを得なかった。

　さて、この中に本当に箱崎を襲ったしゃもじ仮面がいるのだろうか？

　動機は明めい瞭りようだ──この勝負にかかった、優勝賞金。他ほかにあるか？

　問題は、しゃもじ仮面を捜さがし当てる方法だ。カルネアデスのメンバーは、全員が全員しゃもじ仮面の格好をしている。全員がそれらしく見えて仕方がない。

　今のところ、向こうがボロを出すのを待つより他にない。この試合に勝利することが目的であるならば、魂裸醒の力で試合をコントロールしようと考えるはずだ。試合が一進一退の好勝負になれば、しゃもじ型魂裸醒を出してくる可能性は高いと思うのだが……

　審判の指示に従い、出場選手がチームごとに並んで向かい合う。一方の列は全員がホッケーマスクを被り、一方の列は遮光板を装着している。太陽の光の下でこんな光景を見かければ、誰だって警察に通報する。文字通り、決して日の当たらない闇のスポーツなのだ。

「あの二人に注意しとけよ」

　隣となりに立つ長坂が、すぐ向かい側の二選手を指さした。一人は巨漢で一人は小こ柄がら、と非常に対照的なコンビである。小柄な方は６という数字の書かれたＴシャツを、大おお柄がらな方は66という背番号が縫ぬいつけられたプロ野球チームのユニフォームを着用していた。

「背番号から、ビーストナンバーズと恐おそれられている。クソタレ容よう赦しやない反則技わざを使ってくるから、近づかれたら注意しろよ。気がついたらグラウンドで血を吐はいて気絶してました、てなことになりかねねェ」

「了りよう解かい」

　一つだけ言えるのは、このコンビはどう間ま違ちがってもしゃもじ仮面ではないということだ。体型があまりに違いすぎる。だが、他の四人や補欠の三名は可能性としてあり得うる。一体どいつが箱崎を叩たたきのめしたのか。

　だが、まずは試合に集中だ。

　コイントスが行われ、カルネアデスボールでゲームを開始することとなった。早さつ速そくグラウンド中央にボールが置かれ、審判が笛を吹ふく。周辺の環かん境きように配はい慮りよした、非常に小さい気の抜ぬけた笛の音だった。

　背番号６の選手が、ボールを拾い上げて後方の味方にパスを回す。パスを受けた選手は前方へ大きくボールを放ほうったが、長坂がしゃもじを伸のばしてそれをカットした。跳はねたボールを空中で打ち、僕の方に送り込む。

　僕はこれを叩き落とし、地面に転がした。パスの受け方と渡わたし方は、三日間の付け焼き刃ばながら、覚えた。タイミングを見計らい、前線に切り込んだ味方選手の下へとパスを打ち込む。

　直後、相手の背番号６のしゃもじが僕の脳天に炸さく裂れつした。

「ぎゃッ!!」

　たまらず僕はその場にもんどり打って倒たおれた。三秒間の茫ぼう然ぜん自じ失しつのあと、その場を駆かけ去っていく背番号６が目に入った。

「反則だ！」

　頭を押さえつつアピールしてみたが、審しん判ぱんも誰も反応しなかった。

「さっさと起きろ」長坂が僕の襟えり首くびをつかんで持ち上げる。「まだインプレー中だ」

「今の反則だろ！　レッドカードだって」

「今のプレイ、審判には見えてねェ」

　言葉少なに説明する。

　と、この時ボールがゴールラインを割り、一時的に試合が中断された。それを見て、長坂はさらに説明を付け加えた。

「おまえが殴なぐられた瞬しゆん間かん、相手チームの選手がスティックを持ち上げて、審判の視界を塞ふさいでいたんだよ」

「そんなのありか」

「何のためにスティックがクソタレでけェしゃもじみたいな形をしていると思ってんだ」

「……なるほど」

　思わず納得してしまった。

「ブラインドプレイつって立派なテクニックの一つだよ。カルネアデスはそういう連係プレイをしっかりやってくるから強いんだ」

　そこまで言うと、長坂はポジションに戻もどっていった。

　反則技も見えなきゃＯＫだなんて、僕がプレイしているのはスポーツなのか、それともスポーツの名を借りたケンカなのか？

　答えを見いだせぬまま、僕は試合に復帰した。







　均きん衡こうが破れたのは前半四十分頃ころだった。この日何度目か数える気にもならないが、またしても相手選手の打ったボールが僕の股またの間をくぐり抜けていった。ゴール前で待ち受けるのは背番号66の巨きよ漢かんと、その66番をマークしている長坂だ。

　一瞬早く、長坂がボールを捕とらえるはずだった。ところが、長坂のしゃもじがボールをクリアするその寸前、背番号６の小柄な選手が長坂の背後からスライディングを仕し掛かけた。

「しまっ……！」

　長坂は完全に不意を突つかれ、足あし下もとをすくわれて転てん倒とうした。その隙すきに66番がボールを叩きつける。シュートはキーパーの横を抜け、ゴールネットに突き刺ささった。

　歓かん喜きの輪を作って66番を称たたえるカルネアデスを尻しり目めに、僕は長坂の所に駆け寄った。

「長坂、大だい丈じよう夫ぶか」

「なんとかな……」

　長坂はしばしの間仰あお向むけに寝ね転ころがっていたが、勢いよく上半身を起こした。しゃもじで地面を叩いて悔くやしがる。

「俺としたことがしくじったぜ。今のはビーストナンバーズお得意の攻こう撃げきだってェのに……まあいい。点を取られたら取り返す。俺たちが勝つにはそれしかねェ」

　プレイ再開後も、カルネアデスの攻勢は続いた。速攻でボールを押し込み、サイドからのクロスを上げる。が、味方選手がこれを途と中ちゆうでカットし、即そく座ざに前線に打ち上げた。合わせて味方四人が一挙に敵てき陣じんに突っ込んでいく。カウンター攻撃である。

　カルネアデスの対応は早かった。すぐさま自陣に戻り、固い守りを見せる。敵味方入り乱れてボールにまとわりつき、相手ゴールの正面でもみ合いになる。

　ここはなんとか無理矢理にでも押し切りたい。と、ボールが横手に大きく転がり出た。

　ボールの行き先には、フリーの長坂が回り込んでいた。十分にゴールを狙ねらえる位置だ。

　ビーストナンバーズはもみ合いの中から抜け出せずにいる。決定的なチャンスだ！

「叩き込めェェ──！」

　僕は後方から絶ぜつ叫きようした。

　長坂はボールに食くらいつき、本能的にしゃもじを振ふり上げた。

　その時、二つのことが同時に起きた。

　急に、強風にあおられたように長坂の身体からだがよろけた。

　そして、カルネアデス66番が咄とつ嗟さに６番を担かつぎ上げると、長坂向けてブン投げた。

　６番はロケットランチャーの弾たまみたいにすっ飛んでいき、シュートの寸前、長坂の側頭部に跳とび蹴げりを食らわせた。体勢を崩くずしていた長坂は、なす術すべもなく直撃を受けて吹ふっ飛んだ。

　長坂のしゃもじは、かろうじてボールに当たった。が、シュートはあまりにも力無く、ボールは放物線を描えがいてキーパーの胸むな元もとに飛び、キーパーはボールを容易にキャッチした。

「今のはどう見ても反則だろ！　この、──」

　僕は声を荒あららげてアピールしたが、審判は無視してゴールを宣言、そして前半終しゆう了りようのホイッスルを鳴らした。

　どうやら、またもブラインドプレイがかっちり決まっていたらしい。諦あきらめて、僕は気絶したままの長坂を引っ張ってベンチに連れて帰った。

　ベンチでは箱崎がやかんを用意して待っていた。問答無用で長坂の顔に水をぶっかける。ほどなくして長坂は意識を取り戻した。

　少しの間長坂は呆ぼう然ぜんとしていたが、僕の姿を認めると、聞いた。

「……何があった」

「相手の６番の跳び蹴りを食らって気絶したんだよ。今はハーフタイムだ」

「クソッ。ビーストロケットを食らっちまったのか」

　どうやら、あれもビーストナンバーズの得意技わざらしい。

「ねえ、長坂」僕は長坂の耳元で呟つぶやくように言った。「ロケットを食らう前、勝手にこけたみたいだけど、どうしたの」

「あれか？」長坂は頭を押さえた。「なんだか、急に突とつ風ぷうにあおられてな。ものの見事に倒たおされちまった」

「……ほお」

　突風。僕は、しゃもじ仮面に襲おそわれた時のことを思い出した。奴やつは、しゃもじをうちわのように操あやつり、僕をよろけさせたのだ。

「それはおそらく、しゃもじ仮面の仕し業わざだよ。誰だれにやられたか、覚えてる？」

「わかるかよ。俺はボールを追っかけてたんだ。おめェこそどォなんだよ」

「僕もボールしか見ていなかった。試合中堂々と魂裸醒を使用するとは、何と大だい胆たんな」

「八阪井はどォだ？　ひょっとしたら見てたかもしれねェぜ」

　それもそうだ。

　堤てい防ぼうに腰こし掛かけている夏月を見やる。そこにはなぜか、カルネアデス背番号６が立って、夏月と何事か話していた。

　こもる熱気を嫌きらってか、背番号６が仮面を外す。月明かりの下に、小こ柄がらな人物の素す顔がおがさらけ出された。

　九里浜だった。

「九里浜ァァ──ッ!!」

　気がついた時には、僕は九里浜めがけてダッシュしていた。

　九里浜は僕の姿に気づいたが、逃にげるより速く僕の手が九里浜の肩かたをつかむ。顔をこっちに向けさせて、怒ど鳴なった。

「箱崎を襲ったのはキサマか!!」

「い、一体何のこと？」

　あさっての方向を向いてとぼけてみせる。

「それがスポーツマンのやることかこの野や郎ろう」

「ちょ、ちょっと落ち着きなさいよぅ。あたしがそんな卑ひ劣れつなことをするように見える？」

「見える」

　九里浜は鉄てつ扇せん型の魂裸醒、エア・キルを発現させると、間かん髪はつ入れず僕の頭をぶん殴なぐった。

「アホかッ！　あたしじゃないってのッ」

「噓うそつけ！」

「噓じゃないって。サイクロプスってメンバーがぴったり六人だから、一人でも欠けたら試合放ほう棄きするしかないじゃないのよぅ。あたしがこのスパイクボールを愛する最大の理由は、試合という名の下もとに敵選手をボコボコにできるからよ。試合を中止にするなんてもっての外ね」

「…………」

　納なつ得とくできる説明だった。そもそも、九里浜の魂裸醒は鉄扇であってしゃもじではない。

「ま、あたしがカルネアデスメンバーだってことを黙だまってたってのは謝るけど。……何日か前、あんたが箱崎襲しゆう撃げきのことを言ってたでしょ？　だから個人的に調べてみたわけ。でも、カルネアデスのメンバーに魂裸醒は一人しかいなかった」

　九里浜は、ビーストナンバーズの片割れ、背番号66を指さした。

「いや、箱崎を襲ったのは、ドラム缶かんを二つ重ねて手足を生やしたような奴じゃなかった。体型が違ちがいすぎる」

「でしょうね。それにあいつの魂裸醒はおたま型だから、人を殴るのは難しい。つまり、しゃもじ仮面はうちのチームにはいないってことよぅ」

「そんな馬ば鹿かな。ついさっき長坂がしゃもじ仮面のアタックを食くらったばっかだってのに」

「……本当に？」九里浜は夏月に顔を向けた。

「夏月、見た？」

「見てないです。完全にボールに気を取られてました。……あらかじめ言われていたら注意していたんですけど」

　少し考え込んでから、九里浜は言った。

「こう考えてみるのはどう？　フィールドをしゃもじ担いで駆かけ回っているのは、カルネアデスだけじゃない」

「……サイクロプスの中に真犯人がいるってのか」

「そもそも、カルネアデスのマスクを被かぶって箱崎を襲う、ってのは露ろ骨こつすぎだと思わない？　カルネアデスメンバーに罪をなすりつける目的でマスクを被った、ととるのが自然な考え方だと思うけど」

「動機は？　サイクロプスを不戦敗にして、なんでサイクロプスの人間が利益を得ることができるんだ」

「ンなこと、あんたが考えなさいよ。あんたのチームなんだから」

　…………

　話がややこしくなってきた。一体何がどうなっている？

　言葉に詰つまったちょうどその時、背後から長坂が歩み寄ってきた。

「残念なお知らせがある。相あい田だが足首を捻ねん挫ざして、後半出るのは無理そォだ」

　ベンチの方を見れば、箱崎以外にももう一人、足を引きずって歩いている人がいる。あれでは四十五分間跳とんだり跳はねたりするのは不可能だろう。

「マジかよ。僕みたいな素人しろうとを引き込んで、ここまでひどい目に遭あわせておいて、しまいには試合放棄か」

　僕は天を仰あおいで嘆なげいた。

「そこでだな、もォ一人素人を引き込みてェと思うんだが」

　長坂は言って、そばにいる夏月を指さした。







「ルールはだいたい見て覚えました」

　巨きよ大だいしゃもじを手て渡わたされた夏月は、何度か素す振ぶりして手の感かん触しよくを確かめた。

「即そく戦せん力りよくでいけそォだな。よろしく頼たのむぜ」

　長坂が期待のほどを述べると、夏月はにっこり笑って答えた。

「できるだけのことはやってみます」

「大だい丈じよう夫ぶかい？　病やみ上がりだろ」

　僕が声をかけると、夏月はにっこり笑って応こたえた。

「心配してくれてありがとうございます。でも、数日寝ね込んで身体からだがなまってたところなんで、勘かんを取り戻もどすのにちょうどいいと思うんですよ」

　そう言う夏月の様子に、もはや病の影かげはなかった。しおれていた癖くせっ毛も、今はピンと立って元気そうに揺ゆれている。夏月は遮しや光こう板ばんを装着して表情を隠かくすと、意い気き揚よう々ようとグラウンドの方へ走って出て行った。身体を動かしたくてうずうずしている風である。

　夏月の背中を歩いて追いながら、長坂は僕に言った。

「八阪井、気合十分みてェだな」

「うん。寝込んでよほど退たい屈くつしていたらしい」

　カルネアデスもグラウンドに出てきた。向こうは円えん陣じんをつくり、サイクロプスの新選手について話し合っていた。九里浜は夏月の実力を知ち悉しつしているだけに、口を酸っぱくしてチームメイトに警告している。もっとも、聞いている方は馬耳東風という感じだが。夏月も外見はちょっと背が高いだけの普ふ通つうの女の子である、なめてかかるのも当然だろう。

　後半戦開始の笛が鳴った。今度はサイクロプスボールで始まる。長坂はしゃもじでボールを跳ね上げると、ライトサイドの夏月の前方に送り込んだ。

　夏月は素早く前進し、ボールを拾った。

　そこへ敵選手が二人、左右から同時に襲おそいかかる。たとえ相手が女性であろうと、容よう赦しやする気は全くないようだった。しゃもじが夏月の側頭部に、脇わき腹ばらに同時に嚙かみつく──

「せやッ」

　寸前、夏月は地面を蹴けった。脇腹を襲うしゃもじを背面跳びの要領で越こえ、同時に側頭部を狙ねらうしゃもじをもするりと抜ぬける。

　そのまま一回転して綺き麗れいに着地、勢いを利用してスパイクボールをブッ叩たたいた。

　スパイクボールはうなりを上げて一直線にすっ飛んでいき、次の瞬しゆん間かんには敵ゴールの右上隅すみに飛び込んでいた。

　敵選手は、誰だれ一人ひとり一歩も動けなかった。

「ヒョー！　ナイスだ八阪井！」
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　五拍はくくらいおいてから、歓かん声せいを上げて長坂が飛び上がった。僕も合わせて夏月の下に駆けつけ、抱だき上げて振り回す。なんだかものすごい反則技わざを使ったような気もするが、先に向こうが魂裸醒の力を使用しているのだ、文句を言われる筋合いはない。







　その後、夏月には強きよう烈れつなマークが付くことになった。ビーストナンバーズ二名がぴったりと夏月について、自由なプレイをさせないようプレッシャーをかけまくる。一人に二人がつけば数的不ふ均きん衡こうが生まれるはずだったが、意外と両者の力は均衡していた。それもそのはず、有利なはずのサイクロプスには一人、三鶴城大助という素人選手がいたからである。

　プレッシャーが減ったおかげで、僕は前半よりは自由なプレイができるようになってきたが、飛んできたパスはキャッチし損そこね、こっちから打つパスは敵の手に渡り、とまるでいいところがない。長坂たちの好フォローもあって、失点には繫つながらなかったが。

　一進一退の攻こう防ぼうが続き、試合は膠こう着ちやく状態に陥おちいった。時間は刻々と過ぎていくが、どちらも決定機をつかむことができない。大きな動きが出たのは、誰もが延長戦を意識し始めた頃ころだった。

　何度目かのサイクロプスの攻こう撃げきが敵選手にカットされ、大きくクリアされた。放物線を描えがく軌き道どうで、ボールはサイクロプスのキーパーの手前あたりに落ちそうだった。

　ところが、カルネアデス66番が九里浜をまたも担かつぎ上げると、二、三歩助走をつけ、空飛ぶボールめがけ放ほうり投げた。

「ひっさァァツ！　ビーストハリケェェ──ン!!」

　空中であっという間にボールに追いつき、九里浜は下方へ叩きつけるような一撃を放った。

　普通では考えられない、高角度からのシュートだった。頭上から襲ってくるボールは地面に激げき突とつし、不規則なバウンドでゴールに飛び込もうとした。しかしキーパーはうまいこと反応し、手を伸のばしてかろうじてボールをはじき出す。

　ボールをはじき出したその先に、カルネアデス主将が猛もう然ぜんと突つっ込んできた。

　サイクロプスの選手は、まだほとんどが敵陣地内にいた。守備に残っているのは僕しかいない。

　カルネアデス主将は大きくしゃもじを振りかぶった。

「まず……！」

　僕は全力でボールに飛びつこうとした。ボールが取れなくとも、せめてシュートコースを防がねばならない。

　ところが、僕が駆かけ寄ってくるのを見ると、カルネアデス主将はボールをちょこんと叩いて逆サイドにパスを出した。その先にいるのは──着地した九里浜だ。

「もらった──ッッ!!」

　キーパーも完全にカルネアデス主将に気を取られていた。踏ふん張って逆方向に飛ぼうとするが、足あし下もとがずるりと滑すべって体勢を崩くずす。

　ボールが大きく空いたゴールに突き刺ささる──

「どああ──ッ!!」

　寸前、地面から一メートルの高度を保ったまま高速で飛んできた長坂が、しゃもじでシュートを跳はね返した。長坂はそのままゴールポストに激突、鉄球を鐘かね撞つき棒ぼうでついたようなものすごい音を立てながら、その場に沈しずんだ。

　キーパーは、すぐさまボールを押さえた。すんでのところで失点を防ぐ。

「長坂！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　僕は長坂のもとに駆け寄って抱き起こした。額が真っ二つに裂さけ、すごい勢いで鮮せん血けつを垂れ流していた。ゴーグルも砕くだけてしまっているせいで、血は眉まゆを濡ぬらし、目に入っている。それでも僕を見上げると、意外とはっきりした声で言った。

「……俺は大丈夫だぜ……勅て使し河が原わら……」

　頭を強く打ち付けたせいで記き憶おくが混こん濁だくしているらしかった。

「勅使河原って誰よ!?　というか、なにがあったんだ」

　その問いに答えたのは、後ろから近づいてきた夏月だった。

「私が、ジャイアントスイングで長坂君を投げました」

「何な故ぜに!?」

「俺がやってくれって言ったんだ。小こ比ひ類るい巻まきを責めるな」

　夏月を見ながら長坂が言う。

「小比類巻ってのも誰だ。というか長坂、なんでそこまで必死になるの」

「勝利を得るためには、ルールの範はん囲い内でどんなことだってする。それがスポーツマンシップってェ奴やつじゃねェのか」

「そりゃ確かに、『試合中、味方にジャイアントスイングをかけてはいけない』なんてルールはないと思うけど……」

「それより、時間がねェ。守りは捨てて全員で上がるぜ」

　血をダラダラ流しながらも、案外元気そうに長坂は立ち上がり、しゃもじを振ふり上げた。

「でも」夏月が指し摘てきする。「もう残り時間なんて数十秒じゃないですか」

「素す晴ばらしい作戦がある。小比類巻耳を貸せ」

　そう言って、長坂は夏月の耳元に口を寄せた。まだ記憶が混乱しているらしい。

　何事か囁ささやいてから、長坂は夏月の肩かたをぽんと叩たたいた。

「……そんなことしていいんですか？」

　驚おどろきの表情で夏月は長坂を見返した。

「ホイッスルが鳴るまではインプレーだ。ホイッスルよりほんの一秒でも早くシュートを決めれば、それでいい」

　冷静な口調で長坂が言うと、了りよう解かいしました、と夏月は頷うなずいた。

　試合再開。キーパーはカルネアデスの敵てき陣じん深くにボールを放り込み、味方全選手がその後を追った。当然これを警けい戒かいし、カルネアデスは全員防ぼう御ぎよに入っている。守りきり、あわよくばカウンター攻こう撃げきを決めるという態勢だ。

　当然、ゴール前で混戦となった。サイクロプスはなかなかシュートを放てないが、カルネアデスもボールを取り返せない。

　膠こう着ちやく状態を眺ながめながら、横手にいる審しん判ぱんは腕うで時ど計けいを見ている。今にも後半終了のホイッスルを吹ふきそうだ。

　その時、夏月が動いた。

　大きく大地を蹴けり、一人混戦を抜ぬけ出して空へ飛ぶ。

「逃にがすかッ」

　その動きに反応して、カルネアデス66番が夏月を捕つかまえようとした。しかし夏月はその手をすり抜け、逆に66番の肩を踏みつけてさらに高く飛ぶ。

　空中で一回転して、飛び降りた先は──審判の肩の上だった。審判に肩車してもらうかのように、腿ももで審判の頭を挟はさみ込む。

「せいやッ」

　夏月は体を丸めつつ、前方に身を投げ出した。つられて審判も背を丸め、でんぐりがえりみたいな感じで前方に転てん倒とうする。プロレスのホールド技わざみたいだった。

　プロレスであればそのまま相手をフォールするところだが、夏月はそうしなかった。審判の足首をつかむと、回転の勢いをさらに上げ、一個の車輪となって混戦の中へと突つっ込んでいく。

　審判が離はなれた場所にいたせいで、十分な助走距きよ離りが取れた。超ちよう高速で突っ込んできた人間車輪は、その進路にいる選手を片っ端ぱしから問答無用ではね飛ばしていった。

　ボウリングの球がレーンを走るように、夏月は直進していった。蛙かえるが踏ふみつぶされるような悲鳴が飛び、選手はピンのように舞まう。砂すな煙けむりとともに人間車輪はゴール前を突とつ貫かん、逆サイドまで一気に突き抜けていった。

　やがて、砂煙がすべて舞い落ちる。ゴール前に残っていたのは、僕と、力無くバウンドするスパイクボールだった。

「とうッ」

　僕はかけ声と共にしゃもじを一振り、ボールをゴールに叩き込んだ。

　人間車輪に巻き込まれた長坂がやっとの事で起きあがり、言った。

「一点を争う勝負の場合、審判に笛を吹かせねェようにして時間延長を狙ねらうのは常じよう套とう手段だ。俺たちの勝ちだ！」

　と、同じく人間車輪に巻き込まれたカルネアデス主将は膝ひざをつき、拳こぶしで地面を叩いた。

「畜ちく生しようッ。俺たちの負けだ！」

　あっさり敗北を認めた。どうやら、僕たちサイクロプスの勝利らしかった。

　夏月はホールドを解いて、僕の方に向かって歩み寄ってきていた。

　と、その背後で審判が立ち上がる。その顔には憤ふん怒どの表情が表れていた。当然といえば当然だが。

「……こんの野や郎ろうッ」

　次の瞬しゆん間かん、審判の姿が二重にぶれた。現れた幽ゆう体たいがかたどる、魂裸醒の形状は──

　しゃもじだった。しゃもじを大上段に掲かかげ、審判は夏月の頭上を襲おそう。

「夏月！　危ない！」

　僕の声に素早く反応し、夏月は振り向くと同時に魂裸醒ブルー・ハンマーを発現させた。青い手てつ甲こうで、しゃもじを受け止める。

「そいつだ！　そいつが箱崎を襲った奴だッ」

　僕は叫さけんで、ダッシュした。二人のもとに駆かけ寄りながら、パープル・シックルを発現させる。

「……！　てめえはあの時の……！」

　棍こんの形状をした魂裸醒を見て、審判も僕のことを思い出したようだった。その途と端たん、

「クソッ！」

　しゃもじで風を起こし、夏月をふらつかせると、身を翻ひるがえして逃げ出した。それは事実上、自分の犯行を自白したも同然だった。

「長坂！」

「おォよ」

　僕の呼び声に応じて、長坂が魂裸醒ナイン・トゥ・ファイブマンを発現させる。ネクタイの形状をした魂裸醒は、蛇へびのごとくグラウンドを這はうと、あっという間に審判の両足にからみついた。

「うげぇッ」

　なす術すべもなく、審判は前のめりに突っ伏ぷした。彼が頭を上げた時には、既すでに夏月が回り込んでいた。

「魂裸醒の力を私利私欲のために使う人間を許すわけにはいきません……撲ぼく滅めつします！」

　審判がしゃもじで身を守ろうとするより早く、夏月の神速の拳が審判の頭を打ち抜いた。マスクを軽く砕くだき、頭部を地面に埋うずめるような勢いで叩たたき伏ふせる。

　審判はぴくりとも動かなくなった。

　試合中のプレイであればレッドカードどころか永久追放ものの暴力行こう為いだったが、ホイッスルを吹く者はいなかった。







　翌日日曜の午後、箱崎の提案で小さな祝勝会が行われることになった。助っ人として参入した僕と夏月の活かつ躍やくを特に称たたえるためのものである。

　指定されたのは病院近くの喫きつ茶さ店てんで、僕は時間通りに店に入った。既に長坂と夏月が店に詰つめていた。が、箱崎の姿が見えない。

「よォ。箱崎はちょっと遅おそくなるそうだ」

　そう前置きして、長坂は切り出した。

「ブラックソックスの主将の黒くろ江えから話を聞いた。結局のところ黒江の野郎、賞金のために箱崎を襲ったらしい。カルネアデスの優勝に賭かけて、──じゃなくて優勝予想をしていたそォだ」

「なんでそんな奴やつに審しん判ぱんをさせたの」

「他人名義で金を払はらっていたらしい。いみじくもチームの主将という手前、他のチームの優勝に賭けるわけにはいかなかったんだろォな。で、カルネアデスに有利なゲームコントロールを行うために、審判役に名乗りを上げた、と。実際のところ、審判をやりたがる人間はそういない」

「そりゃそうだろう。……そういえば」夏月に小さな声で聞いた。「その黒江って奴の処置はどうしたの」

「彼の魂裸醒は封ふうじました」夏月も小声で言い返す。「彼の犯おかした罪は軽けい微びなものですけど、悪質ですからね。ほうっておけば再犯もあり得うる、と判断しました」

「それがいい」長坂は同意した。「スポーツマンシップを知らねェ愚おろか者に、魂裸醒を持たせるのは危険なことだ」

「スポーツマンシップを持っている人間は、そもそもスパイクボールなんかに手を染めないような気がするな」

　そうこうしているうちに箱崎がやってきた。

「よォ箱崎」長坂が声をかける。「さっそく祝勝会と行こォぜ」

　箱崎は取り繕つくろった笑えみを浮うかべるだけで、何も答えなかった。

　僕は悪い予感を感じ取った。

「なんかあったの」

「いやー、実はだね」箱崎は重い口を開いた。「ついさっきまで、他のチームの主将たちと協議していたんだ」

「……何を？」

「結論から言うと、昨日の試合は審判に問題があったということで、無効になった。次の土曜日に再試合を行う」

「なんだって」

「ついては三鶴城」箱崎は僕の顔を見た。「もう一回試合に出てくれないか？」

「もうイヤだ！」

　僕は即そく答とうした。

「イヤなら仕方がない」箱崎は肩かたをすくめた。「それじゃ、パフェをおごることはできないな。試合に勝った時の報ほう酬しゆう、ということで約束したはずだ。イヤなら前まえ払ばらいしたパフェ代を二倍にして返せ」

「なんという卑ひ劣れつな。消費者センターに訴うつたえるぞ」

「卑劣もクソもない。サイクロプスの勝利に寄き与よしない者に報酬は払えない」

「スパイクボールの試合に出るという艱かん難なん辛しん苦くは、チョコパフェ五つでは到とう底てい埋うめ合わせられない。謹つつしんで辞退させて頂きます」

「なんなら、チョコパフェ増やすけど？」

「ム」

　僕は言葉に詰まった。

「箱崎だけに出資させるのも忍しのびねェ。俺もパフェ代出すぜ」

「大助君がどうしてもイヤだって言うんなら、代わりに私が出ますけど……」

　長坂と夏月が口々に言う。

　どうやら、僕の運命は決まっているみたいだ──これから一週間、しゃもじでひたすら殴なぐられ続けなければならないらしい。己おのれの運命を呪のろい、僕は一人心の中で涙なみだした。そしてやってきたウェイターにチョコパフェを注文したのだった。






















　その池は、想像していたよりはるかに大きかった。周囲を森やら水草やらに囲まれているため、全容は杳ようとして知れない。池の中央に浮いている島にも木が密集して生えており、数羽の水鳥が枝にとまって羽を休めている。水みな面もは暗く、池の深さのほどを見た目で測ることはできそうになかった。

「なるほど」僕は納なつ得とくした。「化物が出てきてもおかしくなさそうな場所だね」

「そうなのよぅ」九里浜は深く頷うなずいた。「昔、首くび塚づかがあったのもこの辺なのよ。夜になると半はん端ぱでなく怖こわいんだから」

「なんと」僕は九里浜を見た。「『情け無用の残ざん虐ぎやくファイター』とまで謳うたわれた九里浜先生が『怖い』だって？」

　すると、麦わら帽ぼう子しのつばの奥で、九里浜の目が不気味に輝かがやいた。

「なによぅ！　あたしに怖いものがあってなにが悪いの！」

「九里浜が何かを恐おそれる必要なんてないじゃないか。仮にこの池に妖よう怪かいがいるとしても、妖怪の方が君を怖がって逃にげていくさ」

「あたしを何だと思ってんのよぅ！」

　叫さけんで、九里浜は腰こしに差した鉈なたを素す早ばやく抜ぬき、背を下にして振ふり上げた。振り下ろす先は、僕がかぶっている麦わら帽子だ。

「ちょっと待て！」

　僕も草くさ刈かり鎌がま──魂たま裸ら醒せ、パープル・シックルではない。本物の鎌だ──を振り上げ、脳を潰つぶされる寸前に九里浜の攻こう撃げきを受け止める。ガッキ、と音を立てて鉈と鎌が激げき突とつした。

「あのな九里浜！」鎌の刃は越ごしに説得する。

「こんなことしている場合じゃないだろ!?　僕たちが戦うべき敵は他ほかにいる。仲間割れしている場合か」

　なかなか九里浜は力を抜こうとしなかったが、やがて僕の言葉に理を認めたようだった。腕うでを下ろし、鎌の刃を地面に落とす。

「……それもそうね」

　ぺっぺっ、と九里浜は軍手をはめた手でジャージの裾すそを払はらった。やり場のない怒いかりをごまかすかのように。

「で、そのサブロウジ様ってのは、この池で目撃されたんだね？」

　話題を転てん換かんする。

　九里浜は、池の奥の方を指さした。

「そう。池の真ん中の島から現れて、あっち側へ泳いでいったらしい。目撃情報によると」

「ふ～ん」

　九里浜が指さしたあたりを、僕は目を細めて注視した。

　問題の地点は僕たちの現在地からは遠い。まだ西の空に太陽が残っている時間帯だが、そこら一帯は森の影かげが落ちて暗くなっていた。そこに「なにか」を見いだしたとして、その証言が信用できるだろうか。はなはだ怪あやしいと言わざるを得ない。

「信じてないようね」

　僕の顔色から悟さとったのだろう、九里浜は人の心を見み透すかすようなことを言った。

「でも、怪け我が人にんが出ているのは厳然たる事実よ？」

「わかっている」

　僕は同意した。

　その証言の、真しん偽ぎのほどはわからない。だが、この広い農村、山林地帯のどこかに敵が潜ひそんでいる、というのはおそらく事実だ──地元住民の生命を脅おびやかす、敵が。そいつは、ともすれば今まさにこの瞬間、どこかに身を潜め、僕たちを見ているのかもしれないのだ。







　ことの発ほつ端たんはこの日の放課後、猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんそうにしている九里浜に出会った時だった。

　九里浜はほとんど殺気を放っていると言ってよく、僕と長坂には五十メートルの距きよ離りを置いてもそれを感じ取れるほどだった。身体からだの奥底に眠ねむる野生の本能が「今すぐ逃げろ」というシグナルを送ってきたのだが、──

「あれ。純じゆんちゃん、どうしたんですか？」

　残念ながら、僕たちが逃げ出すより早く、夏か月づきが声をかけてしまった。

　途と端たん、九里浜は僕らを足止めするかのごとく鋭するどい視線を投げてきた。これに射すくめられては、もはや逃げることはかなわない。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようなものである。僕と長坂は、思わずピタリと足を止めた。

　一息置いてから、九里浜は意外なことを言い出した。

「ご先祖様が現れたのよぅ」

「ご先祖様？」夏月がオウム返しに言った。「どういうことですか？」

「ご先祖様ねェ」長坂も呟つぶやく。「盆ぼんはまだ先だったよォな気がするが」

「違ちがう。別に幽ゆう霊れいが出たわけじゃない。出たのは大蛇おろちよ」

　首を横に振りつつ、九里浜は言った。

「おろち……？」

　その単語に記き憶おくを呼び覚まされ、僕はぽんと手を叩たたいた。

「ああ。そういや、そんな話が新聞に載のってたっけね。ひょっとしてアレ、九里浜の家の近くなのか？」

「新聞に？　なんのことです」

　夏月が尋たずねる。

「なんでも」僕は説明した。「折おり山やま地区の山の中で大だい蛇じやの目撃情報が相次いでいて、ちょっとした騒さわぎになっているらしいよ」

「大蛇！」夏月は驚おどろく。「大蛇って、どれだけの大きさの蛇なんですか」

「話によると、全長五メートルで、太さは一いつ升しよう瓶びん並みかそれ以上はあるらしい」

　九里浜がそう言うと、長坂も愕がく然ぜんとした表情を見せた。

「五メートル！　そりゃ何の冗じよう談だんだ。そんなクソタレでけェ蛇が日本にいるわけねェじゃねェか」

　まったくだ。アマゾンやアフリカならば、そのようなサイズの蛇が棲せい息そくしていても納なつ得とくできないことはない。だが、ここは極東のちっぽけな島国、日本なのだ。この国の大蛇は、神話の時代にスサノオノミコトが討うち滅ほろぼしてしまったはずである。

「ま、目撃情報だからね。どれだけ信用できるかは怪しいものよ。うちのあたりには大蛇の言い伝えがあるから、それと結びついちゃったみたいなんだけど」

「言い伝えってェのは、なんのことだ」

　長坂が目を光らせた。ミステリー研所属の長坂は、その手の伝承話にほぼ無条件で惹ひかれるのだった。

　興味を示されて、悪い気になるはずがない。九里浜は少しうれしそうに話し始めた。

「江え戸ど時代のことなんだけど、この辺で一いつ揆きがあったのは知ってる？」

「一応」僕は答えた。「葛か東とう藩はんの横暴に対して、農民が二度ほど蜂ほう起きしたと習ったような気がする」

「その通り。はじめのやつは、九里浜三さぶ郎ろう次じって名の男が主導者となって、藩の倉の打ち壊こわしを行った。その人、うちの先祖なのよぅ」

　かつて九里浜家は、このあたり一帯の土地をすべて持っていた豪ごう農のうであったそうだ。

「でもその人はすぐにお上に捕つかまって、打ち首になってしまった。首は、村のど真ん中にある池のそばの塚つかに晒さらされたんだって」

「ふ～ん。その人と蛇とどんな関係が？」

「ここから先は、言い伝えになるんだけど……最初の一揆が失敗に終わった翌年、平磐は飢き饉きんに襲おそわれたの。このままでは餓が死しするしかないけど、お上に逆らおうにもつい去年一揆に失敗している。で、進退窮きわまって、三郎次の父──その時の九里浜家当主ね──が息むす子この首塚に祈いのりを捧ささげに行った。私はどうしたらいいのか、と。そうしたら、池の中から突とつ然ぜん大蛇が現れて、三郎次の首をぱっくり飲み込んだ」

「人の首なんて、うめェもんだとは思えねェが」

「茶々は結構」九里浜は長坂を睨んだ。「すると、その大蛇がいきなり息子の声でしゃべり出した。『隣となりの藩の藩主に、葛東藩の横暴を訴うつたえろ』って。その言葉に従って、農民の一団は隣の藩まで出向いて、平磐の窮きゆう状じようと葛東藩の悪政とを伝えた。隣の藩のお殿との様さまは平磐の実態に驚いて、葛東藩の不始末を江戸にまで伝えた。葛東藩はあわや取りつぶしになりかけたので、藩政を改めて、農民たちの生活を救う手だてを打つようになりました。どっとはらい。……つまり、大蛇のサブロウジ様は、農民の救世主として、今に至るまで言い伝えられているってわけ」

「面おも白しれェ話だ」長坂が感想を述べた。「この辺には昔、人の言葉をしゃべる蛇がいたのかよ。初めて知った。日本にそんな蛇はいねェと思っていたが」

「えーと、そんな蛇は世界中のどこを探しても見つからないような気がするな」

　念のため、僕は付け加えた。

「だから、サブロウジ様が現れた、という話になっているんですね」

　夏月が総そう括かつすると、九里浜は「そういうこと」と人差し指を立てた。

「もちろん、あたしだってサブロウジ様の伝説を真実だと信じているわけじゃないのよ。でも、最近の大蛇騒さわぎは、単なる噂うわさ話ばなしでは済まされない。既すでに怪け我が人にんが出てるのよぅ」

「怪我人？　蛇に嚙かまれたとか？」

「そんな生やさしいもんじゃない」九里浜は声を潜ひそめた。「つい最近、うちの近所の山の中で大怪我をして、病院に運ばれた人がいたらしいの。その人、全身の骨が砕くだけてたんだって。まるで、大蛇に巻き付かれて締しめ上げられたみたいに」

「車にはねられたんじゃねェのか」

　長坂はもっともな疑問を口にしたが、九里浜は首を横に振ふった。

「たしかにその人は路上で見つかったけど、交通事故ではないみたい。車にやられたんだったら、破は片へんが路上に散らばるはずだから、一目でそれとわかるはずよ」

「じゃあ、大蛇の仕し業わざだと？」

　夏月が尋ねる。

　よくぞ聞いてくれました、とばかり九里浜はニヤリと笑った。自分の推理を開かい陳ちんする時によく見せる笑えみだ。

「いいえ。きっと、魂裸醒の仕業よ。悪あしき目的を持つ魂裸醒が、何らかの目的で罪無き人物に大怪我を負わせたのよ。それ以外に考えられる？」

　ああ、と僕たちは思わずうめいた。

「多分、大蛇おろちの形をした魂裸醒だと思うのよ。そいつが自分の犯行をカムフラージュするために、大蛇の伝説のある土地で相手を締め上げて、いかにもサブロウジ様がやったことと見せかけた、とあたしは考える。どう？」

「悪くない推理だ」僕は感想を言った。「一点、サブロウジ様なんているわけないじゃないかという点を除けば。真実とは思えない伝説でカムフラージュするのは、現実的ではないような気がするな」

「だから、目もく撃げき情報が相次いでいるんじゃないの」九里浜は反論した。「本当に大蛇おろちがいるんじゃないか、と思わせるために、そいつはわざと大だい蛇じやの魂裸醒を人目につくように走らせているのよ」

「なるほどね」

　魂裸醒は常人にとっては不可視の存在だ。だが、存在をアピールする方法はいくらでもある。緑色のテープで周囲をぐるぐる巻きにしてみるとか。それに草むらを走らせれば音はするし、湖面を泳がせれば波が立つ。

「今度の週末、地域の人間でこぞって大蛇狩がりをしようって話になってるのよ。子供が危険だ、ってことで騒さわぎが大きくなってるのよね。……犯人にとっては、大蛇の存在をさらにアピールする絶好のチャンスよ。ほっといたら何が起きるかわからない。ついでにもう一人くらい餌え食じきにしてしまうかもしれないでしょ」

「だから、その前に魂裸醒を見つけて叩たたきのめしたいってか」

　長坂が言うと、九里浜は腕うでを組んで胸を張った。

「その通り。それに九里浜家の人間として、うちのご先祖様の名を汚けがす奴やつを許すわけにはいかない。ギッタンギッタンにしてやらなくちゃ」

「なるほどなるほど。君の気持ちはよくわかったよ」

　穏おだやかに僕は言って、通学カバンを持ち上げた。

「頑がん張ばって、先祖の汚お名めいをすすいでくれ。それじゃ」

　背を向けようとしたが、九里浜の手が素す早ばやく蛇へびのように伸のびてきて、僕の腕をつかんだ。

「どこ行くの？　九里浜探たん偵てい局きよく出動の時だって今説明したばっかりじゃないのよぅ」

「僕は帰る。果てしなく広がる山のどこかにいる人間一人を捜さがし出そうってのか。そりゃ無理だ」

「四人でやれば確率は四倍じゃないのよぅ！　何が何でも手伝ってもらうかんね！」

　ひとたび九里浜が何かを心に決めた場合、それを翻ほん意いさせるのは不可能に近い。どうやらここは言うことを聞かなければならないようだ。前ぜん途とに控ひかえる仕事の大きさを思い、僕は深いため息をついたのだった。







　というわけでただ今、僕はジャージを着て麦わら帽ぼう子しをかぶり、首もとにタオルを巻くという完全な農夫スタイルで山中行軍を行っているのだった。

　進路を塞ふさぐ深い雑草を、手に持った草くさ刈かり鎌がまで払はらいながら、獣けもの道みちを進んでいく。しばらくすると、不意に視界が広がり、アスファルトの道に出た。軽自動車同士がすれ違うのも一苦労なくらい狭せまい道だったが、それでも舗ほ装そう道路には違いない。

「久しぶりに文明と再会できたような気がするな」

　道路はやや急なカーブを描えがいている。カーブの外側に沿うように、土の露ろ出しゆつしたスペースがあった。車が二、三台は停とめられそうな広さで、実際つい最近に乗用車がここに入り込んだとおぼしきタイヤの跡あとがはっきり残っている。

「多分、これは被ひ害がい者しやの車のタイヤの跡よ」

　地面にかがみこみ、九里浜は言った。

「被害者はここで襲おそわれたのか？」

　聞くと、九里浜は立ち上がって僕と向き合った。

「そうよぅ。被害者は路上にうつぶせに倒たおれてたんだって。発見されたのは朝の六時頃ころ、発見者は畑の草刈りに行こうとしていた近所の農家の人だそうよ」

　説明を受け、周囲を見み渡わたしてみる。

　いかにも交通事故が起きそうな場所ではある。見通しが悪い割に、カーブミラーが立っていない。とはいえ、事故の痕こん跡せきらしきものは一いつ切さい見あたらなかった。

「被害者をはねたのはどこか別の場所で、被害者を運うん搬ぱんしてここに捨てた、とは考えられないか？」

「捨てるんだったら、もっといいところがあるでしょ。路上に捨てるだなんて、誰だれかに見つけてくれって言っているようなものよ。というかそもそも、被害者は生きてるんだから、意味ないじゃない。被害者はここで襲われたと考えるべきよ」
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「なるほどね。……被害者はここで何をしていたんだ？」

「車のトランクには、蛇を運搬するための檻おりが入っていたんだって。だから、大蛇の噂うわさを聞きつけて、あわよくば捕ほ獲かくしようとしていた、と考えられる」

「ご苦労なことだな。根も葉もない噂を聞きつけて、わざわざこんなところまで来るだなんて。その手の業者か？」

「いえ、地元ゆかりの人。被害者の名前は須す田だ雅まさ俊とし、陸南市在住の四十くらいの男性。平磐は折山地区の女性と結けつ婚こんしたけど、今は離り婚こんしている」

　陸南市とは、平磐から車で数時間ほど、少々遠く離はなれた自治体の名である。

「ずいぶん詳くわしいな」

　素直に感心すると、九里浜は少し複雑な表情を見せた。

「うちの両親がゴシップ好きなのよぅ。昔はここら一帯の地主だったし、情報が自然と入ってくるのよね。……なんでも離婚の原因は、ダンナが蛇マニアだったためだとか」

「そりゃ蛇嫌ぎらいには地じ獄ごくだな。なんで結婚なんてしたんだ」

「さあ。そこまでは知らない」

　九里浜は両手を広げて見せた。

　頭の中に、須田氏のイメージがわいてきた。その人物は、大蛇おろちの伝説が残っている土地の女性と結婚するくらいの蛇マニアで、趣しゆ味みを貫つらぬいたが故ゆえに離婚の憂うき目に遭あった。それでも大蛇の噂を聞きつけて、実物を捕つかまえに元妻の実家の近所までやってきた。

「……迷めい惑わくな人だなあ」

「まったくね」

　正直な感想を漏もらすと、九里浜も同意した。

「どうなんだ？　蛇マニアにとっては、蛇に絞しめ殺されるのは本ほん望もうなのか？」

「あたしに聞かないでよ。あたしは蛇マニアじゃないもの。……それに、被害者の全身の骨を粉ふん砕さいしたのは、多分大だい蛇じやじゃない」

　そうだった。僕たちの目的は、サブロウジ様の伝説を隠かくれ蓑みのに殺人未み遂すいを犯おかした未知の魂裸醒を捜し出すことだ。

「しかし、そう都合良く見つかるかねえ……」

「むしろ向こうから姿を見せてくるはずよ」九里浜は自説を曲げない。「サブロウジ様の伝説を利用するつもりならば、大蛇の噂を立てなきゃならないんだから。山の中を歩いていれば、必ずあたしたちは敵に会える」

　九里浜の主張は、よくわかる。しかし、──

　首を回して、周囲を見渡す。視界一面を覆おおい尽つくすのは、雑草の生えまくった丘おかと、どこまでも続く山林だった。ここは中国の奥地かと思えるほどに広く、果てしない。

　と、その時。

　自転車に乗った人物が、道の向こう側から姿を現した。下り坂を、結構なスピードで迫せまってくる。道を颯さつ爽そうと通り抜ぬけていく──と思われたが、僕たちの姿を認めると、自転車は急ブレーキをかけて停止した。サドルに尻しりを乗せたまま、僕たちに視線を投げる。

「なにしてんだ、あんたら」

　まず目に入ったのは、茶色に染めた髪かみだった。僕らと同じくらいの年ねん齢れいの少年が髪を染めているのは珍めずらしい──なにしろ、平磐は田舎いなかなもので。身体からだは細いが、筋肉はなかなかしっかりついている。

　こんな山道を自転車で走っているということは、地元の人間なんだろう。が、九里浜はこの少年の顔を見たことがないようだった。

「何してようが、あたしたちの勝手でしょ」

　喧けん嘩か腰ごしで、九里浜は応じた。

　少年は空き地のタイヤの跡に視線を落とした。

「おまえらも、サブロウジ様を探しに来たクチか？　やめとけやめとけ。とっとと失うせな」

　少年の言葉には、はっきりとした敵意がこもっていた。「俺の庭に入ってくるんじゃねえ」とでも言いたげな。初対面の相手にかける言葉としては、著いちじるしく礼を欠いている。

　僕は、怒いかりよりもむしろ当とう惑わくを覚えた。彼は僕らに対して何な故ぜこうも激しい反応を見せるのか？

　彼の心の内を探さぐるべく、あくまで穏おだやかに言葉を返してみる。

「やめとけ、と言われてもね。もし本物の大蛇が棲すんでいるっていうんなら、ほっとく手はないだろう。捕獲することができたら一いち躍やく有名人だ。平磐市のマスコットとして市役所に売り込みに行くのもいい」

　友好的にジョークを披ひ露ろうしたつもりだったが、少年の口元はぴくりとも動かなかった。それどころか、眉まゆがますますつり上がる。

「軽い気持ちでいると命を落とすぞ。山をなめるな」

「あんたはあたしらの保護者なの？　何様のつもり？　自分の身は自分で守る。あんたに心配してもらう筋合いはない。おあいにく様」

　九里浜が言い返す。

　少年は自転車のスタンドを立てると、ゆっくり降りた。決して急ぐことのない足取りで九里浜に近づくと、頭上から睨にらみつける。

　九里浜は一歩も引かなかった。

「……やろうっての？」

　視線を真っ向から受け止めて、逆にガンを飛ばし、ファイティングポーズを取る。

　睨み合いは永えい劫ごうに続くかとも思われた──が、先に視線を外したのは少年の方だった。

「……勝手にしろよ」

　自転車に乗り直すと、捨てぜりふを残し、駆かけ去ってしまった。

「……なんだったんだ？」

　一度も振ふり返ることなく走っていく少年の姿を見送りながら、僕は呟つぶやいた。

「さあ」九里浜はつまらなそうに言った。「この辺の住人っぽいけど」

「大蛇を求める人々が山の中をうろつくのを不快に思っているのか──」

「あるいは、あいつがサブロウジ様をかたる張本人か」

　九里浜は疑いをかけたが、僕は首をかしげた。

「どうだろね。彼が問題の魂裸醒だったら、山から出て行けなんて言わないと思うけど。大蛇の姿を見てもらいたいんだから」

「……それもそうね」

　九里浜も首をかしげ、それきり黙だまり込んでしまった。







　日にち没ぼつ後まで僕たちは山の中を歩き続けたが、大蛇と出合うことはかなわなかった。まあ、一日やそこらですぐにみつかるようであれば、こんな騒さわぎにはなっていない。徒労感にかられながら、僕たちはベースキャンプである九里浜家に帰き還かんした。

「あ。お帰りなさい～」

　夏月と長坂が、九里浜家の縁えん側がわに腰こし掛かけていた。僕たちより先に帰ってきていたらしい。当然二人とも、ジャージに麦わら帽ぼう子し、そして草くさ刈かり鎌がまの三点装備である。

　そしてもう一人、夏月たちに茶を出している少年がいた。彼の名は九里浜豪ごう、九里浜純の一つ年下の弟である。眼め鏡がねをかけていないことと髪の長さとを除けば、不気味なくらい姉にそっくりな少年だ。

　僕たちの姿を認めると、豪はぺこりとおじぎした。

「お疲つかれ様でした。茶ちや碗わん持ってきますね～」

　そう言って、家の奥にぱたぱたと走っていく。

「よく気が利きく奴やつだ。誰だれかとは大おお違ちがいだな」

　長坂の言葉を敢あえて無視し、九里浜は縁側にどっかりと座り込んだ。

「そっち、どうだった？」

　夏月に質問する。

「特に何も。純ちゃんたちは……？」

　僕と九里浜は、同時に首を横に振った。

「ま、予想されたことだがな」

　投げやり気味に長坂が言った。

「その言い方、気に入らないね」九里浜が嚙かみつく。「そりゃ、あたしだって、ちょっと歩いただけで敵を発見できるとは思ってない。こういうのは、根気が大事なのよ。石にかじりついてでもやりとげる、という根気が」

「愚ぐ直ちよくにやるのもいいだろう」長坂は言い返した。「だが、もォ少しスマートなやり方があってもいいんじゃねェのか」

　その声に微び妙みようなひび割れのようなものが混じっているように、僕には思えた。

「何かあったの」

「ああ」長坂は神しん妙みように頷うなずいた。「二度ほど、熊くまに出くわした」

「…………」

　今いま更さらふるえが来たのか、長坂は自分で自分を抱だきしめるように両りよう腕うでを回した。

「あんな至近距きよ離りで熊と相対するのは生まれて初めてだ。八阪井がいなかったら、今いま頃ごろ俺は天国でハープを弾ひいていたかもしれねェ」

「……『山をなめるな』ってやつだね」

　僕はそれだけ述べるにとどめた。

「やーですねえ長坂君。大げさですよー」

　一方、夏月はけろりとしたものだった。話によると戸有村では、訓練の一いつ環かんとして山にこもって熊を殺すということをやるらしい。村の人間にとっては、熊の姿など犬いぬ猫ねこ並みに見慣れたものであるようだ。

[image: ]

「鼻っ面つらを二、三発殴なぐってやれば逃にげていきますよ。熊だからって過か剰じように恐おそれる必要はありませんって」

　料理のコツを教えるかのごとき口調で、夏月は言った。

「……どうも、あたしらは夏月をなめてたみたいね」

　さすがの九里浜もあきれ顔だった。

「でも、熊ごときを恐れていたら、真実の探求なんてできないのよ」

「俺は熊が怖こわい」長坂は堂々と言い切った。「俺は八阪井みたいに熊と渡わたり合える訳じゃねェし、九里浜みたいに向こう見ずでもねェ」

「誰が向こう見ずよぅ！　だいたいね、鈴すず持ってチャリンチャリン鳴らしてれば熊の方から逃げていくのよ!?　対処法さえ覚えておけば、怖がる必要なんてまったくない」

　九里浜は断言した。

　が、誰一人として同意しなかった。夏月でさえも、首を小さくひねる。

　九里浜の顔はみるみる困こん惑わくの色に染まっていった。

「謎なぞの魂裸醒は、既すでに一人締しめ上げて、重傷を負わせている。この先これ以上の犠ぎ牲せい者しやが出ないという保証はどこにもない。そしてその犠牲者は、……豪かもしれないのよぅ」

　ちょうどその言葉に呼ばれたようなタイミングで、豪が戻もどってきた。僕たちの視線は、一いつ斉せいに彼に集中する。

「……どうしたんですか？」

　追加の茶碗を縁側に置きながら、豪は呟つぶやいた。

　豪は魂裸醒の力は持ち合わせていない。けれども、魂裸醒の存在については知っている。すぐに状じよう況きようを悟さとると、理解の笑えみを浮うかべた。

「あ、大蛇の話ですか。ほんと、僕らみたいな普ふ通つうの人間にはたまんないですよねえ。自衛のしようがないじゃないですか」

「そォだなあ」

　長坂は共感の言葉を発した。

「無む辜この民たみの血がかかっている、ってェことは承知している。だがな、熊と会わずに真実を探求する手段もあるんじゃねェのか、って言っているんだよ」

「それはそうだ」僕は同意した。「いるかいないかもわからない標的を捜さがして山中行軍することほど、むなしいことはない。もっとスマートなやり方を模も索さくした方がいいような気がするな」

　九里浜は腕を組んで聞き返してきた。

「……まあ、そりゃ、ねえ。でも、その『スマートなやり方』ってのは、具体的にどういう事なのよぅ」

　僕はしばし考え込んだ。

「被ひ害がい者しやに話を聞いてみるというのはどうだろう。もしかしたら、襲おそわれた時に何かを見ているかもしれないよ」

「それはそォかもしれねェが」長坂が言った。「なんでも被害者はショックのあまり一言も口を利きけネェそうだぜ」

「そうなのか……」

　受け流しかけたが、ふと気がついて長坂に問い返す。

「……って、なんでそんなこと知ってるの？　新聞に書いてあったっけ？」

「いや、そうじゃない。牧本先せん輩ぱいから聞いた」

「牧本先輩……」

　どこかで聞いた名前だった。

「あ」夏月が先に気づいた。「たしか、ミステリー研の方ですよね。階段から落ちて足の骨を折った、──」

「僕も思い出した。あの人、まだ入院中なのか」

「そォなんだ。なんでもすぐ隣となりのベッドにその被害者が運び込まれたんだと」

「マジで!?」九里浜が声を上げた。「長坂、そういうことは早く言いなさいよぅ」

「山の中を歩いている最中に思い出したんでな。どォするよ。会いに行ってみるか？」







　翌日の放課後、僕は長坂に連れられて、平磐二高そばの病院に行った。

　牧本に会いに来るのは二度目である。以前会った時は入院患かん者じやとは思えないほど元気そうだったが、

「やあ！　久しぶりだな、三み鶴つる城ぎ」

　今回も元気そうだった。

「こりゃどうも」

　挨あい拶さつしつつ、見み舞まいのバナナを進しん呈ていする。牧本はうれしそうにバナナを受け取ると、腹が減っていたのか、いきなり一本もいで皮をむき、モサモサと食くらい始めた。

「長坂から話は聞いてるよ」

　食べながら、顎あごで隣のベッドを示す。

　そこには、巨きよ大だいな白い物体が横たわっていた。

　はじめ、それは巨大な繭まゆのように思えた。なんだこりゃ、と思ってよく見ると、その白い色は絹糸ではなく、包帯の白だった。

　全身包帯ぐるぐる巻きの患者が、ベッドに寝ねかされているのだ。漫まん画がでもここまではしないだろう、というくらいに全身を包帯で覆おおい尽つくしている。唯ゆい一いつ肌はだが露ろ出しゆつしているのは、右手の人差し指一本だけだった。顔面とおぼしきあたりに黒い一筋の切れ目が走っていて、どうやらこれが口らしい。

「多分、全身をギプスで固定しているんだと思うけど」

　牧本はそう言った。

「ショックで口が利けないのも道理だ。一体どうすればこんなになるんだ」

　長坂を見やると、彼も驚おどろいていた。

「蝶ちようのさなぎみてェだな。どォやって意思疎そ通つうするんですか」

　長坂の質問に、牧本はベッドの一点を指さした。

「指が出てるだろ。イエスかノーで答えられる質問をすれば、いくらでも答えてくれる。……須田さん、起きてます？」

　すると、それまで微み塵じんも動かなかった怪け我が人にんの指先が持ち上がり、シーツを叩たたいた。一度だけ。

　それを視し認にんして、牧本は質問を重ねる。

「調子はどうですか？」

　指先は、今度はシーツを二度叩いた。

「あまり良くないらしい」牧本はそう判断した。「ま、そんな格好で調子がいいはずないですもんね」

「だんだんわかってきた」僕は言った。「イエスなら一回、ノーなら二回指を動かすんですね。いくらでも質問ができそうだ」

「須田さん」牧本がさらに声をかけた。「今見み舞まい客きやくが来ていて、須田さんに質問したいことがあるらしいんですけど、ちょっと時間もらえますかね？」

　さほど間をおかず、須田と呼ばれた包帯ぐるぐる巻きの患者は、一度だけシーツを叩いた。これだけの重装備を強しいられていながら、耳は問題なく聞こえるらしい。

「はじめまして。僕は平磐二高生の三鶴城大だい助すけと言います」

「同じく、長坂陵りよう梧ごです」

　自己紹しよう介かいすると、須田氏はシーツを一度叩いた。果てしなく無生物に近い外見を持つ相手に語りかけるのは、なにやら妙みような気分である。

「えーと」質問を始める。「折山の山の中で重傷を負ったと聞いているんですが」

　指は一回動いた。

「車にはねられたんですか？」

　指は二回動いた。

「大だい蛇じやに襲われたんですか？」

　指先が空中でピタリと止まった。少々間をおいた後、シーツを二度叩く。

「何にやられたのか、わかっていない？」

　また間ができた。が、今度は一度だけしかシーツを叩かなかった。

「魂裸醒に襲われたんなら、そりゃ何が起きたかわかんねェだろォな」

　長坂がコメントを差し挟はさむ。

「それもそうだろうけど、──」

　僕らの追い求める敵は、大蛇おろちの伝説を建前にして、須田氏を殺そうとした。それが九里浜の推理である。だとすれば、須田氏が何に襲おそわれたのか知る暇ひまもなかった、というのは不自然ではない。須田氏に蛇へびの姿を見せる必要はないからだ。死人に口なし、というやつだ。

　だが、根本的な問題が残っている──この通り、須田氏は生き残っている、という問題が。何な故ぜ、敵は須田氏にとどめを刺ささなかったのか？　百回とどめを刺してもまだ余るような時間の余よ裕ゆうがあったはずなのだが。

　どこかに齟そ齬ごがある。だが、その正体がなんなのかは、よくわからない。

　須田氏にいかなる質問をすべきか──僕は言葉に詰つまった。

「山の中まで出向いて、噂うわさの大蛇を捕つかまえよォとしていたんですか？」

　長坂が聞いた。

　ぴくり、と指がはねあがった。が、いつまでたっても指がシーツに触ふれようとしない。

「これは、黙もく秘ひの時の動作だな」

　牧本が解説した。

「黙秘？　どォいうことだ？　というか、それ以外にあんな山の中に出向く理由があるか？」

「なにか、あの日あの山に行かなければならない理由があったんですか？」

　聞いてみたが、指はぴくりとも動かなくなった。質問が理解できないというよりは、返答を拒きよ否ひしているようにも思える。

「寝ねてしまったかな？」

　牧本が言うと、指がぽとりとシーツに落ちて、それ以降何の反応も示さないようになってしまった。明らかに寝たふりである。

「ありゃりゃ。これ以上は何も聞けないか」

　相手は怪我人だ。叩き起こして無理矢理話を聞くわけにもいかない。九里浜だったらやりかねないが。あいつを連れてこなくて本当に良かった。

「このルートは手て詰づまりだな」長坂がため息をついた。「うまくいけば、もう二度と無意味な山歩きをせずに済むと思ったのに。どォしたもんかな」

　僕も同感だった。悪あがきとばかりベッドの周りを見回してみるが、別段目を引くものはない。

　……いや、一つだけあった。ベッドのそばの小テーブル上に、写真立てがある。

　手にとって、写真を見る。ごく普ふ通つうの家族のポートレートだった。中年の父母、そして中学生くらいの兄と妹、という四人家族であるらしい。兄と妹は仲が良さそうだが、父母はそうでもなさそうだ。夫ふう婦ふ間の微び妙みような不和が、写真越ごしに伝わってくるように感じられた。

　牧本が僕に声をかけた。

「その写真の男性が須田さんだって説だぜ」

「……説なんですか」

　ベッドに視線を落とし、それから写真をじーっとみつめる。

　と、あることに気がついた。

「長坂。このルートはまだ手詰まりじゃないかもしれないよ」

「なんだと？」

　興味を示す長坂に、僕は写真を差し出した。男性の息むす子ことおぼしき姿を指さす。

「実はつい昨日、山の中で彼に出会った」

　写真の中の少年の顔立ちは、僕の記き憶おくの中のそれよりやや幼かった。二、三年前くらいに撮さつ影えいしたんだろうか？　だが、少年はこの当時から髪かみの毛を茶色に染めていたらしい。







　少年は、またしても自転車に乗ってやってきた。僕たちの姿を発見すると、ハンドルのブレーキを絞しぼって徐じよ々じよにスピードを落とし、停車する。道路脇わきに寄せてスタンドを立てると、静かな歩調で僕たちに近づいてきた。

「来てやったぜ」少年は敵意を隠かくそうともしなかった。「わざわざ電話で呼び出しやがって。誰だれから番号を聞いた？」

　挑ちよう発はつ的な言辞に対し、九里浜はとげとげしい、しかし落ち着いた口調で言い返した。

「調べればわかることよ、梶かじ北きた賢けん一いち君」

　本名を呼ばれ、少年は眉まゆをぴくりとつり上げた。

　そう、調べ上げるのは実に容易なことだった。僕たちと須田氏との会話内容（僕たちが一方的にしゃべっていたのを会話と言っていいのか謎なぞだが）を聞き知ると、九里浜はまっすぐ折山地区のとある家、梶北家へ向かった。須田氏と離り婚こんした奥さんの実家である。

　梶北家で応対に出てきたのは、当の奥さんだった。須田氏の枕まくら元もとにあった写真に姿が映っていた方である。「息子さんに会いたい」と問うと、奥さんは「賢一は今出で払はらっている」と答えた。が、代わりに梶北賢一の携けい帯たいの電話番号を教えてくれた。そこで僕たちは彼を呼び出した、というわけである。

　さらにもう一点、梶北家訪問で明らかになった事実がある。実は、問題の事故現場は、梶北家のすぐ裏手だったのだ。

　九里浜は足あし下もとを手で示した。ゆるやかな道路のカーブの外側に広がる、車両待たい避ひスペースを。

「ここでみつかった重傷人って、あんたの父親なんでしょ？」

　少年──梶北は、言葉に詰まった。

「あんた、父親の仇かたきを捜さがして山の中をほっつき歩いているわけ？」

「おまえらに答える必要があるのか？」

　いらだちを全く隠さずに、梶北は吠ほえた。

　しかし九里浜はひるむどころか、むしろ挑いどみかかるような視線で、梶北をにらみつけた。

「答えてもらわなきゃ、困るのよぅ。あんたには、自分を弁護してもらわなくちゃ」

「……弁護だと？」

　理解できない、という風に梶北は眉をひそめる。

　戸と惑まどいを見せる梶北に、九里浜は得意そうに語りかけた。

「あたしの推理を聞かせてあげる。須田さんは大だい蛇じやに締しめ上げられたんじゃない。誰かに襲おそわれたのよ。そして、その誰かはその罪をサブロウジ様になすりつけようとしている。ズバリ！　犯人はあんたね！」

　九里浜は力いっぱい右手を伸のばし、びしっと梶北を指さした。

　指し弾だんされた梶北は、ぱっくりと口を開いた。

「図星みたいね！」嵩かさにかかって九里浜は責め立てる。「父親を半殺しの目に遭あわせたのはあんたでしょ!?」

「な!?……なにをわけわかんねえこと言ってるんだよ！　てめえ！」

　弾だん劾がいされている、ということに気づいた梶北は、目に見えてうろたえ始めた。

「だいたい、俺がどうやって父さんにあんだけの重傷を負わせられるってんだよ」

「それを今から確かめるの」

　そう言って、九里浜はエア・キルを発現させた。野球のバッターがホームラン予告をするかのように、鉄てつ扇せんの先を梶北に突つきつける。

　九里浜のホームラン予告に対し、梶北は本能的に身構えた。常人には見えないはずの魂裸醒が、梶北の目に映っているのは明らかだ。

「さあ！　あんたの魂裸醒を見せてもらいましょうか！」

　九里浜がずかずかと歩を進めだし、僕と夏月が後から続く。

　三対一は不利だと悟さとったのだろう、梶北は身を翻ひるがえして逃にげ出した──が、三歩と行かないうちに、突とつ然ぜんバランスを崩くずして頭から地面に倒たおれ込む。

「どうなってんだ!?　チクショウッ」

　すぐさま身を起こそうとするが、なかなかうまくいかない。それもそのはず、梶北の両足首がものの見事に縛しばり上げられていた。一本のネクタイによって。

「いやー、今日も『ナイン・トゥ・ファイブマン』の動きはいいねェ！　我ながら感心するぜ」

　道路脇の獣けもの道みちから、長坂が背の高い草木をかきわけつつ姿を現した。あらかじめ伏ふく兵へいとして隠れていたのである。

「ナイス長坂！」

　九里浜は長坂に親指を突き立てて見せた。そして、転てん倒とうした梶北に大おお股またに近づく。

「さ、とっくりと話を聞かせてもらいましょうか……」

　と、その時。

「ふざけんな、てめえら……！」

　梶北の姿が二重にぶれた。

　半はん透とう明めいな梶北の魂こん魄ぱくは、空中で形を失い、変化を始める。幽ゆう体たいは平たく、そして左右に長くなっていく。僕の棍こんよりも長く、それでいてはるかに太い。それはアスファルト上に落ちると、ついにその全容を現した。

「うっひゃあっ!?」

　九里浜が悲鳴を上げた。と同時に、びくりと身を震ふるわせて後ろに飛ぶ。

　一いつ瞬しゆん、大蛇のようにも思えたそれは、よく見ると別の生き物だった。蛇へびのような鱗うろこで身体からだを覆おおってはいるが、全体的なフォルムが異なる。蛇と呼ぶにはあまりに平べったい。

　ツチノコだった。

　少なくとも、一いつ般ぱん的に言い伝えられるところのツチノコの形状をしている。というのも、このツチノコはあまりに巨きよ大だいすぎた。最低でも全長三メートルはある。それに比例して、横よこ幅はばも広い。

「なんだか趣しゆ味みの悪い柄がらの絨じゆう毯たんのようだな……」

　僕がぽつりと漏もらすと、九里浜が鋭するどく叫さけんだ。

「絨毯から牙きばが生えているわけないでしょ！」

　たしかに、絨毯の端はしっこには鋭く長い牙が生えていた。首をもたげると、素す早ばやく梶北の足あし下もとに顔を寄せ、その牙でネクタイを嚙かみ切る。

「うぬおッ」

　魂裸醒を破は壊かいされ、長坂が小さく悲鳴を上げた。

　梶北は体勢を立て直し、一気に飛びすさった。僕たち全員を視界に収め得うる距きよ離りを取り、自分のそばにツチノコを寄せる。その巨体にもかかわらずツチノコの動きは素早く、するすると梶北の身体を上ると、顔を並べた。

「と、とうとう正体を現したね！　梶北賢一！」

　九里浜は大声を張り上げた。が、空元気なのはまるわかりだった。声は嫌けん悪おと恐きよう怖ふとに震え、立ち位置をじりじりと下げている。人間枯かれ葉は剤ざいとまで謳うたわれた九里浜にも、やはり恐おそろしいものはあるらしい。

「ちょ……その……夏月よろしく！」

　ちゃっと手を上げると、自らは茂しげみの奥に姿を隠かくしてしまった。

「もう我が慢まんならねえ！　てめえら、ブッ倒す！」

　梶北は怒ど気きもあらわに言い切った。

　もはや平和的解決は望むべくもないようだ。

「仕方ありませんね」

　夏月が一つ息を吐はき、すっと顔を持ち上げる。感情の消え去った顔を。

　魂裸醒ブルー・ハンマーを発現させると、右の拳こぶしを持ち上げて梶北とツチノコに向ける。

「ならば、撲ぼく滅めつします！」

　宣言とともに、夏月は地面を蹴けった。なんのためらいも恐怖も感じさせない足取りで、距離を詰つめにかかる。

「そんなので『シェイプ・オブ・スネイク』に勝てると思ってるのか!?」

　応じて、ツチノコが梶北の身体から離はなれた。地面に張り付き、滑すべるように動く。その姿は、梶北の影かげが意志を持って動いているかのようだった。夏月の目前で突然垂直方向にぬばっと起き上がり、巨大な壁かべとなって立ち塞ふさがる。

「せいッ！」

　薙なぎ払はらうように、夏月は左ひだり腕うでを振ふるった。手てつ甲こうはツチノコの胴どう体たいを捕とらえ、巨体がくの字に折れる。

　通常の人間が相手ならば一いち撃げきでノックアウトものの当たりだったが──

　ツチノコは、細い舌を一瞬ちろりと出しただけだった。

　胴をへなっと折り曲げて、ツチノコは衝しよう撃げきを吸収していた。

「甘いな！」

　両目から暗い光を放つと、口を大きく開き、夏月の頭上を襲おそう。

　夏月は横っ飛びに動き、ツチノコの牙から逃のがれた。約三秒の滞たい空くうの後着地、すぐさま反撃に出ようとするが──

「うああっ!?」

　着地したのは地面ではなく、ツチノコの背中だった。

　夏月の姿勢ががくんと崩くずれる。ツチノコが、背中を踏ふまれた途と端たん動いたのだ。バランスを崩した夏月は、その場に尻しりもちをつく。

　間かん髪はつ入れず、ツチノコの牙が夏月の頭に飛びかかる！

「夏月！」

　咄とつ嗟さに僕は魂裸醒を発現した。棍状の魂裸醒、パープル・シックルを発現させ、棍をツチノコの口に突つっ込む。

　棍を持つ腕に鈍にぶい衝撃が走る。

　ツチノコは正面から棍にかぶりついていた。棍の先端がツチノコの喉のどの奥を突いた手て応ごたえはあったが（ツチノコに喉があるのかどうかははなはだ疑問だが）、ツチノコは屁へとも思っていないようだった。

「ヘッ！　そのままおまえを丸吞のみしてやる！」

　梶北の言葉と同時に、棍こんが強きよう烈れつな力で引っ張られ始めた。ツチノコの口の中がどうなっているのかよくわからないが、紙をシュレッダーに突っ込んだ時のようにまき込まれていく。吸引力は僕の腕わん力りよくよりはるかに強い。

　このままでは飲み込まれてしまう。が──

「ご冗じよう談だんを！」

　落ち着いて、僕は棍に気合いを込こめた。

　棍の先端から刃はが出現する。棍の先端がツチノコの口の中に取り込まれている以上、刃は必然的にツチノコの体内を切り裂さく。

　ツチノコの胴体から、ぬっと鎌かまの刃が飛び出した。

「なんだと……！」

　驚おどろきの顔を浮うかべる梶北。

「大助君！」

　生まれた隙すきを、夏月は見み逃のがさなかった。ツチノコの口元にとりつくと、両の牙を両手でつかみ、固定する。

　僕は鎌の刃を思い切り引っ張った。

　ツチノコの身体からだは柔やわらかく、何の抵てい抗こうもなかった。鎌の刃が上うわ顎あごを二つに裂いて飛び出した時には、ツチノコはさながらさばかれたウナギのようになっていた。

「とうりゃーッ！」

　ツチノコが無力化した途端、かけ声とともに九里浜が茂しげみから飛び出してきた。勢いのままに梶北を蹴け倒たおすと、その場に踏んづけ、鉄てつ扇せんの先端を喉のど元もとに押しつける。

「アレがひっこんだらこっちのもんよ！　よくもまああんなキモい魂裸醒見せつけてくれたじゃないの！」

「念のために言うが、殺すんじゃねェぞ」

　長坂もゆっくり歩み寄ってくる。

「これで一件落着……ですかね？」

　戦せん闘とうモードを解除し、普ふ通つうの表情に戻もどった夏月が僕に聞いてくる。

「う～ん……」

　僕は言葉を濁にごした。

　梶北が魂裸醒で須田に重傷を負わせた、という構図で収まりそうな気配ではある。だが、問題は梶北の魂裸醒だ。巨きよ大だいツチノコは大だい蛇じやに似てはいるが、大蛇そのものではない。あんな絨じゆう毯たんみたいなボディで、人間に巻き付き締しめ上げるということができるのか？　それとも相手を飲み込んでから内部で締め付けるのか。その点、聞いてみる必要がありそうだが──

　梶北は九里浜に踏みつけられながらも、気き丈じように見返していた。

「さあ、白状してもらいましょうか！　父親を半殺しの目に遭あわせたのはあんたね!?」

「……なにをわけわかんねえこと言ってるんだよ……！　なんで……俺が父さんを襲わなきゃなんねえんだ……」

　梶北はやや苦しげに言い返した。が、そんなことで容よう赦しやする九里浜ではない。

「噓うそをつくなーッ！」

　鉄扇で梶北の胸や首をぐりぐりとつついた。

　しかし、梶北が告発を認める気配は全くなかった。

「噓じゃねえ……！　知るかよ……！」

　それどころかますます強固に反発している。

　ちょっとやそっとじゃ手に負えない、と悟さとったか、九里浜は長坂に声をかけた。

「ちょっと！　こいつを拷ごう問もんにかけて口割らせてよぅ。長坂、拷問はお手の物でしょ？　長坂！」

　長坂は九里浜に背を向け、獣けもの道みちの奥の方に視線を投げていた。

「長坂！　長坂！　無視すんなー！」

　繰くり返し声をかける九里浜。長坂は軽く手を上げて応こたえた。それでも、顔の向きは獣道の方に固定している。

「どうした、長坂」

　妙みような様子に全員が不ふ審しんを抱いだき始めた頃ころ、やっと長坂は振ふり向いて、梶北に声をかけた。

「……おめェ、まさか大蛇二匹ひきを同時に操あやつることができるのか？」

　その質問に、梶北はぽかんとした。

「なんのことだ……」

　言いかけて、突とつ然ぜん梶北は息を吞のんだ。

「まさかタマか!?」

「タマ……？」

　梶北が異様な慌あわて方を見せた、その瞬しゆん間かん。

「うおわっ」

　いきなり長坂が小さく飛び上がった。二、三歩後じさりすると方向を転てん換かん、全速力で走り出す。

　その背後、深い草木の奥から、サッカーボール大の白い物体がゆらりと現れた。火の玉のような不思議な揺ゆれ方をするそれは、音もなく動いて、木立の中から現れ出る。

「ホンマモンだ!!　逃にげろ!!」

　長坂の絶ぜつ叫きよう。

　サッカーボールと見えたそれは、大蛇の頭だった。

　ホンマモンの大蛇が、僕たちから数歩ほどの距きよ離りでちろちろと口から舌を出し入れしていた。







「……ギャアァァ──ッ!?」

　それの正体が実物の大だい蛇じやであることを認にん識しきした瞬間、僕たちは同時に絶叫した。

　反射的に飛び上がり、全速力で逃とう走そうする。九里浜と夏月と横並びに。

「ちょっと！」パニックに襲おそわれながらも、夏月に言葉を投げる。「なんで逃げてるの夏月!?」

「だって怖こわいじゃないですか!?　大蛇ですよ大蛇!?」

　夏月は半泣きになりながら、すぐさま言い返してきた。

「さっきのツチノコと似たようなもんじゃないか！」

「あれはあくまで魂裸醒ですよ！　生きている本物の大蛇となったら話は別です！　あんなのと戦った事なんてありませんよーッ！」

　……熊くまと戦ったことのある夏月でも、大蛇はダメらしい。

　背後を振り返る。大蛇は音もなく滑すべり寄ってきていた。図ずう体たいがでかい割に移動速度は速く、今にも僕らの足首に嚙かみついてきそうな勢いである。

「待て、タマ！」

　その時、梶北が両りよう腕うでを広げながら僕たちの間に割り込んだ。

　と、何な故ぜか大蛇の動きがピタリと止まる。

「……タマ……？」

　梶北は大蛇と正面から向かい合い、語りかけた。

「タマ、やめろ！　これ以上人を襲うんじゃない！」

　しかし相手は蛇へびであり、説得の言葉に牙きばを収めるはずもなかった。シャーと威い嚇かく音おんを発すると、梶北を丸吞のみすべく口をぱっくり開いて襲いかかる。

「危ない！」

　夏月が無理矢理身体からだを割り込ませ、梶北を突つき飛ばした。大蛇はそんなことお構いなしに、夏月に巻き付く。

　そうはさせじと夏月は拳こぶしで蛇の胴どうを叩たたき、足あし甲こうで蛇の尻しつ尾ぽを踏ふみつけた。が、蛇はうねうねと身体をくねらせ、上手に衝しよう撃げきを逃のがしていく。いつの間にやら、大蛇は夏月の全身を締しめ上げていた。

「か……かはぁぁ──ッ」

　さしもの夏月も、肺を締め上げられて悲鳴を上げる。

　さらに大蛇は牙をむき、夏月の喉のど元もとに嚙みつこうとする──！

「夏月！」

　咄とつ嗟さに僕は飛び出して、鎌かまを振るった。

　蛇の動きが止まっている分、狙ねらうのは簡単だった。蛇の牙が夏月に届く寸前、鎌の刃はで蛇の首を薙なぎ払はらう。首は放物線を描えがいて飛んだ後、アスファルトの地面に転がった。途と端たんに緊きん縛ばくが解け、夏月はその場に両りよう膝ひざをついた。

　大蛇は無害な存在となったが、その生命力はヤワではなかった。首を失った胴体はなおもうねうねと蠕ぜん動どうし、その場で何度も巨きよ体たいを地面に叩きつけた。首の方も、呼吸をするかのように何度も口の開閉を繰くり返す。完全に動きが収まったのは、ゆうに三分くらい経過してからだった。

　大蛇が完全に息絶えるまで、梶北はすぐそばにひざまずいていた。まるで、最さい期ごを看み取とるかのように。動きが止まったのを確認すると、梶北は立ち上がり、疲つかれ切った視線で僕を見た。

「……結局のところ、こうするしかなかったんだろうな」

　非常におとなしい、これまでの態度から百八十度変化した口調だった。夏月のもとに寄り、気き遣づかいすら見せる。

「──本当に済まなかった。大だい丈じよう夫ぶか」

「ええ、──もう大丈夫ですよ」

　まだ苦しげではあったが、夏月は微ほほ笑えみを梶北に返した。

「えーと」僕はおそるおそる尋たずねた。「こいつをタマって呼んでいたようだけど……どういうこと？」

「タマってのはこいつの名前だ。陸南に住んでいた時、飼っていたんだよ」

　そう言って、梶北は悲しみのため息を吐はき出した。







　発ほつ端たんは、須田雅俊──大蛇に全身の骨を粉ふん砕さいされた人物──が、妻の声を無視して大蛇を飼い始めたことだった。子供たちは大蛇の飼育に一定の理解を示したが、妻としては蛇とともに過ごす生活など到とう底てい許容できるものではなかった。急速に夫ふう婦ふ仲は冷え込み、離り婚こんに至ることとなる。

　それから数年。須田は、妻に対する恨うらみを捨てることができずにいた。それどころか憎にくしみは募つのるばかりだった。数年の時を置いて、須田の怒いかりは臨界点を超こえた。だから、嫌いやがらせを行ったのである──妻の実家のそばに大蛇を放つ、という嫌がらせを。

　須田は車のトランクに蛇を収めた檻おりを載のせ、折山にやってきた。そして、梶北家の裏手に大蛇を放とうとしたのである。ことはほんの一分もかからずに終わるはずだった──

　が、大蛇は茂しげみに姿を消す前に、須田を襲った。大蛇を空腹のままにしておいたことが失敗だったらしい。空腹だったら、すぐにでも元妻を襲ってくれるだろう、という目もく論ろ見みだったらしいが、須田は大事なことを忘れていた──自分もまた、大蛇の空腹を満たすいいエサになり得うるという可能性を。

　大蛇は身体に巻き付いて締め上げ、須田の全身の骨を粉砕した。

「そのあと丸吞みにするつもりだったんだろうが、タマは父さんを放置して消えていった。家の裏手で妙みような物音がするんで、俺が懐かい中ちゆう電灯を持って見に行ったんだよ。その光にビックリして、逃にげてしまったんだろうな」

　梶北はそう説明した。

　僕たちは一いつ旦たん九里浜家に戻もどっていた。そして、そこで梶北の口から事実を聞いた。

「ちょっと待って」九里浜が聞く。「あんたの父親が発見される前から、大蛇の目撃情報がぽつぽつあったと思うんだけど」

「いや、それは違ちがう」梶北は断言した。「大蛇の目撃情報が出始めたのは、父さんが重傷を負ったあとのことだ。当初、父さんは車に轢ひかれたという風に報道されていた。それが、目撃情報と結びついて『大蛇の被ひ害がい者しやだったんじゃないか』という話になったんだ。あとさきが逆だな」

　得心いった、という風に九里浜は深く頷うなずいた。

「あんたの父親が車に檻を積んでいたのは、捕つかまえた蛇へびを押し込むためじゃなく、連れてきた蛇を放つためだったのね」

　そして、両りよう頰ほおに手を当ててがっくりとしてみせる。探たん偵ていとしての推理が全く誤っていたのだ、ショックを受けるのも当然だろう。

「病院に運び込まれた父さんから、俺は事情を聴きいた」梶北は話を続ける。「……全身包帯ぐるぐる巻きだったから、意思疎そ通つうには一苦労したがな。とんでもないことをしてくれたもんだぜ。いくら母さんが憎いからってそりゃないだろ？　蛇が誰だれを襲おそうかなんてわかりゃしないってのに。だから俺は、こっそり大だい蛇じやを始末しなきゃならないと決心した。あんな親でも親は親、ことを公おおやけにはしたくなかったんだ」

「だから、君は毎日毎日山の中を歩き回っていたのか。大蛇を捜さがし出すために」

　僕の言葉に、梶北は黙だまって頷いた。

　つまるところ、九里浜が描いたこの騒そう動どうの全体図は、まったくもって間違っていたというわけだ。悪あしき魂裸醒の仕し業わざではなく、単に迷めい惑わくな蛇マニアの仕業だったのだ。たまたま梶北が魂裸醒の力を持っていたが故ゆえに、話が混乱したという側面はあるが。

「そうだったの……」

　九里浜は、疲れ切った面おも持もちで呟つぶやいた。すぐに頭をもたげてきっと僕を睨にらむと、

「こんな真相わかるわけないじゃない！　こんな場所に大蛇がいるだなんて誰が想像できるって言うの!?　ここはアマゾンじゃないのよぅ！」

「推理が外れたからって、僕に八つ当たりしないでくれ」

　それを尻しり目めに、梶北は夏月に話しかけた。

「頼たのむから、このことは秘密にしてくれないか。あんたらを信用しなかったことは謝る。信用できる相手かどうか、判断ができなかったんだ」

　頭を下げる梶北。

　夏月は小さく微ほほ笑えんで見せた。

「そういうことなら、仕方ないですね。幸い、無関係の人に害は及およびませんでしたし。ことを荒あら立だてる気はありません。……この騒動は地に埋うめておしまい、ということにしましょう」

　そう言って、右手に持ったスコップを持ち上げる。

「本当に、すまない。タマはきっちり葬ほうむってやりたいんだ。こんなことになっちまったが、あいつとは一つ屋根の下で過ごした仲なんだからな」

　その後、僕たちは現場に戻り、穴を掘ほって大蛇を土に埋めた。巨きよ体たいゆえ大きな穴を掘らなければならず、思いの外重労働になってしまったが。埋めた跡あとにはその辺から持ってきた大きい石を置き、勝手に「蛇へび塚づか」と呼び習わすことにした。

　かくして、サブロウジ様騒動は終結した。一つ余談をあげるならば、結局週末の折山地区を上げての大蛇狩がりは決行され、九里浜も駆かり出されたという。大蛇を退治したことは僕たちだけの秘密だから、まあ仕方のないことだ。ただ一人真実を知る九里浜は、作業の最中むなしさに心をさいなまれていたそうな。






















　道をまっすぐ走り抜ぬけていくかと思われたスクーターは、僕たちの前方五メートルで急きゆう旋せん回かい、進路を塞ふさぐように停車した。

　運転しているのは、二高の制服を着た少女だった。スクーターの後部にも二高のステッカーが貼はってある。ヘルメットをつけたままスクーターから降りると仁に王おう立ちして、

「昨日の晩！　長坂陵りよう梧ごを病院送りにしたのはてめーかぁぁ！」

　僕たちをびっしぃっ！　と指さした。

「…………」

　あまりに突とつ然ぜんのことで、口を利きくことができなかった──僕も夏か月づきも。

　見覚えのない女の子だった。夏月の表情から察するに、夏月の知り合いでもないらしい。

「……えーと、長坂君のお友達の方ですか？」

　あくまで礼れい儀ぎ正しく、夏月は質問した。

「とぼけんなよてめえ！」

　女の子は手の一ひと振ふりで、質問をはねのけた。もう一度びっしぃっ！　と夏月を指さして、

「てめーが長坂に大おお怪け我がさせたってのはわかりきってるんだ！　白状しやがれッ！」

　一方的に怒ど鳴なりつける。

「……長坂が大怪我だって？」

　初耳だった。

　たしかに今日、学校では長坂の姿を見ていない。風か邪ぜかなんかで休んでいるんだと思っていたが。

「それって本当なんですか!?」

　驚おどろきの表情を浮うかべる夏月。

　問い返されて、女の子はわずかに黙り込んだが、

「シラを切るつもりかよ……。だったら実力行使だッ！」

　そう言ったと同時に、女の子の姿が二重にぶれる。

「……幽ゆう体たい!?」

　夏月が小さく叫さけぶ。

　女の子の背後に、彼女の姿を模した半はん透とう明めいの姿が現れた。夏月の言うとおり、幽体だ──魂たま裸ら醒せの力を振るう者特有の能力、幽体離り脱だつを、少女は行っていた。

「あたしが『ドゥームスター』で長坂の仇かたきを取るッ！」

　幽体は形を変化させた。鉄の棒の先せん端たんに、巨大なトゲトゲ鉄球をくっつけた武器へと。

　モーニングスターだった。

「……でっかー!?」

　サイズが尋じん常じようではなかった。棒の長さは約一・五メートル、先っぽにくっついた鉄球の直径は少なく見積もっても五十センチはあった。ティラノサウルスの頭ず蓋がい骨こつも水風船のように粉ふん砕さいできるだろう。

　幽体が完全に実体化すると、モーニングスターはドスンと音を立ててアスファルトに落ちた。ほんの一いつ瞬しゆん、地面が揺ゆれたかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。実際、トゲの一部は地面に突つき刺ささり、アスファルト表面には小さなヒビが生まれていた。

「ここで会ったが百年目だチクショウ！」

　片手をモーニングスターにかける。女の子の細ほそ腕うでであんな重い物が持ち上がるのか──と思っていたら、

「……むぐぐぐぐッ」

　持ち上がらなかった。

　両手をかけて持ち上げようとしたが、やっぱり持ち上がらない。

　女の子は両手で鉄球の付け根あたりを握にぎり、もう一度トライした。すると鉄球が地面から離はなれ、ゆっくりとではあるが持ち上がってきた。

　ゆうに一分くらいかけて、ついに女の子はモーニングスターを掲かかげ切った。攻こう撃げきに移る──はずが、重みに耐たえかねてか、ゆらりゆらりと足あし下もとがふらつく。

「う──っとっとっとっ」

　右へ左へと千鳥足ステップを踏ふみはじめた。

「ちょっと待ってろ──この『ドゥームスター』で──てめえを叩たたき潰つぶし──うああああっ!?」

　結局、女の子はバランスを崩くずした。巨大な星は大きく傾かたむいて、道の左手の水田にまっしぐらに落ちていく──

「危ない！」

　夏月が地を蹴けった。素す早ばやく腕を伸のばし、モーニングスターの柄えをつかもうとする。が、その手は寸前で届かなかった。

　どばちゃーん、と水音がして、続いて泥どろの混じった水柱が立った。

　女の子は頭から水田に落ちていた。両腕を伸ばしたうつぶせの格好で、稲いねの列の間に器用にはまっている。

「…………」

　僕と夏月は、黙だまって女の子を見守った。

　女の子はしばらくうつぶせのまま動かなかった。どうして立とうとしないんだろう、と不思議に思い始めた頃ころ──

　じたじたじた。

　手足をばたつかせ始めた。

「ひょっとして」僕は冷静に指し摘てきした。「身体からだが泥にはまって起き上がれない上に、呼吸ができないんじゃないだろうか」

　助けなきゃ、と思ったその時、女の子は自力で上半身を起こした。

「……ぷはあッ」

　女の子は大きく息を吸い込んだが、一いつ緒しよに水や泥まで口の中に入ってしまったようだ。直後、すごい勢いでゲホゲホと咳せき込み始めた。それでもなんとか田んぼから脱だつ出しゆつしようとするが、踏ん張ろうとするたびに手足がずぶずぶと泥に沈しずみ込んでいく。

　助けてやった方が良さそうだ。僕は魂裸醒、パープル・シックルを発現した。

「つかまれよ～！」

　二メートルの長さを持つ棍こん状の魂裸醒を伸ばして、女の子の鼻先に突きつける。女の子は素早く棍の先端に飛びついた。僕自身が引き込まれないよう、ガードレールに足をかけながら引っ張り上げる。

　その作業中、夏月の携けい帯たい電話が鳴った。

「こんな時に誰だれでしょう？……もしもし？」

　僕の作業を横目に見ながら、通話ボタンを押して耳に押し当てる。話は一分ほど続いたが、その間夏月はずっと狐きつねにつままれたような顔をしていた。

「誰からだったの」

　夏月は意外な名を口にした。

「長坂君からでした」

「……へえ」

「大事な話があるから、今から会いたいそうです。それからもう一つ、北きた御み門かどって子がそっちに行ってないか、って聞かれたんですけど……」

　まだむせている女の子に、夏月は目をやった。

「君の名前は北御門ってのか」

　引き上げた女の子に尋たずねてみると、僕をきっと睨にらんだだけで、何も答えなかった。が、それは肯こう定ていしたも同然だった。







　八阪井家にやってきた長坂は、ピンピンしていた。頭に包帯を巻いてはいたが、それ以外は全くの健康体に見える。

「病院送りにされたと聞いたけど」

　問うと、長坂は口をへの字にした。

　八阪井家の台所には八人がけのテーブルが据すえてある。夏月と、夏月の服を借りて着ている女の子──北御門とが、隣となり合って座っていた。彼女の制服は現在洗せん濯たく機きの中である。

「いいことを教えてやる、北御門」

　長坂は北御門を見いだすと、呆あきれたように息を吐はき出した。

「病院送りって言葉は、入院するくれェの大おお怪け我がの時に使うんだ。単に医者に診みてもらっただけじゃ、病院送りとは言わねェ。他人に風か邪ぜをうつされても病院送りか」

　北御門は、プイとあさっての方向を向いただけだった。

「紹しよう介かいしよォ」長坂は僕と夏月を交こう互ごに見た。「こいつは北御門真ま紀き、俺たちと同じ平磐二高の二年生だ。同時に、ミステリー研のメンバーでもある」

　ミステリー研。この世のミステリーを追いかける同好の士が集まる、二高のサークルである。

「何がどうなっているんだ。最初から説明してくれ」

「俺たちは昨日の晩、平磐城公園で未知の魂裸醒に襲おそわれた。八時半だったか九時頃だったか、そんな時間帯に」

「そんな遅おそくになにをしていたの」

　平磐城公園とは、かつての平磐城跡あと、広い丘おかを一つ丸ごと公園にした公共施し設せつだ。そのだだっ広さに対して街灯の数はあまりに少なく、日にち没ぼつ後はほとんど真っ暗になる。基本的に夜は誰も行かない場所である。

「……ミステリー研の会誌の原げん稿こうを書くために、実地調査に出かけたんだ」

　初めて北御門が口を挟はさんだ。

「会誌？」

「前に話しただろ」と長坂。「『平磐の三大七不思議』ってのを年一冊出してるんだよ」

「ああ、アレか。でも、平磐城に不思議な話なんてあったっけ」

　質問すると、北御門が答えた。

「つい最近、あの辺で妙みような話があっただろ」

「つい最近、って……」

　……該がい当とうしそうな話を、一つだけ思い出した。

　自然と夏月の方に目がいく。夏月も僕を見ていた──内心の動どう揺ようを押し隠かくすべく、顔と体とをこわばらせながら。

　北御門が何を言いたいのか、夏月も悟さとってしまったようだ。

「『平磐の撲ぼく殺さつ魔ま』っていただろ？　平磐城公園あたりを根城にした噂うわさの通り魔が。最近すっかり影かげを潜ひそめちまったけど、結局正体は謎なぞのままだ。今も獲え物ものを求めて公園を徘はい徊かいしてるんじゃねーか、って話もある。あたしはそいつの噂を追いかけて、検証記事を書こうと考えてるんだ。撲殺魔は本当にいたのか、ってな。でも、本当に撲殺魔に襲われるなんて思ってもみなかったぜ」

　北御門は長坂の包帯に目をやった。

「……その相手は、本当に撲殺魔だったんでしょうか」

　夏月はおそるおそる尋ねた。すると北御門は苛いら立だちもあらわに、

「『撲殺魔は青い手て袋ぶくろと青い長なが靴ぐつを履はいていた』ってぇ噂通りだったぜ。ところで、長坂に聞いたら、おめーの魂裸醒もそんな形をしているらしいな……！」

「いや待ってくださいよ！」夏月は腰こしを浮うかしかけた。「昨日の晩はここで大だい助すけ君とスパゲッティ食べてましたよ!?　私じゃないですって」

「魂裸醒の形が似ているだけで、絶対八阪井じゃあねェって言ったんだがな」

　申し訳なさそうに長坂は付け加えた。察するに、長坂の言葉を聞いた北御門が、勝手に暴走して夏月に復ふく讐しゆうを果たしにやってきた、ということらしい。

「八阪井、『ブルー・ハンマー』を出してくれねェか？　こいつを説得するには、実物を見せて、別物だということをわからせるしかねェ」

「……そうですね」

　夏月はブルー・ハンマーを発現させた。それを北御門はまじまじと観察する。

「やっぱり……、どう見てもこれとしか思えねー……」

　目線を上げ、夏月を凝ぎよう視しした。

「あたしが公園で出くわした奴やつは、こいつを装備していた！　間ま違ちがいなく、こいつだッ」

　北御門は自説を曲げようとしなかった。自然と夏月の反論も熱を帯びてくる。

「だから私じゃないですよ！　最近は誰だれも襲ってませんってば──」

　そう言ってから、夏月ははっと息を吞のんだ。あわてて口元を手で覆おおうが、もう遅い。

「……最近は、だと？」

　長坂が尋たずねてくる。夏月を怪あやしむ北御門の目つきもますます鋭するどくなる。

　僕は思わずため息をついた。夏月に顔を向けて、言う。

「こりゃ、本当のことを言うしかないんじゃないかな」

「それじゃ、やっぱり……！」

　北御門が身を乗り出す。

「違う」僕は北御門を押しとどめた。「君を襲ったのは夏月じゃない。それは請うけ合う。僕も一いつ緒しよにスパゲッティ食べてたしね。ただ、以前の撲殺魔の噂に関しては、──」

　どう説明したものか、と一いつ旦たん言葉を切ると、そのあとを夏月が受けた。

「私が撲殺魔です」

　…………

　八阪井家の台所は沈ちん黙もくに包まれた。

　その沈黙の中で、夏月の両目がすっ、と細くなった。それまでの穏おだやかな雰ふん囲い気きは消え去り、冷たく切りつけるような空気が取って代わる。夏月のテンションが、撲殺魔として活動していた時のものに戻もどっていた。

「撲殺魔の正体は、私です。私が公園で人を襲おそっていたんです。でも誓ちかって言いますが、一ヶ月ほど前にきっぱりと足を洗いました。長坂君を襲ったのは私じゃありません」

　ごく真しん剣けんな口調で、夏月は言い切った。

　いきなりの夏月の変化に、長坂はすっかり驚おどろいていた。たとえるならば、自分の足あし下もとに突とつ然ぜん穴が開いたような気持ちだろうか？　疑いと恐おそれのない交ぜになった目で、夏月を見つめる。

「それは、……なんだと？　八阪井が撲殺魔だあ？」

　よく考えてみれば、長坂はそのことを知らないんだった。彼と僕たちが出会ったのは、撲殺魔の事件が収束した後のことである。

「平磐で生まれた魂裸醒をすべて封ふうじるため、でした。そもそも父さんと私とは、そのために平磐に引っ越こしてきたんです。……もっとも、そんなことは無理だとすぐに気づきましたけどね。私たちが来た時には、既すでにあまりにも多くの人間が魂裸醒の力に目覚めていましたから。はじめは二人か三人程度だと思っていたんですけど、次から次へと魂裸醒は見つかるし、そのうち撲殺魔という噂が立ち始めるし。だから、私は撲殺活動から引退したんです」

　説明し終えると、夏月の雰囲気は元に戻った。それを見て、長坂も安心したような表情を見せる。

「それじゃ、昨日俺たちを襲った奴は、二代目撲殺魔ってェことか」

「二代目……まあ、そういうことになりますね」

　二代目という言い方に夏月は眉まゆをひそめたが、とにかく長坂の言葉を認めた。

「じゃあ何か。てめーのと全く同じ形の魂裸醒を持った奴がいるってことか」

　北御門の口調はまだ疑わしげだった。

「ねえ夏月、魂裸醒がかぶるってことはあるの？」

「と、言いますと」

「つまり、別の誰かが君の『ブルー・ハンマー』とそっくり同じ形状の魂裸醒を発現することはあるのか、あるとすればどの程度の頻ひん度どで起きるのか」

「同じ形状の魂裸醒……。北御門さん、あなたが見た魂裸醒は、色も全く一緒だったんですね？」

「ああ。明らかに青かった」

「そうですか。もし色違いだったら、アテがあったんですけど……」

　顎あごに手を当て、少しの間考え込んでから、夏月は慎しん重ちように言葉を発した。

「可能性は、ゼロではないと思います。魂裸醒の形状は人間の想像力に依よるものです。だから、結果的に手てつ甲こう足あし甲こうの形になってしまうというのは、あり得うる話です……そう言えば、相手の顔は見ていないんですか？」

「全く見えなかった。どうだった？」

　長坂は北御門に尋ねたが、北御門も首を横に振ふった。

「なるほど。夜の平磐城公園は真っ暗だものね」

「それもあるんだが、そいつは顔以外の部分がメチャ目立っててなあ。『ブルー・ハンマー』みたいな魂裸醒を両手両足に装着していたし──それにもう一つ、胸むな元もとから光を放っていた」

「胸元から光!?　それは本当ですか」

　夏月は血相を変えた。突然のことに気け圧おされながら、北御門は頷うなずいた。

「あ、ああ。胸から変な模様の光が出てたけど……なんかまずいのか」

「極きわめてまずいです」夏月は真顔で答えた。

「それは過か醒せい紋もんと言って、魂裸醒の力に毒された人間特有の現象です。光が強くなれば強くなるほど肉体と精神を蝕むしばまれ──最終的には死に至ります」

「死に至る、って……」

　ことの深刻さを感じたのだろう、北御門の声は小さく消えていった。

「光っている範はん囲いが胸だけ、ということはまだ過醒の初期段階ですね。今すぐ魂裸醒を封じれば、死なずに済みます。なにか、相手を捜さがす手がかりとかないんでしょうか」

　夏月の質問に、しかし長坂も北御門も首を捻ひねるばかりだった。

「う～ん。平磐城公園を地道に捜そう索さくするしかないんでしょうか」

「……ここはあいつに相談してみたらいいんじゃねェか」

　長坂が提案した。

「九里浜か。さっそく連れん絡らくしてみよう」

　なるほど、九里浜探たん偵てい局きよく（仮かつこかり）局長、九里浜純じゆんが飛びつきそうな話である。話を持ちかければ、きっと勝手に捜査に当たってくれるだろう。問題は、九里浜の介かい入にゆうが往々にして事態の悪化を招くという点にあるが、この際はそうも言っていられない。毒をもって毒を制す、というやつだ。

　携けい帯たい電話を出し、九里浜を呼び出す。呼び出し音が十回を超こえたあたりで、電話は繫つながった。

「もしもし？　九里浜？　三み鶴つる城ぎだけど」

「…………」

　返ってきたのは、沈ちん黙もくだった。なんの反応もない。

　誰だれか別人にかけてしまったのか？　携帯のディスプレイを見直したが、そこにはしっかり「九里浜純」と表示されていた。もう一回呼びかけてみる。

「もしもし？　もしもーし。局長様～……」

「ドアホォォ──ッッ!!」

　一いつ瞬しゆん、耳の穴に五寸釘くぎでもぶち込まれたかのような錯さつ覚かくを覚えた。思わず電話を取り落としかけたが、なんとか再度耳に押し当てる。

「おい九里浜、僕の鼓こ膜まくを破るつもりか……」

「電話かけてくるなんてどういうつもり!?　あたしを精神的にも打ちのめそうってワケ!?」

　九里浜はすごい勢いで僕を責め立ててきた。

　……なんだなんだ？

「勝者の余よ裕ゆうってやつ？　ハッ！　ふざけんなこのバカーッ！」

　電話の向こうの九里浜は、激しく動転しているようだった。半泣きみたいな声で次から次へとまくしたててくる。

　よくわからないが、とにかく尋じん常じようじゃない。まずは落ち着かせなきゃ。

「ちょっと待て九里浜、何があったのか知らないが、──」

「あんた、明日は首を洗って待ってなさいよぅ！　このオトシマエはきっちりつけさせてもらうかんね！」

　九里浜は全く聞く耳を持たない。それどころか、通話を一方的に切られてしまった。

「……どうしたんですか？」

　夏月が声をかけてきた。長坂も北御門も、僕を不思議そうにみつめている。

「九里浜の奴やつ、今はものすごく機き嫌げんが悪いらしいよ」

「機嫌が悪い？」

「うん。つい今し方剣けん山ざんを踏ふんづけました、という勢いだった」

　今の僕には、そうとしか言いようがなかった。







　翌日。

　午前中の授業が終わり、さて飯めしでも食うかと席を立ったところ、

「…………」

　教室の扉とびらの陰かげから半分だけ顔をのぞかせている九里浜と目があった。

「おーい、九里浜……」

　手を振ふって呼びかけてみたが、九里浜はすっと姿を消した。

「どうかしたんですか？」

　弁当を片手に、夏月が声をかけてきた。

「先に屋上に行っててくれ。僕は九里浜を捕つかまえてくる」

　そう言いおき、教室を出る。

　九里浜の姿を求めて左右を見み渡わたすと……いた。廊ろう下かの角から、またも顔を半分だけ出している。僕の姿を認めると、またしても奥の方へ走り去っていく。

　なんだか、九里浜は僕をどこかへと誘ゆう導どうしているみたいだった。意図が全く読めないが、ここは注文通りにくっついていくしかないようだ。

　つかず離はなれずの距きよ離りを保ったまま、九里浜は学校の昇しよう降こう口ぐちを出て、校舎裏手に回り込んだ。

「どこまで追いかけっこをすりゃ気が済むんだ」

　妖よう精せいを追って森の奥へ奥へと入ってしまうお子様のような気分だ。僕は童話の主人公か？

　と、校舎裏で九里浜の姿を見失った。無人の空間にそびえ立っているのは、イチョウの巨きよ木ぼくのみ。

「……なんだ？」

　よく見ると、イチョウの根本に何かが落ちていた。近づいて拾ってみる。

　白いハンカチの中に、三つの物品が包まれていた。小さな白いボタン、ガムの包み紙、そして全長五センチくらいのオモチャの戦車。

「九里浜のものか……？」

　なんだってこんなものがこんなところに、と途と方ほうに暮れたその時。

「とりゃあ──ッ!!」

　ガサガサ、と頭上からイチョウの枝葉がこすれる音。と一いつ緒しよに、九里浜が落ちてきた。

「ぐぎゃっ」

　避よける暇ひまもない。僕の身体からだは九里浜に踏みつぶされた。地面に妙みような格好で叩たたきつけられ、一瞬意識が真っ白になる。

　次に気がついたら、九里浜が僕の胸の上に馬乗りになっていた。

「うわぁ！　何をするんだ九里浜!!」

　九里浜は僕の首を締しめ上げようと──いや、違ちがう。ネクタイを引き剝はがそうとしていた。抵てい抗こうするにも、九里浜は片かた膝ひざで僕の右みぎ腕うでをうまいこと押さえ込んでいた。筋力で勝まさっているとはいえ、片腕で九里浜の二本の腕を防ぐことはかなわない。

[image: ]

「静かになさいな！」

　何かにとりつかれたような勢いで九里浜は僕のネクタイを剝ぎ、シャツのボタンを外しにかかる。

「ちょっと待て！　学校で何がしたいんだキサマ!!」

　第三ボタンまで外すと、その下に着ているシャツの襟えりをつまんで思い切り引っ張った。胸むな板いたの真ん中が外気に触ふれる格好になる。

「おーかーさーれーるー!!」

　と、突とつ然ぜん九里浜の動きがピタリと止まった。

「……ない」

　軽いショックを受けたかのように、呆ほうけた表情になる。が、すぐに僕のシャツをつかんでガクガク上下に揺ゆすると、

「ちょっと！　なんであんた胸元が光ってないの!?」

　何を訳の分からないこと言ってるんだ、と反論したいところだったが、声を出すことすらままならない。結局、夏月が助けに来てくれるまで、僕は脳を揺すられ続けたのだった。







「……九里浜も公園で襲おそわれたの!?」

「そうよ。この通り、ね」

　九里浜は左の袖そでをまくり上げた。そこには、紫むらさき色いろの痣あざが浮うかんでいた。

　屋上には五人の人間が集まっていた。昼飯を一緒に食べるいつものメンバーに、今日は北御門が交じっている。その北御門が、一歩進み出て九里浜に質問する。

「いつだ。いつ襲われたんだ」

「つい昨日よ。三さん助すけからの電話が来た、ちょっと前くらい」

　なるほど。それで、電話口の九里浜は動どう揺ようしていたのか。

「でも、あの会話内容はなんだったんだ。まるで僕が九里浜を襲ったような──」

　指し摘てきすると、九里浜はギッと厳しい視線を投げつけてきた。続けざまに何か言おうとしたが、

「…………」

　口を閉じ、あさっての方向を向いた。

　さっきから九里浜の行動が支し離り滅めつ裂れつだ。普ふ段だんから九里浜が理性的であるとは言いにくいが、今日は輪をかけておかしい。

　その点、夏月も妙に思ったらしく、気き遣づかうように声をかけた。

「何があったんですか……？」

「順を追って説明しましょ」九里浜は見るからに不ふ機き嫌げんな顔をしていた。「きっかけは、噂うわさを聞きつけたことだった。『平磐の撲ぼく殺さつ魔まが活動を再開した』って」

「あー、あたしもその話は聞いてるよ」北御門が応じた。「そもそも撲殺魔の記事を書こうと思ったのも、その話を耳にしたのがきっかけだし」

「はあ……」

　夏月はすっかり困こん惑わくしきっていた。

「ところで」九里浜が小声で尋たずねてきた。「あの二人がいると、夏月と腹を割った話ができないんだけど」

　長坂と北御門を軽く指さす。

「その点は大だい丈じよう夫ぶだ。二人とも夏月が初代撲殺魔であることは知っている」

「あ、そーなの。……もちろん、夏月がまた撲殺活動を始めた、なんてことはあり得ない。誰だれかが勝手に二代目を襲しゆう名めいしようとしている、ってことよ。だから、調べてみようと思ったの」

「なんで夏月に相談しなかったの」

「あくまで噂だったから。相談したあとで『本当にただの噂でした』ってわかったら恥はずかしいじゃないのよぅ。だから一人で平磐城公園に行ってみたの。日が落ちてから」

「それで、逆に撲殺魔に襲われた、と？」

　九里浜はまたも僕をギロリと睨にらんだ。

「……今度はあんたが説明する番よ、三助。昨日、公園であたしを襲ったのはどういうつもりなの!?」

　九里浜は鉄てつ扇せん型の魂裸醒、エア・キルを発現させ、先せん端たんを僕に突つきつけた。

「…………は？」

　話がつかめなかった。

「ちょっと待って。なんの話？」

「とぼけなさんな！　この傷は昨日の晩、あんたに殴なぐられてできた傷よぅ！」

　再度袖をめくり、遠とお山やまの金きんさんのごとく傷を見せつける。

「えーと、その──とにかく、それは僕がやったんじゃないよ。昨日の晩、僕は夏月の家にいたんだもの」

「適当なことを！　誰がアリバイを証明してくれるっていうの！」

　夏月と長坂と北御門が同時に挙手した。

「ム……！」

　一いつ瞬しゆん、九里浜は言葉に詰つまった。しかし態度を和やわらげようとはしない。

「どんなアリバイトリックを使ったのよぅ！　三助！」

「そもそも、相手の顔を見ていないのか」

「暗かったから見えなかったのよぅ」

「だったら何な故ぜ僕を目の仇かたきにする」

「あたしを襲った奴やつはパープル・シックルを持ってたんだもの！　三助以外の誰があんな魂裸醒を持ってるっていうのよぅ！」

「……なんですと？」

　全員の視線が、今度は僕の方に向いた。

「……おい」北御門が底鳴りするような声を絞しぼり出した。「実は真犯人はてめーだったのか!?」

「違ちがうって！」すぐさま反論した。「君を襲ったのは『ブルー・ハンマー』だろ!?」

「……なんの話？」

　九里浜が聞いてきた。そこで僕は、北御門の方の事情を九里浜に説明した。

　初めのうちこそ九里浜は僕を睨み続けていたが、説明が進むうちに当とう惑わくの表情を深めていった。説明を聞き終える頃ころには、それまでの毒気がすっかり消え去っていた。

「つまりそれは、……平磐城公園には今、通り魔が二人いるって事？」

「二代目の座を賭かけて撲殺魔ファイトでもやってるってェのか。より多くの犠ぎ牲せい者しやを出した方が二代目襲名、っていう」

　長坂が金かな網あみにもたれつつ、意見を述べた。

「『ブルー・ハンマー』そっくりの魂裸醒と、『パープル・シックル』そっくりの魂裸醒が二人同時に公園に現れたってのか。ずいぶんな偶ぐう然ぜんじゃねェか」

　長いこと夏月は顎あごに手を当て考え込んでいたが、ふと九里浜に目をやった。

「純ちゃん、その相手は過か醒せい状態ではありませんでしたか？」

「あ、それそれ」夏月の質問に九里浜はポンと手を打った。「そいつ、胸むな元もとが光ってたのよ。だから、三助の胸元が光ってれば犯人確定だって思ってたんだけど……」

「それで僕をひん剝むこうとしたのか。言っておくけど、僕は過醒になってないからな」

　ネクタイの結び目を下げ、全員に胸元を見せる。

「また偶然だ」と北御門。「あたしたちを襲おそった奴も、その過醒状態って奴だったぜ」

「……魂裸醒をコピーする能力……」

　すっと夏月が頭をもたげ、ぽつりと言った。

　自然と、全員の視線が夏月に集まる。

「戸有に以前、銀ぎん剣けん持ちの方で、風変わりな能力を操あやつる人がいました。見たことのある他人の魂裸醒をコピーして、状じよう況きように応じて使用する、という能力を」

「銀剣持ちだって？」

　銀剣持ち──それは、戸有の中においても最強とされる魂裸醒十二名に与あたえられる称しよう号ごうである。もっとも四年前の戸有内戦時に四名が村から逃にげたという話だが。

「まさか、その銀剣持ちが平磐にいるってのか」

「いえ、そうではないと思います。胸だけに過醒紋もんが現れるというのは、後天性魂裸醒の特とく徴ちようですからね。つまり、似たような魂裸醒を持つ人が平磐で生まれているんだと思います。敵は一人です──おそらく、ですけど」

「敵は一人って言われてもよ、そいつをどうやって特定すりゃいいんだ」

　投げやりな口調の北御門。

「公園を徹てつ底てい捜そう索さくするしかない」と九里浜。「あんたたちはおととい出くわしたんでしょ？　それで、あたしは昨日出くわした。だったら、今日も出くわす可能性は高い」

「そォか？　偶然は三度も続かねェという考え方もあるぜ」

　懐かい疑ぎ的な口ぶりで長坂は言う。

「あのね。他ほかに方法がないんだからしょうがないでしょうよぅ」

「全く」長坂は天を仰あおいだ。「探たん偵てい志望の九里浜さんともあろうお方が、敵と遭そう遇ぐうしておきながら、何にもわからねェと認めるとはな」

　挑ちよう発はつ的言辞に、当然九里浜は気色ばんだ。

「うっさい！　あたしだってね、まったく証しよう拠こ集めてないってわけじゃないのよ!?　でもね、役に立たないものしかみつからなかったから仕方がないじゃないの!!」

　九里浜は自分のポケットに手を突っ込むと、ハンカチを取り出して長坂の目の前に突きつけた。ハンカチの上には、小さなボタン、ガムの包み紙、そして食しよく玩がんとおぼしき戦車のオモチャが載のっている。僕をイチョウの木の真下に誘ゆう導どうした、謎なぞの物品だ。

「これで犯人が特定できるってんなら特定してみなさいよぅ!!」

　挑戦的に九里浜は叫さけんだ。

「これは犯人の持ち物なの？」

「そうよぅ。もみあっている間に相手の服から剝はぎ取ったんだから、間違いない」

　九里浜は断言した。こいつをイチョウの木の下に置いたのは、持ち主である（と九里浜が信じ込んでいた）僕に物品を突つきつける、という意味があったのか。

　これらの証拠物件から持ち主を特定するのは不可能に思えた。ところが、

「……ちょっと待て！」

　突とつ然ぜん長坂は素す早ばやく戦車をさらい上げた。指で挟はさみ、目の高さに持ち上げじっくりと観察する。

「こりゃ赤ハリだぜ」

「赤ハリ？」

「昔の特とく撮さつ番組に出てくる乗り物だ。……『疎そ開かいライダー』って覚えてねェか？」

「あったような無かったような」

「とにかく、あったんだ」長坂は言い切った。

「それの食玩が三、四年前に出てたんだが、これはそのシリーズの中の一品だな」

「そんなこと、よく知ってるね」

「その筋では有名だからな。こりゃネットオークションにかけたら最低一万円は行くぜ」

「マジで!?」

　その場にいた人間、長坂以外すべてが同時に叫んだ。

　信じられない、というように九里浜が戦車をのぞき込む。

「こんなどこにでもありそうなやつが、一万円？」

「いろんな事情があって、超ちようレアものということになっている。平磐みたいな田舎いなかでこんな代しろ物ものに出会えるとは思ってなかったぜ」

　長坂はうれしそうに呟つぶやいた。が、すぐにゆるめていた表情を引き締しめる。

「こりゃ犯人特定に使えるかもしれねェぜ。市内には食玩専門店が三つある。赤ハリ級の食玩だったら、店員も覚えているはずだ。いつ店に入って、いつ売れていったか」

「単にネットオークションで競せり落としたんじゃあ？」

「とも考えられるがな」長坂は一歩譲ゆずった。「だが、食玩の店を調べてみるのは決して損じゃねェと思うぜ」

「ははあ」夏月は感心したように息を吐はいた。

「そんな高価な物なんですか。それじゃ落とした人、今いま頃ごろ必死になって捜さがしてるでしょうね」

　一万円以上の価値がある物を落としたら、そりゃ必死になって捜すってもんだろう。

「……だったら、僕たちは手分けして作業に当たるのがいいような気がするな」







　一時間後、三人の少年少女が、平磐城公園の本丸跡めざして砂じや利り道みちを歩き続けていた。

　放課後、僕たちは二手に分かれた。食玩の店を知る長坂と、自じ称しよう「尋じん問もんの名手」九里浜は、二人で街の中心部へ出かけた。食玩の戦車を買った人間がいないかどうか確かく認にんするためである。

　残り三人、僕と夏月と北御門は平磐城公園へ直接向かい、正面入り口から登山を開始した。果てしなく広い公園ではあるが、実のところ道は一本である。本丸広場まで登ってから、公園裏手の駐ちゆう車しや場じよう入り口から出る。それで公園内を一通り見て回ることができる。二代目撲ぼく殺さつ魔まが落とし物を捜しているとすれば、ルート上のどこかにいるはずなのだ。

「それらしい奴やつ、どこにも見あたらねーじゃねーか」

　中腹あたりまで来ると、北御門は愚ぐ痴ちをこぼし始めた。歩きづめでイライラしているのか、口調もとげとげしい。

「僕に文句を言われても困る」

「人の数より、たってる銅像の数の方が多いんじゃねーか？」

「それはいつものことだ」

　先々代の市長が金にあかせてたてまくったらしく、聞くところによると公園内には四十七体の銅像がたっているのだとか。全員、平磐出身の人物像だ。本日公園内で出くわした人の数は、銅像の数よりはるかに少ないと言い切れる。まして、日は既すでに没ぼつし、西の空に残光がわずかに輝かがやいているだけ、という時間だ。周辺から人の気配は完全に消え失うせていた。

　本丸広場にたどり着いた頃ころには、あたりはすっかり暗くなっていた。

「ここに来るのは久しぶりですね」

　夏月が何の気無しに呟くと、北御門が聞き返した。

「久しぶり？　撲殺魔をやめてからは来ていないって事？」

「そうですね」夏月は認めた。「最後に来たのは──赤あか池いけと戦った時ですね」

「赤池？」

「平磐で魂裸醒を大量生産していた男です。彼の魂裸醒は『グラン・ギニョル』といって、銅像の頭にアンテナを立てて操あやつる、という能力でした。彼は私たちを公園におびき寄せて、銅像で一挙に殲せん滅めつするつもりだったんです」

「銅像を操るって──あんな奴を？」

　北御門の視線は前方に注がれていた。

　その時、雲の切れ間から月が姿を現し、青い光が広場に降り注いだ。広場の中心にたつ二体の銅像の影かげが浮うかび上がる。

　この広場、あんなところに銅像たってたかな？　目をこらしてよく見てみると──

　二体の銅像の頭には、それぞれアンテナが生えていた。

「『グラン・ギニョル』!?」

　僕の叫さけび声を待っていたかのように、銅像が動きだした。僕たちめがけ、二体同時に突つっ込んでくる。

「なんだよこいつら!?」

　悲鳴を上げる北御門を押しやり、僕は前に進み出た。

　パープル・シックルを発現し、先に突っ込んできた奴の足下を棍こんで払はらう。そいつはあっさりと足を取られ、バランスを崩くずした。地面にべたりと倒たおれる時、「ゴスン」と明らかに金属が地面にぶつかったような鈍にぶい音がする。

　息をつく暇ひまもなく、その背後からもう一体の銅像が迫せまり来た。腕うでを伸のばして僕の身体からだを捕つかまえにくる。

「クソっ」

　後ろに飛んで、銅像の手から逃のがれた。代わりに進み出たのは夏月だ──ブルー・ハンマーを振ふるい、銅像の顔面を殴なぐりつける。銅像は四、五メートルほどすっ飛んだが、痛みを感じるはずもない。すぐさま起き上がり、再度間合いを詰つめてくる。

「おいおい、一体どうなってやがるんだよ！」

　北御門が僕の腕をわっしとつかんだ。

　聞きたいのはこっちの方だ、と僕は心の中で毒づいた。

　二代目撲殺魔め、今度はグラン・ギニョルを使用するときたか。銅像の動きは僕たちよりわずかに緩かん慢まんだったが、だからといってとうてい油断できるものではない。赤池は四十七体の銅像を同時に操った。二代目撲殺魔も同じ力を持つとすれば──

「どんどん銅像が来るはずだ。挟はさみ撃うちになる。急いで山を下りないと」

「チックショウ！　もう来てるぜ！」

　北御門が叫ぶ。彼女の視線の先、駐車場側からの登り口にさらに二つの人影が現れていた。こいつらも、僕らめがけて駆かけ寄ってくる。

「一いつ旦たん逃にげよう」以前の経験を踏ふまえ、僕は北御門に言った。「奴らは道を登ってやってくる。道を外れて、ゆるい崖がけを選んで降りていけば振り切れるはず──」

「クソッタレがッ！　てめーら邪じや魔まなんだよーッ！」

　北御門は聞いちゃいなかった。突とつ然ぜん地面を蹴けると、走りながらドゥームスターを発現させた。

「止まれこのバカ!!」

　棍で北御門の後頭部を殴って止めようとしたのだが、残念な事にパープル・シックルは空を切った。

　北御門は前ぜん傾けい姿勢でモーニングスターを構えた。もちろん、彼女の細腕でモーニングスターを支えられるはずが無く、勢いで前方へと倒れていく。

「……とっとっとぉ──!?」

　しまいには北御門は百メートル十秒級の早さでダッシュしていた。幸い敵に向かってまっすぐ走り抜ぬけているので、敵の頭上めがけ鉄球を落とす格好になっているが──

「危ないッ！」

　夏月が北御門を追いかけ、追いつく。ブルー・ハンマーでガッとドゥームスターの柄えをつかむと、両手で星が地面に落ちるのを食い止めた。

「……撲ぼく滅めつします！」

　改めてドゥームスターを担かつぎ上げる。魂裸醒の力は、巨きよ大だいモーニングスターすら軽々と担ぎ上げる力を、夏月にもたらしていた。四体の銅像めがけ、夏月は星を大上段から振り落とした。

　一体はギリギリで避よけたが、残り三体は逃げ損そこねた。グワシャ、と爆ばく砕さい音おんが轟とどろくとともに、銅像の四し肢しがねじ切れ吹ふき飛んだ。放物線を描えがいて数秒空を飛んだ後、ぼたぼたぼたと地面に落っこちる。

「これが『ドゥームスター』の真の力か……！」

　ドえらい破は壊かい力りよくだった。魂裸醒の真価を発揮するには、使い手に依よるところも大きいらしい。

　力無く地面に落ちた銅の手足は、もはやぴくりとも動かなかった。なんの変へん哲てつもない銅の欠片かけらに戻もどっている。一方で生首となった部分、まだアンテナがくっついている頭部だけは自力で動いていた。文字通り手も足も出ない状態だが、それでもまだもがいている。

　以前戦った時も、銅像を胴どう体たいから両断してやると、上半身は動いて追いかけてきたが、下半身はそれきり姿を見せなくなった。ということは──

　パープル・シックルの先せん端たんから鎌かまの刃はを伸ばす。銅像の首を踏んづけて、アンテナが張り付いている部分だけを切り取ってみた。すると、生首そのものも動かなくなった。切り取った部分だけが微び妙みように細動している。

「そうか、アンテナの部分をはぎ取ればいいのか……！」

　夏月はもう一体の銅像を追いかけていた。だが敵もさる者、ひらりひらりとモーニングスターの直ちよく撃げきを避けている。銅像が一体になった分、操縦者の集中力が増したような感じだ。

　これでは埒らちが明かないと判断したか、夏月はドゥームスターを捨て、ブルー・ハンマーで銅像を叩たたきにかかった。しかしブルー・ハンマーでは、銅像を直接破壊するのは難しい。

「夏月！」

　身を小さくして駆け寄る。

　僕の接近に気づいた夏月は、あらぬ方向に大きく飛んだ。

　それを見て、僕は大きく踏みだし、鎌の刃を横一文字に滑すべらせた。

　夏月と僕が突然入れ替かわったように、銅像には見えただろう。反応し損ね、鎌の刃を顔面に食くらい、鼻柱から上を空中へ飛ばされる。

　予想通り、銅像は動きを止めた。ガツンと地面に落ちた顔面上半分はまだ動けるようで、残った部分を右へ左へ揺ゆらしていたが、もはや脅きよう威いとは言い難がたい。

「おい！」僕は叫さけんだ──あちらこちらへ顔を向けながら。「その辺に潜ひそんでいるのはわかってる！　出てくるんだ！」

　グラン・ギニョルと戦った時に、学習したことがある。遠えん隔かく操作型の魂裸醒の動きの精密さは、当人との距きよ離りの近さに比例する。銅像の機き敏びんな動きを見る限り、操縦者はかなりそばにいる。物もの陰かげに潜んで、僕たちの様子をうかがっているはずだ。

　しかし、返ってきたのは耳が痛くなるような静せい寂じやくのみだった。

　敵の姿を求め、周囲を見回す。と、広場の隅すみ、池のそばに一本だけ街灯が立っているのが目に入った。

　街灯の真下に、一人の少女が立っていた。

　タンクトップの上に白いシャツを羽織った少女だった。ゆるやかにウェーブした髪かみを、肩かたに届かない程度に伸のばしている。水兵のような白い帽ぼう子しも特とく徴ちよう的だった。

　僕たちは黙だまったまま、お互たがいを見つめ合った。夏の湿しめった風が、広場を吹き抜けていく。

　不意に、僕の電話が鳴った。発信者名は────九里浜だ。

「……どうした九里浜？」

「結果発表」九里浜はうれしそうに言った。「三助、あたしたちがどんな情報をつかんだと思う？」

「えーと、こっちは取り込んでいる最中なんで、要点だけ教えてくれないかな」

「あわてるなんとかはもらいが少ない、ってね」九里浜は全く意に介かいさなかった。「たった今、店を三つ回り終えたところなの。最初の店では、──」

　僕は容よう赦しやなく電話を切った。

　数秒して、またも呼び出し音が鳴り響ひびく。

「要点だけ教えろ！」先制して怒ど鳴なった。「さもないと切るぞ！」

「もう切ったじゃねェか」長坂の声だった。「要点だけ言うと、一人それらしいのがみつかった。今からそいつの特徴を言うから、公園にいねェかどうか調べてみてくれ」

「その前に」僕は言葉を挟はさんだ。「ひょっとしてそいつってのは、女の子だろうか」

「……そォだが」

「ひょっとして、白い水兵帽を被かぶった女の子だったりするだろうか」

　しばしの沈ちん黙もく。

「おめェ、なんで知っている」

「実は今、目の前にいる。至急こっちに来てくれ」

　それだけ言って、僕は通話を切った。そして、少女に向き直る。

「昨日、この辺で戦車の食しよく玩がんを拾ったんだ。君のかい」

　少女はこくんと頷うなずいた。

「もしよかったら、名前を教えてくれないかな。ちなみに僕は三鶴城大助」

「……寺てら垣がき志し乃の」

　少女──寺垣は、ぽつりと答えた。

「そーかそーか」北御門は険悪な空気を全身から噴ふん出しゆつさせていた。「おとといあたしらを襲おそったのはてめーか！　生きてこの山を下りられると思うなよ!?」

　びっしぃっ！　と寺垣を指し弾だんする。実力行使とばかり踏ふみだそうとするが、そこは暴走を案じた夏月が北御門を押さえ込んでいた。首根っこを押さえ込まれた猫ねこのごとく、北御門はじたじたと暴れる。

「なんであたしらを襲ったんだよ！　答えやがれこのアホンダラ！」

「私の落とした戦車……」

　寺垣は静かな声で切り出した。

「あれはグレートハリケーン号っていうの。疎そ開かいライダーＸ１の最終回で、宇宙で敵の大首領を倒たおしたあと、地球に帰き還かんする時に大気圏けん突とつ入にゆうして、戦車全体が赤くなっているシーンを再現した物。通つう称しよう赤ハリ、食玩としてはシリーズ第五弾だんのシークレットで、価値が高い」

　淡たん々たんと説明する。そして、北御門の目を正面から見み据すえた。

「私、コレクターなの。だから、あなたたちの力が欲しかった」

「力が欲しいだあ？」

「うん。私の力、『ミラー・ミラー』は、鏡の形を取る」

　す、と寺垣の姿が二重にぶれる。幽ゆう体たいはすぐに鏡の姿を取った──高さ約二メートル、幅はば約一メートルの、大きな姿見に。

　寺垣は鏡に手をかけた。指が触ふれると、指先が鏡の中に潜もぐり込む。さながら水みな面もを撫なでるかのように。

「この力──タマラセ、って言うんでしょ？　私は、この鏡に映したタマラセをコピーすることができる」

「へえ。じゃあ、『グラン・ギニョル』や『パープル・シックル』、『ブルー・ハンマー』を使えるってのは──」

「一ヶ月くらい前、あなたたちがここで戦っているのを見てたから」

　寺垣は僕たちから視線を離はなさずに言った。

「私、『ミラー・ミラー』でなにができるのかを知った時に、理解したの──私の目の前には、タマラセコレクションっていう未み開かい拓たく地が広がっているんだ、って。全く未知の、そして私にしか集めることのできないコレクションなのよ。だったら集めない手はないでしょ？　神が私のためだけにコレクション対象を与あたえてくれたのよ」

　静かな口調を保ちながらも、寺垣の語り方はだんだん熱を帯び始めていた。

「だから、撲ぼく殺さつ魔まの噂うわさを利用することにした。撲殺魔の正体がタマラセであることは、この力を持つ人間ならば薄うす々うす気づいていたこと。だったら、それを確かめようとするバカが出てくるはず。私はそいつを捕つかまえてタマラセをコピーし、適当に痛めつけて放ほうり出す。そいつが撲殺魔の復活を言いふらせば、他ほかのタマラセもどんどん集まってくる。かくして私のコレクションもどんどん集まる」

「コレクションのために、長坂君たちを襲って怪け我がさせたんですか」

　夏月も静かに言い返した。

「もちろん。現にこうして、あなたたちも集まってきたでしょ？　もっとも、あなたたちのタマラセはコピー済みだから、戦う気はないけど。昨日の鉄てつ扇せんの子も、コピー済みだったから無む駄だな戦いだった。私のコレクションに、ダブりはいらない」

「コレクションの交こう換かん相手なんていないだろうしね」

「あなたは、これからもこんなことを続けるつもりなんですか」

　夏月が質問する。

「ひとたび収集を始めた以上、コンプリートする日まで私のコレクター魂だましいはおさまらない」

　寺垣の口調は静かだが、反論を許さない力強さが感じられた。

「そしてもちろん、赤ハリは取り戻もどさなきゃならない」

「なんであんなレアものを持ち歩いてたの」

「レアものを入手できて、浮うかれてたから。いつでも眺ながめられるよう、持ち歩いてたの。価値を知らない人間には単なるオモチャだから、盗ぬすまれるはずもないと思ってた。でも昨日、鉄扇持ちの女の子ともみ合っているうちに、胸ポケットを裂さかれて奪うばわれた。一生の不覚。……あれは私がお金をつぎ込んで買った物。返してくれない？」

「返すのはいいが、条件がある」寺垣の視線を真っ向から受け止め、睨にらみ返す。「魂裸醒コレクションをやめるんだ」

「イヤだと言ったら、どうするの」

「戦車を持っているのは、今この場にはいない人間だ。そっちに連れん絡らくして、戦車を破は棄きしてもらうように頼たのむ」

「ふ～ん。戦車とタマラセ、どちらかのコレクションを捨てろってこと……？」

　寺垣は口の端はしをつり上げ、小さく笑った。

　その時。

「……はっ!?」

　唐とう突とつに、夏月が頭上を見上げた。

　僕たちの頭上を、巨きよ大だいな鏡が覆おおっていた。

「……いつの間に!?」

　頭上二メートルほどの位置に、地面に水平に向いたミラー・ミラーが浮いていた。ふとその鏡面にさざ波が走ったかと思うと────

　鏡面をくぐり抜ぬけて、超ちよう巨大モーニングスターが落ちてきた。

「うひゃああ!?」

「大助君!!」

　体当たりの衝しよう撃げきと夏月の叫さけび声とを同時に感じる。

　次の瞬しゆん間かん、夏月は僕と北御門をまとめて吹ふっ飛ばしていた。

　ゴロゴロと三回転して、やっとのことで起き上がる。元いた方を見やると、

「……夏月!?」

　夏月はそこに倒たおれていた。うつぶせになり、身体からだを起こそうとしていたが、下半身がモーニングスターの下した敷じきになり、立ち上がることができずにいる。苦く悶もんの表情を見るに、かなりの深手のようだ。

「てんめぇ……！」

　僕は寺垣を睨みつけた。

　寺垣は涼すずしい顔でタンクトップの襟えりをつかみ、ぱたぱたと胸むな元もとに風を送り込んでいた。襟を引っ張るたび、素す肌はだがあらわになる────唐から草くさ状の奇き妙みような紋もん様ようが光り輝かがやく、素肌が。

「過か醒せい紋か──！」

　モーニングスターが不意に消失した。と同時に、寺垣の前方に姿見が屹きつ立りつする。

「コレクターにコレクションをやめろと言うのは『死ね』と言うのと同じことよ。そんな要求は受け入れられない……！」

　寺垣は姿見めがけて駆かけだし、頭から姿見に突つっ込んだ。

　姿見から突き抜けた瞬間、寺垣は両手に青い手てつ甲こうを、両足に青い足甲を装着していた。

「『ブルー・ハンマー』!?」

　助走の勢いもそのままに、寺垣はストレートを僕の胴どうに叩たたきつける。

　僕はパープル・シックルを立て、拳こぶしを受け流した。が、うまいこと流しきれず、両りよう腕うでに衝撃が走った。夏月のパンチと比べなんら遜そん色しよくのない破は壊かい力りよくを手て応ごたえとして感じる。

　続けざまに寺垣は回し蹴げりを放った。

「うおおっ」

　首を刈かり払はらおうとする一撃を、僕はすんでのところでかがみ込み、よけた。だがバランスを崩くずし、尻しりもちをつく。

「させるかよぉーッ！」

　横手に回り込んだ北御門がドゥームスターを直立状態で発現、寺垣の方へと蹴け倒たおした。どうやら、自分の腕わん力りよくより地球の引力に頼たよった方が効果的だと悟さとったようである。

　鉄球は寺垣の頭上を覆い、夏月同様下敷きになる──

「遅おそい！」

　寸前、寺垣は弾はじかれたように真横へ飛び出した。一瞬遅おくれて、鉄球は地面を打って轟ごう音おんを上げる。

「なんだと!?」

　人間には不可能な速度で、寺垣は滑すべるように駆け抜けた。北御門が叫んだ時には、既すでに眼前にまで距きよ離りを詰つめられている。

「今度はローラースケートかよ!?」

　今、寺垣の魂裸醒は足にまとわりついていた。その形状を表現するなら──ジェットノズルが複数くっついたローラースケート、というところか。両足から火を噴ふいて、寺垣に爆ばく発はつ的なダッシュ力を与あたえていた。

　勢いもそのままに寺垣は右腕を振ふり上げ、ラリアットをかます。ほとんど無防備だった北御門は、軽々と吹っ飛ばされた。ゴロゴロゴローッと転がって、なす術すべもなく広場隅すみの池に落っこちる。

「北御門ー!?」

　ザブンと音を立てて上がった飛沫しぶきは、僕のところまで飛んできた。引き上げてやらなくちゃ、と反射的に思ったものの、寺垣はそれを許してくれなそうだった。

　助走をつけて僕の方へ迫せまる。ノズルの向きを変えて空へ飛ぶと同時に、その軌き道どう上に姿見を発現させる。その姿見をくぐり抜けた瞬間、ローラースケート型の魂裸醒は再度ブルー・ハンマーにチェンジしていた。勢いのままに超ちよう高速の飛び蹴りですっ飛んでくる！

「うっひゃあ!?」

　僕は背中をしならせ、すんでのところで蹴りの直撃を回かい避ひした。

　標的を外しながらも、寺垣はきれいな着地を見せて、すぐさま僕に向き直った。

「なかなか避よけるのがうまいのね」

　余よ裕ゆうの表情で、寺垣は言う。

「逃にげるのは得意な方でね」

　僕はそう応じた。が、いつまで寺垣のアタックを凌しのいでいられるか、はなはだ心こころ許もとない。もっとも危険な夏月をまず奇き襲しゆうで潰つぶし、北御門はその魂裸醒の性質を見み抜ぬいて一気に押し込んだ。状じよう況きようと相手に応じ、寺垣が次々と魂裸醒を変えていく様は、敵ながら見事と言うしかない。

「でも、いつまで逃げていられるかしら？　あなたのタマラセは、中ちゆう距きよ離り戦は得意だろうけど、相手に懐ふところに入られたら、手の打ちようが無くなる。でしょ？」

　図星である。だが口先では、言い返す。

「どうしてそんなことがわかる？」

「だって、あなたのタマラセも使えるもの」

　寺垣はブルー・ハンマーをパープル・シックルに変化させた。

「自分で使ってみれば、そのタマラセの長所と短所はすぐにわかる。相手の手の内を推測しやすくなるのも、『ミラー・ミラー』のいいところ。……そしてあなたは、決定的なミスを犯おかした」

「……へえ？」

　寺垣がフンと力をこめる。と、棍こんの先せん端たんから光り輝かがやく鎌かまの刃はが滑すべり出た。大きさ、鋭するどさともに、僕のものとなんら遜色ない。

「ついさっき、あなたが銅像と戦っている時に、映させてもらったの。実は、あなたのタマラセがこんな風に変化するなんて、今まで知らなかったの」

「……なんと」

　てっきり、鎌の刃を出す力も既にコピーされていた、と思いこんでいた。前に銅像軍団と戦った時にさんざん振るったはずだったが、たまたま見られていなかったのか？

　とにかく、魂裸醒の形状変化に関しては、改めて鏡に映し直さねばならない、ということか。つまり、僕は考え無しに鎌の刃を出したことで、切り札を一枚ドブに捨てたということになる。

　だが、ということは──

「理解できた？」僕の顔色を読み、寺垣は言った。「これで、万が一のあなたの勝ちもなくなったってこと」

　ずんずんと大おお股またに近づいてくる寺垣。

　僕はじりじりと引き下がった──が、間合いはどんどん詰まっていく。

　間合いが一定距離にまで狭せばまった瞬しゆん間かん、寺垣は地面を蹴けった。

「それそれそれッ！」

　低い姿勢で突つっ込んで、連打を繰くり出してくる。宣言通り、僕の間合いの内側に潜もぐり込んで、一気に決着をつける気だ。

「うおうおうおおッ」

　雨あられと飛んでくるパンチ、キックを、僕は棍を必死に振って払はらいのける。しかし、手数は寺垣の方が上だった。自然と足が下がっていく。そこにつけ込むべく寺垣は大きく踏ふみ込み、僕はさらに大きく後退する。

　気がついたら、僕はすごい速度で後ろ向きに走っていた。後ろ向き百メートル徒競走に出たら日本新記録を樹立できそうな勢いで。

　だが、整備されたトラックを走っているわけではない。

「……おふッ」

　背中全体に衝しよう撃げきを受けて、肺から空気が飛び出した。

　頭上で、杉すぎの枝葉が揺ゆらぐのが見えた。僕は知らぬ間に、太い木の幹に背中から体当たりを仕し掛かけていた。

「もらったァァ──ッ!!」

　必殺の一撃を叩たたき込むべく、寺垣は棍の間合いの内側へ潜り込み、右みぎ拳こぶしを大きく振りかぶった。勝利の確信を、瞳ひとみに閃ひらめかせて。

　この時を待っていた──！

「サイッ!!」
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　叫さけぶと同時に、棍は光となって揺らぐ。

　次の瞬間、僕の魂裸醒はサイ──琉りゆう球きゆう武術で使われる武器、釵さいへとその姿を変じていた。長さ約三十センチ、途と中ちゆうから鉤かぎが張り出した二本の鉄の棒に。

　寺垣の右拳が届く寸前、僕は右のサイを寺垣の首の付け根へと叩き込んだ。

「うぐえッ!?」

　ライフルの発射音かと思えるような炸さく裂れつ音おんと共に、寺垣の悲鳴。

　反撃が飛んでくるとは思ってもみなかったのだろう、寺垣は無防備にサイの一撃を食くらった。ほんの一瞬、首が真横九十度に折れ、右拳は力無く空を切る。よろよろっとたたらを踏んだが、なんとか転ばずに踏みとどまる──

　僕は寺垣の鳩みぞ尾おちに、左のサイの先端を突き込んだ。

「……うフッ」

　くぐもった声を出して、寺垣は身体からだを二つに折った。がくり、とその場に膝ひざを落とす。

「待って……」寺垣は声を絞しぼり出した。「あなたの魂裸醒がそう変化するなんて、聞いて、な……」

「切り札は一枚だけじゃない、と言うことさ」僕は答えた。「僕の魂裸醒は二段変形する。変化することを知らなかった、って君は言っただろ？　失言だったね」

「そん、な……」

　僕に向かって手を伸のばそうとする寺垣。だが、そこまでが限界だった。がくりとその手が落ち、寺垣はべたーんと地面に倒たおれ伏ふした。

「……死んでないよな？」

　僕は寺垣のもとにかがみ込んだ。耳を寄せると一応呼吸音が聞こえたので、胸をなで下ろす。魂裸醒の体力ならば、この程度の攻こう撃げきで死ぬはずがないと経験でわかってはいるのだが、やはり不安にはなる。しかし手加減すれば逆にこっちがやられかねないし、難しいところだ。







　北御門は自力で池から這はい出ていたものの、全身ずぶ濡ぬれになっていたので、早急に着き替がえさせる必要があった。七月とはいえ、夜になれば結構冷え込む。夏月も運ばなければならない。というわけで僕は九里浜に軽トラを回してくるよう指示し、全員で八阪井家に向かうことにした。

「また世話になっちまって、本当にすまねー」

　またも夏月の服を着ることになった北御門は、頭を下げて謝った。

「気にしないでくださいよ」

　夏月はやや苦しい笑え顔がおで応じた。決して、言葉と裏腹に怒おこっているわけではない。夏月は二人掛がけのソファを一人で占せん拠きよし、座面の上に足を伸ばす格好で半ば横になっていた。ドゥームスターの直撃を受けた足は、骨が折れていた。魂裸醒の血の力があれば一晩で治るレベルの怪け我がなので、それほど心配ではないが。

「それで、三鶴城」北御門は僕に向き直り、「最後のアレはなんだったんだよ。形が変化するだなんて」

「つい最近、命の危険に晒さらされた折りに、この形に変化するようになった。よほどのことがない限り、使わないようにしてるけど」

「便利だな」と長坂。「それより、あいつ──寺垣はどォすんだ？　まさか、──」

　夏月は首を振った。

「いえ、記き憶おくと魂裸醒を封ふうじるだけです。幸い、過か醒せいが末期状態までには進んでいませんでしたからね」

「末期状態まで進んでいたら、どうするつもりだったのさ」

　北御門の問いに、夏月はあっさり答えた。

「殺さなければならないところでした」

「…………」

　北御門は黙だまり込んだ。

「魂裸醒の力は、強大なんです。少しでも使い方を誤れば、多くの人を傷つけて、時には死に至らしめる。そんな人たちを少しでも減らすのが、私たち──九里浜探たん偵てい局きよくの仕事なんですよ」

「そうだったのか。そりゃ、大変な仕事だな」

　感かん慨がい深げに北御門は頷うなずいた。

　たしかに、大変な仕事ではある。決して自ら進んでやりたくなるような性質のものではない。だが、誰だれかがやらねばならないのだ。

「とは言っても、私一人で仕事を抱かかえ込んでいるわけではありませんからね」

　夏月は長坂、九里浜、そして僕を順番に見回した。仲間の力あってこそ、平磐の平和を守ることができる──夏月の瞳は、そう僕たちに訴うつたえかけているかのようだった。

「お願いがあります」夏月は北御門に控ひかえめに頼たのみ込んだ。「撲ぼく殺さつ魔まの話を会誌に書くって言ってましたよね？　それ、できれば……よして頂きたいんですけど……」

「わかった」北御門は二つ返事で答えた。「書かないでおくよ」

「もう一つ、あたしからもお願い」九里浜は付け加えた。「これから先、何か妙みような事件が起こったら、九里浜探偵局に知らせてちょうだいね。必ず事件を解決してみせるから」

「大した自信だな」

　そう言う北御門の口調に皮肉の色はなく、むしろある種の尊敬の念がこめられていた。

「あんたら、今までにも魂裸醒がらみの事件を解決しているのか？」

「よくぞ聞いてくれました」九里浜は目を輝かがやかせた。「なんなら、探偵局が扱あつかってきた仕事を一つ一つ説明してあげましょうか？　この通り、メンバーも全員揃そろっているしね」

　そして、九里浜は物語を始めた──僕たちが関かかわってきた事件の物語を。
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　こんばんは、六塚です。




　タマラセの短たん篇ぺん集しゆうをお届けします。

　ザ・スニーカー誌で一年ちょっと連れん載さいしていた短篇を全六篇収録しております。我ながらいつの間に六篇も書いたのだろう、とも思うのですが、ザ・スニーカーは隔かく月げつ刊かんであり、一年連載すれば自然と六篇になりますな。あっという間の一年でした。一年間仕事を続けられたのもひとえに読者の皆みな様さまの支持のおかげであり、感謝感謝です。なにしろ当初は連載三回の予定でしたしね。

　殺さつ伐ばつとした長篇とは違ちがい、短篇は脳天気な話ばかり──と四巻のあとがきで紹しよう介かいしましたが、読み直してみると、殺伐さは長篇と変わらないかも、という気がしてきました。死人が出てないから、という理由だけで「脳天気」と言い切っていいものか？　その辺は読者の皆様の判断におまかせします。

　以下、作品解題などを。







　コルシカ忍にん者じやとイカ釣つり大作戦

　ザ・スニーカーに初掲けい載さいされた作品です。三さん助すけたちが自じ称しようコルシカ忍者長坂陵りよう梧ごと初めての出会いを果たす話ですね。長篇二巻でやや唐とう突とつな登場をした長坂君ですが、こんな前日談があったのよ、ということで。

　時折「コルシカ忍者って一体どうして思いついたんですか？」という質問を受けることがあるのですが、実のところ僕にもわかりません。短篇の構想を練っている最さ中なかに天てん啓けいが閃ひらめいたというか、魔まが差したというか。




　ボンクラたちのララバイ

　短篇には変な登場人物が山と出てきますが、中でもこの話は極北ではないでしょうか。平磐には変人しか住んでいないのか、とツッコミを受けても反論のしようがないですね。この話の最大のツッコミどころは、ネクタイの話なのに長坂が一いつ切さい出てこないというところだと思いますが。

　なお参考までに言うと、グリーンリボンクラブとは本来、イギリスの最初の政党の一つ、ホイッグ党の前身の名前です。実在した団体名です。短篇に出てくるような活動は一切行っていないと思いますが。多分。




　プロジェクト・スマッシュ

　たしか構想段階では「サッカーボール型の魂裸醒たまらせに火をつけて、あちこちに放火しまくる高校サッカー選手の話」というつもりだったのですが、気がついたらまったく関係ない話になってしまいました。なにがどうなったらこんな変化を起こすのか、我ながらよくわかりません。最初の構想がトンチキすぎるという説もありますが。




　とげとオレンジとしゃもじ

　アテネ五輪の時にホッケー競技を見ながら書いていたのを記き憶おくしています。アイスホッケーではなく、陸ホッケーの方。中ちゆう腰ごしでスティックを持ってフィールドを駆かけ回ってますけど、あれって腰よう痛つうにならないんでしょうかね。他人ひと事ごとながら気になります。

　オリンピックってのは、滅めつ多たに見られないスポーツが見られるのがいいですね。特に冬の方は、成立経けい緯いがまったく予想できないスポーツが多くてステキ。最初にエアリアルをやりだしたのはどこの命知らずですか？




　サブロウジ様の再臨

　四巻の著者略歴のところにも書いたのですが、今年の夏頃ごろに僕の地元で大だい蛇じや騒そう動どうが起きたのです。二十一世紀という現代にあってそんなバカな話があるかー！　とあきれつつもこれはネタになるな、と思ったのが、この短篇のそもそもの発ほつ端たんです。

　ところが、原げん稿こう執しつ筆ぴつ中に事件が起きたのです──埼さい玉たまで体長四メートルのニシキヘビが捕つかまったという事件が！　人様のネタをパクってんじゃねェ──ッ!!　営業妨ぼう害がいだ！　でも最初にネタをパクったのはこっちなので文句のつけようがありませんでしたとさ。というか誰だれに文句をつければいいのやら。「自然は芸術を模も倣ほうする」ということにしておきましょうかね。

　蛇だ足そくながら、作中で語られる一いつ揆きの話は、三さん閉へ伊い一いつ揆きという実話を下した敷じきとしたものです。南なん部ぶ藩はんの横暴に怒おこった農民たちが隣となりの伊だ達て藩はんに訴うつたえたのだとか。大だい蛇じや云うん々ぬんのくだりは完全に僕の創作ですけどね。




　撲ぼく殺さつ魔ま死すべし

　連載最終回の短篇です（この後アンコールで「サブロウジ様の再臨」が載のったのですが）。最終回にふさわしい話を、ということで、過か醒せいをはじめとした長篇のネタをちょこちょこと織り込んでいます。

　最近は一ジャンルとして確立した感のある食しよく玩がんですが、そのデキたるや目を見張るものがありますね。最近、滋し賀が県けん長なが浜はま市しにできた海洋堂フィギュアミュージアム黒くろ壁かべに行ってきたのですが、そこに展示されている食玩はどれもこれも素す晴ばらしいものばかりでした。これもまた日本が世界に誇ほこれる立派な文化だと思います。




　なお時系列ですが、すべて長篇の一巻以降四巻以前、平磐二高の一学期中の話ということになっております。一巻が五月末の事件なので、実質二ヶ月間にこれだけの事件が起きたということになります。自分で書いておいてなんですが、平磐市はちょっと変人が多すぎですね。

　あとよく考えたら怪け我が人も続出ですね。三助たち、この二ヶ月でどれだけ病院に行ったやら。この街はすさみまくりですな。




　残るは最終巻『コルシカ忍者世紀末最終大決戦（仮）』ですが、さほど間を置かず皆みな様さまのもとにお届けできると思います。決着の時です。







　さて、このあとに控ひかえるのは、この文庫のための書き下ろし短篇です。あとがきが延々つづくわけじゃないですよ？

　この短たん篇ぺんは特別篇です。登場人物からなにから、少々毛色の違ちがう作品になっております。ぜひご堪たん能のう下さい。

「コルシカ忍者[image: vs]疎そ開かいライダー」、それではどうぞ！
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「ネタが欲しいんですよ、会誌に書くネタが」

　病びよう床しようの牧本に向かって、北御門は懇こん願がんするように両手を胸の前で合わせた。

　北御門は焦あせっていた。彼女の所属する平磐二高ミステリー研究会では、「平磐三大七不思議」という会誌を年一で発行している。今年の会誌の原げん稿こう締しめ切りの期日が迫せまりつつあるのだが、北御門は全く原稿が書けていなかった。それどころか、撲ぼく殺さつ魔まネタを諸事情により没ぼつにして以来、代だい替たいのネタを見つけられずにいた。

「ネタ、ねえ」

　乞こわれた牧本は腕うでを組んで考え込んだ。が、ふとあることに気がついて逆に尋たずね返す。

「おまえ、平磐の撲殺魔をネタにして原稿を書くとか言ってなかったか」

「それは、その──」

　言葉に詰つまる北御門。

「色々ありましてね」脇わきから黙って見ていた長坂が助け船を出した。「そのネタ、没になっちまったんですよ」

「色々とは？」

　牧本はさらに尋ね返す。

　五秒くらい考え込んでから、長坂は声を潜ひそめて答えた。

「こいつ」北御門を指さして、「平磐城公園で実地調査を行うたび、撲殺魔に間ま違ちがわれましてね。最近、撲殺魔が復活したって話、聞いてません？」

「ああ」牧本は声を上げた。「聞いた聞いた」

「実はその正体、北御門だったんですよ。これ以上変に噂うわさを広めちゃいけねェ、ってことで泣く泣くあきらめたんです」

「なるほどな」牧本は納なつ得とくの声を上げた。「そういうことだったのか。たしかに北御門ならあり得うるな」

　突とつ然ぜん長坂は肘ひじのあたりをぐっとつかまれた。見やれば、北御門が猛もう烈れつな形相で長坂をにらんでいる。北御門はそのまま腕を引っ張って、長坂を窓のそばまで連れて行った。

「てめーなんてこと言うんだよ！」

　牧本に聞こえないよう、しかし激しい口調で長坂を責める。

「仕方ねェだろ」めんどくさそうに長坂は答えた。「撲殺魔当人から黙っててほしいと頼まれた、なんて言えるか」

「そりゃそーだけど、もっと言い方ってもんがあるだろ！」

「俺の頭じゃ、あれ以上の言い訳は思いつかねェよ」

　ググ、と北御門は反論に詰まった。長坂を軽くどつくと、肩かたを怒いからせながら牧本の所に戻もどっていく。

「……やれやれだ」

　長坂はあきれて首を振ふった。

　長坂は北御門をともない、ミステリー研の先せん輩ぱい牧本の見み舞まいに、またも病院に来ていた。

　牧本の見舞いは長坂にとって毎週の定例行事となっていた。病院は平磐二高のすぐそばなので、気軽に来られる。たとえ、今日みたいな台風接近中の日でもだ。死ぬほど退たい屈くつしている牧本の入院生活にいささかなりと潤うるおいを与あたえるためにも、暇ひまを見み繕つくろってはちょくちょく訪おとずれているのだった。

「ネタと言ってもなあ。言われてそう簡単に思いつくもんじゃないぜ」

　そう言いつつ、牧本は喜色を隠かくそうとしなかった。退屈を紛まぎらわせてくれるものは何でも大だい歓かん迎げい、という心境なのだろう。

「お願いしますよ。あたし、真しん剣けんに困り果ててるんですから。原稿、一枚たりと書けてねーんです」

「そこまで必死になることもないだろ」と牧本。「別に、原稿落としたからって死ぬわけでもないし。迷めい惑わくするのは編集長だけだ」

「そーはいかねーんですよ！」北御門は長坂を指さした。「今年は、こいつの記事に負けたくねーんです！　原稿落とすなんてもっての外ですよッ」

「ライバル視されていたとは初めて知った」

　他人ひと事ごとのように長坂は呟つぶやいた。たしかに、昨年寄き稿こうした記事、父が呪じゆ術じゆつでアフリカ某ぼう国こくの独裁者を呪のろい殺そうとした顚てん末まつを描えがいたドキュメンタリーは大好評だった。昨年の一年生の記事の中ではダントツのデキだ、と言われたものだ。他ほかの同級生が長坂の記事を超こえようと考えるのは、ごく当然のことである。

「記事を比ひ較かくされて、それで負けたってんなら仕方ねー。でも、原稿が載のらずに不戦敗、ってのだけは避さけたいんだ。なんか、病院の怪かい談だんネタとかねーんですか。夜な夜なこの病院で死んだ少女の霊れいが出るとか、──」

　死、という言葉に反応して、牧本の手が鋭するどく伸のびた。

「ここでそんな言葉を口にするんじゃない！」

　突然のことに、北御門は目を白黒させた。

「そんな言葉って、死んだ少女──」

「シーッ！」

　今度は長坂が無理矢理北御門の口を塞ふさいだ。

「ここは病院だ。滅めつ多たな言葉は口にするんじゃねェ。わかったか？」

　確かく認にんを求める長坂。二度三度と北御門が頷うなずくのを見てから、手を離はなす。

　ぶはっ、と北御門は急激に息を吐はき出した。

「……息できねーじゃねーか！　おめーはあたしを死なす気か！」

　長坂はもう一度北御門の口を塞いだ。

「モガーッ！」

　牧本は他のベッドの患かん者じやの様子を見回した。横になっていたり本を読んでいたり、それぞれが思い思いに過ごしているように見えるが、全身を耳にして北御門の声を聞いていることは明らかだ。

「すいません、ちょっとこいつを折せつ檻かんしてきます」

　口元を押さえたまま、長坂は北御門を病室の外に引っ張り出そうとした。

「ちょっと待て」牧本は手を伸ばして長坂を制した。「北御門、ちょっと静かにしていてくれ。そうすれば、今すぐにネタを提供してやる」

「ネタって、本当ですか」

　長坂の手から逃のがれ、北御門は問い返した。

「思い出した」牧本は言った。「ついこの間、妙みような怪け我がをした奴やつが運ばれてきたらしいんだよ」

「妙な怪我って？」

「聞いて驚おどろくな。胸に巨きよ大だいなバツ印をつけられたんだとよ」

「バツ印？　マルバツのバツ？」

「そう。かなり大きな傷らしいぞ」

「なんですかそれ」北御門は尋たずねる。「階段から落ちたり車にはねられたりしたくらいじゃ、そんな傷はできねーでしょ」

「人間マルバツクイズでもやってたんじゃねェんですか。間ま違ちがえたら罰ばつとして選んだマークを身体からだに刻まれる、とか」

　長坂は適当なことを言った。

「それは知らん」牧本はあっさり言った。「そいつ、傷を受けた経緯いきさつを一いつ切さい口にしていないんだとさ。どうだ、謎なぞめいているとは思わないか？　書き方次し第だいで会誌のネタになると思うんだけど」

「……黙だまっているんですか」

　顎あごに手を当て、長坂は考え込んだ。

　真っ先に浮うかんだのは、未知の魂たま裸ら醒せの仕し業わざではないかということだった。魂裸醒は常人には見えない力だ。魂裸醒に傷つけられた普ふ通つうの人間は、自分が何をされたのか理解することができない。その入院患者が口をつぐんでいるというのは、つまりそういうことではないのか。

「そりゃネタになりますよ！　ありがとう先輩！」

　北御門はというと、笑えみを満面に浮かべて牧本の手を握にぎり、ブンブンと上下に振っていた。

「さっそく話聞いてきます！　そいつ、一体どこにいるんですか!?」

「あー、ええと」牧本は北御門に気け圧おされていた。「この病室を出て右に行ったら突つき当たりに階段があるだろ？　そこを上ってすぐの病室のはずだ。表札に『黒江』とか書いていたら、そこだ」

「なるほど……って、黒江？」

　長坂は首をひねった。

「ん？　知り合いかよ、長坂」

　北御門が不思議そうな顔をする。長坂は首をひねったまま答えた。

「知り合いに黒江という名の奴はいる。でも当人か？」

　黙り込む長坂。

「ま、行ってみりゃわかるこった。行こーぜ、長坂！」

　北御門は長坂の背をバコンバコンと叩たたいた。

「そんじゃ先せん輩ぱい、またな！」

　軽く手を上げて牧本に別れの挨あい拶さつをし、病室を飛び出ていく。

「ふう。あいつは人間の形をした台風だな」

　牧本の口調は疲つかれ切っていたが、楽しげでもあった。北御門のような騒さわがしい奴を相手にして笑っていられるとは、入院生活というやつはよほど退たい屈くつらしい。

「次に来る時は梱こん包ぽう用シートを持ってきますよ。プチプチ潰つぶすやつ」

　心からの同情をこめて、長坂は言った。







「うっ」九里浜は思わずうめき声を上げた。「なんでアンタがこんなところにいるのよぅ」

　九里浜を見つけた瞬しゆん間かん、その少女は手に持つカバンを上げて自分の顔を覆おおい隠かくした。そしてそのまま後退、その場を立ち去ろうとする。

「ちょっと！　感じ悪い感じ悪い！」

　その少女に追いついて、九里浜は無理矢理カバンを下ろさせた。カバンの陰かげから出てきたのは、平磐一高の制服を着た少女、伊い勢せ谷や景けいの顔だった。

　一番会いたくない奴に会ってしまった、という表情が露ろ骨こつに現れていたが、伊勢谷はすぐに普段の無表情に戻もどると、

「……こんにちは、九里浜」

　渋しぶ々しぶ挨あい拶さつをした。

「なんでこんなところにいるのよぅ、伊勢谷」

　九里浜は同じ質問を繰くり返した。

　平磐の公立高校はほぼ一ヶ所に集中して建っているため、高校生同士の出入りは多い。加えて、二高の図書館は外部に向けて開放されている。平磐二高の図書館前で平磐一高の制服を着た人間を見かけるのは、そう珍めずらしいことではない。

　ただ、伊勢谷は図書館の本を借りに来たという様子ではなかった。

「また、こんな日によく来たじゃない」

　九里浜は顎で窓の外を示した。窓の外では、雨が猛もう烈れつな勢いで降り、風が猛烈な勢いで吹ふいていた。学校裏手のイチョウの大木はいいように打たれまくり、波だっている。現在、台風が東北地方に接近しているのだ。天気予報によると非常に強い台風だそうで、上陸して平磐あたりを直ちよく撃げきするルートをとるらしい。

「時間が取れたから」伊勢谷は濡ぬれた前まえ髪がみをかきあげた。「一高は午前中で授業が打ち切られたの。雨風が本格的になるまえに帰りなさい、って」

「マジで!?　二高はついさっきまで授業やってたのに」

「そう。だから近所の喫きつ茶さ店てんで時間を潰してた。二高の授業が終わるまで」

「誰だれかに会いに来たの？」

　九里浜の質問に、伊勢谷はしばし考え込んだ。が、一つ息を吐はき出すと、何かを決心したかのように、九里浜に視線を据すえた。

「……二高の一年生に押おし見みって子がいるんだけど、知ってる？」

　聞いたことのない名前に、九里浜は首を横に振ふった。

「磐ばん清せい園えんの子なの」

　伊勢谷は短く説明した。

　十一年前に起きた沼ぬま渡と田だ隕いん石せき災害の影えい響きようで、平磐市には多数の孤こ児じ養護施し設せつが存在する。磐清園とは、そんな養護施設の一つだ。伊勢谷は隕石災害で家族を亡なくした子供の一人で、以来磐清園の住人となっている。

「彼のことで、少し心配なことがある」

「心配？」

「……最近、押見の羽振りが妙みようにいい。バイトなんて全然していないくせに。なにか悪いことに手を染めているんじゃないか、と心配している」

「当人はなんて言ってるのよぅ」

「なにも。そんなこと関係ないだろ、の一点張り。でも、しばらく前から、生傷が絶えない。まるでよそで毎日喧けん嘩かしているみたいに。あの態度はなにかを隠しているとしか思えない」

「地下の賭かけボクシングで戦ってるんじゃないの」九里浜は適当に言った。「磐清園の子供たちにプレゼントを買ってあげたいとかいう理由で」

「残念だけど、押見はそこまで気が回る子じゃない。なにか、まずいことに手を出していそうな気が、ものすごくする。だから、ここまで出向いてきた。押見の友達なら何か知っているかもしれないから」

「身辺調査をしたいってわけね。ならば、大事なことを忘れてない？」

「……大事なこととは」

　不思議な顔をする伊勢谷に、九里浜は胸を張って見せた。

「ここに探たん偵ていがいるじゃないの」

　親指で自分の顔を指し示す。

「あなたの探偵としての腕うで前まえはこれっぽっちも信用していない」

　伊勢谷はずばりと言い切った。

「ちょ……！　どういうことよぅそれは！」

　九里浜の顔は一いつ瞬しゆんで怒いかりの赤に染まった。

　対照的に、伊勢谷はどこまでも冷静だった。

「……以前、あなたに人殺し呼ばわりされたことを、私は忘れていない」

　うっ、と九里浜は言葉に詰つまった。

「……や、やーねえ。そんな昔のことなんてもう忘れたわよぅ」

「私は忘れていない」伊勢谷は繰り返した。「人殺し呼ばわりされるなんて、そう滅めつ多たにできる経験じゃない。そのことを忘れたということは、九里浜、あなた誰彼かまわず人殺し呼ばわりでもしてるの？」

「そんなことあるわけないじゃない！」九里浜は必死に否定した。「あたしはあくまで、推理能力を駆く使しして熟じゆく慮りよした上で、犯人を指名している。伊勢谷の時はたまたま推理が外れただけよぅ」

「……どうだか」

　当然、伊勢谷は信じようとしない。

　九里浜は、突とつ然ぜん人差し指を伊勢谷の鼻はな面づらに突つきつけた。

「だったら、このあたしの能力をとっくりと見せつけてあげる！」

「……というと」

「その押見って子の身辺調査をやってやろうって言ってるの。見てなさい、このあたしの探偵としての才能を！」

　九里浜理論に伊勢谷は面食くらって黙だまり込んだが、

「……そう。ま、調べてくれるって言うんなら、別に止める理由はない」

　ぽつりと言ってそっぽを向いた。

「じゃ、さっそく調査開始！　で、押見ってどんな奴やつ？　まず外見的特とく徴ちようを教えてちょうだい」

「……外見的特徴……。いざ説明しろと言われると、意外と難しい」

　何の気無しに、伊勢谷は窓の外を見下ろした。と、そのまま黙り込んでしまう。

　不ふ審しんに思った九里浜が伊勢谷のそばに寄ると、伊勢谷はある一点を指し示した。

「……噂うわさをすれば影かげってやつね。あんなところにいる」

　驚おどろきの声を、伊勢谷は出した。

　例の、ミステリー研部長の呪のろいがかかっているイチョウの木の下で、二人の少年が向かい合っていた。

「どっちが押見？」

「イチョウを背にして立っている方。でもあの子、なんであんなところに……？」

　伊勢谷はいぶかった。なにしろ、二人とも傘かさを差していないのだ。激しく打ち付ける雨の下だというのに。自ら好んで風か邪ぜを引きたがっているとしか思えない。

　二人は、身み振ぶり手振りを交えながら何事かを話し合っているみたいだった。会話の内容は、雨風の音にかき消されて全く聞こえない。ただ、何か激しいやりとりが行われていることは間ま違ちがいない。

「どうやら、いいとこにでくわしたようね」九里浜はにやりと笑った。「ほら見なさい。優すぐれた探偵のところには、勝手に真実が舞まい込んでくるものよ」

「……とにかく、行ってみましょ」

　そう言って、伊勢谷が正面玄げん関かんに回り込もうとしたその時。

「ウギャアア──ッ!?」

　雨音をつんざく絶ぜつ叫きようがほとばしった。

「……押見!?」

　伊勢谷は再び窓まど枠わくにとりついた。

　押見の身体からだがぐらり、とよろけた。力無くイチョウの幹に寄りかかると、ずるりと滑すべり落ちる。木の下に座り込む格好でそのまま動かなくなった。

　もう一人はというと──

　九里浜も伊勢谷も目を見開いた。そこに立っていたのは、まるで別人だった。少年が一瞬で着き替がえたかのようだった。さっきまでのＴシャツＧパンというラフなスタイルからは一転、特とく殊しゆなスーツのようなものを身にまとっていた。かなりボディフィットした着ぐるみとでもいうか──とにかくそれは、一いつ般ぱん生活で見かけるような代しろ物ものではなかった。

「魂裸醒……！」

　二人ともすぐにピンと来た。全身にまとうタイプの魂裸醒だ、と。そして気がつく──少年のまとったスーツは、なにやら特とく撮さつの変身ヒーローみたいな外見であることに。

　変身ヒーローは、少年がぐったりとして動かないことを確かく認にんすると、彼を置き去りにしてその場を立ち去ろうとした。

「待ちなさいッ！」

　一声叫さけび、九里浜は窓から飛び降りた。

　伊勢谷も後を追おうとしたが、外来者ゆえ今履はいているのはスリッパだ。一つ舌打ちすると、伊勢谷は自分の靴くつを求めて学校の正面玄関に走った。

　地上まで高さ数メートル。普ふ通つうなら及および腰ごしになってしまう高さだが、九里浜には関係ない。目の前で行われた悪行に見て見ぬふりすることは、身体に流れる探たん偵ていの血が許さない。

　そして、身体に流れる魂裸醒の血が、華か麗れいな着地を可能にした。くるりと一回転し、上履きで大地にランディングすると、すぐさま魂裸醒エア・キルを突つき出す。

「待ちなさいなそこの魂裸醒！　人の学校で刃にん傷じよう沙ざ汰たとはいい度胸ね！　一体何者よぅ！」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに、しかし変身ヒーローはさほど驚いた様子を見せなかった。ゆっくりと首こうべを巡めぐらせて、九里浜の姿を視認する。

「おまえ、──」

　変身ヒーローの言葉はそこで一いつ旦たん途と切ぎれた。突然、何かに気づいたかのように。しばしの間九里浜をじっと見つめたあと、立ち位置を正して真っ向から向かい合う。

「おまえ、長坂陵りよう梧ごとよくつるんでいる奴だな……？」

「な……」

　驚いたのは九里浜の方だった。

「なんでいきなりあいつの名前が出てくるのよぅ！」

　心の揺ゆらぎを押し隠かくすべく、大声を張り上げる。

　変身ヒーローは答えてくれなかった。代わりに、ゆったりとした足取りで九里浜に近づいてくる。

「ちょうどいい……長坂陵梧が今どこにいるのか、教えてもらおうか！」

「質問しているのはこっちの方！」九里浜は叫んだ。「あんたみたいな奴やつに教えてやるもんですか！」

「いいや、どうしても教えてもらう」変身ヒーローは顎あごをもたげた。「俺はあいつに用事があるんだ！」

　宣言して、変身ヒーローは地を蹴けった。両手を高く掲かかげ、九里浜に襲おそいかかる。

「……くぅッ！」

　顔面を狙ねらう右のパンチを、九里浜は鉄てつ扇せんを掲げて受け流した。反はん撃げきとばかり九里浜は回し蹴りを放つが、変身ヒーローは膝ひざを上げてすねで攻こう撃げきを受け止める。

「遅おそい！」

　九里浜の動きが止まったところに、掌しよう底ていの一撃が飛んできた。鈍にぶい衝撃を胸部に受けて、九里浜は身体が後部に吹ふっ飛ぶのを感じた。

「ンむぅッ」

　自然とうめき声が口から漏もれ出る。なんとか姿勢を保ったままに着地したが、勢いは止まらず数歩たたらを踏ふんだ。

「おっと。なかなかやるな！」

　変身ヒーローは、余よ裕ゆうの体ていで一歩一歩踏みしめるように近づいてきた。

　九里浜は再度ファイティングポーズを取り、にらみ返した。

　強敵だ。今のやりとりから、九里浜はそう悟さとっていた。決して勝てない相手ではないが、一いつ瞬しゆんの不注意が敗北に繫つながる危険をひしひしと感じる。

「そっちこそね……！」

　気を引き締しめ、逆ぎやく襲しゆうに転じようと一歩踏み出すが──

「……九里浜！」

　第三者の声が割って入った。

　正面玄げん関かんから回り込んだ伊勢谷がすっ飛んできた。その手には方ほう天てん戟げきの形をした魂裸醒、ダーク・オブ・ザ・ムーンが握にぎられている。

「むうんッ」

　伊勢谷は片手で方天戟を持ち上げると、大上段から変身ヒーローの脳天を狙った。

「……仲間か！」

　変身ヒーローは、すぐさま大きく飛び退のいた。方天戟の刃はは雨を裂さいて地面に突き刺ささり、泥どろと飛沫しぶきを上げる。

「チッ」変身ヒーローは舌打ちした。「ここは引くしかないようだな！　覚えてろ！」

　一対二という数的不利に直面して、彼の判断は素す早ばやかった。言い捨てて退しりぞき、イチョウの木のもとに立ったかと思うと、垂直に飛んでイチョウの枝にひらりと乗った。枝を蹴って二高の外がい壁へきを飛び越こえ、瞬時に姿を消す。

「ちょっと！　逃にげる気!?」

　逃げる変身ヒーローの背中に叫さけび声を投げつけてみたが、もう遅い。九里浜はすぐさま追いかけようとしたが、数歩動いただけであきらめざるを得なかった。

「押見！　押見！」

　伊勢谷は倒たおれた押見のそばにひざまずいていた。

　押見は胸に大きな斬ざん撃げきを受けて、完全に気絶していた。左ひだり肩かた口ぐちから右みぎ脇わき腹ばらへ、右肩口から左脇腹へという二条の切り傷が走り、鳩みぞ尾おちのあたりで交差している。傷の大きさの割に出血量は少なく見えるが、しかしすぐに医者のもとに連れて行く必要がありそうだ。

「誰だれか、救急車を……！」

　伊勢谷は呼びかけた。

　九里浜と変身ヒーローの短いもみ合いの間に、騒さわぎを聞きつけた何人かの生徒が、裏庭に集まってきていた。流れる血の色を目まの当たりにして、すぐに場が騒そう然ぜんとなる。

「……なんだなんだ……！」

「先生！　九里浜さんがまたケンカしてますー！」

　間をおかず、教師が駆かけつけてきた。ジャージ姿に竹刀しないを担かついだ教師、数学担当の梅中だ。

「うわ、まず」

　途と端たん、九里浜は弾はじかれたようにその場を去ろうとした。状じよう況きようを鑑かんがみるに、九里浜が押見をやったのだ、と梅中が考えるであろうことは明白だ。

　予想通り、梅中は素早く駆け寄ると、九里浜の襟えり首くびをがっちりとつかんだ。

「ちょっと待て！　おまえ、またやらかしてくれたな？」

　竹刀を担いだ数学教師、梅中は怒いかりの形相を見せていた。

「やらかした、って──あたしじゃないですよぅ！　というか先に彼に救急車を……！」

「言い訳は生徒指導室でしてもらおうか」

　梅中は決して手を離はなそうとはしない。押見を救うより、九里浜に正当な罰ばつを与あたえることの方に執しゆう心しんらしい。

　やむを得ない、と九里浜は腹をくくり──エア・キルを握って、梅中の側頭部を全力で殴なぐりつけた。

　梅中は常人である、エア・キルが見えるはずもない。鉄扇の一撃を側頭部にモロに食くらうと、ひとたまりもなかった。膝ががくりと落ち、その場に昏こん倒とうする。

「うあー！　梅中先生!?」

「九里浜さん！　今何したの!?」

　突とつ然ぜんのことに生徒たちは動どう揺ようし、一いつ斉せいに九里浜を見た。が、九里浜はそんなことお構いなしに逃げ出した。途中伊勢谷のそばに駆け寄って、

「逃げましょ！」

　思い切り腕うでを引っ張った。引っ張られた伊勢谷は腰こしを浮うかしかけたが、抵てい抗こうする。

「待って！　押見をほっとくわけには……！」

「誰かが救急車呼んでくれるって！　それより梅中が目を覚ます前に逃げなきゃ！　あたしたちにはあの変身ヒーローをとっつかまえるという義務があるのよぅ！」

　結局、伊勢谷は九里浜にひきずられるがまま、なし崩くずしに走り始めた。平磐二高の裏門めがけて。







「黒江じゃねェか。久しぶり……ってほどでもねェか」

　ベッド上の人物に、長坂は軽く手を上げて挨あい拶さつした。

　長坂の姿に気がついた瞬しゆん間かん、ベッド上の人物──黒江は、びくりとした。

「な……長坂!?」

　慌あわててシーツを頭からかぶる。数秒して、聞こえてきたのはいびきである。

「寝ねたふりなんかしてんじゃねェぜ」

　容よう赦しやなく長坂はシーツを引っぺがした。

　シーツの下から現れた黒江の両目は、おびえの色をたたえていた。

「知らない！　俺は何も知らないぞ！」

　身体からだを丸めて枕まくらで自分の頭を押さえつけ、長坂との会話を全力で拒きよ絶ぜつしている。

「……どォなってやがるんだ？」

　長坂は首をひねった。

　平磐市内において秘密裏りに行われている闇やみのスポーツ、スパイクボール。黒江はスパイクボールの一チーム、ブラックソックスの主将を務めていた男だった。先日の不ふ祥しよう事じにより半年間出場停止の処分を受け、今は主将の座を降りているのだが。

　黒江はつい先日まで、しゃもじ型の魂たま裸ら醒せを振ふるっていた男だ。たとえ魂裸醒の力を封ふうじられようとも、魂裸醒の血が体内に流れているという事実は残る──と夏月は言っていた。その言葉を証明するかのように、黒江はなかなか元気そうだった。胸にバツ印の傷をつけられるとは、かなりの重傷であるはずなのだが。

「なー、こいつ、長坂の知り合いなのか？」北御門が尋たずねた。「おめー、こいつになんかしたのかよ」

「前者の質問はイエス。後者の質問はノーだ」

　黒江の態度は、長坂に対し強きよう烈れつな負い目を感じているかのようだった。が、長坂には心当たりが全くない。同じくスパイクボールを趣しゆ味みとする者同士、雑談を交かわしたことは何度もあるが、それ以上のつきあいは無い相手だ。なのに、何な故ぜこのような態度を取られなければならないのか。

　考えてわかる問題ではない。黒江の妙みような態度はさしあたり横に置いておいて、質問してみる。

「……なあ黒江、なんでも妙な怪け我がをしたそォじゃねェか。聞いてるぜ？　胸にバツ印をつけられたって。誰だれにやられたんだ」

　枕の下で、ぴくりと黒江の眉まゆが動いた。

「おまえも……襲おそわれたんじゃないのか？」

「はあ？　なんのことだ」

　目をぱちくりする長坂。

「ああ、……いや、知らないんならいいんだ。気にしないでくれ」

　慌てて黒江は言いつくろい、再度頭を枕の下に埋うずめた。

「ちょっと待て。なんだその物言いはよォ。気になるだろォが」

　無理矢理ひっくり返してやろうと長坂は黒江の襟首に手をかけた。が、病室でバタバタやるのは他の入院患かん者じやに迷めい惑わくだ。代わりに、黒江の背中を揺ゆするに止とどめる。

「おいコラ。俺が襲われたってどォゆうことだよ。教えろよ」

　これでもかとばかり揺すってみたが、黒江の亀かめの構えは固く、ほどける気配は全くない。どうしたものかと長坂が手をこまねいていると、

「あー！　もー、まどろっこしいなー！」

　苛いら立だちもあらわに北御門が言い、長坂を脇わきにのけた。

「こーすりゃいーんだよ！　せーのー！」

　気合いを入れて足を高く上げると、ドゲシと黒江をベッドから蹴けり落とした。

「うおわあっ!?」

　シーツを巻き込みながら、黒江はベッドから転げ落ちた。北御門は情なさけ容赦なく黒江につかみかかると、パジャマを脱ぬがせにかかる。

「こちとら原げん稿こうが載のるか落ちるかの瀬せ戸と際ぎわなんだ！　まずは傷をこの目で確かめさせてもらうぜー！」

　長坂が止める間もなく、北御門は黒江の上着を脱がせてしまった。その肌はだ、胸の部分には、たしかにバツ印の傷があった。既すでに塞ふさがっているようだが、見ているだけで非常に痛々しい。

「こりゃ予想以上にでけー傷だな。一体誰につけられたんだよ」

　脳天気な感想を述べつつ、北御門は尋ねた。しかし、答えが返ってくることはなかった。黒江が混乱状態に陥おちいっている間に、

「先生！　暴れているのはあの人たちです！」

　看護師が、若い医師を何人か引き連れて病室に飛び込んできたのだ。

「まずい！　逃にげるぞ北御門！」

　長坂は咄とつ嗟さに北御門の身体を抱かかえ、開いている窓から北御門をぽいっと放ほうり出した。

「うひゃああ──」

　遠ざかる悲鳴を聞きながら、自らも窓から飛び出す。三階という高さではあるが、魂裸醒にとってはさほどの障害ではない。静かに着地すると、頭から落ちた北御門の身体をもう一度抱えて、全速力で病院の敷しき地ちから脱だつ出しゆつする。

「長坂ー！　てめー、いきなりなんてことするんだよ！」

　長坂の腕うでの中で北御門はじたばたした。顔面は真っ赤だったが、これだけ元気ならば何の心配もない。

「窓しか逃げ道がなかったじゃねェか！」長坂も怒ど鳴なり返す。「場所をわきまえろ。無茶しすぎだこのアホ！」

　雨風の中を五百メートルくらい走って、目に入った公園に飛び込む。屋根付きの休きゆう憩けい所じよに潜もぐって、長坂は北御門を乱暴に下ろした。

「痛あ！」北御門は悲鳴を上げる。「いてーじゃねーか！」

「それは俺の怒いかりと思え」

　言い捨てて、長坂はため息をついた。

「はあ。こりゃしばらくあの病院には行けそォにねェな。ったく、なんてことをしてくれたんだ、北御門」

「取材熱心さがちょっと裏目に出ただけじゃねーか。こちとら原稿締しめ切りの瀬戸際なんだよ」

　北御門に反省の色は全くなかった。長坂は頭かぶりを振ふって、ベンチに腰こしを下ろした。

　黒江との会見について考えてみる。はじめは軽い見み舞まいくらいの気持ちだったのだが、どうもおかしな話になってきた。黒江は何かを知っている。おそらくは、長坂の身の安全に重大な影えい響きようを持つ、何かを。

　その何かとはなんなのか。ものすごく知りたいが、病院に戻もどるのは不可能だ。

「一つだけわかったことがある。どォも、もはやこれは北御門の原稿だけの問題じゃあねェな」

　いつの間にやら、長坂自身がことに巻き込まれている。渦か中ちゆうにいると言って差し支つかえない。誰かが長坂をつけ狙ねらっている──のだろうか？

　自らの魂裸醒、ナイン・トゥ・ファイブマンを発現させ、手に取る。ネクタイ型の形を取るこの魂裸醒は、単体での戦せん闘とう力りよくは皆かい無むに等しい。黒江にバツ印を刻んで捨てた謎なぞの敵に対たい抗こうするには、かなり心こころ許もとない。

「撲ぼく殺さつ魔ま以上のすごい通り魔の予感がするぜ」北御門はなにやらうれしそうだった。「このあたしの魂裸醒で撃げき滅めつできれば、言うこと無しだぜ。誰からも褒ほめられる原稿が書ける」

　北御門の魂裸醒、ドゥームスターは超ちよう巨きよ大だいなトゲつき鉄球である。だが、根本的な問題がある──あまりに巨大すぎるので、北御門の腕わん力りよくでは持ち上げることができないのだ。一見すさまじい破は壊かい力りよくが秘ひめられているように見えるのだが、それはたいてい秘められたままに終わる。心許なさという点に置いては、実質長坂の魂裸醒と変わりない。

「……念のため、傭よう兵へいを頼たのんだほうがいいかもな。八阪井とか」

　ここは、頼たよりになる人間に話を通しておくのが賢けん明めいだ。長坂は携けい帯たい電話を取り出し、電話帳ボタンを押して八阪井夏か月づきの名を捜さがした。

「……ありゃ？」

　ところが、名前が見つからない。それどころか、

「電話帳の中身が壊こわれている!?　知らねェ奴やつの名前しかねェぞ」

「あのさ、長坂」横から北御門が声をかけた。「おめー、男のわりには妙みようにファンシーなストラップつけているのな」

　言われて見てみたら、たしかに白ウサギのマスコットがストラップにぶらさがっている。

「あれま。よく見たらこれ、俺の携帯電話じゃねェ」

　どうやら長坂の許いい嫁なずけ、葛東絵え美み果かのもののようだ。同じ機種の電話を使用しているので、外見は全くそっくりなのである。

　さあて困った、と長坂は頰ほおに手を当てた。残念ながら電話番号を脳内メモリーはしていないので、夏月と連れん絡らくの取りようがない。

「直接八阪井家に行くしかねーんじゃねーの」

　北御門が提言する。その言の正しさを悟さとり、長坂は頷うなずいた。

「それしかねェな。一応、絵美果に連絡しておくか」

　長坂はぷらぷらと歩き始めた。携帯電話の電話帳から自分の名を捜しながら。

　と、ちょうどその時携帯電話が鳴った。ディスプレイの発信者名には「長坂陵梧」とあった。どうやら絵美果も取り違ちがえに気がついたらしい。







「……もしもし」

　やっとのことで繫つながった電話から聞こえてきたのは、少女の声だった。

　九里浜は思わず電話のディスプレイを見た。そこにはしっかり「長坂陵梧」という四文字が表示されている。

　首をひねりつつ、九里浜はもう一度携帯を耳に当てた。

「長坂、あんたいつからそんなかわいらしい声になったのよぅ」

「……あ、九里浜さんですか？」

　長坂であれば絶対に口にしない台詞せりふだった。

「ああ」不意に記き憶おくが蘇よみがえった。「その声、葛東絵美果ちゃん？」

「はい。そうです」

「長坂、そこにいる？」

「いえ、いないんです。実は陵梧君、間違ってワタクシの携帯電話を持って行っちゃったんですよ」

「はあ？……ってことは、絵美果ちゃんが長坂の携帯を持ってるの？」

「そうなんです。たった今気づきましたよ。……えと、なんかご用事でしょうか」

「長坂を狙っている奴がいるらしいのよぅ」

　事情を説明するのが面めん倒どうなので、九里浜は単刀直入に言った。

「で、本人に警告しておきたかったんだけど」

「狙っている……」絵美果の口調に恐おそれが混じる。「それって、陵梧君の身に危険が……？」

「どうも、よくわからないのよね。どの程度の危険性なのか。長坂に直接話したいんだけど、どこにいるかわかる？」

「確かく認にんしてみます。ワタクシの携帯電話を持っているから、連絡は付くはずです。ちょっと待っていて下さいね」

「全身スーツ型の魂裸醒があんたを捜している、って言っておいて。よろしくね」

　そう言って九里浜は電話を切った。

「……さあて、どうしよう」

　改めて、周囲を見回す。現在、九里浜と伊勢谷は平磐市役所そばの住宅地を歩いていた。

　あわよくば謎なぞの変身ヒーローを捕つかまえられるかもしれない、と動いてみたのだが、ターゲットを再度ロックすることはできなかった。ふと気がついたら、二人は雨に打たれるがままに街をさまよっていた。雨あま傘がさは、学校の昇しよう降こう口ぐちに置いたままである。風も雨もやむ気配は全くなく、このままでは風か邪ぜを引いて死んでしまいかねない。

　とりあえず、長坂に警告を発した。次は、雨を避よける方策を考えなければならない。

「コンビニに傘買いに行かなくちゃ……」

　と言いかけて、九里浜はくしゃみを二つ放った。

　伊勢谷は軽く息を吐はき出した。

「……その必要はない」

　その言葉の真意をつかみかね、九里浜は警けい戒かい心しんもあらわに伊勢谷を見た。

「……ついてきて。ウチ、すぐそこだから。……着き替がえくらい用意してあげる」

　伊勢谷は言った。

　そこまできて、やっと九里浜は気がついた。磐清園は平磐市役所のそばに建っているという事実に。

「あなたに風邪を引かれて死なれたら、寝ね覚ざめが悪いしね」

　それだけ言うと、伊勢谷は九里浜に背を向けてすたすたと歩き始める。が、一定距きよ離りを歩くとピタリと足を止めて首だけ振ふり向き、

「バカは風邪引かない、ってんなら別だけど」

　と付け加えた。

「失礼なことを言うなー！」

　怒ど鳴なりながら、九里浜は伊勢谷についていった。







「で、なんだって？」

　長坂が通話を終えるとほぼ同時に、北御門は尋たずねた。

　しばしの間を置いてから、長坂は返答した。

「どォやら、黒江の言っていたことは正しいみてェだぜ」

「というと」

「絵美果の所に九里浜から電話があったそォだ。スーツを着た魂裸醒が俺を捜さがしているんだと」

「スーツ？　スーツってーと、おめーが普ふ段だんから着ているあのスーツか」

「多分そォだろォ」

　長坂はそう答えて、ゆっくりと首をひねった。

「しかし一体何者なんだ？　スーツを着用しているだなんて、コルシカ忍にん者じやたる俺に対する挑ちよう戦せんかよ」

「まー、少なくとも、長坂を三時のお茶に誘さそうためじゃないだろーよ」

　ヤケクソ気味に北御門が言う。

「クソッ。一体誰だれの許可を得てコルシカ忍者の忍者服なんか着てやがるんだ。今度の通り魔まはコルシカ忍者かよ。だんだん許せなくなってきた」

　ヤケクソな気分なのは長坂も一いつ緒しよだった。正体不明の敵につけ回されているという事実に直面するのは、実に気持ちが悪い。相手の目的がわかっていれば、まだしも対処のしようがあるのだろうが。

「敵の意図がつかめねェ以上、防戦に徹てつするしかねェ。クソタレ気持ち悪わりィ。黒江を吐かせておけば良かったな」

「そーだよ」北御門が握にぎり拳こぶしを振り上げた。「あん時、おめーは病室に入ってきた奴やつらを止めてくれれば良かったんだよ。その間にあたしが締しめ上げて吐かせてやったのに」

　長坂は魂裸醒で北御門の首を締め上げてやろうかと思ったが、すんでのところで止めた。

「医者を殴なぐれるか！　あのな、入院患かん者じやを拷ごう問もんするんならもう少しやり方を考えろや。消毒液を浸ひたした綿を鼻の穴に突つっ込むとか、ホルマリンプールに放ほうり込むとか」

　ブチブチと文句を垂れながら、長坂は足を速める。スーツ姿の魂裸醒とやらに追いつかれる前に、なんとしても夏月に会わなければならない。

「九里浜と合流しねーのかよ」

　北御門が長坂の背中に声をかけると、長坂は首だけひねって北御門を見た。

「八阪井家で合流するよォに言っておいた。急ぐぜ」







「……簡単に言うと」伊勢谷は九里浜の話を要約した。「長坂が誰かに狙ねらわれている。でも、そいつが何者かはわからない、と」

「そういうこと」

　洗った髪かみをタオルで拭ふきながら、九里浜は答えた。

　磐清園の食堂に、九里浜と伊勢谷は二人きりでいた。制服はどうしようもなく濡ぬれきっていたので、九里浜は伊勢谷の服を貸してもらっていた。伊勢谷の方が背が高いので、サイズは合わなかったが。胸のあたりはスカスカだし、肩かたひもは何度直しても横に落ちる。文句の一つもつけたいところだったが、黙だまるしかなかった。背に腹は代えられない。

「……あなたたちと来たら、四六時中トラブルに巻き込まれているような気がするけど」

　伊勢谷は無表情に言った。彼女はあまり感情を表に出さないタチなのだ。

　対照的に、九里浜は単語一つにも感情をこめずにはいられない人間だった。

「仕方ないじゃないのよぅ。それは探たん偵ていの宿命よ」

　胸を張り、無意味なまでに力強く語る。

「……で、長坂とは連れん絡らくついてるの」

「絵美果ちゃんを仲ちゆう介かいして、なんだけどね。なんで伝言ゲームをしなきゃならないんだか。長坂のアホぅ」

　その時、九里浜の携けい帯たいの着信音が鳴った。ディスプレイには「長坂陵梧」と表示されている。電話を取ると、すぐに絵美果の声が聞こえてきた。

「もしもし？　陵梧君に連絡しました。で、会いたいから八阪井さんちまで来てほしい、って言ってるんですけど」

「夏月んち？　なんでまた」

「陵梧君、今は八阪井さんちに歩いて向かっているみたいです。八阪井さんにも話をしたいそうで」

「あー。そりゃ無理よ。夏月、今日は家にいないはずだもの」

　相手に見えるはずもないのだが、九里浜はその場で手を振った。

　今日、夏月と一緒に帰ろうとしたら、謝られたのである。「バイクの免めん許きよとろうと思ってるんですよ。だから、教習所に行ってきます」と。今いま頃ごろは講習を聞いているか教習コースを走っているかしているはずだ。連絡を取ることはできない。

　その旨むねを伝えると、絵美果は小さく驚おどろきの声を上げた。

「そうなんですか。どうしましょう。陵梧君に伝えましょうか」
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「いや、結構。伝言ゲームさせるのも悪いし。長坂が今持っている電話の番号教えてくれない？　こっちから直接かけてみるから」

　絵美果は自分の携帯の電話番号を伝え、九里浜は即そく座ざにその番号に電話をかけた。







　長坂の手の中で、携帯電話が震ふるえだした。取り出してディスプレイを見ると、見知らぬ電話番号が表示されている。

「なんだ？　一体誰からだ」

「いわゆるワン切りってやつじゃねーのか」

　北御門が指し摘てきする。

「それだな」

　納なつ得とくした長坂は、すぐさま通話終しゆう了りようボタンを押した。バイブレーションが停止する。

　が、五秒もすると、またもや電話が着信音を奏かなで始めた。

「しつこい業者だな」

「まったく。この種の迷めい惑わく行こう為いをやらかす手合いは死し刑けいにすべきだぜ」

　いらだちもあらわに、長坂はもう一度通話終了ボタンを押した。さらに長押しして、携帯電話の電源そのものを切る。

「これでよし」

「誰だれかから電話が来たらどーするんだよ」

「これは絵美果の電話だ。あいつにかかってきた電話を俺が受けてもしょォがねェだろ」

「それもそーだな」

　今度は北御門が納得する番だった。







「……おかけになった番号は、現在電波の届かないところにおられるか……」

　三度目にかけた電話から聞こえてきたのは、録音された女性の声だった。

「かー！　あのバカ、電源切りやがったな」

　怒いかりにまかせて九里浜は携帯電話を投げかけた。が、ここは自分の部屋ではないことを思い出し、すんでのところで止める。

「……連絡つかないみたいね」伊勢谷は言った。「どうするの」

　九里浜は頭に手を当てて考え込んでいたが、

「こうなった以上、出向くしかないでしょ。言われたとおり、夏月んちまで行くしかない」

　と、建物の奥からバタバタと誰かが走ってくる音がした。ズバンと勢いよく食堂の扉とびらが開くと、

「……景ちゃん！」

　眼め鏡がねをかけ、胸におさげを垂らした女の子が飛び込んできた。伊勢谷と同じ磐清園の住人、高たか宮みやだった。

「……高宮。どうしたの」

「今病院から連絡があって、押見君が刺さされたんだって！」

　高宮は完全に泡あわを食っていた。取るものもとりあえず、今すぐ病院へ飛んでいこうという構えだ。

　そう聞いて、伊勢谷は胸をなで下ろした。

「……良かった。病院に運ばれたのね」

　落ちついた反応に、高宮は面食くらった。

「あ」高宮の態度に気づいて、伊勢谷は言いつくろった。「その話、もう聞いてるから」

「……ああ、そうなの」高宮は愛あい想そ笑いを浮うかべた。「景ちゃんも病院行く？」

　九里浜は伊勢谷を見た。伊勢谷は少し考えてから、

「……ごめんなさい。私には用事がある。押見にはよろしく言っておいて」

　簡潔に言った。

「……う、うん。わかった……」

　消え入るような声で高宮は言い、食堂から出て行った。

「ちょっと感じ悪いんじゃないの」

　高宮の足音が消えてから、九里浜は言った。

「冷たい奴やつだと思われることには慣れている。それに、今やるべきことは、見み舞まいじゃないでしょ」

　伊勢谷は席を立った。

「どういうこと？」

「長坂が襲おそわれるというのなら、そっちを阻そ止しするのが先。押見を見舞うことはいつでもできる」

　九里浜は口をとがらせた。

「あんたの口からそんな言葉を聞くとは思わなかった」

「……私が他人のことを心配して何か悪い？　早く行きましょ」

　伊勢谷はそう言い置くと、九里浜に背を向け部屋を出て行こうとする。九里浜は慌あわててその背中を追った。

「ねー、伊勢谷……」

　なおも九里浜が声をかけようとすると、急に伊勢谷はくるりと振ふり返った。

「……あのね。いつぞやの件では、私はあなたたちに感謝してるのよ」

　いつぞやの件とは、例の磐清園の人間の失しつ踪そう事件のことだ。

「私はあなたたちに助けてもらった。ならば、今度は私があなたたちを助けるのが当然でしょ」

　一息で言い切ると、少し恥はずかしそうに視線を逸そらした。

「…………」

　意外な言葉に九里浜も黙だまり込んでしまう。気まずい沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　と、伊勢谷は素早く傘かさ立たてに手を伸のばし、傘を九里浜に突つきつけた。

「はい、傘」

「……どうも」

　九里浜は素す直なおに傘を受け取った。







「こいつは一体どォいうことだ」

　八阪井家を目の前にして、長坂は愕がく然ぜんとしていた。

　念のため、もう一度玄げん関かん先さきのチャイムを押してみる。

　家の中でチャイムが鳴る音が小さく聞こえてきた。が、どれだけ待っても、誰も出てこない。

　長坂は庭に入り、居間の大窓の方に回り込んでみた。三さん助すけがいつもやるように。けれども、居間の大窓も鍵かぎが閉まっていた。電気がついている様子もない。誰かが家の中にいるのならば、明かりがついていて然しかるべきだ。特に、今日みたいに黒い雲が空を覆おおい尽つくしている暗い日は。

「誰もいねーじゃん。無む駄だ足あしかよ」

　北御門が文句を垂れる。

「う～ん。八阪井の奴、どこにいるんだ？　学校にはいなかったから、てっきりさっさと帰ったもんだと思っていたが」

「人んちに遊びに行ったんじゃ……って、こんな日だったら遊びには行けねーか」

　自説を言いかけて引っ込めようとする北御門に、「それだ」と長坂は声をかけた。

「三助んちにいるかもしれねェ。行くぜ」

「ああ？」いかにもうんざりという声を上げる北御門。「この雨ん中、まだ歩くのかよ」

「文句を言うな。三助んちはすぐ隣となりだ」

　長坂は八阪井家の隣の家の門の表札を指さした。

「……『花はな谷や』って書いてあるように見えるけど」

「あいつの実家は沼渡田で、この叔お母ばさんの家に下宿してるんだよ」

　説明しつつ、長坂は花谷家のチャイムを押した。家の窓からは明かりが見えている。誰かがいるはずだが──

「……あら？　長坂君？」

　玄関先に出てきたのは、花谷家の叔母さんだった。エプロンをつけているところを見ると、料理の最中だったようだ。

「こんにちは。大助はいます？」

　尋たずねると、叔母さんは頰ほおに手を当て困ったような顔をした。

「ん～。大助、今沼渡田の方なのよね」

「へ？」長坂は目を丸くした。「実家に帰ってしまったんですか？」

「そうなのよ。もうすぐ七夕でしょ？　だから、家の裏山から竹を取ってくるんだって実家の方に帰ってるのよ。おとといから」

「おととい？　土曜から？」

「そう。あの子、今日は実家の方から直接学校に行くつもりみたいだったんだけど、台風が来てこの天気でしょ？　朝にはもう川が洪こう水ずいを起こしていて、こっちに来られなくなっちゃったのよ」

「なんと。ってことは、今日はそもそも学校に来てねェんですか」

「そうなのよ。本人は『洪水で学校に行けない時は公休扱あつかいだ』って喜んでたけど」

　そう言って、叔母さんは小さく笑ってみせた。

「道理で今日、あいつと学校で会わなかったわけだ」

　夏月はここにもいない、ということがはっきりした以上、ここに居続ける理由はない。長坂は別れの挨あい拶さつを告げ、花谷家を離はなれた。

「どーするんだよ。八阪井を捜さがしに行くのか」

　問う北御門。長坂は腕うでを組んで考え込んだ。

「捜しに行くって、どこに行けばいいんだよ。それに、九里浜にここに来いって言ってある。八阪井家の軒のき先さきで雨宿りしてよォぜ」

　長坂は八阪井家の方を指さした。そっちに向かって一歩踏ふみ出したその時、

「──やっと見つけたぞ……長坂陵梧!!」

　名を呼ぶ声が、背後から轟とどろいた。







「……一つはっきりさせておきたいことがある」

　路上を歩いている最中、伊勢谷は九里浜に聞いた。

「押見を襲おそったあの魂裸醒、疎そ開かいライダーＸ１の格好をしてたよね」

「……疎開？」

　耳慣れぬ単語に、九里浜は聞き返した。ちょっと考えて、きっと何かの特とく撮さつヒーローの名前だということに気がつく。

「特撮ヒーローみたいな格好だった、ってことは覚えてるけど」

　すると伊勢谷は渋じゆう面めんを作った。

「……あれは、どう考えても疎開ライダーＸ１。あの黒いボディとか角とか」

　応じて九里浜も渋面になる。

「もしかして伊勢谷って特撮マニア？」

　今度は、伊勢谷が言葉に詰つまる番だった。

「……そんなことないでマニアよ」

　九里浜は、伊勢谷をじーっと見つめた。と、伊勢谷の無表情が崩くずれ、動どう揺ようがあらわになっていく。

「……人並みの観察力があればわかるでしょ」

　口ではそう言いつつも、動揺のためか目がキョロキョロと動いていた。

「……とにかく！　あれはＸ１なの！」

　腕を振ふって強調する。

「十数年前のお子様向け番組なんて、あたしが知ってるわけないじゃないの」

「つい三年くらい前に再放送されてたでしょ。それも見てないの？」

「見てない。というかそんなことはどうでもいい。あたしが聞きたいのは、なんで魂裸醒が特撮ヒーローと同じ格好なのか、という点」

「そいつも特撮マニ……特撮大好きなんじゃないの」

　伊勢谷は九里浜の手を取り、引っ張った。

「あそこに寄っていきましょ。確かく認にんのために」

　道の前方に見える店を指さす。

「あそこは……」

　以前見たことがあるような、と言いかけて九里浜はぽんと手を打った。そこは、つい最近訪おとずれたことのある店だった。

「ああ、ここね」

「……知ってるの。この食しよく玩がん店てん」

「うん。というかこの間、平磐にある食玩店を巡めぐって歩いた」

「なんのために？」

「話すと長くなるんで簡単に言うけど、この間、ある高価な食玩を拾ったの。それの落とし主を捜すために、店に聞いて回ったのよぅ」

「高価な食玩？」

「長坂に言わせると、そうらしい。その手の趣しゆ味みの人たちの間では『赤ハリ』と呼ばれているらしくて──」

「赤ハリ!?」

　唐とう突とつに伊勢谷が大声を張り上げたので、九里浜はビックリした。

「あなた、赤ハリ拾ったの？　赤ハリを落とすだなんてどこのアホ？」

「えっと、たしか寺垣って名前の子だったような。その子は赤ハリとやらをこの店で買ったそうよ」

「……そう。たしかに、しばらく以前にこの店に赤ハリがあったことは覚えてる。高すぎて、私には手を出せなかったんだけど」

　普ふ段だんはきわめてクールな伊勢谷が、興奮気味に語っている。こりゃよっぽど入れ込んでいるらしい、と九里浜は思った。

「とにかく、ちょっとだけこの店見て行きましょ。Ｘ１の食玩もあるはずだから、二高で会ったのはこいつだってわかるはず……」

　そう言いつつ、伊勢谷は店のドアに手をかけた。

　と、それがスイッチであったかのように、いきなり入り口横のディスプレイウィンドウが破は裂れつした。

「…………!!」

　音を立てながら、砕くだけて飛び散るガラスの破は片へん。無数の光る粒つぶをまといながら飛び出してきたのは──

「あーッ!!　変身ヒーロー！」

　全身をスーツ型の魂裸醒で覆おおった人物だった。

　伊勢谷も息を吞のんだ。

「……疎そ開かいライダーＶ９！」

「さっきまで言ってたのと違ちがうじゃないの!?」

　叫さけぶと、伊勢谷はきっと九里浜を睨にらんだ。

「さっきのとは別人！」叫び返す。「見ればわかるでしょ！」

「…………」

　九里浜には、見分けが全くつかなかった。二高で出くわした奴やつと同一人物だとしか思えない。その気配を悟さとり、伊勢谷は説明した。

「得物にバットを持ってるでしょ。あんな正義の味方らしからぬヒーローは、Ｖ９以外にあり得ない」

　疎開ライダーはきれいに着地し、全身についたガラスの粉を払はらいながら立ち上がった。ゆっくりと首を巡らせて、九里浜たちの姿を見いだす。

　九里浜は咄とつ嗟さに身構えた。鉄てつ扇せんを発現、その先を疎開ライダーに向ける。

「どうしてこんなところにいるのかは知らないけれど、ここで会ったが百年目よぅ！　押見の仇かたき、取らせてもらうかんね！」

　九里浜は、あくまで疎開ライダーが同一人物という前提のもと、発言した。

　九里浜の宣言に対し、疎開ライダーはほとんど反応しなかった。背を向けて、その場を立ち去ろうとする。

「無視すんなー！」

　怒いかりに駆かられた九里浜は、疎開ライダーの背中めがけて鉄扇で打ちかかった。

「…………！」

　鉄扇が後頭部を捕とらえる寸前、疎開ライダーは振ふり向きざまにバットで鉄扇を受け止めた。

「誰だれだ……貴様」

　嚙かみ合った得物越ごしに、疎開ライダーは小さい声で呟つぶやいた。

「さっき二高で出くわしたじゃないの！」

「……何をわけのわからないことを……！」

　疎開ライダーは九里浜を突つき放した。間合いが離はなれたところで半身に構え、片足を高く持ち上げると、力をこめてバットをスイングする。いわゆる一本足打法というやつだ。

「悪は正義の前に滅ほろびろ……！　必殺！　殺人ピッチャー返し！」

　疎開ライダーの絶ぜつ叫きようと同時に、バットの先せん端たんから謎なぞの光球が現れて、超ちよう高速で九里浜に襲おそいかかった。

「うひゃああ!?」

　本能的に九里浜は身体からだをねじった。直後、光球は九里浜の身体をかすめて通り過ぎ、背後のブロック塀べいに激げき突とつして爆ばく発はつを起こした。爆風と煙けむりとがすごい勢いで発生し、あっという間に九里浜の視界を覆う。

「な、なによぅ、これ！　煙出すぎじゃ……！」

　ゲホゲホと咳せき込みながら、後退した。すっかり視界が封ふうじられてしまった。ここにさっきの光球をもう一発叩たたき込まれたら、避よけようがない。

　雨のせいもあってか、煙はすぐに消え失うせた。が、追い打ちはいつまでたってもやってこなかった。

　周囲を慌あわてて見み渡わたす。疎開ライダーの姿もまた、煙と同様に消え去っていた。

「また逃にげられた……！　伊勢谷！　あんたが手伝ってくれないから逃げられたじゃないのよぅ！」

　早さつ速そく責任転てん嫁かすべく、伊勢谷の姿を捜さがす。

「……こっち来て！」

　伊勢谷は砕けたウィンドウの奥、店の中にいた。そのすぐ側そばには、顔をゆがめて苦しんでいる店員とおぼしき人物がいる。

　九里浜はすぐに伊勢谷のもとに向かった。

「あいつがやったのね。でもなんで？」

「……今、それを聞き出そうとしている」

　落ち着いた口調で伊勢谷は言った。

　血まみれの店員は、見た目に反して軽傷であるらしく、意識はしっかりしているようだった。

　その顔を見て、九里浜は思い出した。ついこの間、赤ハリを買った人間を捜している時に応対してくれた人だ。

「あたしです！　わかります!?」

　九里浜が店員の肩かたに軽く手をかける。と、店員の方も九里浜の姿をすぐに思い出した。

「君か……。まったく、どいつもこいつも赤ハリを買っていった奴が気になるのかよ……」

「どういうこと？」

「今、ウィンドウを割って出て行った奴も、それを聞きに来たんだよ。というか、いきなり殴なぐられて、無理矢理しゃべらされたんだ……」

「なんのためにそんなことを」

「『俺たちは赤ハリを取り返す』……とか言っていた」

「赤ハリを取り返す……」

　以前、この店に売られていた赤ハリを買っていったのは、寺垣志乃という少女だ。ということは、変身ヒーローは赤ハリを奪うばうため、彼女のもとに向かったのだろうか。

「寺垣を助けに行かなくちゃ」

　以前『ミラー・ミラー』という魂裸醒で九里浜探たん偵てい局きよくを苦しめた彼女も、今は魂裸醒を封じられてただの人だ。

「……寺垣？」

　初めて聞く名に、怪け訝げんな顔で伊勢谷は問い返した。

「追々説明する。今は、あの変身ヒーローを追うよ」

　九里浜は短く答えて店を飛び出した。







「……一体、どちら様？」

　長坂としては、困こん惑わくするより無かった。目の前にいる人物は、初対面の少年だった。記き憶おくを探さぐってみたが、これまでに会ったことはない。……多分。

　だが少年は、積年の恨うらみのこもった目で、長坂を射殺さんばかりに睨にらんでいた。

「ヘッ……おまえは俺の顔など知らないだろうな」

　視線をじっと長坂に据すえたまま、少年は横に歩き始めた。

「だが、おまえたちのせいで俺は地じ獄ごくを見たんだよ」

「…………？」

　長坂は、ふと妙みような感覚に襲われた。そのセリフはどこかで聞いたことがある。

　少しして思い出した。それは、疎そ開かいライダーＸ１の主人公が、劇中で毎回口にするセリフだ。つい三年ほど前に再放送されたばかりなので、よく覚えている。

「おいおい。疎開ライダーごっこをしたいなら他ほかを当たってくれよな」

「黙だまれ！」少年は叫さけんだ。「黒江から話は聞かせてもらった！　次はおまえに正義の制裁を下す番だッ」

「……黒江だと!?」

「おい長坂！　こいつは……！」

　北御門の声に、長坂は頷うなずいた。

「ああ。どォやら、俺を狙ねらっているのはこいつのよォだな。……別にスーツ姿じゃねェじゃねェか。九里浜のやつ、適当なことをぬかしやがって」

　長坂は顔をしかめた。夏月に会う前に敵に捕つかまる、という最悪の事態に遭そう遇ぐうしたようだ。

「おめェ、一体何者だ？」

　一応、尋たずねてみる。返答は、ほぼ予想した通りのものだった。

「おまえに名乗る名前はない！」

　どうやら、衝しよう突とつは避さけられないらしい。説得など無む駄だだ、と少年の表情は物語っていた。

　こうなった以上、自分が何な故ぜ狙われなければならないのか、聞いている暇ひまなど無い。

「叩きのめすか、叩きのめされるか──それだけだな」

　長坂は頭を持ち上げ、少年をにらみ返した。

「てめェがどこのどいつだか知らねェが、黙って正義の制裁とやらをいただく理由はねェ。北御門！」
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「おーとも！」

　応じて、北御門は魂裸醒を発現させた──超ちよう巨きよ大だいトゲつき鉄球、ドゥームスターを。形をなした魂裸醒は地面に落ちて、大きな音を立てた。その重量感に気け圧おされてか、少年が少し険しい顔つきになる。

「さあて、どォするよ。てめェがあくまでもやろォってんなら、こっちはこいつでてめェをぶん殴る。俺としてはこんな非人道的な殺人兵器は使いたくねェんだが、てめェがミンチ肉になりてェって言うんなら仕方ねェ」

　弁べん舌ぜつ巧たくみに、長坂はドゥームスターの能力を誇こ大だい広告した。この魂裸醒は、重すぎるために存分に振ふるうことができないという致ち命めい的弱点を持っている。これを有効利用するもっとも賢けん明めいな方法は、威い力りよくのほどを十二分に伝えて相手をビビらせることだ。

「どんな恐おそろしい武器だろうと、正義の前にはすべて無力だ！」

　だが、少年はビビらなかった。むしろ上等とばかり腕うでをバッと広げる。

「……えっ？」長坂は慌あわてた。「こいつで殴られたら頭ず蓋がい骨こつも一発で粉ふん砕さいだぜ？」

　言いつくろってみたものの、少年はやっぱり聞く耳持たなかった。両手を天高く掲かかげると、

「悪は正義の前に滅ほろびろ！」

　幽ゆう体たいが背後に浮うかび出る。それは少年の腰こしにまとわりつき、──変身ベルトの形を取った。

「……変身！」

　Ｘ１と全く同じ変身ポーズを決めると、変身ベルトがまばゆい光を放つ。　次の瞬しゆん間かんには、少年は全身をスーツ状の魂裸醒で覆おおっていた。

「疎開ライダーＸ１！　見参！」

　番組通りの見得を切り、Ｘ１は戦せん闘とうの構えをとった。再度天に両手をさしのべると、その両手に武器が発生する。Ｘ１のメイン武器、Ｘ１ジャベリンである。

「……あ！　ああ──ッ!!」

　突とつ然ぜん、長坂は叫び声を上げた。北御門が驚おどろくほどの大きな叫びを。

「ど、どーしたんだよいきなり……！」

「Ｘ１！　そォかそォゆうことだったのか！」

　それは、納なつ得とくの叫びだった。Ｘ１の必殺技わざはＸ１アタックといい、ジャベリンで敵てき怪かい人じんの胸をＸ字に切り裂さくというものである。

　黒江の胸に刻まれていた傷は、バツ印ではなくＸ字だったのだ。

「……まさか俺がＸ１と戦うことになるとはな……」

　テレビの中のヒーローと相対することになるとは、非常に妙な気分だった。

　彼ひ我がの戦力差を検討してみる。向こうはジャベリン──全長二メートルくらいの長なが柄えの両りよう端たんに剣けんがくっついたような武器──を自在に操あやつっている。見るからに強そうだ。対してこちらは自在に操れない超巨大トゲつき鉄球と、自在に操れるけれども武器として頼たよりようのないネクタイが一本。

「このあたしに倒たおされて原げん稿こうのオチになれ！　行くぜェェ──ッ！」

　にもかかわらず、北御門はめちゃめちゃやる気だった。ドゥームスターを持ち上げようと柄つかに手をかけて、気合いのうめき声を上げる。

「ぐううううッ」

　けれども、やっぱりドゥームスターは持ち上がらなかった。

　Ｘ１は素す早ばやく間合いを詰つめると、

「Ｘ１！　アタァァ──ックッ!!」

　ジャベリンを回転させ、北御門に斬きりかかった。いきなりの必殺技である。

「くうっ!?」

　北御門は咄とつ嗟さの判断で、鉄球を重心に柄の方を持ち上げ、ジャベリンの刃はを受け止めた。ガキンと魂裸醒同士がぶつかり合って音を立てる。

「やらせっかよォォ──ッ！」

　長坂は横から割り込んで、Ｘ１に前まえ蹴げりを食くらわせた。予想外の攻こう撃げきだったのか、Ｘ１は意外にあっさりと吹ふっ飛んだ。二、三歩たたらを踏ふんで、立ち止まる。

「一対一の戦いに割り込むとは卑ひ怯きようだぞ！」

　Ｘ１は弾だん劾がいしたが、長坂は必死になって言い返した。

「卑怯もクソもあるかってェの！」

　言葉の荒あらさは、内心の動どう揺ようを物語っていた。どうすればこいつを撃退することができるのか、さっぱりイメージがわいてこない。ナイン・トゥ・ファイブマンを使って相手を転ばせることは可能だろう。が、そのあとどうする？　転んだ相手に追い打ちをかける方法がない。素手で相手を殴なぐってダメージを与あたえられるとは思えない。現に、たった今食らわせてやった脇わき腹ばらへの蹴りだって、──

「ううッ!?　ぐああッ」

　長坂に向け一歩踏み出した途と端たん、Ｘ１は身をよじらせて苦く悶もんの声を上げた。脇腹を押さえながら。

「長坂！　脇腹効いてるみたいだぜ！」

　北御門が叫さけぶ。

「……なんと」

　長坂は自分の目を疑った。悶もん絶ぜつするような蹴りを放ったつもりはなかったからだ。正義のヒーローのくせにわざと苦しんでいるふりをしているのか、それとも弱点をついたのか──

「あ、思い出した」長坂は思わず手を叩たたいた。「Ｘ１は脇腹に古傷を抱かかえているという弱点があるんだった」

「はあ？」北御門は眉まゆをひそめる。「そりゃ番組の中の話だろ？」

「いや、──魂裸醒ってェのは当人の記き憶おくや経験から形作られる。あいつはＸ１の強さだけじゃなく、弱点もトレースしているってことじゃねェのか」

　長坂はにやりと口の端はしをつり上げた。

「なら、勝機がありそォだな」

　Ｘ１は脇腹を押さえながら、長坂を見返した。

「クソッ！　弱点を狙ねらうとはなんと卑怯な！」

　非常に説明的なセリフを口にしながら、ジャベリンを構え直す。

「……北御門、あいつの注意を引きつけろ」

　長坂の言葉に従い、北御門はもう一度ドゥームスターを持ち上げようとした。横から長坂も力を貸し、なんとか頭上にトゲつき鉄球を掲かかげることに成功する。

「さあやるぜ！　この鉄球で叩きのめしてやる！……っとっとっと」

　しかし掲げているのに精せい一いつ杯ぱいで、北御門はよたよたと右へ左へ揺ゆれ動いた。なんとかＸ１との間合いを詰めようとするが、足取りはきわめて危なっかしい。

「……ヘッ！　そんなデカブツで俺の動きが止められるかよ！」

　Ｘ１は横に回り込み、北御門の死角から襲おそいかかろうとした。だがその時には、

「うおわっ!?」

　ナイン・トゥ・ファイブマンがＸ１の足にからみついていた。ネクタイに足を取られたＸ１は、その場に横向きに倒たおれ込んだ。左脇腹を上にする格好で。

「あ、あっ……うああっ」

　連れん鎖さするかのように、北御門もバランスを崩くずした。ドゥームスターは前方に倒れ込み、トゲつき鉄球は落ちた──Ｘ１の左脇腹の上に。

「ギャオアア──ッ!!」

　断だん末まつ魔まの叫びだった。弱点への直撃を受けたＸ１は身体からだを反り返らせた。

「オーケー！　予想通りだ！」

　すぱーんと手を打ち鳴らし、長坂は喜びの声を上げた。

　が、Ｘ１はタフだった。身体をねじって鉄球をどかせ、素早く身を起こす。再度ファイティングポーズを取るが、

「……うううっ」

　ダメージを負っていることを、大げさなジェスチャーで表現する。それでも必死に顔を上げると、

「おまえを打ちのめすまでは、俺は倒れるわけにはいかないんだ……！」

「倒れるわけにはいかねェのか」

　長坂は繰くり返した。Ｘ１の打だ倒とう長坂にかける怨おん念ねんは、尋じん常じようではなかった。なにやら背筋が寒くなってくるほどに。

「一つ聞かせてくれ。なんでそこまでして、俺を打ちのめしてェんだよ。そこまで恨うらみを持たれるなんて、一体俺が何をした？」

「自分の胸に手を当てて思い出せ！」

　語気も荒く、Ｘ１は長坂に人差し指をつきつける。

「思い出せねェから聞いてんだろ」

「グッ。……おまえにとっちゃどうでもいいことだろうが、俺にとっては大切なことなんだよ！」怒いかりに拳こぶしを震ふるわせるＸ１。「だったら、教えてやる。俺がおまえを倒たおさなきゃならない理由をな……！」







「ちょおーっと待ったァァ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようしながら、九里浜は傘かさを畳たたんで投げ捨てた。

　住宅街のど真ん中にある小さな公園の木こ陰かげに、二つの人ひと影かげがあった。一人は寺垣志乃、今は魂裸醒の力を失ったただの少女だ。相変わらず水兵みたいな帽ぼう子しをかぶっている。

「た……助けて──！」

　九里浜たちの姿を見つけると、寺垣は救いを求めて手をさしのべた。

　そして、もう一人は──

「……Ｖ９！　その子から離はなれなさい！」

　脇わきの下に挟はさみ込んでいた棍こんをくるりと回転させ、伊勢谷は先せん端たんを突つき出した。

　その先にいるのは、寺垣と向かい合い、九里浜たちに背を向けている魂裸醒──疎そ開かいライダーだった。

「──またおまえらか」めんどくさそうに、疎開ライダーは振り向いた。「どうして俺の邪じや魔まをする？」

「……さっきから思うんだけど」疎開ライダーを凝ぎよう視ししたまま、九里浜は伊勢谷に話しかけた。「なんか、話が嚙かみ合っていないような気がする」

「……だから言ったでしょ」伊勢谷は答えた。「あれはＶ９。Ｘ１じゃない。つまり、押見をやったのとは別人よ」

「なんで特とく撮さつ番組の主人公が二人もいるのよぅ」

「……Ｖ９は、主人公じゃない」伊勢谷は説明する。「Ｖ９は、疎開ライダーＸ１という番組の後半から出てくるライダーよ。はじめは敵として出てくるけど、すぐに味方になる。それ以降、二人のライダーはチームを組んで行動するようになる」

　その言葉の意味するところに思い至り、九里浜は伊勢谷を見た。

「それって、……彼は押見の件とは別件ってこと？」

「……さあ。別件で疎開ライダーが二人出てくるなんて、偶ぐう然ぜんにしてはできすぎだと思うけど」

　伊勢谷は疎開ライダーに声をかけた。

「平磐二高でＸ１に会ったんだけど、あれはあなたのお友達？」

　しばらくのだんまりの後、疎開ライダーは重い口を開いた。

「なるほど……おまえら、Ｘ１に会っているんだな」

「……どうも、別人みたいね」やっと九里浜は認めた。「あたしには、さっきの奴やつとまったく見分けがつかないんだけど」

「……観察眼が足りない。それでよく探たん偵ていを名乗ってるわね」

　うっ、と九里浜は言葉に詰つまった。

「だったらどこが違ちがうのか教えなさいよぅ」

「全然違うじゃないの」伊勢谷は不ふ機き嫌げんそうに言った。「ピーマンとパプリカ並みに違う。そもそもＶシリーズとＸシリーズでは設計思想が違うのよ。Ｖ９という名前はＶシリーズの試作九号機という意味で、──」

「劇中の設定の話は結構」

　九里浜は遮さえぎった。そして、鋭するどい視線をＶ９に向ける。

「その子を放しなさい！　正義の味方のつもりだかなんだか知らないけど、あんたがやろうとしてることはただの略りやく奪だつよ！　女の子から力ずくでオモチャを取ろうだなんて、人として恥はじを知りなさいよぅ！」

「略奪ではない……！」Ｖ９は反論した。「赤ハリを、正当な持ち主が取り返そうとしているにすぎない」

「正当な持ち主……？」

「そう。あの赤ハリは、もともと俺たちのものだったんだ……！」

「それは」伊勢谷が口を挟む。「あなたが、あの食しよく玩がんの店に赤ハリを売ったということ？」

「違う……！　俺たちは赤ハリを奪うばわれ、勝手に売られたんだ」

「……どういうことよぅ」

　問いかける九里浜。

　と、Ｖ９は不意に魂裸醒を解除した。全身を覆おおうスーツが消え去り、その下から少年が姿を現す。たしかに、学校のイチョウの木の下で見た少年とは別人だった。体型も服装も全く違う。

「俺の名前は風かざ間ま七しち郎ろう。スパイクボールが趣しゆ味みのごく普ふ通つうの高校生だ」

「スパイクボールですって!?」

　突とつ然ぜん飛び出した意外な単語に、九里浜は不意打ちされたような気分になった。

「まさか、平磐リーグのどっかのチームに入っているの」

「ああ」風間は頷うなずいた。「俺は平磐で行われているリーグ戦の参加チームの一つ、ブラックソックスの補欠選手なんだ──」

　九里浜もまたスパイクボールのチーム、カルネアデスの一員だったが、風間は初対面の相手だった。なにしろスパイクボールは仮面を着けて行うスポーツである、顔を知っているはずがない。ブラックソックスの場合は、全員が黒いストッキングを頭からかぶっているのだ。

「ブラックソックスって、黒江が主将やっているところね」

　黒江の名を口にした途と端たん、風間の表情がみるみる怒いかりに染まっていった。

「そうだ……！　あんたもスパイクボールを知っているなら、この間黒江が起こした事件は知っているだろう……！」

「……どういうこと？」

　全く事情を知らない伊勢谷が九里浜に問う。

「簡単に言うと、黒江って奴がスパイクボールの試合に大金を賭かけて、八や百お長ちよう試合をやろうとしたのよ」

「その『大金』がどこから出たか知っているのか！」風間は大声を張り上げた。「その金は、黒江の野や郎ろうが俺たちの食玩コレクションを奪って売り払はらった金だ！」

「…………はあ？」

　目をぱちくりさせる九里浜と伊勢谷。一方、風間の怒りは収まることを知らず、次から次へと言葉があふれ出る。

「つい最近まで、俺たちはあいつらに──ブラックソックスのレギュラーメンバー連中にいじめられていた。黒江が持っている、目に見えない不思議な力で痛めつけられて、支配されていたんだよ。だからあいつに『おまえらの食玩コレクションよこせ』と言われたら、応じて差し出すしかなかった。……だが、俺たちの怒りは、天に届いた。俺は、この目に見えない不思議な力『ウィンド・オブ・チェンジ』を、俺の友達の神じん宮ぐうは『ヒーロー・オブ・プライド』を、手に入れたんだ」

　少年の背後から幽ゆう体たいが現れる。それは形を失うと腰こしにまとわりつき、変身ベルトとなって再構成された。

「これは天からの声だ──なくした物を取り戻もどせ、ってな。だから俺たちはこの力で、俺たちを苦しめた奴らに復ふく讐しゆうしてやるって誓ちかったんだ」

「ってことは」九里浜が声を上げた。「Ｘ１に斬きられた押見も、ブラックソックスのメンバーだったわけ？」

「押見……！」風間は憎にく々にくしげに吐はき捨てる。「そうだ。あいつも俺たちのことをさんざんいじめてくれたもんさ。俺たちのコレクションをかき集めるのに一番躍やつ起きになっていたのはあいつだよ」

「…………そういうことだったの」

　伊勢谷は、同じ磐清園の住人が犯罪に手を染めていたという事実に、ショックを隠かくせずにいた。苦々しさと悲しさとが混じったような表情を見せ、肩かたを落とす。

「押見の生傷が絶えなかったってのは、つまりスパイクボールをやっていたからね……」

　九里浜は小さく呟つぶやいた。

「奴やつらは俺たちから略奪したんだ。押見がコレクションを巻き上げて、黒江が売ばい却きやくするという風に役割分担して。だから、特に黒江は入念に叩たたきのめしてやった。俺たちの食玩コレクションを、赤ハリをどこに処分したか、聞き出す必要があったからな……！」

「……あなたの捜そう査さ手法とうり二つね」

　皮肉めいた口調で伊勢谷は言った。

「うっさい！」伊勢谷に怒ど鳴なってから、九里浜は風間に向き直る。「実は黒江の奴も食玩コレクターだったのね。知らなかった」

「いいや」風間は首を振ふった。「あいつは、食玩のことなんかこれっぽっちも知らない。単なる素人しろうとだ。だからこそ許せないんだ」

「へ？　知らなかったら、食玩が売れることすらわからないんじゃないの」

「ああ。あいつに知ち恵えをつけた奴がいたんだ。黒幕って奴だ。だから、俺たちはそいつの名前を黒江から聞き出した。そいつの名は──」







「長坂陵梧！　貴様だよ！」

　Ｘ１は、ジャベリンの先端を長坂に向けた。

「……なんだって？」

「とぼけるな！　黒江は言ったぞ──『赤ハリの価値を教えてくれたのは長坂陵梧だ』ってな！」

「いや、それは──！」

　言い返そうとして、長坂は言葉に詰つまった。というのも、黒江に食しよく玩がんの話をしたのは事実だったからだ。

　結構はっきりと覚えている。スパイクボールの平磐リーグ戦が始まる以前のことだ。黒江とは何度か雑談を交かわしたが、一度食玩のことが話題になったことがあった。種類やら値段やらを妙みように細かく熱心に聞いてきて、不思議に思ったものだが、そんな裏があったとは。

「たしかに俺はあいつに『食玩はものによっては高価だ』とは教えてやったが、『他人のコレクションを奪うばって売って金にしろ』なんて言ってねェぜ」

「黙だまれ！　おまえに命令されたと黒江は言っていたぞ！　おまえこそ俺たちに降りかかった災さい厄やくの元げん凶きよう、黒幕だ！」

「そんな理り不ふ尽じんな話があるか！」

　長坂は叫さけんだ。Ｘ１とＶ９に痛い目に遭あわされた黒江が、我が身かわいさに適当なことをオーバーにぬかし、責任転てん嫁かしたに違ちがいない。迷めい惑わく極きわまりない話だ。

「いいか、おめェの言っていることは単なる逆さか恨うらみだ！　そもそも、黙って食玩を献けん上じようしたてめェらが悪いんだろォが！　寺垣はそんな事情まったく知らねェんだぞ！　第一おめェらが寺垣にしようとしていることは、黒江がおめェらにしたことと一いつ緒しよじゃねェか！」

　怒いかりにかられてまくし立てる長坂。

　これにはさすがにＸ１も「うう」とうめいて押し黙った。が、

「いいだろう。……あくまで非を認めないというのなら、戦って倒たおすのみ！」

　くるりと身を翻ひるがえし、後方へと駆かけだした。

「ついて来い！　最後の決着をつけるにふさわしい決戦場へな！」

「……ついて来いって言ってるぜ」

　拍ひよう子し抜ぬけ感を隠そうともせずに、北御門は言った。

「行くしかねェんだろォな。……こォなった以上、俺は最後まで戦うぜ。こんな理不尽な理由で殴なぐられてたまるかってんだ。このコルシカ忍にん者じやさんを一度怒おこらせたらどォなるか、はっきりと思い知らせてやる」

　長坂はヤケクソ気味に言い捨てると、Ｘ１の後を追った。

「待てよ。あたしも行くぜー！」

　慌あわてて北御門も走り出す。雨に濡ぬれることをいとわず、二人は駆け抜けていった。







　九里浜と伊勢谷もまた、Ｖ９の少年──風間七郎を追って走っていた。

　突とつ然ぜん誰だれかに呼ばれたかのように走り出した風間は、しかしはっきりとした目的地を胸に描えがいているようだった。西へ西へと移動する九里浜たちの前に現れたのは──平磐川の支流、砂すな嚙かみ川にかかる平ひら磐いわ大おお橋はしだった。

「……まさかあいつ、決けつ闘とう場じように行こうとしてるの」

　肩で息をしながら、伊勢谷が呟いた。平磐大橋の真下の河か川せん敷しきは、上から見えにくいことから、人目をはばかることを行う場所として生徒の間では定着している。たとえば、決闘とか。以前、九里浜も伊勢谷と同じ磐清園出身の少年、ジョニーと決闘をしたことがある。

「でもこの雨じゃ、水すい没ぼつしてるんじゃ……？」

　河川敷を囲う堤てい防ぼうの上に出る二人。九里浜の懸け念ねんは外れ、決闘場はまだ水没せずにいた。平磐川が氾はん濫らんする原因は、川かわ幅はばが平磐市で急激に狭せまくなるためだが、砂嚙川は平磐川とは違い、最初から最後まで細いのだ。平時より明らかに増水し、濁だく流りゆうとなっているが、氾濫の気配はない。

　風間はなんのためらいもなく堤防の階段を下り、決闘場へ向かっていった。

「……変身！」

　走りながら、再度Ｖ９へと変身する。

「どうやら、ここで仕切直しのようね！」

　九里浜も鉄てつ扇せんを発現させ、決着に備える。

　ただ一人伊勢谷は冷静に、遠くを見ていた。

「……なんか、向こうからもライダーが走ってくるんだけど」

　言われて九里浜も気がついた。疎そ開かいライダーＸ１、二高で押見を襲おそった奴やつが、ちょうど自分たちと向かい合う格好で、決闘場の下流の方から走ってくる。二人の人間に追いかけられているというのも一緒だ。

　その二人は、よりによって長坂と北御門だった。

「……九里浜か!?」

　長坂も九里浜の姿に気がついて声を張り上げる。

　はからずも、全員が決闘場で集合する格好となった。Ｖ９はＸ１に身を寄せ、長坂北御門コンビは九里浜伊勢谷コンビに近寄る。

「やっと見つけた長坂！」大声を放つ九里浜。「あんたを狙ねらってる奴がいる、って警告したかったんだけど……！」

「豪ごう快かいに手て遅おくれだぜ」乱れた息を落ち着かせようとしながら、長坂は応じる。「既すでに思いっきり狙われている。……そっちこそ、なんでＶ９を追いかけているんだよ」

「こっちもいろいろあったのよぅ。……ってか、あんたも一発であいつをＶ９って見抜けるのね」

「……一いつ般ぱん常識じゃねェのか？　おめェ、三年前の再放送見てねェのかよ」

　心底不思議そうに、長坂は首をかしげた。

「ンなこたどーでもいいんだよ」北御門がぬっと一歩前に出た。「今こそ、決着をつける時だぜ！　四対二だってんなら負ける気はしねーぜ。……って、どーしたんだよ」

　景気づけに声を張り上げたつもりだった。が、よく見ると長坂と伊勢谷の顔が暗い。

「……ひょっとして、Ｘ１とＶ９が一緒に戦うってことは……」

　伊勢谷のつぶやきに、長坂が答える。

「ああ。まさかハリケーン号が……」

「その通りだ！」

　二人のライダーは唱和した。両者とも右みぎ腕うでを高く掲かかげると、勢いよく組み合わせる。

「ライダァァ──！　クロォォ──スッ!!」

　次の瞬しゆん間かん、足下から青くまばゆい光が放たれ、二人を包み込んだ。あまりのまぶしさに、長坂たちは思わず手で光を遮さえぎる。

「…………！」

　光が消え去った時には、二人の姿も消え去っていた。

「……こんなところで敵前逃とう亡ぼう？」

　九里浜が言う。

　長坂は首を横に振ふった。

「違ちがう。あれは……ハリケーン号を呼んだんだ！」

「……どこから来る!?」

　長坂と伊勢谷は右へ左へ頭を振り、敵の姿を捜さがした。

「なんか」二人の奇き態たいを眺ながめながら、北御門が口を開く。「そのハリケーン号は空から来るみてーな振る舞まいだな」

「そうよぅ」九里浜も同調する。「ってか、ハリケーン号ってたしか戦車みたいなやつじゃ、──」

「アレだッ！」

　長坂が空の一点を指さした。全員がその指さす先に視線を投げる。

「…………」

　約五秒間の絶句の後、九里浜はおそるおそる長坂に尋たずねた。

「……戦せん闘とう機きの羽を生やした戦車が、こっちに向かって空を飛んでいるように見えるんだけど」

　それは、食しよく玩がんの赤ハリとそっくり同じ形をしていた。当たり前の話だが。相そう違い点は二つ、今こちらめがけて飛んでくるそれは実物の戦車並に巨きよ大だいであること、そして色がカーキ色と地味であること。

「ハリケーン号が赤いのは、最終回だけだからな」

　長坂が説明する。

「というか！　なんで戦車が空飛んでるのよ!?」

「かっこいいだろ？」長坂は言い切った。「そもそも疎開ライダーＸ１ってのは、世界を闇やみから操あやつる悪の組織ゲルドロンが第三次世界大戦を起こして東西の大国を滅ほろぼした、という基本設定なわけよ。だから戦争兵器をモチーフにした要素がたくさん出てくる」

「……Ｖ９だけは、当時の野球人気にあやかったキャラクターだけどね」

　伊勢谷がさりげなく付け加える。

　そうこうしている間に、戦車はぐんぐん距きよ離りを詰つめてきた。砲ほう塔とうの部分では、Ｘ１とＶ９が上半身を出して長坂たちを見下ろしている。

「行くぞ悪の手先ども！」

　かけ声一発、Ｘ１が砲塔から飛び出し、先に地面に着地した。両足で大地をつかまえ、天に両手を掲げる例のポーズを取る。

「こぉーい！　Ｖ９！」

　呼び声に従い、ハリケーン号は直進してＸ１にのしかかった。いや、Ｘ１がハリケーン号を受け止めた。と、突とつ然ぜん戦車の下部からウイーンと妙みような音がして、棒状のものが伸のびてくる。

　その正体を尋ねようとした九里浜は、しかしＸ１がそれを握にぎる動作で、悟さとった。

　トリガーだ。

　トリガーが握られた途と端たん、戦車の砲口に光がともり始めた。実際の戦車にはあり得ないその現象は、ハリケーン号が必殺砲を撃うち出す際の予備動作だった。

「ちょ……何よあれ！　なんで戦車の下からあんなものが!?」

「仕方ねェだろそォいう設定なんだから！　かっこいいだろ!?」

　長坂は吐はき捨てた。

　砲口の青い光は、臨界に達していた。砲塔のＶ９は、長坂たちに照準を合わせる。

「行くぞＸ１！　ハリケ──ンボンバァァ──ッ!!」

「散れェェ──ッ!!」

　Ｖ９と長坂が同時に叫さけんだ。即そつ刻こく、九里浜たちは思い思いの方向に身を投げる。

　直後、四人の立っていた場所が大だい爆ばく発はつを起こした。

「うおわぁぁ──っ!!」

　直ちよく撃げきをまぬがれた長坂たちは、しかし爆風にあおられて吹ふき飛び、数秒滑かつ空くうした後地面に叩たたきつけられた。バラバラと小石やら泥どろやらが遅おくれて降りかかってくる。

　自分がダメージを受けていないことを確かく認にんし、長坂は周りを見み渡わたした。伊勢谷も北御門も吹き飛ばされてはいたが、特に深刻な怪け我がをしている様子はない。
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「なんなのよもう！　バカーッ！」

　特に九里浜は、ヤケクソな絶ぜつ叫きようを上げられるほど元気だった。

「……反撃！」伊勢谷は指示した。「ハリケーンボンバーは一発撃ったら連射できない設定！　今がチャンス！」

　必殺砲を回かい避ひされた二人のライダーは、動転していた。

「まさか！　必殺砲が避よけられただと!?　ハリケーンボンバーは無敵じゃなかったのか！」

「エネルギーチャージには最低一時間はかかるぞ!?」

　明らかに冷静さを失っていた。自ら弱点を大声で喧けん伝でんするほどに。

「やっと反撃の時が来たようね！　今日体験した苦しみや屈くつ辱じよくを百倍返しにしてやるッ！」

　好機と判断した九里浜は、鉄てつ扇せん片手に全速力でライダーたちに突進していく。

　ところが──

「天よ！　俺たちに最後の力を与あたえてくれ！」

　砲塔に立つＶ９が、天に両手を掲かかげて祈いのった。

　すると、Ｖ９とハリケーン号、そしてそれを担かついでいるＸ１とが、妙な青い光を放ち始めた。

「……まずい！」長坂が身を起こす。「最終回だけは妙な力でハリケーンボンバーを連射できるんだった！」

「ええええッ!?」

　反射的に九里浜は急ブレーキをかけた。結果、砲口の真正面で立ち止まる格好になる。どっちに飛んでも回避は不可能と思われる場所で。

「九里浜──!!」

　我知らず、長坂は突つっ込んでいた。

　ライダーたちを包む青い光は、やがてハリケーン号の中に取り込まれていく。と、ハリケーン号下部に再度トリガーが現れた。それは、エネルギー充じゆう塡てん完かん了りようを示す動作だった。

　二人のライダーのかけ声がハモる。

「行くぞ！　ファイナルハリケェェ──ン！　ボンバァァ──ッッ!!」

「させるかァァ──ッ!!」

　果か敢かんに突撃し、一挙に距離を詰め切った長坂は、ナイン・トゥ・ファイブマンを巻き付けた腕うでを伸ばした。ネクタイでＸ１の足を捕つかまえて、

「とりゃっ!!」

　全力で引っ張った。

　両腕が塞ふさがっていたＸ１は、何の抵てい抗こうもできずに足を取られた。ずるりと滑すべるとバランスが崩くずれ、ハリケーン号はぐらりと揺ゆらぐ。

「……外すわけにはいかないんだァァ──ッ！」

　しかし、Ｘ１は超ちよう人じん的な努力でなんとか踏ふみこたえ、なんとか体勢を維い持じしようとする。

「コルシカ忍にん法ぽう！　ハリケェェ──ンキィィ──ックッ!!」

　情なさけ容よう赦しやなく、長坂はＸ１の脇わき腹ばらに後ろ回し蹴げりを食らわせた。

「あぐあ!?」

　弱点を力ちから一いつ杯ぱい蹴られたＸ１は、思わず身を折った。どすんと音を立て、ハリケーン号の砲ほう口こうが地面に突き刺ささる。と、勢いでＸ１の手はトリガーを引いてしまった。

　カッ、と閃せん光こうが走った。真っ青な光の波に、長坂の意識は一いつ瞬しゆんでさらわれた。







「長坂！　長坂ー！」

　次に気がついた時、長坂の視界に最初に入ってきたのは、上下逆さまになった九里浜の顔だった。

「あれ……勅使河原……」

「誰だれのことよぅ！」

　九里浜が長坂の頭を軽く叩たたく。

　長坂は、自分の身体からだが仰あお向むけに地面に寝ね転ころがっていることに気がついた。容赦なく打ち付ける雨が、眠ねむり続けることを許してはくれなかった。

「……あづづ」

　身体を起こそうとすると、全身に電気が走ったような痛みに襲おそわれた。至近距きよ離りから爆ばく風ふうを食くらって、さすがに無傷とはいかなかったようだ。

　伊勢谷と北御門もすぐそばにひざまずいていた。長坂の視線を受けると、安あん堵どの色を見せる。

「ライダー連中は……？」

　九里浜が、橋の真下を指し示す。二人のライダーは重傷を負っている風だったが、それでも必死に立ち上がろうとしていた。

「俺たちは……倒たおれるわけにはいかないんだ……！」

　苦しげな、しかし力強い宣言を聞いて、長坂はげっそりした。

「……あいつら、どォやったら倒れてくれるんだ」

「長坂は見てなさい」珍めずらしく、九里浜が人を気き遣づかうようなことを言う。「あたしがこの鉄扇で、あいつらを今後一生松まつ葉ば杖づえ無しには歩けないような身体にしてやるから」

「まあ待て」長坂は止めた。「そこまでやる必要はねェ。あいつらを説得する素す晴ばらしいアイデアを思いついた」

「……今いま更さら説得ぅ？」

「コルシカ忍法の本領は、相手を口先でどうにかする技能だ。説得がきかなかったら、おめェの好きなようにやってくれ」

　伊勢谷の肩かたを借り、長坂は立ち上がった（最初は九里浜に借りようとしたのだが、身長が違ちがいすぎてうまくいかなかったのだ）。なんとか直立すると、二人のライダーに向かって大だい音おん声じようで呼ばわった。

「おめェら！　おめェらは疎そ開かいライダーなんかじゃねェ！」

「な……なんだと！」

「どういうつもりだ！」

　口答えする二人。だが、ダメージが大きいのか、なかなか立ち上がることができずにいる。

「おめェらが黒江にひどい目に遭あわされたのは認めてやる。だがな、自分たちがひどい目に遭わされたからって、代わりに他人をひどい目に遭わせていいなんて法はねェ！　おめェらはヒーロー失格だ！　Ｘ１とＶ９じゃねェ、Ｘ２とＶ８だ！」

「なッ……!!」

　長坂の面責に、二人のライダーは大いなるショックを受けた。

「この俺たちが偽にせ疎開ライダーだって……!?」

「……Ｘ２とＶ８というのは」誰に乞こわれるでもなく、伊勢谷は解説した。「番組の後半の方で悪の組織ゲルドロンが繰くり出してくる偽者ライダーのこと。ゲルドロンの幹部が過去に廃はい棄きされていたＶ８とＸ２の計画書を盗ぬすみ出していて、──」

「いや、見てるだけでだいたい事情はわかる」

　九里浜は遮さえぎった。

「そォだ。おめェらは悪の心を植え付けられた偽者のヒーローだ。悪役だ！　悪役ってのは、やられたら爆発しなきゃなんねェんだよ！」

　長坂の絶ぜつ叫きように、二人のライダーの絶叫が重なった。

「う……うあああ──ッ!!」

　どかんどかーん、と大爆発が二連発で轟とどろいた。

　爆ばく煙えんは台風の強い風にあっという間に流される。後に残されたのは、地面にべったりと倒れ、完全に気絶している二人の少年の姿だった。

「終わった……すべてが」

　長坂は吐はき捨てるように言い、その場にぺたりと座り込んでしまった。風と雨はやむどころかますます強く吹ふき付け、とどまるところを知らなかった。







「ふ～ん。そんなことがあったんだ」

　弁当を食べながら、三助は脳天気に頷うなずいた。

　直後、長坂と九里浜と北御門は三助を殺すような勢いでにらみつけた。

「おめェが家で寝ねている間に俺たちはえれェ災難に遭ってたんだよ！」

「それをあんたは何を脳天気なツラしてんのよぅ！」

「まったくだこのクソ野や郎ろう！」

　えらい剣けん幕まくでまくし立てる三人を前に、三助は黙だまり込むしかなかった。

　翌日の昼休み。平磐二高の屋上には五つの人ひと影かげがあった。長坂と九里浜、三助と夏月の四名はいつも通りだが、もう一人、北御門真紀が加わっていた。

　台風は太平洋に抜ぬけて熱帯低気圧となり、平磐地方は快晴となっていた。雲一つ無いすっきりとした青空がどこまでも広がっている。その青空の下、五人は弁当を食べていた。うち二人はいつも通りの穏おだやかな表情で、うち三人は猛もう烈れつに険しい表情で。どっちが誰だれであるかは、言うまでもないだろう。

「二人とも落ち着いて下さいよー」取り成そうと夏月が口を開いた。「私だって、二人を全くお助けできなかったんですから」

「そんなことないわよぅ」と九里浜。「夏月は、あの二人の疎開ライダーの魂裸醒封ふうじとか、後始末を手伝ってくれたじゃないの。三助は真剣に何もやってないのよ」

「まったく、後始末にどんだけ手間がかかったと思ってやがるんだ」

　長坂も怒いかりを隠かくそうとしない。

「つまり、一番悪いのは黒江だったんだろ？　あいつはどうしたの」

「あのあと、もォ一度出向いて全部吐かせてやった。箱崎を立会人にして。これであいつは平磐リーグから永久追放決定だろォよ。個人的にはネクタイで吊つるしてやりてェところだったが、その辺で勘かん弁べんしてやることにした」

「あたしは梅中に勘弁してもらえなかった」九里浜は低く険悪な声を発した。「今後二週間ほど、裏庭掃そう除じを一人でやれってさ。まったく、一回殴なぐり倒たおされたくらいで。人間が小さいんだから」

「伊勢谷の方は？」

「押見に話を聞いたら、その通りだって認めたそうよ。あの二人のコレクションを取り戻もどすことはもう不可能だから、代わりにお金を返すよう言って、働かせているらしい」

「それはそれで大変そうだね」

「一番大変なのはこのあたしだ」北御門は天を仰あおいで訴うつたえた。「よく考えてみたら、これも魂裸醒がらみの話だったから、会誌に書けねーじゃん。このままじゃ真剣に原げん稿こう落としちまう。どーしたらいいんだよ！」

「いやー、みんな災難だったみたいだね。はっはっはっ」

　陽気な笑い声で場を和なごませようとした三助だったが、当然それは三人の怒りの炎ほのおに油を注ぐ結果となった。

「他人ひと事ごとだと思って笑うなボケナスー！」

「てめェはなにもわかってねェ！」

「そうよ三助！　あんたがツラ出してればここまでの事態にはならなかったのにッ！」

「仕方ないだろ。知らなかったんだし」

「あんた、昨日携けい帯たいと実家の両方に電話かけたのに、全然出なかったじゃないのよぅ！」

「そりゃそうさ。昨日はウチのあたり、台風のせいで停電していたんだもの。あと、ウチには携帯電話の電波が届いていないってこと、前に教えなかったっけ。いわゆる陸の孤こ島とうってやつだね。はっはっはっ」

　三助は懲こりずにもう一度陽気な笑い声を上げた。

　九里浜はエア・キルを発現し、鉄てつ扇せんで情け容よう赦しやなく三助の頭を叩たたいた。

「バカバカバカ！　どアホーッ！」

「やめろ九里浜……ってなにするんだ！」

　被ひ害がいを少しでも抑おさえようと頭上に手をかざす三助。と、その手が不意に摑つかまえられて、ぐいっと後方に引っ張られる。

　背後を見ると、長坂と北御門が腕うでを一本ずつ摑つかんでいた。

「今回は俺も九里浜と同意見だ。ちょいといいように殴られてもらおォか」

「おめーがネタをよこすまで、この手は放さねー！」

　というわけで、三助は九里浜の気が済むまで鉄扇制裁を叩き込まれたのだった。

「七夕の短たん冊ざくに書くべき願いは決まった」制裁から解放された後、三助は語った。「『平磐が永遠に平和でありますように』かな。それが心からの切なる願いだ」

　そして、ぺたんとその場に倒れ込んだ。

「本当に、そうですね」

　困こん惑わくと笑えみとがないまぜになったような表情を浮うかべつつ、夏月は三助に和した。

　少なくともこの瞬しゆん間かんは、平磐は果てしなく平和だった。
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